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宮古島市告示第８６号

平成２２年第５回宮古島市議会（定例会）を次のとおり招集する。

平成２２年８月２７日

宮古島市長 下 地 敏 彦

１ 期 日 平成２２年９月７日（火）

２ 場 所 宮古島市議会議事堂
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上 程 案 件 処 理 結 果

議案番号 件 名 提 案 者 提出月日 処理月日 結 果

議案 平成２２年度宮古島市一般会計補正予算（第 平成22年 平成22年
市 長 原案可決

第６５号 ２号） ９月７日 ９月28日

議案 平成２２年度宮古島市国民健康保険事業特別
〃 〃 〃 〃

第６６号 会計補正予算（第１号）

議案 平成２２年度宮古島市港湾事業特別会計補正
〃 〃 〃 〃

第６７号 予算（第１号）

議案 平成２２年度宮古島市老人保健特別会計補正
〃 〃 〃 〃

第６８号 予算（第１号）

議案 平成２２年度宮古島市農漁業集落排水事業特
〃 〃 〃 〃

第６９号 別会計補正予算（第１号）

議案 平成２２年度宮古島市公共下水道事業特別会
〃 〃 〃 〃

第７０号 計補正予算（第１号）

議案 平成２２年度宮古島市介護保険特別会計補正
〃 〃 〃 〃

第７１号 予算（第１号）

議案 平成２２年度宮古島市後期高齢者医療特別会
〃 〃 〃 〃

第７２号 計補正予算（第１号）

議案 平成２２年度宮古島市水道事業会計補正予算
〃 〃 〃 〃

第７３号 （第１号）

議案
宮古島市食育推進会議条例 〃 〃 〃 〃

第７４号

議案 宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正
〃 〃 〃 〃

第７５号 する条例

議案 宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条
〃 〃 〃 〃

第７６号 例

議案
宮古島市定住自立圏形成方針の策定について 〃 〃 〃 〃

第７７号

辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関す
議案

る財政上の計画（総合整備計画）の変更につ 〃 〃 〃 〃
第７８号

いて

議案 宮古島市過疎地域自立促進計画（平成２２年
〃 〃 〃 〃

第７９号 度～平成２７年度）の策定について

議案
議決内容の一部変更について 〃 〃 〃 〃

第８０号
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議案番号 件 名 提 案 者 提出月日 処理月日 結 果

議案 平成22年 平成22年
字の区域の変更について 市 長 原案可決

第８１号 ９月７日 ９月28日

議案 平成22年
第１ふ頭上屋建築工事請負契約について 〃 〃 〃

第８２号 ９月８日

議案 平成22年
財産の取得について 〃 〃 〃

第８３号 ９月28日

認定 平成２１年度宮古島市一般会計歳入歳出決算
〃 〃 〃 認 定

第 １ 号 認定について

認定 平成２１年度宮古島市国民健康保険事業特別
〃 〃 〃 〃

第 ２ 号 会計歳入歳出決算認定について

認定 平成２１年度宮古島市港湾事業特別会計歳入
〃 〃 〃 〃

第 ３ 号 歳出決算認定について

認定 平成２１年度宮古島市老人保健特別会計歳入
〃 〃 〃 〃

第 ４ 号 歳出決算認定について

認定 平成２１年度宮古島市農漁業集落排水事業特
〃 〃 〃 〃

第 ５ 号 別会計歳入歳出決算認定について

認定 平成２１年度宮古島市公共下水道事業特別会
〃 〃 〃 〃

第 ６ 号 計歳入歳出決算認定について

認定 平成２１年度宮古島市介護保険特別会計歳入
〃 〃 〃 〃

第 ７ 号 歳出決算認定について

認定 平成２１年度宮古島市診療事業特別会計歳入
〃 〃 〃 〃

第 ８ 号 歳出決算認定について

認定 平成２１年度宮古島市後期高齢者医療特別会
〃 〃 〃 〃

第 ９ 号 計歳入歳出決算認定について

認定 平成２１年度宮古島市水道事業会計決算認定
〃 〃 〃 〃

第１０号 について

報告 平成２２年度宮古島市健全化判断比率及び資
〃 〃

第１３号 金不足比率の報告について

同意案 平成22年
教育委員会委員の任命について 〃 〃 同 意

第 ２ 号 ９月28日

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
〃 〃 〃 適 任

第 １ 号 について

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
〃 〃 〃 〃

第 ２ 号 について
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議案番号 件 名 提 案 者 提出月日 処理月日 結 果

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 平成22年 平成22年
市 長 適 任

第 ３ 号 について ９月７日 ９月28日

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
〃 〃 〃 〃

第 ４ 号 について

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
〃 〃 〃 〃

第 ５ 号 について

沖縄県社会

陳情書 保障推進協 平成22年 平成22年
後期高齢者医療制度の即時廃止を求める陳情 採 択

第 ８ 号 議会会長 ６月14日 ９月８日

新垣安男

沖縄県教職

員組合宮古
陳情書 義務教育国庫負担堅持及び２分の１復元を求

支部執行委 〃 〃 〃
第１４号 める陳情

員長

上地賢治

日本の子供

の未来を・
陳情書 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見

守る会沖縄 〃 〃 〃
第１８号 書の提出に関する陳情書

県支部長

山川幸子

宮古島市平

陳情書 良字荷川取 平成22年 平成22年
道路信号機設置並びに道路行政について 〃

第２０号 ４０７―８ ９月７日 ９月28日

服部元昭

宮古島市伊

陳情書 地元産品奨励及び地元企業優先使用について 良部商工会
〃 〃 〃

第２１号 （要請） 会長

大浦貞治

社団法人沖

陳情書 縄県工業連
県産品の優先使用について（要請） 〃 〃 〃

第２２号 合会会長

湧川昌秀

意見書案 文 教 社 会 平成22年 平成22年
後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書 原案可決

第 ７ 号 委 員 会 ９月８日 ９月８日
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議案番号 件 名 提 案 者 提出月日 処理月日 結 果

意見書案 義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元を 文 教 社 会 平成22年 平成22年
原案可決

第 ８ 号 求める意見書 委 員 会 ９月８日 ９月８日

意見書案 尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関 議 会 運 営 平成22年 平成22年
〃

第 ９ 号 する意見書 委 員 会 ９月22日 ９月22日

決議案 尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関
〃 〃 〃 〃

第 ２ 号 する抗議決議

決議案 米軍艦船および軍用機等の来島反対と自粛を 平成22年 平成22年
議 員 〃

第 ３ 号 求める決議 ９月24日 ９月24日

決議案 経 済 工 務 平成22年 平成22年
県産品及び地元産品愛用宣言決議 〃

第 ４ 号 委 員 会 ９月28日 ９月28日

尖閣諸島海域における中国漁船の領海侵犯、
決議案 議 会 運 営

公務執行妨害事件の対処に対する抗議および 〃 〃 〃
第 ５ 号 委 員 会

安全操業確保についての要請

米軍掃海艦「ディフェンダー」の平良港入港 平成22年 平成22年
議 員 否 決

について緊急質問の動議 ９月22日 ９月22日

※ 陳情書第７号 くらし支える行政サービスの拡充を求める陳情（提出月日：平成２２年６月１４日、

提出者：国家公務員労働組合沖縄県協議会 議長 嘉数 剛 、）

陳情書第１０号 日本軍「慰安婦」問題の解決をめざす法制定を求める陳情（提出月日：平成２２年

６月１４日、提出者：新日本婦人の会沖縄県本部 会長 前田芙美子 、）

陳情書第１２号 消費税によらない最低保障年金制度の実現を求める陳情書（提出月日：平成２２年

６月１４日、提出者：全日本年金者組合沖縄県本部 執行委員長 吉田 務 、）

陳情書第１７号 子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳情書（提出月日：平成２２年６

月１４日、提出者：日本の子供の未来を・守る会 沖縄県支部長 山川幸子 、）

陳情書第１９号 人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出に関する陳情書（提出月日：平成

２２年６月１４日、提出者：日本の子供の未来を・守る会 沖縄県支部長 山川幸子）

については、審議未了となった。
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開会日（９月７日）に応招した議員

下 地 明 君 前 里 光 恵 君

棚 原 芳 樹 〃 山 里 雅 彦 〃

高 吉 幸 光 〃 上 地 博 通 〃

仲 間 則 人 〃 佐 久 本 洋 介 〃

西 里 芳 明 〃 平 良 隆 〃

下 地 博 盛 〃 新 城 啓 世 〃

長 崎 富 夫 〃 嘉 手 納 学 〃

上 里 樹 〃 垣 花 健 志 〃

嵩 原 弘 〃 富 永 元 順 〃

砂 川 明 寛 〃 池 間 豊 〃

眞 榮 城 德 彦 〃 下 地 智 〃

新 城 元 吉 〃 新 里 聰 〃

亀 濱 玲 子 〃



平 成 22 年 

第５回宮古島市議会(定例会)会議録 

 

 

９月７日（火）  初 日 

（議案上程、説明、聴取） 
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第１号

平成２２年９月７日（火）午前１０時開会

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

〃 第 ２ 会期を定めることについて

〃 第 ３ 議案第６５号 平成２２年度宮古島市一般会計補正予算（第２号） （市長提出）

〃 第 ４ 〃 第６６号 平成２２年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ５ 〃 第６７号 平成２２年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号) ( 〃 ）

〃 第 ６ 〃 第６８号 平成２２年度宮古島市老人保健特別会計補正予算（第１号) ( 〃 ）

〃 第 ７ 〃 第６９号 平成２２年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ８ 〃 第７０号 平成２２年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ９ 〃 第７１号 平成２２年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号) ( 〃 ）

〃 第１０ 〃 第７２号 平成２２年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１１ 〃 第７３号 平成２２年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号） （ 〃 ）

〃 第１２ 〃 第７４号 宮古島市食育推進会議条例 （ 〃 ）

〃 第１３ 〃 第７５号 宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１４ 〃 第７６号 宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１５ 〃 第７７号 宮古島市定住自立圏形成方針の策定について （ 〃 ）

〃 第１６ 〃 第７８号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画（総合整備計

画）の変更について （ 〃 ）

〃 第１７ 〃 第７９号 宮古島市過疎地域自立促進計画（平成２２年度～平成２７年度）の策定に

ついて （ 〃 ）

〃 第１８ 〃 第８０号 議決内容の一部変更について （ 〃 ）

〃 第１９ 〃 第８１号 字の区域の変更について （ 〃 ）

〃 第２０ 〃 第８２号 第１ふ頭上屋建築工事請負契約について （ 〃 ）

〃 第２１ 〃 第８３号 財産の取得について （ 〃 ）

〃 第２２ 認定第 １ 号 平成２１年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について （ 〃 ）

〃 第２３ 〃 第 ２ 号 平成２１年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て （ 〃 ）

〃 第２４ 〃 第 ３ 号 平成２１年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）
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日程第２５ 認定第 ４ 号 平成２１年度宮古島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

（市長提出）

〃 第２６ 〃 第 ５ 号 平成２１年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて （ 〃 ）

〃 第２７ 〃 第 ６ 号 平成２１年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２８ 〃 第 ７ 号 平成２１年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２９ 〃 第 ８ 号 平成２１年度宮古島市診療事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第３０ 〃 第 ９ 号 平成２１年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第３１ 〃 第１０号 平成２１年度宮古島市水道事業会計決算認定について （ 〃 ）

〃 第３２ 報告第１３号 平成２２年度宮古島市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

（ 〃 ）

〃 第３３ 同意案第 ２ 号 教育委員会委員の任命について （ 〃 ）

〃 第３４ 諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３５ 〃 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３６ 〃 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３７ 〃 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３８ 〃 第 ５ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

◎会議に付した事件

議事日程に同じ
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）会期日程計画表

平成２２年９月７日（火）午前１０時開会

月 日 曜 種 別 日 程 摘 要

会議録署名議員の指名

９月 ７日 火 本会議 会期の決定 開 会

議案上程、説明、聴取

委員長報告、質疑、討論、表決

９月 ８日 水 〃 意見書案提案、質疑、討論、表決

議案に対する質疑（付託）

９月 ９日 木 休 会 委員会

９月１０日 金 〃 〃

９月１１日 土 〃

９月１２日 日 〃

９月１３日 月 〃 委員会

９月１４日 火 〃 〃

９月１５日 水 〃 〃 通 告 締 切

敬老会（下
９月１６日 木 〃 地・上野・

城辺地区）

報告書作成
９月１７日 金 〃 敬老会（平

良地区）

９月１８日 土 〃

９月１９日 日 〃

敬 老 の 日
敬老会（佐

９月２０日 月 〃
良浜・伊良
部学区）

９月２１日 火 本会議 一般質問

９月２２日 水 〃 〃

９月２３日 木 休 会 秋 分 の 日

９月２４日 金 本会議 一般質問

９月２５日 土 休 会

９月２６日 日 〃

９月２７日 月 本会議 一般質問

９月２８日 火 〃 委員長報告、質疑、討論、表決 閉 会
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本会議 ７日

会期＝２２日間 委 員 会 ５日

休 会＝１５日 休 日 ８日

そ の 他 ― ２日
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２２年９月７日

（開会＝午前10時00分）

（ ） （ ）◎出席議員 ２５名 散会＝午前10時21分

議 長（４ 番） 下 地 明 君 議 員（１４番） 亀 濱 玲 子 君

副 議 長（１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 〃 （１５〃） 前 里 光 恵 〃

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦 〃

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 〃 （１７〃） 上 地 博 通 〃

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 〃 （１８〃） 佐久本 洋 介 〃

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 〃 （１９〃） 平 良 隆 〃

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 〃 （２０〃） 新 城 啓 世 〃

〃 （２１〃） 嘉手納 学 〃

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 〃 （２２〃） 垣 花 健 志 〃

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 〃 （２３〃） 富 永 元 順 〃

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 〃 （２４〃） 池 間 豊 〃

〃 （１２〃） 眞榮城 德 彦 〃 〃 （２５〃） 下 地 智 〃

〃 （１３〃） 新 城 元 吉 〃 〃 （２６〃） 新 里 聰 〃

◎欠席議員（１名）

議 員（７ 番） 前 川 尚 誼 君

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 君 城 辺 支 所 長 狩 俣 照 雄 君

副 市 長 長 濱 政 治 〃 下 地 支 所 長 喜屋武 重 三 〃

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 〃 上 野 支 所 長 垣 花 徳 亮 〃

観 光 商 工 局 長 奥 原 一 秀 〃 消 防 長 砂 川 享 一 〃

総 務 部 長 砂 川 正 吉 〃 教 育 長 川 上 哲 也 〃

福 祉 保 健 部 長 譜久村 基 嗣 〃 教 育 部 長 上 地 廣 敏 〃

農 林 水 産 部 長 平 良 哲 則 〃 生 涯 学 習 部 長 安谷屋 政 秀 〃

建 設 部 長 友 利 悦 裕 〃 企 画 調 整 課 長 友 利 克 〃

上 下 水 道 部 長 下 地 祥 充 〃 総 務 課 長 下 地 信 男 〃

会 計 管 理 者 饒平名 建 次 〃 財 政 課 長 伊 川 秀 樹 〃

伊 良 部 支 所 長 長 濱 光 雄 〃

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷川取 辰 美 君 議 事 係 仲 間 清 人 君

次 長 宮 國 恵 良 〃 〃 饒平名 たかよ 〃

補 佐 兼 議 事 係 長 伊 波 則 知 〃
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◎議長（下地 明君）

ただいまから平成22年第５回宮古島市議会定例会を開会いたします。

（開会＝午前10時00分）

本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第１号のとおりであります。

直ちに本日の会議を開きます。

この際、諸般の報告をいたします。

事務局長に報告書を朗読させます。

◎事務局長（荷川取辰美君）

議長の命により、諸般の報告書を朗読いたします。

去った６月定例会の閉会後、４件の陳情書を受理し、そのうち３件を陳情書文書表とともにお手元に配

付いたしましたので、それぞれ所管委員会のご審査をお願いいたします。

次に、宮古島市監査委員の糸数健委員、新里聰委員のご両名から、平成22年４月分、同５月分、同６月

分の例月出納検査結果報告がありました。

８月18日、文教社会委員会で継続審査中の陳情書第14号、義務教育国庫負担堅持及び２分の１復元を求

める陳情における文言で「高等学校第７次」の部分について削除訂正したい旨提出者より申し出があり、

お手元にお配りしたとおり削除訂正をし、引き続き審査に付しました。

８月21日、ＪＡ宮古地区本部大ホールにおいて開催された沖縄県農業協同組合代表理事理事長、砂川博

紀氏、同じく常務理事、長濱哲夫氏ご両名の就任祝賀会で祝辞を述べました。

８月27日、下地敏彦市長から平成22年第５回定例会の招集告示をした旨通知がありました。

８月28日、去る臨時会で議決された海中公園海中観察施設工事の起工式、安全祈願祭に出席いたしまし

た。

８月29日、飲酒運転の危険性と根絶意識の普及と浸透を目的とした飲酒運転実体験型講習会が宮古自動

車学校で行われ、教習コースにおいて飲酒運転を実際に体験し、改めてその怖さを痛感いたしました。議

員各位におかれましても、飲酒運転根絶のための周知等ご協力願います。

８月31日、今定例会に付議すべき議案の送付がありました。

９月２日、全員協議会に先立ち開催された議会運営委員会において、諮問した会期については本日９月

７日から９月28日までの22日間とするのが適当であると決しました。また、同会議においては、決算認定

案件について会期内処理を目指すため、質疑の方法についても協議され、質疑については決算案件とそれ

以外の議案に分けて行うことも了承され、同日の全員協議会に報告したところであります。

９月３日、マリンターミナルビルにおいて開催された宮古島市地方港湾審議会に出席しました。同会議

におきましては、平良港港湾計画書の一部変更について了承されました。

これで諸般の報告を終わります。

◎議長（下地 明君）

これより日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第80条の規定により、議長において眞榮城德彦君と新城元吉君を指名いた
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します。

次に、日程第２、会期を定めることについてを議題といたします。

今定例会の会期は、本日９月７日から９月28日までの22日間といたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、会期は本日から９月28日までの22日間と決しました。

なお、議事の都合により、９月９日、10日と13日から17日までの５日の計７日間は休会にいたしたいと

思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、そのとおり決しました。

なお、会議予定につきましては、さきにお配りした会期日程計画表のとおりでありますので、ご了承願

います。

次に、日程第３、議案第65号から日程第38、諮問第５号までの計36件を一括議題とし、提案者から提案

理由の説明を求めます。

◎市長（下地敏彦君）

平成22年第５回宮古島市議会定例会に提出しました議案について、ご説明申し上げます。

、 、 、 、 、 、 、今回提出した議案は 予算議案９件 条例議案３件 議決議案７件 認定10件 報告１件 同意案１件

諮問５件の合計36件であります。

最初に、議案第65号、平成22年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）についてご説明申し上げます。

今回の補正は２億7,986万8,000円の補正増で、歳入歳出予算の補正のほか、債務負担行為、地方債の補正

を行い、補正後の歳入歳出総額をそれぞれ344億4,104万9,000円と定めてあります。

次に、議案第66号、平成22年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明

申し上げます。今回の補正は1,263万5,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額をそれぞれ64億8,362万

5,000円と定めてあります。

次に、議案第67号、平成22年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げ

ます。今回の補正は597万4,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額をそれぞれ１億6,483万4,000円と定

めてあります。

次に、議案第68号、平成22年度宮古島市老人保健特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げ

ます。今回の補正は563万2,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額をそれぞれ756万9,000円と定めてあ

ります。

次に、議案第69号、平成22年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）についてご説

明申し上げます。今回の補正は、地方債の補正を行っております。
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次に、議案第70号、平成22年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申

し上げます。今回の補正は950万円の補正増で、歳入歳出予算の補正のほか地方債の補正を行い、補正後

の歳入歳出総額をそれぞれ５億7,820万円と定めてあります。

次に、議案第71号、平成22年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げ

ます。今回の補正は5,956万5,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額をそれぞれ48億5,708万3,000円と

定めてあります。

次に、議案第72号、平成22年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説明申

し上げます 今回の補正は４万6,000円の補正増で 補正後の歳入歳出総額をそれぞれ４億3,113万1,000円。 、

と定めてあります。

、 、 （ ） 。次に 議案第73号 平成22年度宮古島市水道事業会計補正予算 第１号 についてご説明申し上げます

、 。今回の補正は441万円の資本的支出の補正増で 伊良部大橋橋梁添架工事に伴う委託料の補正であります

以上で平成22年度一般会計、特別会計及び水道事業会計補正予算の説明を終わります。

次に、条例議案についてご説明申し上げます。議案第74号、宮古島市食育推進会議条例。宮古島市食育

推進計画の作成及び実施を推進するための食育推進会議を設置するには、食育基本法第33条の規定により

条例を制定する必要があるため、本案を提出します。

議案第75号、宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例。宮古島市教育委員会組織規則の改

正に伴い、条例を改正する必要があるため、本案を提出します。

議案第76号、宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例。地方公共団体の手数料の標準に関する政

令の一部改正に伴い、条例を改正する必要があるため、本案を提出します。

次に、議決議案についてご説明申し上げます。議案第77号、宮古島市定住自立圏形成方針の策定につい

て。定住自立圏構想推進要綱に基づく定住自立圏形成方針を策定するには、地方自治法第96条第２項の規

定による議会の議決すべき事件に関する条例第２条の規定により議会の議決を必要とするため、本案を提

出します。

議案第78号、辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画（総合整備計画）の変更につ

いて。下里辺地ほか７地区の辺地に係る公共施設の総合整備のための財政上の計画（総合整備計画）の内

容を変更するには、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第

５項の規定により議会の議決を必要とするため、本案を提出します。

議案第79号、宮古島市過疎地域自立促進計画（平成22年度～平成27年度）の策定について。宮古島市過

疎地域自立促進計画（平成22年度～平成27年度）を策定するには、過疎地域自立促進特別措置法第６条の

規定により議会の議決を必要とするため、本案を提出します。

議案第80号、議決内容の一部変更について。離島独立型系統新エネルギー導入実証事業の土地利用計画

の変更による面積縮小及び平成12年８月31付で土地無償貸付契約を締結した同事業用地の契約期間満了に

伴い、引き続き当該用地を無償貸付するには、議会の議決を必要とするため、本案を提出します。

議案第81号、字の区域の変更について。農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業ピサタ地区の工事

、 、 、に伴い 字の区域を変更するには 地方自治法第260条第１項の規定により議会の議決を必要とするため

本案を提出します。
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議案第82号、第１ふ頭上屋建築工事請負契約について。第１ふ頭上屋建築工事の請負契約の締結につい

ては、宮古島市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議

会の議決を必要とするため、本案を提出します。

議案第83号、財産の取得について。高規格救急自動車及び高規格救急自動車用医療資機材一式の物品売

買契約の締結について、宮古島市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条

の規定により、議会の議決を必要とするため、本案を提出します。

次に、認定第１号から認定第10号議案について、一括してご説明申し上げます。平成21年度一般会計、

特別会計及び水道事業会計の決算認定について、地方自治法第233条第３項の規定に基づき、議会の認定

に付します。

次に、報告についてご説明申し上げます。報告第13号、平成22年度宮古島市健全化判断比率及び資金不

足比率の報告について。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定

に基づき、議会へ報告します。

次に、同意案についてご説明申し上げます。同意案第２号、教育委員会委員の任命について。教育委員

会委員の任期が平成22年12月４日に満了となるため、その後任を任命したいので、本案を提出します。

最後に、諮問第１号から諮問第５号議案について一括してご説明申し上げます。これらの議案は、人権

、 、擁護委員の任期が平成22年９月30日及び平成22年12月31日に満了となるため その後任を推薦したいので

本案を提出します。

なお、議案第82号につきましては、先議案件としてご審議を賜りますようお願い申し上げます。

以上、今回提出しました議案についてご説明申し上げました。慎重なるご審議の上、議決を賜りますよ

うお願い申し上げます。

◎議長（下地 明君）

これで提案理由の説明は終わりました。

本日の日程はこれで終了いたしました。

よって、本日の会議はこれにて散会いたします。

（散会＝午前10時21分）



平 成 22 年 
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第２号

平成２２年９月８日（水）午前１０時開議

日程第 １ 陳情書第 ８ 号 後期高齢者医療制度の即時廃止を求める陳情 （委員長報告）

〃 第 ２ 〃 第１４号 義務教育国庫負担堅持及び２分の１復元を求める陳情 （ 〃 ）

〃 第 ３ 〃 第１８号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する陳情書

（ 〃 ）

〃 第 ４ 意見書案第 ７ 号 後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書 （文教社会委員会提出）

〃 第 ５ 〃 第 ８ 号 義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元を求める意見書

（ 〃 ）

〃 第 ６ 議案第８２号 第１ふ頭上屋建築工事請負契約について （市長提出）

〃 第 ７ 〃 第６５号 平成２２年度宮古島市一般会計補正予算（第２号） （ 〃 ）

〃 第 ８ 〃 第６６号 平成２２年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ９ 〃 第６７号 平成２２年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号) ( 〃 ）

〃 第１０ 〃 第６８号 平成２２年度宮古島市老人保健特別会計補正予算（第１号) ( 〃 ）

〃 第１１ 〃 第６９号 平成２２年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１２ 〃 第７０号 平成２２年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１３ 〃 第７１号 平成２２年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号) ( 〃 ）

〃 第１４ 〃 第７２号 平成２２年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１５ 〃 第７３号 平成２２年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号） （ 〃 ）

〃 第１６ 〃 第７４号 宮古島市食育推進会議条例 （ 〃 ）

〃 第１７ 〃 第７５号 宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１８ 〃 第７６号 宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１９ 〃 第７７号 宮古島市定住自立圏形成方針の策定について （ 〃 ）

〃 第２０ 〃 第７８号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画（総合整備計

画）の変更について （ 〃 ）

〃 第２１ 〃 第７９号 宮古島市過疎地域自立促進計画（平成２２年度～平成２７年度）の策定に

ついて （ 〃 ）

〃 第２２ 〃 第８０号 議決内容の一部変更について （ 〃 ）

〃 第２３ 〃 第８１号 字の区域の変更について （ 〃 ）

〃 第２４ 〃 第８３号 財産の取得について （ 〃 ）
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日程第２５ 報告第１３号 平成２２年度宮古島市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

（市長提出）

〃 第２６ 同意案第 ２ 号 教育委員会委員の任命について （ 〃 ）

〃 第２７ 諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第２８ 〃 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第２９ 〃 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３０ 〃 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３１ 〃 第 ５ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３２ 認定第 １ 号 平成２１年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について （ 〃 ）

〃 第３３ 〃 第 ２ 号 平成２１年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て （ 〃 ）

〃 第３４ 〃 第 ３ 号 平成２１年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第３５ 〃 第 ４ 号 平成２１年度宮古島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第３６ 〃 第 ５ 号 平成２１年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて （ 〃 ）

〃 第３７ 〃 第 ６ 号 平成２１年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第３８ 〃 第 ７ 号 平成２１年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第３９ 〃 第 ８ 号 平成２１年度宮古島市診療事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第４０ 〃 第 ９ 号 平成２１年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第４１ 〃 第１０号 平成２１年度宮古島市水道事業会計決算認定について （ 〃 ）

◎会議に付した事件

議事日程に同じ
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平成２２年９月８日

宮古島市議会

議長 下 地 明 殿

総務財政委員会

委員長 眞榮城 德 彦

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、平成２２年第３回宮古島市議会定例会（６月）において閉会中、継続審査に付された陳情書

を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１３５条の規定により報告します。

記

議案番号 件 名 結 果 措 置

陳情書 採択すべ
選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する陳情書

第１８号 きもの

◎採択の理由

陳情書第１８号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。
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平成２２年９月８日

宮古島市議会

議長 下 地 明 殿

文教社会委員会

委員長 垣 花 健 志

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、平成２２年第３回宮古島市議会定例会（６月）において閉会中、継続審査に付された陳情書

を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１３５条の規定により報告します。

記

議案番号 件 名 結 果 措 置

陳情書 採択すべ
後期高齢者医療制度の即時廃止を求める陳情

第 ８ 号 きもの

陳情書
義務教育国庫負担堅持及び２分の１復元を求める陳情 〃

第１４号

◎採択の理由

陳情書第８号、陳情書第１４号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決し

た。
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議 案 付 託 表

平成２２年９月８日（水）第５回定例会

委 員 会 名 議案番号 件 名

議案第６５号 平成２２年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）

議案第７６号 宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例

議案第７７号 宮古島市定住自立圏形成方針の策定について

議案第７８号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画（総合整

備計画）の変更について
総務財政委員会

議案第７９号 宮古島市過疎地域自立促進計画（平成２２年度～平成２７年度）の策

定について

議案第８０号 議決内容の一部変更について

議案第８３号 財産の取得について

認定第 １ 号 平成２１年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について

議案第６６号 平成２２年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第６８号 平成２２年度宮古島市老人保健特別会計補正予算（第１号）

議案第７１号 平成２２年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第７２号 平成２２年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第７４号 宮古島市食育推進会議条例

議案第７５号 宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例

文教社会委員会 認定第 ２ 号 平成２１年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

認定第 ４ 号 平成２１年度宮古島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ７ 号 平成２１年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ８ 号 平成２１年度宮古島市診療事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ９ 号 平成２１年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

議案第６７号 平成２２年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）

（ ）議案第６９号 平成２２年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算 第１号

議案第７０号 平成２２年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議案第７３号 平成２２年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号）

議案第８１号 字の区域の変更について

経済工務委員会 認定第 ３ 号 平成２１年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ５ 号 平成２１年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

について
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委 員 会 名 議案番号 件 名

認定第 ６ 号 平成２１年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

認定第１０号 平成２１年度宮古島市水道事業会計決算認定について
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議案第６５号 平成２２年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）

歳出款項別審査委員会表

平成２２年９月８日（水）第５回定例会

委 員 会 名 款 項 頁

３．民 生 費 １．社 会 福 祉 費 ２１

２．児 童 福 祉 費 ２３

３．生 活 保 護 費 ２４

４．衛 生 費 １．保 健 衛 生 費 ２５

２．清 掃 費 ２６

文教社会委員会 １０．教 育 費 １．教 育 総 務 費 ４８

２．小 学 校 費 ４９

３．中 学 校 費 ５０

４．幼 稚 園 費 ５１

５．社 会 教 育 費 ５２

６．保 健 体 育 費 ５３

６．農 林 水 産 業 費 １．農 業 費 ２７

２．林 業 費 ３６

３．水 産 業 費 ３７

８．土 木 費 １．土 木 管 理 費 ３９
経済工務委員会

２．道 路 橋 り ょ う 費 ４０

３．都 市 計 画 費 ４１

４．住 宅 費 ４４

５．港 湾 空 港 費 ４５
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２２年９月８日

（開議＝午前10時02分）

（ ） （ ）◎出席議員 ２５名 散会＝午後１時36分

議 長（４ 番） 下 地 明 君 議 員（１４番） 亀 濱 玲 子 君

副 議 長（１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 〃 （１５〃） 前 里 光 恵 〃

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦 〃

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 〃 （１７〃） 上 地 博 通 〃

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 〃 （１８〃） 佐久本 洋 介 〃

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 〃 （１９〃） 平 良 隆 〃

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 〃 （２０〃） 新 城 啓 世 〃

〃 （２１〃） 嘉手納 学 〃

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 〃 （２２〃） 垣 花 健 志 〃

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 〃 （２３〃） 富 永 元 順 〃

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 〃 （２４〃） 池 間 豊 〃

〃 （１２〃） 眞榮城 德 彦 〃 〃 （２５〃） 下 地 智 〃

〃 （１３〃） 新 城 元 吉 〃 〃 （２６〃） 新 里 聰 〃

◎欠席議員（１名）

議 員（７ 番） 前 川 尚 誼 君

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 君 城 辺 支 所 長 狩 俣 照 雄 君

副 市 長 長 濱 政 治 〃 下 地 支 所 長 喜屋武 重 三 〃

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 〃 上 野 支 所 長 垣 花 徳 亮 〃

観 光 商 工 局 長 奥 原 一 秀 〃 消 防 長 砂 川 享 一 〃

総 務 部 長 砂 川 正 吉 〃 教 育 長 川 上 哲 也 〃

福 祉 保 健 部 長 譜久村 基 嗣 〃 教 育 部 長 上 地 廣 敏 〃

農 林 水 産 部 長 平 良 哲 則 〃 生 涯 学 習 部 長 安谷屋 政 秀 〃

建 設 部 長 友 利 悦 裕 〃 企 画 調 整 課 長 友 利 克 〃

上 下 水 道 部 長 下 地 祥 充 〃 総 務 課 長 下 地 信 男 〃

会 計 管 理 者 饒平名 建 次 〃 財 政 課 長 伊 川 秀 樹 〃

伊 良 部 支 所 長 長 濱 光 雄 〃

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷川取 辰 美 君 議 事 係 仲 間 清 人 君

次 長 宮 國 恵 良 〃 〃 饒平名 たかよ 〃

補 佐 兼 議 事 係 長 伊 波 則 知 〃
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◎議長（下地 明君）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時02分）

本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第２号のとおりであります。

この際、諸般の報告をいたします。

事務局長に報告書を朗読させます。

◎事務局長（荷川取辰美君）

議長の命により、諸般の報告書を朗読いたします。

昨日、本会議終了後議会運営委員会が開催され、当局から要請のあった議案第82号、第１ふ頭上屋建築

工事請負契約についての先議について諮問したところ、本日の会議において処理するのが適当であると決

しました。

これで諸般の報告を終わります。

◎議長（下地 明君）

この際、日程第１、陳情書第８号から日程第３、陳情書第18号までの計３件を一括議題とし、各所管委

員長から審査結果報告を求めます。

◎総務財政委員会委員長（眞榮城德彦君）

それでは、総務財政委員会の陳情書審査結果を報告させていただきます。

宮古島市議会議長、下地明殿。総務財政委員会委員長、眞榮城德彦。

陳情書審査結果報告書。

本委員会は、平成22年第３回宮古島市議会定例会（６月）において閉会中、継続審査に付された陳情書

を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第135条の規定により報告します。

、 、 。陳情書第18号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する陳情書 採択すべきもの

。 、 、 。採択の理由 陳情書第18号については 陳情書の趣旨を了とし 全員異議なく採択すべきものと決した

◎文教社会委員会委員長（垣花健志君）

本委員会は、平成22年第３回宮古島市議会定例会（６月）において閉会中、継続審査に付された陳情書

を審査いたしましたので、審査結果を報告したいと思います。

陳情書審査結果報告書。

宮古島市議会議長、下地明殿。文教社会委員会委員長、垣花健志。

本委員会は、平成22年第３回宮古島市議会定例会（６月）において閉会中、継続審査に付された陳情書

を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第135条の規定により報告します。

陳情書第８号、後期高齢者医療制度の即時廃止を求める陳情、採択すべきもの。

陳情書第14号、義務教育国庫負担堅持及び２分の１復元を求める陳情、採択すべきもの。

採択の理由。陳情書第８号、陳情書第14号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべ

きものと決した。

◎議長（下地 明君）
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これより委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑があれば発言を許します。

◎亀濱玲子君

はい、ありがとうございます。陳情書第18号、選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に

関する陳情書について、委員長に質問をいたします。

この採択の理由においては、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決したというふう

に報告されておりますけれども、非常にこのことに私は疑問を持っております。こういう何か良識の皆さ

んがそろっている中でいろんな意見が出たであろうというふうには想像できるわけですが、この陳情書は

反対する意見書を提出する陳情書なんですよ。ですから、もしこれに本当に異議なく皆さんが賛成したと

したら、意見書が出てきてしかるべきだと思うんです。これは採択したのにかかわらず意見書が出なかっ

たということは、もしかすると意見もいろいろあったであろうと想定されるんですが、この全員異議なく

採択すべきものと決したというふうに書いているにもかかわらず、意見書がなぜ出されなかったかという

ことについてお答えいただきたいと思います。

◎総務財政委員会委員長（眞榮城德彦君）

意見書についてはですね、確かに委員会の中で取りまとめて、その趣旨を議会に報告するという意見も

ありましたけれども、まだ法制化されていない段階のですね、このことに関していろんな議論がありまし

て、中身は聞かれていないわけですから、意見書を議会に報告するまでもないということで、総務財政委

員会では意見書を出さないことにしました。

◎亀濱玲子君

ただいまの委員長のお答えは、整合性がないと思います。つまりこれは法制化に反対する意見書を出し

てほしいという陳情書なんですよ。それに法制化されていない案件に関して意見書を出すのはおかしいと

いうことで、こういう形で取りまとめたということは、これは全員がそういうお考えだったわけですか。

法制化に反対する意見書を出してくださいという陳情書であるから、法制化されていないのは当然承知の

上でこの方は陳情書を出してきていると思われます。ですから、こういうこと、今のもし意見書をつくら

ない、出さないという理由であるとしたらこの理由はふさわしくないというふうに思いますけど、いかが

ですか。

◎総務財政委員会委員長（眞榮城德彦君）

この件に関してはですね、総務財政委員会全委員の総意でありますから、我々が陳情書を検討したのは

ですね、この中身について、これは夫婦別姓制度のことに関してですね、法制化にふさわしいかどうか。

この方がどういう思いでこの陳情書を書いたかというのは、私は委員会としてはですね、それは文書でも

って報告されたものの中身しか我々は審議できませんから、この夫婦別姓制度に対していろんな意見が出

ました。時期尚早であるとか、日本の社会環境になじまないとか、あるいは子供の生活環境を考えたとき

に急いで選択的夫婦別姓制度を法制化する必要はないという意見が大勢を占めましたので、その審査結果

を了として報告させていただいたわけですから、一々意見書に関してですね、総務財政委員会としてこの

段階で我々の考えを議会に報告する必要はないという結論に達したわけであります。

◎亀濱玲子君
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今の委員長のお答えは、つじつまが合っていないということですよ。ここに書かれている陳情者の趣旨

はちゃんと明記されております。陳情されている方は、どういう理由でこの法制化は反対してほしいと。

本当に趣旨を了としたら意見書に結びつくべきですよ、議会は。もしさまざま意見が出たとしたら、これ

は全員異議なく採択すべきものというのに値しないというふうに私は思うわけです。ですから、この中身

については、再度反対の討論のほうでしていきたいと思います。

質疑は以上です。

◎議長（下地 明君）

ほかに質疑ございませんか。

（ 質疑なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、日程第１、陳情書第８号、後期高齢者医療制度の即時廃止を求める陳情に対する討論の発言を許

します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第８号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、陳情書第８号は採択されました。

次に、日程第２、陳情書第14号、義務教育国庫負担堅持及び２分の１復元を求める陳情に対する討論の

発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第14号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、陳情書第14号は採択されました。

次に、日程第３、陳情書第18号、選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する陳情書

に対する討論の発言を許します。
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◎亀濱玲子君

少しお時間いただきたいと思います。

こういう何か内容をですね、例えばきちっとした意思というような形で示さないまま陳情書を採択する

のみというような形になっておりますけれども、私はこの陳情書を出してきた方の思いというか、趣旨は

明確ですよ。ちゃんと陳情要旨というのを長々の中の冒頭に持ってきていまして、こういうふうにうたわ

れております。家族が同じ姓を名乗る日本の制度は、日本の一体感のある家庭が健全な心を持つ子供たち

を育てるという理由が１点。もう一点は、選択的夫婦別姓制度導入は、明治以来の夫婦一体となった家族

制度、よき伝統を壊してしまう働きをするというふうに、その目的を反対してほしいという目的を挙げて

おります。

、 、 、現在の日本の法律は 民法の第750条の規定によって 夫婦は婚姻の際夫または妻の氏を称するとして

結婚をすれば夫婦同姓にならなければならないというふうに義務づけられているわけです。それで、平成

８年、1996年には法務省の法制審議会から選択的夫婦別姓制度の導入は既に提言されて今日に至っており

ます。この背景には国連の勧告というのが大きく影響しておりまして、国連では1979年に女性差別撤廃条

約が結ばれております。それに加盟している日本は、1985年に批准しているわけなんです。批准していて

これがなかなか進まないものですから、そういう動きがあって、平成13年、当時与党でありました国会議

員の中の選択的夫婦別姓に関するプロジェクトチームの座長を務めておりました、現在でもそうかあれな

んですが、野田聖子さんが、小渕優子さんや町村信孝国会議員ですか、等々の四十何名もの自民党の国会

議員がそろって三役に申し入れるという形で、平成13年にそのことを進めるべきであるという申し入れを

しております。その主な中身は、21世紀を迎えた日本が社会の構成員に対して意義のある選択肢を提供で

きる国家となることを目指さなければならないということで、少子高齢化が進んでいる我が国に必要不可

欠な社会の構造改革を促す道であるというふうに当時平成13年から既にその動きをして、しっかりと提言

してきているんです。

それ以降もですね、去年は読売新聞の８月に、国連から再度勧告を受けた日本は、こういうふうに指摘

されたとうたっております。新聞に載っております。夫婦同姓強制するということなどを定めた民法につ

いては、前回も指摘したが、これ2003年にしてあるわけですけど、前回は。即時改正すべきというふうに

国連から勧告を受けたという経緯があって、今度の政府がですね、このことを選択的夫婦別姓を明記した

第３次男女共同参画基本計画に向けてこれを答申をしております。それについては、喫緊の課題として多

様な生き方を可能にする社会制度の実現に向けて世帯単位の制度から個人単位の制度へと、それを具体的

な取り組みとしては、家族に関する法制については選択的夫婦別姓制度を含む民法の改正が必要であると

いうふうに、今度の2010年、今年度ですね。７月23日に提言されております。つまりそういうような状況

の中にあるということを皆さん本当に、良識のある皆さんがそろっている宮古島市議会でこれの反対を皆

さんが全員異議なく決したということに関しては、非常に私は残念であります。ですから、本会議におい

て皆さんがしっかりとこれについて正しい判断をしていただきたいというふうに思います。

以上、陳情書第18号に対する反対の討論といたします。

◎上地博通君

私は、賛成の討論をしたいと思います。今亀濱玲子議員からいろいろとありましたけれどもですね、日
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本の文化的なことを考えますと、夫婦が別姓ということはちょっと考えられないというような風潮があり

ます。

もう一つはですね、夫婦が同姓だから基本的人権がどうのこうのとか、女性の差別につながるというこ

とは、私は全くないと思っております。

もう一つ、夫婦別姓にした場合にじゃ社会の混乱が起きるということが予想されますけれども、そのこ

とは考慮したのかどうか、その辺を考えてみますと、今夫婦別姓にするのは早計であると。日本としても

う少しこれは考えて行動すべきであるというふうな考えから、この陳情書には賛成したいと思います。

◎上里 樹君

ただいまの陳情書第18号、選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する陳情書につい

て、反対の立場から討論をいたします。

亀濱玲子議員の討論にありましたように、1996年に法制審議会が答申をして随分の年月がかかっていま

す。そんな中で、憲法第24条は、婚姻を個人の尊厳と両性の本質的平等の上に成り立つこと、これを保障

しています。このことから見ましても、夫婦別姓を選択できるようにしてほしいという要求は正当なもの

と考えます。

そして、日本の社会の中に別姓を望む人に選択の自由を与えてもよい、そういう合意が形成されている

と考えます。政府の世論調査でもそれは裏づけられていて、夫婦別姓を認める声が多数になっています。

別姓では家族のきずなが弱まるとか言いますけども、世論調査では別姓は家族の一体感、いわゆるきずな

に影響がないとする人が半数を超えています。法改正が遅れているもとで、改姓、いわゆる名字を改姓す

ることですね。それによる仕事上の不利益、それを少しでも軽減しようという旧姓使用を認める措置も広

がっています。政府の国の職員に対して、職員録、出勤簿、原稿の執筆、人事異動通知、ここに旧姓使用

を認めています。

諸外国でも、夫婦の姓について選択制をとっている国が多くなっています。日本のように夫婦別姓を強

制する国は、主要な先進国でも見られないと。日本だけなんですね。ですから、政府の男女共同参画会議

のこれは言っていることですけども、そのような点に照らし合わせて見ましてもですね、2003年の国連女

、 。 、性差別撤廃条約採択以降 各国で女性差別禁止と人権保障の取り組みが進んできています それを受けて

、 。 、 、タイでも男女別姓 これを導入しました ですから 本当の意味での憲法の理念を発揮するという点でも

私は夫婦別姓がとられてしかるべきだと考えます。よって、その陳情書に対して反対です。

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第18号を挙手により採決いたします。

なお、挙手のない者は否とみなします。

陳情書第18号は、採択することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

◎議長（下地 明君）

挙手多数であります。

よって、本件は採択されました。
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次に、日程第４、意見書案第７号及び日程第５、意見書案第８号の２件を一括議題とし、提案者から提

案理由の説明を求めます。

◎垣花健志君

意見書案第７号、後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書。みだしのことについて、別紙のとおり議

会の議決を得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案を提出します。平成22年９月８日、宮古

島市議会議長、下地明殿。文教社会委員会委員長、垣花健志。

後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書

2008年４月に後期高齢者医療制度が始まってから３年目を迎えている。

この制度は、都道府県ごとに全市町村が加入する広域連合が運営し、原則対象者全員から保険料を徴収

し、診療報酬体系は74歳以下の高齢者を別建てとするなど、独立した医療制度となっている。

この制度は、高齢者を差別し、所得がなくても保険料を取り立てるなど大きな負担を負わせるもので、

多くの国民から批判され、特に昨年の衆議院選挙では「制度廃止」への審判が下り、鳩山連立政権が誕生

した。

2008年６月に参議院で可決された廃止法案は 「後期高齢者医療制度その他高齢者の医療の確保に関す、

る法律を定める諸制度が 国民の高齢期における適切な医療を確保するものとなっていない として 政、 」 、「

府が緊急に講ずべき措置として、高齢者の医療の確保に関する法律を定める諸制度を廃止するとともに、

老人保健制度を再び導入するための措置、医療に係わる高齢者の負担を軽減する等のための措置について

定める必要がある」ことを求めている。

しかし 鳩山連立政権は 廃止に向けて新たな制度の検討を進める として 後期高齢者医療制度を2013年、 「 」 、

４月まで先送りすることを明らかにし、菅政権も「先送り」を引き継ぐ構えである。この制度が長引けば

長引くほど高齢者の負担が広がっていく。

沖縄県の広域連合は、今年４月からの保険料を「据え置く」ことを決めた。しかし、この２年間で保険

料滞納者が3,397人にのぼり さらに短期保険証を交付された人は1,543人で 市町村窓口での保険証の 留、 、 「

め置き」は1,030件に上っており、満足に医療が受けられずに命と健康が脅かされている。

よって、2008年６月に可決された廃止法案にもとづいて、政府に後期高齢者医療制度を廃止するよう要

請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成22年９月８日

沖縄県宮古島市議会

あて先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣。

続きまして、意見書案第８号、義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元を求める意見書。みだしのこ

とについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案を提出しま

す。平成22年９月８日、宮古島市議会議長、下地明殿。文教社会委員会委員長、垣花健志。

義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元を求める意見書

、 、義務教育費国庫負担制度は 教育の機会均等とその水準の維持向上を図る制度とし完全に定着しており

現行教育制度の重要な根幹をなしています。
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しかしながら、政府は昭和60年度以降、義務教育費国庫負担制度の見直しを行い、これまで旅費、教材

費、恩給費、共済費、公務災害補償基金、退職手当及び児童手当等義務教育に係る経費を相次いで一般財

源化してきました。

さらに 義務教育における国と地方の役割等についての論議が十分になされないまま 平成17年11月30日、 、

の政府・与党合意では義務教育費国庫負担制度を堅持するとしつつも、平成18年度から国の負担割合を２

分の１から３分の１へと削減しています。

そのような中、平成19年度の予算編成に際して、教職員給与費のさらなる一般財源化ばかりか義務教育

費国庫負担金全額の一般財源化を推し進めようとするなど、一層厳しい姿勢で臨む方針を打ち出していま

す。

仮に義務教育費国庫負担制度が廃止され、それに見合う税源移譲が実現したとしても、島嶼県である本

県においては、小規模校が多いことから、都市部に比べ、より多くの教員配置をせざるを得ない状況にな

り、今後はこのような地域及び特殊事情が全く配慮されない事態が危惧されます。このような事態になれ

ば、本県のようなもともと零細な地方財政を圧迫するだけでなく、教育予算の削減につながり、ひいては

教育水準の低下や地域間の不均衡を生じさせるおそれがあります。

よって、政府におかれては、教育の機会均等と教育水準の維持向上のため、地方に新たな負担転嫁を行

うことなく、地方の財政力を高めるとともに、義務教育費国庫負担制度が引き続き堅持されるとともに、

国の負担率を２分の１に復元するよう強く要請します。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

平成22年９月８日

沖縄県宮古島市議会

あて先、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、沖縄及び北方対策担当大臣。

◎議長（下地 明君）

これで提案理由の説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑があれば発言を許します。

（ 質疑なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております２件については、委員会提出の案件でありますので、直ちに処理いたし

ます。

これより討論に入ります。

まず、日程第４、意見書案第７号、後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書に対する討論の発言を許

します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。
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これより意見書案第７号を採決いたします。

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、意見書案第７号は可決されました。

次に、日程第５、意見書案第８号、義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元を求める意見書に対する

討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより意見書案第８号を採決いたします。

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、意見書案第８号は可決されました。

次に、日程第６、議案第82号から日程第41、認定第10号までの36件を一括議題とし、質疑に入ります。

そのうち、まず日程第６、議案第82号から日程第31、諮問第５号までの26件についての質疑の発言を許

します。

◎長崎富夫君

議案第65号、平成22年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）について質問いたします。

まず、歳出の17ページ、一般管理費及び企画費の旅費、一般管理費が200万円と企画費281万4,000円。

各この補正を見た限りでかなり突出した旅費となっておりますが、その辺のご説明を求めたいと思ってお

ります。

次に私は、先議案件は議会会期中に十分な議論の確保あるいは調査等を保障するために余り望ましくな

いという立場から質疑いたします。議案第82号、第１ふ頭上屋建築工事請負契約についてであります。

まず１点目に、工期についてお聞かせいただきたいと思います。

次に、先議案件とする理由。

次に、この……

（議員の声あり）

これは我々知っているだけで、市民がわからないでしょう、多分。

まず、３点目に、この事業についてのボーリング調査や磁気探査、こういうことはなされているか。な

されていなければ、必要ないかどうか、まずこの３点をお聞きしたいと思っております。よろしくお願い

いたします。

◎建設部長（友利悦裕君）
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工期は168日間です。

磁気探査はやっておりません。ボーリング調査はやってあります。

先議案件の理由でありますが、この工事は平成21年度の繰り越し事業であります。平成22年度内に完了

、 。 、しなければならない工事でありまして 工期が168日であります 議会の最終日まで十何日間ありますが

この10日余りの工期を早めることによって不測の事態が発生した場合にも対応できるようにしたいという

ことで先議案件をお願いしております。よろしくお願いします。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

一般管理費の旅費と、それから企画費の旅費についてお答えをいたします。

まず、一般管理費の旅費につきましては秘書広報課の担当でありまして、これは現在８月末で支出した

のが380万円程度で残が68万円程度ですが、昨年度の推計からしまして９月から３月まで昨年度約300万円

ほど使っております。したがいまして、昨年度のものも換算をしますと680万円ほど必要になるというよ

うなことで、今回その辺も考えまして、200万円の補正をお願いをしたところであります。これはもちろ

ん秘書広報といいましても、市長、副市長、それから秘書広報課の職員の対応の旅費であります。

それから、企画費のですね、旅費につきましては、補正予算の総括表にも主なものとして載っておりま

すとおり、現在沖縄・ハワイプロジェクトを進めております。全部が全部これではありませんが、主なも

のとしてそういったものに関するいろんなプロジェクトについての県あるいは国への調整のための旅費が

増えているというようなことであります。

◎長崎富夫君

再度質疑いたします。

この事業は09年度からの繰り越し事業でありまして、10年度完成が絶対条件になります。災害とか予測

、 。 、できない事態で工期が延びた以外は もう再繰り越しができないという事業であります ご質問のように

工期が168日、今議会の終了後29日から着工するともう完成が３月半ばになるということで、不測の事態

が起きた場合にはやはり工期内完了は難しいという事態も予測されます。最悪はもう補助金返還という形

にもなってきますので、そういうことで先議案件として理解を求めるということでは理解しているんです

が、私が言いたいのは、やはり市長が公約に掲げているスピーディーな行政が全く見えてこないなという

気がいたします。これは交付金の決定が平成22年の２月17日でありますが、これは昨年から上屋の計画は

されている事業でありまして、計画的には十分準備されてきたと思っております。交付金決定から６カ月

が経過しておりまして、例えば６月定例会提出は無理であったとしても、先月も、たしか８月の18日です

か、臨時会は開かれておりますので、その臨時会に提出なぜできなかったのかという一つの疑問がありま

す。そこに提出していれば十分工期が確保できまして、十分な工事期間が確保できたものと思っておりま

す。伊良部７号線の工事遅れの事例もある中で、そういう工期ぎりぎりの議案提出、しかも先議案件とす

る事務の進め方に対しては、市長の口酸っぱく言うスピーディーな行政が全く生かされていないのではな

いかという気がいたします。市長どう思うのか、ひとつ市長のご意見をお聞かせください。よろしくお願

いします。

◎副市長（長濱政治君）

確かに臨時会、８月のですね、あれを目指していたんですよ。本当に目指しておりました。ところが、
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どうしてもなかなか設計書がまとめ切れなかったという部分がございまして、当初は臨時会があるという

ふうなことが、予定していなかったんですね。当初は９月定例会でやるというふうな考え方を持っており

ました。ただ、途中で臨時会がどうしても必要だということになって、急遽臨時会を開くことになりまし

た。その臨時会が開かれるということになったときに、急いでそれに合わせようということで設計書取り

まとめいろいろやりましたけども、そこに間に合わなかったと。結局入札かけたのが８月の16日でござい

ました。ですから、議会に議案として提出する時期をどうしても過ぎてしまったんですね。そういうこと

で、９月定例会の冒頭で先議案件ということをお願いしているということでございます。できるだけスピ

ーディーにやるというのは当然心がけておりますが、そういった事情で今回の先議案件ということでござ

いますので、ご協力よろしくお願いします。

◎長崎富夫君

本当に議案提出案件は、冒頭申し上げたとおり、会期中の議論の十分な確保ですね、調査等を確保する

ために、ぜひ先議案件は避けていただきたいなと当局に要望しておきます。

請負契約書を見ますと、契約業者を見た場合にそれなりに力のある特Ａクラスの業者が請け負っており

ますので、工期内に完了することについては疑いもありませんが、今後、スピーディーな行政事務を進め

ていただきまして、請負業者に十分な工期を確保して安全な工事をさせていただくように要望して質疑を

終わります。

◎池間 豊君

３点ほどお伺いをいたします。

まず１点目は、認可外保育所の補助金ですけども、これは平成21年度から始まっている事業と思ってい

ますけども、説明の中では１カ所の保育所が認可保育所ということで決まっているというふうな話であり

。 、 、 、 。ました これについて いろんな認可外保育所への通知 公募 そういったのはどういうふうにしたのか

そして、そもそもこの事業が導入された理由ですね、それもお示しをお願いしたい。

それから、あと何件あるのかですね、これから。私もこの担当のところに行ってお話をお伺いしたんで

すけども、説明を、いろんな公募に対する要綱などをつくっている段階だということでその後説明はもう

いただいていないんですが、ここで詳しくお願いしたいと思います。

それから、商工費の中でですね、路線バスの購入ということで450万円計上されておりますけども、今

までこの路線バスについては遠い保良とか、あるいは池間、狩俣、そういった地域からのやはり赤字の路

線を補てんするという意味で、毎年当初予算で計上されておりますけども、これはこの450万円について

は車両の購入というふうになります。初めての例だと思うんですけども、それについてもこれまでやって

いる補助とは違っているんですね、この450万円は。車両購入となっていますから、その辺についても説

明をお願いしたい。

それから、土木費の中で私道、私道ですね。私道整備補助事業360万円というふうに計上されておりま

す。これは６月定例会でも質問したんですけども、私道の補修、整備をするのに市が補助を上限300万円

という形で補助するという事業だと思っていますけども、この件ですか。それと、この件であれば、もう

これ計上をされているから、１カ所は申し入れがあったということで認識していいわけですね。それと、

それ以外のところからの申し入れは、私道のこの舗装したいということの地域の皆さんからの申し出など
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はないのかということについて、この３件をお願いします。

◎観光商工局長（奥原一秀君）

路線バスの購入につきましてお答えします。

この路線バスは、狩俣―大浦線で営業しています八千代バスさんのほうで今回購入ということになって

おります。この購入方法につきましては、県の路線バス確保補助金交付要綱、そして市の生活路線バス対

策補助金交付要綱に基づきまして、生活路線の運行の代替車両という形でですね、老朽化が進んでいると

いうようなことから、今回500万円を限度として、それから10％控除した額の450万円のうちの２分の１を

補助していくと。市と県で２分の１ずつの負担をして購入するということで、今回業者のほうから購入の

申請が県のほうを通して来ているので、市としても対応費を225万円ずつ計上するというような形になっ

ております。

（議員の声あり）

◎観光商工局長（奥原一秀君）

何か伊良部の共和バスさんのほうが一度こういう購入の経緯があるというふうに聞いています。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

認可外保育所の施設整備費についての質問がありました。１点目が、どういう背景がありましてこうい

うふうな事業が導入されたかというような質問の要旨だったと思います。去年沖縄県の待機児童の解消に

ついて各市町村、これは福島瑞穂担当大臣でありましたけども、これを受けまして基金が創設されており

ます。平成22年、平成23年度について、県内で約69億円の認可外保育所の施設整備費を基金として計上し

てございます。当宮古島市においては、平成22年、平成23年度において当初各年度１カ所の認可を計画を

。 、 。 。しております 今年度は １カ所を予定をしております 限度額が3,000万円以内ということになります

それから、何件の認可外保育所がどういうような形で公募をして、何件が公募があったかと、申し込ん

だかということになりますけども、14件中７件の公募がありました。書類審査と、それから施設の、これ

は施設を直接訪問いたしまして、２日間にわたって審査をしている最中でございます。来る10日に最終決

断をしようかという予定をしておりますけども、そういう日程になっております。公募の方法といたしま

しては、マスコミ、それから直接、認可外保育所の14カ所に直接の文書に通達をいたしまして、公募の通

知をいたしました。

◎建設部長（友利悦裕君）

40ページ、土木費の道路維持費、私道の整備補助事業でありますが、上限は180万円です。今度予算措

置してあるのは、２カ所を予定しております。

◎山里雅彦君

議案第65号、平成22年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）について、２点ほどお伺いしたいと思い

ます。

37ページ 水産業費の中ですね １目水産業総務費 水産総務事務費の中に 池間漁協への助成金が72万、 。 、 、

円計上されております。３漁協ある中で見なれない漁協に助成金ということでありますので、その説明を

お願いしたい。

もう一点は 41ページ 土木費の中にですね １目都市計画総務費 大原第２地区整備計画委託事業294万、 、 、 、
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円ありますが、大原第１地区はですね、随分前に完成しておりますが、今回こういう委託料が計上されて

おります。現在新聞紙上では、マクラム通りと言うんですか、代表線、この地域の主要幹線を整備すると

いうことで今新聞に報道されておりましたが、その第２地区とですね、そういう主要幹線の進め方といい

ますか、その事業の内容について説明をいただきたいと思います。よろしくお願いします。

◎農林水産部長（平良哲則君）

37ページ、１目の水産業総務費の中の池間漁協への助成金でありますが、これは沖縄県漁連が今年池間

漁協に対する経営改善事業を導入します。その中で、現在の池間漁協の職員体制では非常に厳しいという

ことでありまして、約６カ月間の職員の採用がありますが、それに対する市の助成であります。

◎建設部長（友利悦裕君）

41ページ、街路事業、大原線道路改築事業の件でありますが、委託料については、これは下里通り、街

路事業の委託料であります。今度計上してあるのは、下里通りの街路事業の委託料であります。大原線に

ついては、普通旅費、通信運搬費であります。よろしいでしょうか。

（ 休憩」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午前11時00分）

開会します。

（再開＝午前11時00分）

◎建設部長（友利悦裕君）

どうも失礼いたしました。大原第２地区の整備計画については、現在ある都市計画決定されております

区域を見直しをして、周辺道路の整備をしていきたいと。見直しをしないと都計の網をかぶっていますの

で、なかなか計画できないという状況にありますので、幹線道路の整備をするためには大原地区の見直し

をしていきたいということであります。

◎山里雅彦君

、 、池間漁協への助成金でありますが 県漁連の経営改善事業の件ということで部長お答えありましたけど

これは人件費ということですか、人件費。なぜ今経営改善事業、県漁連が今というのはちょっと気になる

ところでありますが、ほかの例えば伊良部漁協、宮古島漁協に関してはこの県漁連加入していないか。ま

た言われるかな。改善事業というのはもう既に終わっているというか、ここに計上されていないというの

はもう済んでいるということでしょうかね、その県漁連の改善事業に関してはですね。

大原地区でありますが、今主要幹線を例えば今整備するということで、都市計画事業の廃止ということ

で今進めていると思うんですが、廃止するということはこの大原第２地区整備計画委託事業委託料、この

辺は少しこれ違うんじゃないかと思います。例えばこの地区はですね、莫大な費用がかかるということで

話は伺っておりますが、70億円ぐらいとか100億円ぐらいとか話は聞いたことがあるんですが、この点は

ですね、それ全体整備するのにはどれぐらいの費用がかかる。そのための委託料かもしれませんが、知っ

ている範囲でお答え願いたいと思います。

◎農林水産部長（平良哲則君）
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県漁連が漁港に対する経営改善事業ですが、宮古島漁協と伊良部漁協に対しましては昨年までに調査を

終了しております。

◎建設部長（友利悦裕君）

全体的な工事費は把握していないんですが、現在大原第２地区はもうほとんどの住民が反対をしている

ということで、今説明会をしております。ずっと以前に都市計画決定されていて、なかなか進まないとい

う状況にあっては、幹線道路をなかなか整備できないという状況にありますので、この計画を見直しをし

、 、 、て とりあえず幹線道路を初めに整備をして 区域内の中の整備はこれから整備をしていくということで

今度の補正予算でその見直しの計画をするということで計上してあります。

◎山里雅彦君

農林水産部長の話で、池間漁協の人件費ということでありましたが、例えばこれは人件費というのはど

ういう人をそういうふうに、経営改善事業の中身を知っている方がどういうふうな形でどこから来るとい

うのは、どういうふうな人を採用というか、雇用するということは今決まっていますかね。期間について

もお願いします。

◎農林水産部長（平良哲則君）

この事業は、漁業経営状況の分析調査のためのコンサル事業ですね。それの帳簿等の整理の事務員です

ね。それが半年間かかるということであります。

◎新城元吉君

二、三点聞いてみたいと思います。

まずですね、16ページの市債における衛生債のね、当初予算とそっくり減額補正が３億5,470万円され

ているんですね。では、廃棄物処理施設整備事業債、これと関連があると思うんですけど、歳出の26ペー

ジの説明のほうに地方債とあって、全く同じ金額、３億5,470万円減額になって、それでその下にし尿等

。 、 、下水道投入事業債とあるわけですね これは３億8,240万円 これと関連があるのかどうかということと

それでこの廃棄物処理施設整備事業を起債してどういうことをやろうとしていたのか、なぜこれだけの減

額補正になっているのかという説明。

それから、27ページ、非常に理解しにくいんですけど、説明のほうに担い手アクションサポート事業と

いうのがあります。大体が農業委員に関する事業なんですけど、この286万3,000円ずっと下にも出て減額

されているんです。この下に農地制度実施円滑化事業、これが950万円余予算組まれています。この関連

があるのかどうかということ。

それから、31ページに耳なれないので、これ新しい作物の導入かと思われるんですけど、金額は少ない

んですけど、20万円。大豆の栽培技術確立事業費があるわけです。これはどういうことを目指して、今ま

でにない新しい大豆の技術栽培ということなんですけど、何を目指してこれ芽出しとしてやっているのか

ということの説明。

それから、その下の農業振興事務費、農薬等に関する補助金というのは、これは春植えだけに向けての

補助金なのかということ。

それから、サトウキビ生産奨励助成金というのが778万円余組まれています。これはどういう内容の事

業なのか、説明をお願いしたいと思います。
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◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

まず、16ページの市債なんですが、これは同じ事業の財源振りかえということでご理解を願いたいと思

います。当初廃棄物処理施設の整備事業債で計画しましたけども、合併特例債への移行が充当率がいいと

いうことで財源振りかえをしました 事業内容が し尿処理場が今パンク状態になっております 日算30ト。 、 。

、 。 、 、ン 処理量がですね それが合併いたしまして 約38トンから40トンぐらいの投入量になっていますので

このままではということで、今伊良部のし尿処理場に運んでいますけども、それを下水道の投入という計

画をいたしまして進めます。全く同じ仕事の同じ事業の内容になりますけども、ただ市債が変わるという

財源振りかえになります。

26ページになりますけども、同じような説明になりますが、充当率90％から、要するに廃棄物の整備事

業債では90％、それが合併特例債を活用いたしますと95％になるということで、その財源振りかえをいた

しました。そのために地方債が増えましたけども、一般財源が1,800万円ぐらい減りますということの内

容になります。以上でよろしいでしょうか、よろしくお願いいたします。

◎農林水産部長（平良哲則君）

27ページ、農業委員会関係の予算でありますが、これはですね、当初予算で担い手アクションサポート

事業とそれから農地調整事務処理事業というのがありました。その事業が２つ廃止になりまして、このか

わりに農地制度実施円滑化事業というのが新たに出たということであります。そして、その分事業費も増

えたということになっております。

それから次に、31ページの大豆の栽培技術確立でありますが、この事業は去年からやっておりまして、

３年間の計画をしております。これは、10アール当たり農家に実証させましてですね、今回は２カ所です

ね。２カ所で農家に委託するということであります。３年間の実証を行って結果を見るということになっ

ております。

それから、次のサトウキビ病害虫防除用の農薬購入補助金でありますが、これは春植え用と株出し用に

45％程度の補助をしたいということで補正してあります。

それから、その下のサトウキビ生産奨励助成金の778万円余ですが、これは宮古製糖伊良部工場の助成

金であります。

◎新城元吉君

先ほど説明あったんですけど、地方債の振りかえなんですけど、この事業が全然違うわけよね。こっち

に充てたほうが特例債のほうが有利なんだということ。しかし、事業は別々にあるわけですから、産業廃

棄物に関してのものは当初予算で組んだわけだよね。し尿処理のはそれ組まなかったわけ。２つとも緊急

に必要な事業だと思うんですよ。ですから、この振りかえをした場合にどっちかの事業が規模縮小か、あ

るいはいわゆる施設の構築が遅れるとか、そういうことは考えられないんですか、もっと具体的に、２つ

とも実現するんだけど、その内容が入れかえるだけだとか、そういう意味にも解釈できるんですが、その

辺を具体的にやってみてください。説明してください。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

説明いたします。

新城元吉議員が今さっきお話ししたような事業が２つあるという意味合いじゃないんです。目的は一つ
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の事業なんですが、市債の活用が、要するに選択肢を変えたということでの財源振りかえです。それで、

廃棄物処理施設の整備事業債を活用いたしますと、交付税の要するに補てん、交付税補てんというものが

30％、それから合併債、特例債を活用いたしますと70％の交付税措置がありますので、その有利なほうに

財源振りかえをしたということでご理解を願いたいと思います。

（ 休憩」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

では、休憩します。

（休憩＝午前11時17分）

再開します。

（再開＝午前11時19分）

◎新里 聰君

議案第65号の平成22年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）について伺いたいんですが、平成22年度

当初予算について通年予算だということで、人件費あるいは賃金等当初予算で計上したというふうな理解

をしているんですけども、今回の補正で新たに給料とか職員手当とかという人件費が計上され、またあち

こちで賃金が計上されておりますが、当初予算のときの通年予算ということと、今回補正計上という、な

ぜこういうふうになっているかという説明をお願いしたいと思います。

あとは、今さっき山里雅彦議員からも質疑があった池間漁協への助成金なんですが、池間漁協がその漁

協そのものの経営改善をしたいというようなことで県の事業を導入するという理解をするんですが、そう

いうところになぜ市が助成金として出すのかということですね。先ほどの説明では、職員も、事務職員も

いるということなんですが、現在いる事務職員ではそれはできないということなのか、その経営改善事業

というものについてももう少し掘り下げた説明をお願いしたいなと思います。

それから、一般会計補正予算みんなあわせて言えることなんですが、市債の利率というもの９％以内と

いうふうになっております。９％以内ですから、２％、３％ということで、でも以内ですからそれでいい

のかなと思うんですが、例えば現年度で起債を起こした場合、その利率というものは大体どれぐらいのも

のかどうかということについても説明をしていただきたいと思います。

それから、議案第69号の農漁業集落排水についてなんですが、この中に資本費平準化債というのがござ

いますけども、これどういうことなのかということについて説明をしていただきたいと思います。

◎総務部長（砂川正吉君）

私のほうから２点ほど。

当初予算、通年予算ということで、位置づけての予算計上をしておりますけれども、どうも今回の補正

であちらこちら物件費、賃金、県費等の補正が見られると、あるいは通年予算ではないんじゃないかとい

うご指摘がございます。当初予算で、今年度から通年予算の予算をしていくという方針には間違いがあり

ませんでした。ただ、当初予算で想定できなかった部分、あるいは事業進行した中でどうしても不足が生

じてくるという、そういうものもございます。

、 、 、例をとって申し上げますと 総務費の中のこれは18ページになりますけれども ここで賦課徴収事務費

賃金を140万円ほど補正をお願いしております。これは、当初は現在の職員で頑張ろうと。評価替え事務
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が、膨大な事務があるんですよ。評価替えの時期が３年に１回来ますので、財政厳しい状況の中で職員で

頑張ろうと当初の考えではおりました。しかしながら、この事務以外の事務だけでも現在の仕組みは追い

つかない状況であると。今の状態では評価替えに非常に支障を生ずる可能性があるということで、これは

ぜひお願いをしたいということで計上してございます。あちらこちら出てまいりますけれども、そういう

状況の中での計上でございます。ご理解をお願いしたいと思います。

それからですね、市債のほうで、これ５ページですけれども、利率を９％以内ということに関連しての

ご質問の中で、現在の借り入れの利率、これは高いほうで2.5％、低い利率で2.0％ないしは割るものもあ

るということでございます。

◎農林水産部長（平良哲則君）

池間漁協への助成についてでありますが、今回この県漁連が導入する事業名ですね、非常に長いんです

が、読みます。漁協経営改善事業経営不振漁業経営改善計画策定型調査並びにコンサルタント事業という

事業名でありまして、事業の期間がですね、10月から来年の３月まで。

それで、目的はですね、これは沖縄県漁協組織強化推進協議会において要改善漁協に指定された今回の

池間漁協に対しまして、専門家によるバランスシート及び経営状況の分析並びに宮古地区漁協間での合併

シミュレーション課題抽出解決対策の検討を行うという事業内容であります。目的であります。現在の池

間漁協の状況ですね、正組合員が74名、それから準組合員が231名なんですが、事業規模が非常に小さい

ということで慢性的な赤字をしているということであります。計画の中で同事業を導入しまして、組合の

財政調査を進めて再建に向けた方策を検討するということが目的であります。

、 、 、じゃ なぜ新たに職員が必要かということでありますが 先ほど言いましたように非常に調査がですね

広範囲にわたるということで、帳簿の整理等に対するやっぱり専門的な事務職が必要ということで新たな

職員を採用するということでありまして、そういうことがありまして、池間漁協からそういった要請があ

ったということであります。

◎財政課長（伊川秀樹君）

農漁業集落排水絡みでの資本費平準化債のお話なんですけども、これは都市計画内では下水路事業があ

りますし、それ以外の旧町村部の農業、漁業の集落においては農漁業集落排水がありますけれども、どち

らもやっぱり最初の資本投下が大き過ぎるということでですね、工事費等を含めて資本投下が大き過ぎる

ということで、本来はご承知のように使用料ないし手数料でその運営は行っていくというのが本来なんで

すけども、やっぱりご承知のように下水道も集落排水も一緒なんですけども、最初の資本投下が大きいと

、 、 、いうことで その資本投下のですね 過大な利用料金に転嫁すると利用する家庭等も大変なもんですから

それの軽減を行うということでこの起債が認められているということですね。実際はこの施設の耐用年数

の、減価償却等の耐用年数は45年と言われておりますけれども、実際起債は28年とか30年ですんで、もう

一つの意味合いとしましては実際の耐用年数に合わせた償還ができるようにということの意味合いもあり

ます。

◎新里 聰君

通年予算の点で、物件費、賃金等があちこち足りないということは、事業を進めていく中で、執行して

いく中で発生してくるから理解できるとして、農業総務費とか、農地費とか、空港管理費などに給料だと



- 41 -

か職員手当等だとかという人件費が計上されているんですけど、この説明はどうなるのかな。これをお願

いします。

それから、その池間漁協への助成金ですけども、要改善漁協に対してのコンサルを入れてそこの改善計

画を立てるという内容だと思うんですが、そのときに専門的な職員を入れてその事業のお手伝いするとい

うことだと思うんですけども、これで見ると72万円、６カ月だとすると月12万円の６カ月ということで、

普通の臨時職員を入れるような感じで逆に専門的な知識を有する職員のものになるのかなというふうに思

うんですが、そういったことよりは逆に市の職員を派遣してその内容を的確に把握できるような形でもっ

て改善をしていくという方法もあろうかと思うんですが、実際に市は助成をして漁協のほうが職員を採用

してやるはずなんですけども、これ部長がおっしゃるように、本当にこの額で専門的な知識を有する人が

確保できるのかどうか、その説明をお願いしたいなと思います。

、 、 、 、それから 議案第78号 議案書の23ページからあるんですが 辺地に係る総合整備計画の件ですけども

私は上野出身だから上野のことを聞きたいと思うんですが、ここで言う農林漁業経営近代化施設、事業費

で１億2,500万円余りあるんですが、この事業どういう内容かということの説明。

それから、議案第79号における、これは過疎地域自立促進計画についてなんですけども、この中の57ペ

ージ、基盤整備事業の中でアガリカタ地区というのがあるんですが、これが何年度どうなるかということ

ですね。

それから、60ページで、これは県の事業ですけども、高田地区の畑かん施設、大体めどとして何年度を

予定しているかということですね。

72ページで、これ市町村道路ですけども、新里地区排水路設置事業、これも何年度を計画しているかと

いうことですね。

77ページ、公営住宅、ここに上野東青原市営住宅建設２階建て２戸連１棟４戸とあるんですが、意味が

ちょっと。４戸だけの建物の計画になっているのかどうか。何か６戸ということで進めたのかなと思うん

ですが、ここで見ると２戸連１棟４戸とあるんですが、４世帯だけなのかどうかですね。

それから、81ページで、上野保育所改築事業と上野児童館改築事業というのがあるんですが、この計画

のあり方ちょっとわかりませんので、この説明をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

◎総務部長（砂川正吉君）

幾つかの科目において、人件費の補正がございます。ご指摘のとおりでございます。28ページの農業総

務費、あるいは32ページの農地費、これについては人事異動に伴ってどうしても予算が不足すると。いわ

ゆる12月定例会においては、どうしても間に合わないということで補正をしてございます。当然その分は

どこかの科目で減になってきますけれども、それはまた最終的な全体の調整は後でやってまいります。

、 。 、それから 46ページの空港管理費でも人件費が計上しております これは駐車場の有料化に伴いまして

職員が１人増えております。そして、その分につきましては県からの交付金がございます。そういうこと

で、空港管理費については職員の増に伴っての補正ということでございます。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

議案第78号についてのご説明をいたします。

今回の総合整備計画の変更につきましては第３次の変更でありまして、まず道路、農林漁業経営近代化
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。 。 、施設につきましてはそのままであります 改めての変更が消防施設ということになっております これは

上野出張署の救急車両の耐用年数が過ぎていることから、新たに高規格救急車両の導入ということに伴う

変更でございます。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず、池間漁協への助成でありますが、先ほど少し説明不足がありまして、これは池間漁協再建に向け

、 、ての経営状況分析は専門の職員が行いまして それを補助する職員が今回の採用ということでありまして

例えば帳簿類の整理に当たるとかね、そういった職員が今回採用する職員ということになります。

それから、過疎計画の中で、57ページのアガリカタ地区の区画整理ですが、これは今年度から事業が入

る予定になっております。

もう一つの60ページの県営かんがい排水施設につきましては、後で説明しますので。

◎建設部長（友利悦裕君）

過疎自立促進計画の中で、72ページ、新里地区排水路設置事業、これは何年度かというお尋ねでありま

すが、まだ具体的な年度は計画しておりません。

、 、 、 、 、それから 77ページ 公営住宅 上野東青原市営住宅の建設でありますが これは２階建ての一棟４戸

４世帯を予定をしております。

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午前11時45分）

再開します。

（再開＝午前11時52分）

◎農林水産部長（平良哲則君）

過疎計画の60ページですね、60ページの県営事業、高田地区かんがい排水事業でありますが、この事業

は平成18年から平成22年度までですね、今年度までの事業であります。

◎新里 聰君

いきなりこういう質問だから資料等がなくて困っていると思いますんで、後で各部長のところ表敬しな

がら資料をもらいたいと思いますけど、よろしくお願いします。

それで、最後に１つだけお聞きしたいというのは、新里地区排水路設置事業、計画年度、計画なしとい

うことなんですが、新里地区でそういった事業をしようという、そういった内容のものをしようというそ

のもの、もう何もないということなのかどうか。この年度内に何か今から地域と話し合いしながら進めて

いこうということなのか、そのことについてお聞きして終わりたいと思います。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

先ほど質問のありました過疎計画の上野地区の上野保育所の改築についてでありますが、改築の予定は

平成26年度になります。平成16年施設が完成していますので、約10年になって、その老朽化が進み、改築

が必要かなということでその計画に上げました。

それから、児童館については、今宮古島市内においては、上野、それから城辺地区において児童館の整

備がまだされておりません。両地区については平成24年に、これは概算なんですが、両地区において約１
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億円の費用を予定して整備事業を進めていきたいというふうに考えて計画を立てております。

◎建設部長（友利悦裕君）

新里地区の排水事業なんですが、これは平成22年度から平成27年度までの計画として事業を計画してい

るということで、今後実施計画を作成します。まだ具体的な事業計画はされていないんですが、こういう

事業をやりたいということの計画であります。実施計画をつくるためには、また地元と相談しながら計画

をしていきたいと考えております。

◎前里光恵君

最初に、議案第70号、平成22年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号 、これ事業の内）

容、場所をお伺いいたします。

それから、議案第74号、宮古島市食育推進会議条例、この事業の内容をですね、もう少し詳しく。だれ

のための何のための条例なのか、ちょっとお伺いいたします。

次に、議案第76号、宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例とありますが、どういう手数料なの

かということをですね、お伺いいたします。

次に、議案第83号についてですけども、高規格救急自動車一式とありますけども、これどういう車両な

のかですね。それと、契約の相手方が２社になっております。沖縄トヨタ自動車株式会社と有限会社エコ

テックですか。それなぜそういうふうになるのか、お伺いいたします。よろしく。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

食育推進会議の設置条例なんですが、この条例の設置根拠というのが食育推進計画というものを都道府

県において作成をされております。これは第18条、国が定めた食育基本法の中で、第18条の中でうたうと

いうことになっておりますが、それを受けまして市町村においてもその市町村の食育推進計画というもの

を作成しなければなりません。そのためにはその推進会議を立ち上げまして、これは食育基本法の第33条

にその根拠がありますけども、その会議を立ち上げまして、その食育推進計画を作成するというその準備

になります。

その背景についてでありますが、まず昨今の、最近も新聞にありましたけども、まず食の習慣というの

が大分崩れているということで、肥満ということが直接挙げられますけども、その食の習慣によって生活

習慣病の発生が多々あるということで、今その取り組みをしようということでその推進会議を立ち上げま

す。これはあくまでも推進計画を策定するための推進会議でありますので、それを条例化しないといかん

ということでありますので、その内容になります。それによって今宮古島市で取り上げられております、

脳梗塞とかですね、それから糖尿病、それから高血圧の予防をしていきたいということの前身であります

ので、お願いいたします。

◎消防長（砂川享一君）

手数料の改正ですけども、これは消防政令の一部を改正することに伴って条例を改正する案でございま

す。指定数量以上の危険物を貯蔵するあるいは製造主等の審査事務の実績に変動が生じているため、これ

までの手数料を約９％ほど下げる改正でございます。

次に、高規格救急自動車の購入事業なんですけども、上野出張署のほうに配備する予定です。どうして

契約相手が２つかということなんですけども、これ高規格救急自動車本体とその医療資機材の２つ別々の
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契約でございますので、２社になっております。

◎上下水道部長（下地祥充君）

950万円の補正ですけど、これは最初はですね、事務費の計上ということでやっていたんですけど、こ

れが国の方針で認められることになりまして、これを、950万円を工事請負費に充てるということであり

ますけど、工区の増減ということはありません。これまでどおりの平成22年度の工区をやっていきますけ

ど、この950万円の事務費をその工事に充てるということでございます。

◎議長（下地 明君）

ほかに質疑はございませんか。

（ 質疑なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これで日程第６、議案第82号から日程第31、諮問第５号までの26件についての質疑を終わります。

午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開します。

休憩します。

（休憩＝午後零時04分）

再開します。

（再開＝午後１時30分）

休憩前に続き質疑を行います。

日程第32、認定第１号から日程第41、認定第10号までの10件についての質疑の発言を許します。

◎長崎富夫君

ありがとうございます。平成21年度の決算審査意見書、伊良部７号線道路改良工事・１工区につきまし

て１点だけ。

11ページです。最後のページなんですが、事実の確認の（２）の一番最後のくだりで、この委任状に押

印された市長印の根拠となる起案文書が確認されていないということが意見書にあります。この起案文書

並びに委任状の資料の提出は可能かどうかですね。その辺可能であれば、その起案文書と委任状の資料を

求めたいなと思っております。

（ 済みません。休憩お願いいたします」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後１時32分）

再開します。

（再開＝午後１時32分）

◎副市長（長濱政治君）

はい、提出したいと思います。

◎議長（下地 明君）

ほかに質疑ございませんか。

（ 質疑なし」の声多数あり）「
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◎議長（下地 明君）

これで日程第32、認定第１号から日程第41、認定第10号までの10件についての質疑を終わります。

以上で質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております36件のうち 日程第７ 議案第65号から日程第24 議案第83号までの18件、 、 、

及び日程第32、認定第１号から日程第41、認定第10号までの10件の計28件については、お手元にお配りし

た議案付託表のとおり、各所管委員会に付託いたします。

なお、議案第65号の歳出については、款項別審査委員会表により所管委員会のご審査をお願いいたしま

す。

お諮りいたします。日程第６、議案第82号については、会議規則第37条第３項の規定により委員会の付

託を省略し、直ちに処理したいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、そのとおり決しました。

これより討論に入ります。

議案第82号、第１ふ頭上屋建築工事請負契約について、討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第82号を採決いたします。

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第82号は可決されました。

お諮りします。日程第26、同意案第２号から日程第31、諮問第５号までの計６件については、会議規則

第37条第３項の規定により委員会の付託を省略し、最終本会議において処理したいと思います。これにご

異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、そのとおり決しました。

これで本日の日程は全部終了いたしました。

よって、本日の会議はこれにて散会いたします。

（散会＝午後１時36分）
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第３号

平成２２年９月２１日（火）午前１０時開議

日程第 １ 一般質問

◎会議に付した事件

議事日程に同じ
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２２年９月２１日

（開議＝午前10時00分）

（ ） （ ）◎出席議員 ２６名 延会＝午後３時47分

議 長（４ 番） 下 地 明 君 議 員（１４番） 亀 濱 玲 子 君

副 議 長（１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 〃 （１５〃） 前 里 光 恵 〃

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦 〃

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 〃 （１７〃） 上 地 博 通 〃

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 〃 （１８〃） 佐久本 洋 介 〃

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 〃 （１９〃） 平 良 隆 〃

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 〃 （２０〃） 新 城 啓 世 〃

〃 （７ 〃） 前 川 尚 誼 〃 〃 （２１〃） 嘉手納 学 〃

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 〃 （２２〃） 垣 花 健 志 〃

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 〃 （２３〃） 富 永 元 順 〃

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 〃 （２４〃） 池 間 豊 〃

〃 （１２〃） 眞榮城 德 彦 〃 〃 （２５〃） 下 地 智 〃

〃 （１３〃） 新 城 元 吉 〃 〃 （２６〃） 新 里 聰 〃

◎欠席議員（０名）

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 君 城 辺 支 所 長 狩 俣 照 雄 君

副 市 長 長 濱 政 治 〃 下 地 支 所 長 喜屋武 重 三 〃

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 〃 上 野 支 所 長 垣 花 徳 亮 〃

観 光 商 工 局 長 奥 原 一 秀 〃 消 防 長 砂 川 享 一 〃

総 務 部 長 砂 川 正 吉 〃 教 育 長 川 上 哲 也 〃

福 祉 保 健 部 長 譜久村 基 嗣 〃 教 育 部 長 上 地 廣 敏 〃

農 林 水 産 部 長 平 良 哲 則 〃 生 涯 学 習 部 長 安谷屋 政 秀 〃

建 設 部 長 友 利 悦 裕 〃 企 画 調 整 課 長 友 利 克 〃

上 下 水 道 部 長 下 地 祥 充 〃 総 務 課 長 下 地 信 男 〃

会 計 管 理 者 饒平名 建 次 〃 財 政 課 長 伊 川 秀 樹 〃

伊 良 部 支 所 長 長 濱 光 雄 〃 監査委員代表監査委員 糸 数 健 〃

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷川取 辰 美 君 議 事 係 仲 間 清 人 君

次 長 宮 國 恵 良 〃 庶 務 係 長 友 利 毅 彦 〃

補 佐 兼 議 事 係 長 伊 波 則 知 〃
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一 般 質 問 通 告 書

順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

１ 18番 １．市長の政治姿勢について １．宮古島マリンターミナル株式会社、

佐久本 洋 介 君 ホテル棟売却について

①譲渡先公募の用件は？

②９月上旬よりの公募予定は？

③本店所在地が宮古島市の企業となっ

ているが、受け皿は大丈夫か。

④従業員の継続雇用は可能か？

２．平成22年度全国高等学校総合体育大

会男子バレーボール競技大会について

―総括

３．台湾基隆市との姉妹都市交流につい

て

①これまでの交流による成果は？

②今後の交流計画は？

４．佐良浜出張所の取り扱いについて

２．教育行政について １．全国学力テストの結果について

①沖縄県の結果は？

②宮古島市の状況は？

③全国と沖縄県の学力の差が拡大傾向

にあると指摘されているが、その要

因は？

２．佐良浜スポーツセンターの管理につ

いて

３．消防行政について １．住宅用火災警報器について

①宮古島市の設置状況は？

②警報器設置による販売者とのトラブ

ルは？

③設置に対する行政支援は？

２．伊良部地区の防災訓練について

４．地域振興について １．佐良浜漁港周辺の利用計画について

①計画は策定しているのか。

②施設の整備計画について→（例）魚

センター、漁業歴史館等の検討。
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

２．集落内下水溝の清掃について

５．福祉行政について １．独居高齢者の孤独死について

①独居高齢者の把握は行われているの

か。

②在宅確認方法は？

③行政としての対策は？

④民生委員、行政連絡員の活用による

対策は？

２ ５番 １．総合庁舎について １．宮古島市支所機能の縮小と新総合庁

下 地 博 盛 君 舎について

支所機能の縮小に伴い、特に平成

27年度以降、人と業務が一つの庁舎に

集約されると思われますが、今後の庁

舎のあり方について伺います。

①新しい総合庁舎の建設も含めた今後

の本庁舎のあり方について調査・研

究する検討委員会設立の予定はあり

ますか。

②建設資金の有無、建設資金形成の計

画はありますか。

２．限界集落、準限界集落につ １．宮古島市における限界集落、準限界

いて 集落の有無と対策について

①限界集落及び準限界集落があります

か。あればその数、実態は？

②限界集落及び準限界集落または過疎

の著しい集落に対する活性化対策

は？

３．路線バスにかかる住民サー １．生活（路線）バスに係る住民サービ

ビスについて ス向上について

①平良発最終バスの時刻繰り下げにつ

いて

バス対策会議の反応は？（現行午後

７時→午後９時に）

②バス通学費の減免措置について
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

更なる減額措置は可能ですか？（現

行25％→50％に）

４．市営団地の建て替えについ １．市営西城団地及び福嶺団地の建て替

て え予定について

①予定年度及び規模について

５．歴史・民族資料館について １．城辺地区の歴史・民俗資料館建設事

業について

①宮古島市過疎地域自立促進計画では

平成23年度予定ですが、実施可能で

すか？また、建設の位置、規模、展

示物等は？

３ 19番 １．市長の政治姿勢について １．平成21年度の決算状況について

平 良 隆 君 ①不納欠損額の内訳

②収入未済額の内訳

③市債残高

④経常収支比率

⑤国保税の徴収率とそれに対するペナ

ルティ額と不納欠損処理額

⑥決算審査意見書について

２．うえのドイツ文化村について

①活性化の施策

②店舗の賃借料の見直し

③駐車場の改修

④施設の老朽化についての対応

２．農業の振興について １．サトウキビの年内操業について

２．アガリミネ地区土地整備計画につい

て

３．上野地域におけるこれからの振興策

について

①上野支所長のお考えについて

４ 20番 １．市長の政治姿勢 １．市民生活に対する実情認識とその向

新 城 啓 世 君 上のための取り組みについて

２．市監査委員意見書についての見解

２．教育 １．子供の貧困問題について
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

①市の実情認識（把握状況）

②その対応

２．「無保険の子」について

①その実態

②その対応

３．教育の日の行事について

①報奨制度の創設

②県内外で活躍する地元出身者の招聘

（講演：シンポジウム）

４．市管理球場の整備について

①各球場の実態

②整備計画

５．学校の統廃合について

①学校規模適正化検討委員会の取り組

み状況

②廃校後施設の再利用計画の策定

６．教育予算について

①宮古島市総生産及び一般会計予算に

おける教育予算の割合とそれの他市

との比較

②次年度計画

３．経済 １．国有地の払い下げ（市有地化・私有

地化）について

①賃貸農地の実情（腰原地区等）

②貸付地（航空自衛隊基地）の売却、

交換の可否

５ ３番 １．城辺地区環境整備について １．旧城辺町立中央公民館の出土品や民

西 里 芳 明 君 具・文化財の保管場所は。

２．福祉行政について １．生活保護実態について

３．公用車について １．市が保有している公用車はリースも

含めて何台になるのか。

２．公用車の台数は、適正な台数か。

６ 17番 １．農業振興について １．サトウキビの年内操業について

上 地 博 通 君 ①何年から始めるのか。
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②現在の話し合いの状況。

③問題点は何か。

④年内操業した時の７月までの作物と

して何が考えられるか。

２．干ばつ対策について

①未整備の農地は何％か。

②そのうち何％の人がかん水を希望し

ているか。

３．特産品（農産物全般）の販売促進に

ついて

①販売促進策を示してほしい。

②将来の有望作物は何か。

４．資源リサイクルセンターの運営（価

格決定等）について

①堆肥の価格決定の根拠。

②材料調査の見込み。

③価格を下げることは可能か。

７ 15番 １．市長の政治姿勢について １．自衛隊の宮古島市への新たな配備に

前 里 光 恵 君 対する市長のご見解は。

２．航空自衛隊宮古島分屯基地（第53警

戒隊）について

①分屯基地の配備された目的は。

②配備された役割と時期は。

③隊員、職員の数は。

④分屯基地の面積は。

⑤分屯基地の宮古島市へのメリット

は。

２．教育行政について １．宮古島市学校規模適正化検討委員会

は、今日まで何回開催されたか。

２．この委員会は、学校の適正規模確保

及び小規模校の教育のあり方に関する

こと並びに規模適正化を図るための学

校統廃合に関することについての議

論、協議が行われたと存じますが、基
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本方針は策定されたか。

３．各学区で行政と地域との意見交換会

がこれまで開催されたが、地域から出

された統廃合意見に対する教育長のご

見解、ご感想をお伺いする。

３．上水道事業行政について １．企業債が65億6,000万円もある。こ

の膨大な借金の今後の償還計画を詳し

くお示し下さい。

２．伊良部大橋の開通に伴い、伊良部島

への送水事業はどのくらいの予算額を

見込んでいるのか。また、そのための

国や県からの補助金や交付金はあるの

か。

３．宮古本島も伊良部地区も高度浄水処

理施設を設置してあることから今後の

ランニングコストが高くつくことが予

想されるが、財政上に問題はないか。

、 。また 水道料金の値上げにならないか

４．公営企業法の経営方針を改めて、沖

縄県単位の広域化を進めるべきではな

いか。

４．公共下水道事業特別会計、 １．公共下水道事業特別会計で、平成

農漁業集落排水事業特別会計 21年度の歳入歳出決算での市債額はい

について くらか。また、今後の市債の償還計画

をお示し下さい。

２．公共下水道加入率は何％か。

３．農業集落排水事業導入地域はどこ

か。また、その地域の加入率は何％か

お示し下さい。

４．漁業集落排水事業導入地域はどこ

か。また、その地域の加入率について

お示し下さい。

５．平良地区、城辺地区、上野地区、下

地地区、伊良部地区のそれぞれ地区別
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の下水道事業の加入率をお示し下さ

い。また、今後の各地区の事業導入計

画をお示し下さい。

５．道路行政について １．市道城辺30号線の整備について

２．市道城辺30号線を含む城辺地区市道

の登記について

３．宮古島市の平良 城辺 上野 下地､、 、 、

伊良部地区の地区別の農道の整備率に

ついて

６．国有地について １．宮古空港周辺の国有地（農地）の払

い下げを市として国に要請すべきと思

うが、下地市長のご見解は。

２．旧平良図書館跡地、旧平良図書館跡

地東隣の国家公務員宿舎跡地の国有地

の買収について

３．駐車場としての利用計画はないか。

４．本市が国に対して賃貸契約で貸して

いる市有地の場所、面積、賃貸料金等

についてお示し下さい。

７．畜産行政について １．口蹄疫発生による畜産農家の損失額

はいくらか。

２．発生した後、市は畜産農家への支援

策はどの様に行われたか、実績をお示

し下さい。

３．口蹄疫の防疫対策は、今どの様に行

われているか。

８．今定例会に提案されていま １．下里辺地他７地区の辺地に係る公共

す議案第78号の辺地に係る公 施設の総合整備のための財政上の計画

共的施設の総合的な整備に関 の内容を変更するとあるが、その理由

する財政上の計画（総合整備 を詳しくお教え願いたい。

計画）の変更について ２．下里、久松、狩俣、福嶺、城辺、西

城、上地、上野辺地、以上８地区と指

定されているが、その理由は。

３．この８地区の総合整備事業の内容に
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ついて具体的にご説明願いたい。

８ 21番 １．観光行政について １．宮古島の観光が、最近では島田紳助

嘉手納 学 君 のプロデュースしたテレビ番組の影響

もあり例年よりシーズンが長くなりそ

うであるとのことです。伊良部大橋も

約２年半後の完成へ向け工事が行われ

ています。伊良部島には現在、年間に

３万人から４万人の観光客が訪れてい

ます 伊良部大橋完成後には その10倍。 、

もの観光客が島の観光地を訪ねてきま

すが、道路行政も含めながら観光地の

駐車場の整備についても今のうちから

取り組まないと間に合わないのではな

いか。特に私が心配しているのは、伊

良部の浜は現在、砂をかき分けただけ

の場所が駐車場としての代替をしてい

ますが、大型バスが３、４台来るとレ

ンタカーの止められるスペースはない

し、地域の子どもたちが自転車や徒歩

で来ても危険性を感じる時もありま

す。また、たまに四輪駆動のジープ等

が伊良部の浜に乗り入れられているの

が見受けられます。伊良部の浜は環境

的な見地から考えても売店より奥には

車を乗り入れるべきではないと考えて

いますが、伊良部大橋完成後のシミュ

レーションをした場合、環境的な影響

も含めて早めの整備が必要だと考えま

。 。す 行政の考え方を聞かせてください

２．次にトゥリバー地区ホテルのその後

の進捗状況はどうなっているのか。ホ

テル側からは何の説明もないのか。

２．農業振興について １．今、農薬でプリンスベイト剤が夏植

え、株出しにおいても発芽率が大変良
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

いとのことであります。ひとつの要因

は、ハリガネムシを防除することによ

り、夏植えの発芽率も株出しにも効果

的であると聞いていますが、前年度と

比べこのプリンスベイト剤への補助が

少なく、農薬がいいものであることは

知っていても値段が高くてという農家

の声があります。行政や製糖会社も推

進しているのであれば、補助関係を充

実させ、農家の手取り向上のためにも

前年度並みに助成できるよう検討でき

ないものなのか。

今年も干ばつ対策が囁かれ始めた頃

に台風が来て、伊良部地区では49日ぶ

りに降雨があり、枯れかけたサトウキ

ビも息を吹き返してくれました。そこ

でお聞きしますが、伊良部地域の貯水

池、通称ため池は現在何ヵ所あり、使

用可能なものは何ヵ所か。修繕計画等

も含めて聞かせてください。

３．平成21年度宮古島市一般会 １．監査委員と行政の見解。

計・特別会計歳入歳出決算及

び基金の運用状況審査意見書

について

９ ９番 １．市長の政治姿勢について １．宮古島市過疎地域自立促進計画につ

嵩 原 弘 君 いて

①少子高齢化や核家族化が進むなか二

世帯住宅の建設支援や多世代同居世

帯に対し、固定資産税の減免などの

体制整備はできないか。

２．ミュージックコンベンションアイラ

ンド宮古島構想について

①宮古島では民間主導でのミュージッ

ク活動が盛んに行われるようにな
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り、また、伊良部トーガニまつりや

なりやまあやぐまつり等地元の民謡

。 、大会も年々盛況を博している また

全国初のジュニアオーケストラも誕

生し、沖縄本島や東京でのコンサー

トも非常に高い評価を受けていると

聞きます。ミュージックコンベンシ

ョンアイランドとして宮古島を全国

に発信すべきではないか。

３．宮古アイランドロックフェスティバ

ル経済効果について

①りゅうぎん総合研究所は「宮古アイ

ランドロックフェスティバル2010」

の経済効果を３億３百万円と発表

し、高く評価しています。民間主導

での一大イベントでありますが、行

政のバックアップ体制が必要として

、 。いるが 市長はどのように考えるか

２．教育振興について １．宮古島市教育委員会は城辺庁舎で行

政事務を行っているが、教育研究所が

下地庁舎で業務を行っている理由は何

か。教育研究所は教育委員会のある城

辺庁舎に移動すべきではないか。

２．下地庁舎の旧下地町議会棟を音楽ホ

ールとして改築できないか。

３．奨学金滞納問題について

①宮古島市教育委員会の奨学資金はど

のようなものがあり、受給資格要件

はどのようになっているか。

②奨学金を受ける学生は優秀な方が多

いと思いますが、卒業後どのような

職業をしているのか滞納者128人に

。 、 、ついて伺います また 島内在住者

島外在住者についての連絡先調査は
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行っているか。

３．都市計画について １．宮古島市景観条例制定について

①条例制定の目的及び実施時期につい

て

②石垣市は条例制定施行後、経済投資

が激減し、大きな打撃を受けたと聞

、 。 、くが 宮古島に必要な条例か また

条例施行時期を引き延ばすことは可

能か伺います。

２．公共下水道加入促進について

①下水道整備地域にありながら未加入

の事業所や住宅にペナルティを課す

べきではないか。

４．農業振興について １．マンゴーの出荷輸送体制について

①船便での輸送体制の構想があるよう

ですが、市としてどのように考えて

いるのか次の点をお伺いします。

ア．マンゴー輸送について船会社、

宅配業者とどこまで話し合われて

いるか。

イ．マンゴーの船便輸送の実証実験

をしたとの報道がありますが、農

家への説明指導はどのように行っ

たかお伺いします。

②お客様のニーズ、要望は多種、多様

あり、また、マンゴー自体非常にデ

リケートな果物だけに農家は収穫や

発送に非常に神経を使います。マン

ゴーの輸送は航空便でなければなら

ないと思いますが、市として航空会

社２社に対し７月期の増便要請を積

極的に行うべきではないか。

10 １番 １．観光行政について １．海中公園について

高 吉 幸 光 君 ①オープン日は、現状でいつ頃を予定
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しているか。

②オープニングイベントの企画はどう

なっているか。

③配置職員等の専門教育などはするの

か。

④ＨＰやマスコットキャラなどの準備

はしているか。

２．宮古島大使について

①宮古島大使の人選状況はどうなって

いるか？

３．宮古島フィルムオフィスについて

①ＨＰ上では2009年12月以降にロケー

ション実績がないが、実績はないの

か？

②2009年～2011年の年末に放送されて

「 」いるスペシャルドラマ 坂の上の雲

ＮＨＫからロケハンの問い合わせは

来てないか？

２．農業行政について １．農家負担金（滞納）の徴収状況につ

いて

①滞納の主な理由は？

②徴収業務にあたる職員は何名か？

11 13番 １．宮古島への陸上自衛隊の配 １．宮古島への自衛隊配備計画について

新 城 元 吉 君 備計画について 市長の見解を求めます。

２．どの程度の情報を得ているか。

３．配備計画が具体化する場合、この問

題に対してどのように対処されるの

か。

４．下地島空港の軍事利用についてはど

のような見解をもっていられるのか。

また、利用が具体的にクローズアップ

された場合、どのように対処なされる

のか。

２．米軍機の宮古空港飛来未遂 １．米軍機の宮古空港飛来についての見
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事件について 解。

２．米海軍第７艦隊音楽隊演奏会を受け

入れたこと、マティダ市民劇場使用を

許可したことについての見解。

３．12月に延期された米軍機飛来による

同演奏会の受入について

３．伊良部７号線道路改良工事 １．宮古島市監査委員の決算審査意見書

（１工区）について と担当部局との意見の相違点について

４．合併５周年を検証すること １．市町村合併５周年を経て、市民生活

について は豊かになり、地域活性化は実現して

いるのか。財政、住民サービス、地域

間格差等を中心に市長の見解を。

今後の宮古島市の将来像についての

見解も。

５．税徴収について １．国保税、市税徴収については、自主

納付の形をとっているが、市民が期限

内納付をしても呼出状、お詫び状を送

りつけて納税意欲を失わせている事例

があります。国保・市税についてこの

ようなミスは何件ありますか。

12 23番 １．市長の政治姿勢について １．基隆市との交流について

富 永 元 順 君 ①中元祭参加について

②人事交流について

③修学旅行の誘致について

２．客船就航について

２．地球温暖化及び省エネ対策 １．太陽光パネル設置事業について

について ①経済的効果及び教育的効果を示して

ほしい。

②一般家庭及び事業所の普及状況とそ

の助成状況について

３．観光行政について １．観光地のトイレの管理について

２．宮古島海中公園整備事業について

①事業の概要及び関連事業計画につい

て
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②サンゴ礁の保護育成について

３．熱帯植物園の運営計画及び宮古島市

体験工芸村の運営状況について

４．教育行政について １．学校教育環境整備計画について

①小中学校へのクーラーの設置。

②屋上緑化と校庭芝生化計画。

２．小学校での英語教育の推進計画につ

いて

５．環境行政について １．公共下水道事業の進捗状況について

２．し尿処理場建設計画について

６．道路行政について １．私道整備計画について

２．西里大通りの整備計画について

13 ２番 １．農林水産振興について １．サトウキビの年内操業の実施につい

仲 間 則 人 君 て

①今月９日の評議員会で年内操業の結

論が出ない旨の記事が載っていまし

たが、その理由として低糖度、春植

え、株出しのオペレーターと機械の

不足、工場能力に見合う生産量の問

題などということでしたが、当局と

して今後どのように取り組んでいく

のか。

２．マンゴーの輸送体系について

①今年もマンゴーの積み残しが出て、

生産農家は出荷に苦慮しています

が、来年以降の出荷体制の取り組み

はどのように考えていますか。

３．久松漁港南航路整備について

①航路幅が狭く、立標間が広いため、

夜間干潮時等の漁船の往来が危険で

あるので、立標間を縮める考えはな

いのか。

４．久松漁港整備について

２．道路行政について １．久松中学校北側にある喫茶ログから
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久松小学校北側サンハイツ久貝前交差

点までの道路に転落防止ガードレール

の設置はできないか。

２．久松一号線廣鉄金側の排水溝整備に

ついて

３．環境行政について １．バイオエタノール生産設備について

①昨年の事業仕分けの論議の中で、モ

デル事業と技術開発事業が宮古島プ

ロジェクトでは重複しているという

指摘があったと聞いていますが、当

局として今後この事業をどのように

進めていく考えですか。

14 12番 １．平成21年度決算について １．監査委員の職務権限について

眞榮城 德 彦 君 ①地方自治法における監査委員の職務

権限の規定とその解釈の説明。

②地方自治法における監査委員の決算

審査意見書の内容とそのあり方につ

いての説明。

③年度の決算審査意見書とは別に特定

の１公共事業について異例とも言え

る監査意見書を議会に提出した法的

根拠の説明。

④年度の決算審査の意見書で全体の決

算審査と１事業の決算審査の方法が

異なることの整合性の説明（法的根

拠 。）

⑤意見書（全体）のむすびの中で当該

工事の「契約事務の一部に不適切な

契約」が見受けられたとし、別紙意

見書では「契約規則及び請負契約約

款に抵触する」とあるが、この表現

は同義ということか。

⑥市長及び担当部は一連の契約事務に

関し、違法性はないと説明している
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が監査委員がそのことに逆の見解を

示していることの説明（具体的に違

法箇所を指摘して 。）

⑦市長の行政裁量権の範疇に踏み込ん

で意見を述べることの妥当性の法的

根拠。

⑧年度をまたいだ形の資料を使って、

決算審査意見を述べることの正当性

の説明。

２．教育行政について １．教育研究所について

①人事について

ア．所長

イ．教育相談員

ウ．まてぃだ教室指導員

２．教育指導員について

①就学指導協議会委員

②問題行動等支援事業指導員

③特別支援事業指導員

３．ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカ

ー）の活動について

①その業務内容、人数、課題等につい

ての説明。

15 26番 １．市長の政治姿勢について １．財政健全化について

新 里 聰 君 ①毎年多額の不納欠損処理をしている

が市長の見解は。

②市税等一般財源確保のための強化策

は。

ア．市税について

イ．保育所措置費保護者負担金につ

いて

ウ．土地改良負担金について

エ．市営住宅使用料について

オ．幼稚園入園及び保育料について

カ．奨学資金貸付金収入について
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２．サトウキビ年内操業について

①来期操業の見通しは。

②市長の宮古地区農業振興会会長とし

ての年内操業に対する見解は。

③製糖工場へ年内操業の要請時期は。

３．地域振興について

①アガリカタ地区区画整理事業の現況

及び見通しについて

②上野東青原市営住宅建設事業の現況

及び見通しについて

③野原自治会公民館建設事業の現況及

び見通しについて

④側嶺線改良・舗装事業の現況及び見

通しについて

⑤新里地区排水路設置事業の現況及び

見通しについて

⑥ごみ焼却施設（上野工場）解体撤去

事業の現況及び見通しについて

16 22番 １．行政改革について １．各支所の地域づくり課の廃止につい

垣 花 健 志 君 （課の統廃合、職員削減につ て

いて） ①各支所で取り組んできた各イベント

（トライアスロン、サニツ浜カーニ

バル等）は今後どの課が担うのか。

②地域審議会の事務局等、地域の重要

な役割はどうなるのか。

③現在、住宅の家賃等支払いを受け付

けているが、今後不便になることが

予想されるが、対策は考慮されてい

るか。

④各支所で農業や補助金の問題等、お

年寄りに対応してきたが、今後サー

ビスの低下が懸念される。対応につ

いて協議はなされているか。

２．旧町村の地元の職員配置について
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①旧町村の職員をできる限り多く配置

できないか（お年寄り等は顔見知り

の職員がいるのは安心感がある 。）

２．福祉行政について １．デマンド交通（コミュニティバス）

の運行について

①地域周辺をお年寄りが利用できるコ

ミュニティバスの運行はできない

か。

②各支所を廻る無料バスを運行してい

たが実績はどうであったか。

③市民にとって非常に利便性が高いと

考えるが、今後の運行の予定はない

か。

２．生活保護受給者について

①受給者が増加していると聞くが、現

状についてお伺いしたい（５年前か

らの比較 。）

②増加の理由について

③今後の対策はどうなっているか。

３．教育行政について １．教育関連施設の防犯体制について

①現在教育関連施設は無人の機械警備

と聞いているが、なぜ、無人警備に

なったのか（以前は有人警備であっ

た 。）

②無人警備では学校や施設内の警備が

不可能であるが、飲酒や事件、事故

についての対策はどうなっているの

か。

③雇用の面からも有人警備を考慮する

必要があると考えるがどうか。

２．学校給食備品について

①料理やごはんの移動の際必要だと思

われる「保温器」がないと聞いてい

る。今後購入の予定はないか。



- 67 -

順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

４．道路行政について １．県営西里団地周辺の道路について

①団地前及び周辺の道路が非常に狭

く、交通量の増加に伴い、住民が危

険を感じている。現状を把握してい

るか。また、今後改良の余地はない

か。

②団地周辺道路は、建設時に利便性や

危険地区は改良を考慮すべきではな

いか。

５．公園整備について １．都市公園建設とその必要性について

①建設（整備）の際、市街地等、地域

的バランスは考慮されないか。

②建設（整備）の際、重点的に考慮さ

れる事項はどのような点か。

③市街地の都市公園は西側、北側に偏

って整備されている。腰原、富名腰

地域に公園整備ができないか（でき

ない場合はその理由の説明をお願い

します 。）

６．地下ダム資料館について １．運営状況について

①年間の利用状況について（入場人数

と入場料）

②年間の管理費について（人件費、光

熱費等）

③今後の管理運営について（委託でき

ないか）

17 16番 １．市長の政治姿勢について １．客船航路の再開について

山 里 雅 彦 君 ２．海中公園事業について

①管理会社設立についての現在の状

況。

②海中公園オープンまでの事業日程に

ついて

３．公営墓地計画、墓地制限区域等計画

策定について
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４．宮古空港駐車場有料化に伴う現在の

利用状況について

５. 根間地区整備計画について

２．道路行政について １．東環状線整備計画について

①平良土建前の交差点から、下崎入口

までの道路整備計画について

２．伊良部７号線道路改良工事(１工区)

について

①伊良部７号線（１工区）工事変更契

約書は、契約規則や契約約款を、遵

守してないと思われますが？

②一旦締結された契約を、５回にわた

り変更することは、当局が自らの行

政判断を否定することになるので

は？

③確約書により納付されている返納金

について

３．大原線整備計画について

①サンエーカママヒルズ店裏道路整備

について

３．教育行政について １．学校の統廃合について

４．環境行政について １．学校教育現場への新エネルギー施設

導入について

①太陽光発電システム事業効果につい

て

②今後の導入計画について

５．農業振興について １．基幹作物であるサトウキビの操業計

画等について

２．ハーベスター導入事業計画について

３．基盤整備事業について

（宮古島市過疎地域自立促進計画）

18 14番 １．市長の政治姿勢と市政運営 １．平和行政の推進について

亀 濱 玲 子 君 について ①先の米海軍第７艦隊音楽隊の宮古空

港利用問題について、市長のご見解
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をお伺いしたい。

②防衛省が進めている先島への陸上自

衛隊を配備する計画について、市長

の見解を伺いたい。

③下地島空港及び残地活用計画は、平

成24年までの公約実現の目標の10％

の進捗率となっているが、今後どの

ように進めていくのかお聞きした

い。

． （ ）２ 伊良部７号線道路改良工事 １工区

における問題と対応について、市長の

ご見解をお聞きしたい。

２．福祉行政について １．人に優しい街づくりに向けて

①「身障者専用駐車スペース」の拡充

に向けて、事業所等への積極的な取

り組みをしていただくことと、難病

等、体力的にハンディのある方が、

車椅子駐車スペースで駐車が可能に

なる、本市独自の取り組みを進めて

いただきたい。

②「障がい者が安心して旅行できる宮

古島」づくりを行政が積極的に取り

組んでいただきたい。観光協会等と

も連携して、宿泊や観光・体験メニ

ュー・受入サポーターの育成など、

障がい者が観光等で来島が増える

「人に優しい島」で街づくりを進め

ていただきたい。

③障がい者のグループホームの本市の

設置状況と課題についてお聞きした

い。

２．高齢者福祉について

①本市における高齢者の行方不明問題

と120歳以上の「戸籍上生存者」の



- 70 -

順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

生存確認作業と対応についてお聞き

したい。

②本市における高齢者の虐待被害につ

いて、現在の状況と対応についてお

聞きしたい。

③高齢者世帯の抱える問題の早期対応

のために 「訪問相談員」の配置を、

検討していただきたい。

３．生活困窮の求職者支援について

①政府が導入し、沖縄県をモデル事業

として11月から開始される「パーソ

ナル・サポート・サービス」は、本

市では、どのように活用されるのか

お聞きしたい。

４．国民健康保険税について

①国保税の一部負担減免制度の実施状

況について、現在の状況をお聞きし

たい。

②本市において、現在、保険証更新さ

れていない児童生徒（高校生までの

生徒）は、何人で、市の対応はどの

ようになっているのかお聞きした

い。

③現在の滞納世帯数と、短期証の交付

世帯数、納付相談の状況と対応につ

いてお伺いしたい。

５．ＤＶ被害者への住宅支援について、

①本市のＤＶ相談件数と対応について

お聞きしたい。

②本市のＤＶ被害者の公営住宅優先入

居の要項を設置していただきたい。

３．水産業の振興について １．「海中公園」について

①環境調査結果と今後の対応につい

て、当局のお考えをお聞きしたい。
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②「宮古島海業管理センター」と本市

と交わす「協定書」等について、当

局の方針を伺いたい。

２．現在の「海業センター」の状況と、

今後のあり方について、当局のお考え

を伺いたい。

４．教育行政について １．「学校規模適正化検討委員会」の設

置と､本市の島づくりの基本的な考え

をお伺いしたい。

２．「適応指導教室」の取り組みについ

て伺いたい。

①現在の状況についてお聞きしたい。

②各学校、家庭との連携、通学などの

状況と課題について伺いたい。

③義務教育終了後の支援の継続につい

ての現状と課題をお聞きしたい。

３．問題行動を起こした生徒への生活指

導や学習支援について、現在の取り組

み状況と課題についてお伺いしたい。

４．宮古島の希少生物等の保存、保全へ

の取り組みについて、現状と課題、今

後の取り組みについてお伺いしたい。

５．公約の「拝所等の整備促進」の実施

状況と今後の取り組み、また 「綾道、

マップ」など、史跡等の保全や清掃な

ど、継続的な取り組みについてお聞き

したい。

19 ８番 １．平和行政について １．「非核平和都市宣言」について

上 里 樹 君 ①宣言の大看板を設置すべきと考えま

すがいかがでしょうか。

②宣言にふさわしい本市の取り組みが

必要です。広島・長崎の原爆資料の

展示や、児童生徒の広島・長崎への

派遣、沖縄平和資料館の移動展、戦
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争体験者の証言の記録、戦争遺跡の

保存などを実施すべきだと考えます

がいかがでしょうか。

また、戦争の教訓を風化させない

ために 「平和資料館 （仮称）の建、 」

設が必要だと考えますがいかがでし

ょうか。

２．米海軍第７艦隊音楽隊の演奏会につ

いて

①米海軍第７艦隊音楽隊の本市での演

奏会は、どのような経緯で実施する

ことになったのですか。

②演奏会は、米軍による宣撫工作であ

り、市長は「非核平和都市宣言」に

照らして、マティダ市民劇場の使用

を認めるべきではないと考えますが

いかがでしょうか。

同時に、米軍用機の宮古空港の使

用は認められないという立場を表明

し、県に対して空港使用許可をしな

いように強く働きかけるべきだと考

えますがいかがでしょうか。

３．庁舎ロビーの展示物について

①憲法第９条の碑の写真が撤去されま

したが、どのような理由で撤去した

のでしょうか。

２．福祉行政について １．国保について

「 」 、① 一部負担金減免制度 について

「８月頃からの実施予定」というこ

とでしたが、どうなっていますか。

②「一部負担金減免制度」要綱の内容

について

③短期証世帯や未更新世帯のなかで、

18歳以下の子供は何人ですか。
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④国保加入世帯全てに国保証を届ける

べきだと考えます。少なくても子供

のいる世帯すべてに郵送による保険

証を交付すべきだと考えますが、い

かがでしょうか。

⑤一般会計から国保会計への政策的繰

り入れを増やして、高すぎる国保税

を引き下げるべきです。少なくても

子供のいる世帯の平等割の課税をな

くすべきだと考えますがいかがでし

ょうか

２．医療費助成について

①子宮頸がん及び小児髄膜炎予防ワク

チン（ヒブ・ワクチン 、肺炎球菌）

予防ワクチンの予防接種に助成が必

要だと考えますが、いかがでしょう

か。

３．高齢者福祉について

①本年度から実施している高齢者タク

シーチケット制度について、その条

件は65歳以上で、３親等までの親族

に車をもっていないことという厳し

いものになっていますが、高齢者福

祉という観点でいえば、同居家族に

限定すべきと考えますが、いかがで

しょうか。

また、将来はほかの自治体で実施

している「敬老パス」のように年齢

によって一律支給すべきだと考えま

すが、いかがでしょうか。

②運転免許証の返上などで車の運転が

できない高齢者も増加しています。

早期に「巡回バス」を運行し、市の

分庁舎だけでなく、市内の主要な公
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

共施設などの利用にも利便性を図る

ことが必要だと考えますが、いかが

でしょうか。

３．教育行政について １．就学援助について

①就学援助の拡大にともなって、クラ

ブ活動費、学級会費、ＰＴＡ会費な

どが補助対象になりましたが、本市

の準要保護への適応はされています

か。

②近視用眼鏡を准要保護の児童生徒へ

も補助すべきだと考えます。実施へ

向けての取り組みはどうなっていま

すか。

４．環境行政について １．トゥリバー地区について

①トゥリバー地区の海岸線に、大量の

石灰岩が投入されていますが、どの

ような理由でそうなったのでしょう

か。原状回復が必要だと考えますが

いかがでしょうか。

20 25番 １．市長の政治姿勢について １．先島、台湾旅客航路再開について

下 地 智 君 ２．支所機能の縮小について

①第二次集中改革プランで示されてい

る支所長の廃止、2015年度までの職

員数の削減等で島全体の均衡ある発

展に支障はないか。

３．墓地集団化について

４．市有地の活用について

①郡部の活性化のためには 市有地(沿、

岸部）の有効活用が不可欠だと思う

が、市長の見解は。

２．福祉行政について １．生活保護について

①査定基準についての説明。

②本市における平成21年度支給件数、

支給額の実績と平成22年度の見通
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

し。

、 、 、 。③財源の内訳 国 県 市の負担比率

３．農業、畜産行政について １．食肉センターの経営状況及び施設整

備計画について

２．単独補助事業について

①優良繁殖雌牛自家保留奨励補助金

②子牛生産育成

③堆肥盤設置

④飼料用種子購入

上記それぞれの事業内容及び申請方

法についての説明。

３．比嘉・加治道排水路清掃について

４．浦底ダム下部周辺の水災害について

５．平成21年度区画整理畑かん整備事業

の整備率を各地区別に示してくださ

い。

６．宮古島市過疎地域自立促進計画（平

成22年度～平成27年度）に示されてい

る区画整理、畑かん整備後の各地区の

整備率はどうなるか。

７．計画で示されている加治道地区につ

いてはどうなっているか。場所、面積

も示してください。

４．環境行政について １．公共下水道の今後の取り組みについ

て

①現在、本市の整備率及び接続率はど

うなっているか。

②今後の整備計画。

③運営上の今後の課題。

21 24番 １．市長の政治姿勢について １．指揮命令系統の徹底と責任所在の明

池 間 豊 君 確化について

２．天然ガスの推進状況について

①コンビナート等具体的事業の説明。

３．エコアイランド宮古島推進について
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

①エコ（自然循環型社会）について

②市民への啓蒙活動の取り組みについ

て

４．水産業の振興について

５．農業の振興について

①第４次沖縄振興計画終了に伴う農地

保全事業と他の高率補助事業への影

響と対応について

６．託児所及び保育所支援強化について

①認可保育所の増設と認証保育所につ

いて

７．伊良部大橋開通後の佐良浜港のあり

方について

２．道路行政について １．マクラム通りの事業説明。

２．大原地区（都市計画変更）について

の説明及びマクラム通り延長（サンエ

ーカママヒルズ）の事業計画について

３．島尻地区墓地団地前の農道整備につ

いて

３．公園の整備について １．狩俣地区内にある公園の遊具とトイ

レの整備について

22 ６番 １．市長の政治姿勢について １．平和行政について

長 崎 富 夫 君 ①米軍機の宮古空港使用について

ア．米海軍第７艦隊音楽隊の演奏会

が、去る９月５日にマティダ市民

劇場で予定され、音楽隊は25人で

編成、米軍厚木基地から米軍機で

４日に来島する予定となってい

た。しかし、台風による悪天候を

理由に飛行を断念、演奏会は取り

やめとなった。民間空港である宮

古空港の使用について市長のご見

解を示していただきたい。

イ．報道によると12月12日に開催を
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

予定している。宮古島市の公共施

設の使用申請はあるのか。仮に申

請があった場合は許可するのか。

ウ．演奏会の目的は何か。宮古島市

が要請したのか。

エ．受け入れ先はどこか。

２．宮古・石垣に自衛隊配備報道につい

て

①報道に対する市長のご見解。

②宮古島市へ打診はあったのか。

③仮に、防衛省が下地島空港を利用す

る可能性について打診があった場

合、市長はどう対応するのか。

３．平成21年度決算審査意見書（伊良部

７号線道路改良工事・１工区）につい

て

①平成22年６月議会における答弁内容

（市長・副市長・建設部長）の事実

確認（４ページ 。）

②事実の確認（５ページ）についての

当局のご見解。

③審査結果及び理由（６ページ～７ペ

ージ）についての当局のご見解。

④決算審査意見書に対する市長のご見

解。

４．エコハウスについて

①下里・西里地区都市再生整備計画地

にエコハウスが３月に完成してお

り、完成後６ヵ月を迎えようとして

。 。いる 利用状況はどうなっているか

２．農業政策について １．農水産物輸送コスト及び航空運賃の

低減化について

①民主党の政策である高速道路の無料

化は、全く宮古島市にはメリットが
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

ない。宮古島からの農産物等の輸送

手段は船舶と飛行機での輸送手段し

かない。ぜひ農水産物の輸送コスト

及び航空運賃の低減化を図って頂き

、 。たい と昨年12月定例会で質問した

経済部長から離島振興協議会で離島

からの物流対策として、助成策を政

府に要請しているとのご答弁をいた

だいた。成果について伺いたい。

２．干ばつ対策について

①今年も梅雨明け以降少雨傾向が続

き、サトウキビのロール現象が起き

農家は干ばつ対策に追われた。しか

、 。し 市の干ばつ対策会議は７月20日

干ばつ対策会議の時期は早められな

いか。

３．福祉行政について １．住宅手当緊急特別措置事業について

（この事業は、平成21年10月に開始さ

れた国の住宅手当緊急特別措置事業

（国庫補助10割）の事業である ）。

①事業の内容、支給対象者要件、支給

額、支給期間をご説明ください。

②平成21年度の実績を示してほしい。

③県内10市の状況はどうなっている

か。

４．建設行政について １．住宅手当緊急特別措置事業の活用に

ついて

①実施要領からすると、市営住宅入居

者についても該当すると思われるが

どうか。住宅課の取り組みはあった

のか。調査し、該当者がいれば、住

宅手当緊急特別措置事業の活用はで

きないか。家賃未納の解消にもつな

がると思うが。
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

５．教育行政について １．市立学校の統廃合について

①本市教育委員会は、宮古島市立小、

中学校の規模適正化を図る検討委員

会を４月28日に設置し、中長期的視

点に立って、統廃合も視野に入れな

がら審議し、方針を策定するとして

。 、 、 、いる この間 島尻学区 福嶺学区

宮原学区等で懇談会を開催している

が、学校統廃合に関する各地区の反

発が強い。事務局では、たたき台を

作成して、地域ごとの具体案を示し

ているが、現在の取り組み状況と今

後の見通しを示していただきたい。

23 10番 １．市長の政治姿勢について １．観光振興と観光客誘致について（計

棚 原 芳 樹 君 画と対策）

２．宮古島市と姉妹都市基隆市との交流

について

①どのような効果があったのか。

②台湾側の指摘、要望について

③今後の台湾との交流計画について

３．市立保育所、認可保育園、入所、入

園の低所得者優先はできないのか。

４．待機児童対策について

５．県立公園計画の状況について

６．下地島空港周辺残地の利活用計画に

ついて

７．国営かんがい排水事業（宮古伊良部

地区）進捗状況について

８．島田紳助さんの番組に対する市長の

感想と今後の宮古島市としての支援計

画について

９．下里公設市場建設の進捗状況につい

て

10．トゥリバー開発計画の状況について



- 80 -

順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

11．砂山開発計画の状況について

12．道の駅（橋詰め広場）について

13．通り池のトイレ計画について

14．佐和田漁港トイレ設置について

15．公園及び観光地のトイレ管理につい

て

２．道路行政について １．トゥリバー地区臨港道路伊良部線整

備計画について（上水道・下水道計画

はあるのか）

２．伊良部大橋、伊良部側から長山港へ

の道路計画について

３．伊良部地区市道35号線の道路整備計

画について

４．大道線整備計画について

３．農業行政について １．伊良部地区貯水池修繕計画について

①何ヵ所の計画か。

②優先順位は。

③各ヵ所の修繕金額は。

④どのような対策を進めていくのか。

⑤何年かかるか。

⑥なぜ、このようになったのか。

２．マンゴー等販売促進事業の進捗状況

と今年度のマンゴー販売に対する成果

について

３．マンゴーにかわる作物はないのか。

４．有機質肥料補助事業について

５．牧山公園整備状況について

６．伊良部地区土地改良事業の現状と今

後の計画について

７．経営構造対策事業（平成22年度～平

成25年度まで）の計画について
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◎議長（下地 明君）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時00分）

本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第３号のとおりであります。

ただいまから日程第１、一般質問に入りますが、通告外の質問及び一問一答の質問にわたらないよう議

事進行にご協力願います。

なお、質問の１人持ち時間は30分となっております。

また、今回は多くの議員の皆様が監査委員に対しての通告があり、その答弁に当たりましてはボード、

パネルの使用をしたいとの申し出があり、許可いたしましたので、ご報告いたします。

それでは、通告順に従いまして順次質問の発言を許します。

◎佐久本洋介君

９月定例会に当たり、さきに通告しましたとおり質問してまいりたいと思います。

まず、市長の政治姿勢について伺います。１点目、宮古島マリンターミナル株式会社ホテル棟売却につ

いて伺います。去った８月５日、宮古島マリンターミナル株式会社と漲水リゾート開発社との間でホテル

棟売却について合意に至ったということですが、譲渡先公募に関する要件はどのような内容か。９月上旬

よりの公募予定ということですが、公募はもう始まっているのか。

、 、 。それから 譲渡合意の条件に本店所在地が宮古島市の企業となっているようですが 受け皿は大丈夫か

それから、もう一つの条件、希望する従業員の継続雇用は可能かどうか。

次に、美ら島沖縄総体2010男子バレーボール競技大会について、これは質問ではないですけど、市長の

総括を伺いたいと思います。全国のトップレベルの選手たちのプレーを間近で観戦し、会場いっぱいの観

客は大感動でした。特に地元伊良部高校の出場は、宮古各地からの大応援団で会場に入り切れない方も出

るほどの盛り上がりで、伊良部地域では本当に島に住民がいないんじゃないかと思うほど会場にいっぱい

詰めかけていました。大会運営のトラブルもなく、大盛況裏に終えた大会を振り返って、職員、関係スタ

ッフにかわって市長の総括をお聞かせください。

、 。 、 。次に 台湾基隆市との姉妹都市交流について伺います まず これまでの交流の成果について伺います

これは６月定例会でも質問がありましたけど、もう少し具体的に。６月定例会では、行政主体の交流から

一般市民まで拡大した交流が行われたということですが、どのようなところでどのような交流が行われた

のか、具体的に説明していただきたいと思います。

そして、今後の交流において文化面、人的交流、経済交流までどのように計画しているのか説明してく

ださい。

次に、伊良部支所佐良浜出張所の取り扱いについて伺います。現在佐良浜出張所は、職員２人のうち１

人は水産課、出張所としては住民票、戸籍、印鑑証明の発行等が行われていますが、地域の住民、特にお

年寄りにとっては非常に便利な出張所です。行革の流れの中で今後どのように取り扱われるのかお伺いい

たします。

次に、教育行政について伺います。まず、今年度全国学力テストの結果について伺います。前年度まで
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沖縄県の状況は、小学校、中学校ともに全国最下位でした。前年度に比べ沖縄県、宮古島市の結果はどの

ようになったのか。

それから、全国と沖縄県の学力の差が拡大傾向にあると指摘されていますが、その要因としてはどのよ

うなことが考えられるのか。

次に、伊良部地区佐良浜スポーツセンターの管理についてを伺います。スポーツセンターについては前

にも取り上げましたが、夏場のプール以外は全く管理がなされていません。もうほったらかしの状態と言

ってもいいぐらいです。このスポーツセンターの広場では、毎日午後からは畑仕事を終えた方々がグラウ

ンドゴルフを楽しんでいます。しかし、広場の草は伸び放題、仕方なく利用する方々がかまや草刈り機を

持ってきて刈り取り、プレーしている状況です。それから、プール東側のあずまやもかわらの損壊やコン

クリートの離が進んでいて危険な状況ですが、管理はどのように行われ、これからどのように行ってい

くのか。

次に、消防行政について伺います。来年６月までに全自治体の住宅に住宅用火災警報器を設置すること

になっていますが、宮古島市の設置状況はどうなっていますか。

また、マスコミによりますと本土や沖縄本島、これは販売者と特にお年寄りの家庭、そこの間で価格面

や過度な設置、これによるトラブルが起こっているようですが、宮古島市ではどうでしょうか。

それから、経済的に取りつけが困難な困窮家庭に対する行政支援はあるのかどうか。

次に、伊良部地区の防災訓練について伺います。伊良部地区でも特に北区、佐良浜地区ですね、この急

傾斜地においては消防車や救急車等、車両がもうこれは全く入れません。火災や土砂崩れ、いろんな事故

等の発生時にどのような対応をするのか。これは６月でしたかね、県の主催で土砂崩れに対する訓練があ

ることはあったんですけど、これは港のそばの広場で行われただけで、その地域での住民もほとんど参加

していなかったし、この地域住民を巻き込んだ訓練、これをどのように行っていくのか、どういう対応で

いくのかお伺いしたいと思います。

次に、地域振興について伺います。まず、佐良浜漁港周辺の利用計画について、これは２回ほど質問を

、 、 、 、しましたけど そのときの答弁が この利用計画については港が県指定の漁港ですので 県と協議を行い

その中で利用計画を策定していきたいとのことでしたが、利用計画の策定はどうなっているのか。

それから、地域住民、漁協も含めて協議していくとのことでしたが、それもどのように行われ、それか

ら今後どのように行っていくのか。

それから、伊良部大橋供用開始後、現在の漁協周辺の状態では競り場、荷さばき場、そこでの集客、こ

れは見込めないと思います。そこで、集客のための施設整備が必要であります。現在荷さばき場で仲買に

よる販売が行われていますが、本来そこはそういう場所ではないし、そしてまた非衛生的でもあります。

そこで、これは提案ですが、例えば佐良浜港周辺に（仮称）魚センターのような施設を整備し、仲買もす

べてそこで販売してもらい、附帯して魚料理、それからカツオ百年祭でも残してほしいなと思った漁業の

歴史資料館、資料の展示、こういうものを行うための施設の整備ができないものかどうか検討していただ

きたいが、いかがでしょうか。

、 、 、 、 、それから 集落内の下水溝 生活雑排水などが流れている排水溝ですね この排水溝 下水溝ですかね

これがもう土砂等で埋まって、大雨のときはあふれてくるし、それから夏は悪臭がしたりしています。こ
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の清掃についてはどのように行われているのかお伺いします。

次に、独居高齢者について行政の対応をお伺いします。これは先月の初めごろですけど、佐良浜地区で

立て続けにお二人の高齢者の孤独死がありました。お一人は畑で亡くなって見つかっていましたが、独居

ですので畑から帰ったのかどうかもだれも知らない。そして、翌日帰っていないということで畑に行った

ところ、畑でもう亡くなっていた。それからもう一人は、死後大体もう三、四日ぐらいたってから見つか

っている。これは８月の暑さの中ですので、どういう状態だったかは想像つくものと思います。これから

高齢者社会になって独居が非常に増加し、したがって孤独死も増える傾向にあると言われています。宮古

島市では、高齢者の４人に１人がひとり住まいだと言われていますが、このひとり住まいの高齢者に対し

て行政としてどのような対応を行い、今後どのような施策を行っていくのかお伺いします。

まず、独居高齢者の在宅確認方法はどのように行っているのか。これは、伊良部地域づくり協議会でも

一度、もうテレビなどでも皆さんも見ているとおりの黄色い小旗をつくってやってみました。しかし、こ

れはなかなか長続きしないですね。やはり訪問して確認するのが一番いい方法だなと思っています。

そして、独居高齢者の地域ごとの把握は行われているのか。行政としては、いろんな制度を活用して、

高齢者の居場所づくりとさまざまな対策を講じていることは重々承知していますが、行政、地域、隣人同

士のさらなる連携が求められます。民生委員、行政連絡員による独居高齢者への対策はどのように行われ

ているのか。

以上、答弁をお聞きして再質問したいと思います。

◎市長（下地敏彦君）

佐久本洋介議員にお答えをいたします。宮古島マリンターミナル株式会社の件については一括してご答

弁をしたいと思います。

まず最初に、譲渡先の公募要件についてでありますが、９月10日に開催されました取締役会では公募要

件についておおむね承認の議決を行っております。最終決定は債権者への説明を終了した後の取締役会で

行われるため、現段階では概要のみ申し上げたいと思います。まず、要件は５つほどございます。１つが

法人の場合、その本店所在地が宮古島市にあること、２つ目、入札金額がマリンターミナル社が定める最

低売却価格以上であること、３つ目がホテルの現在勤務している従業員のうち転籍希望従業員を受け入れ

ること、４つ目がホテル宴会場を少なくとも10年間は客室等に変更しないこと、５つ目が本件ホテルを少

なくとも５年は売却しないと、こういう内容になっております。

次に、９月上旬よりの公募予定はということですが、売却先決定に向けたスケジュールもおおむね決ま

っておりまして、11月初旬に公募要項の配付を始め、12月中旬には入札を行う予定であります。

次に、本店所在地が宮古島市の企業となっているが、受け皿は大丈夫かということでありますが、今の

ところ非公式でありますが、宮古圏域内外から数社ほどの話が寄せられております。

最後に、従業員の継続雇用についてでありますが、公募要項の中に参加の条件として、従業員の雇用継

続を掲げております。宮古島マリンターミナル株式会社については以上であります。

次に、高校総体バレーボールの競技についてであります。今回の高校総体は「青天届く君の風 みなぎ

る闘志が夏に輝く」の大会スローガンのもと、７月30日から８月３日までの５日間にわたり開催されまし

た。宮古島市は、男子バレーボール競技大会の会場として盛況のうちに無事終了することができました。
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地元伊良部高等学校を初め、その他全国55のチームが頂点を目指し熱戦を展開し、本大会は大いに盛り上

。 、 、がりました 高校総体の主役は高校生であり 高校生１人１役活動として地元高校生すべてがＰＲの活動

会場を飾る草花の栽培、シンボルマークや記念品の作成、競技補助員として参加するなど、長期にわたる

活動が実を結んだ大会だったと思います。本大会が成功裏に終了できたことは、多くの関係者の皆さん方

のご支援、ご協力のたまものであり、本当にこころつなぐ結いの島の大会であったと思っております。

◎副市長（長濱政治君）

台湾基隆市との姉妹都市交流につきましてお答えいたします。

、 、基隆市との交流につきましては スタークルーズ社や復興航空へ市長みずからのトップセールスを初め

民間団体によるワークショップを行ってまいりましたが、今回の訪問において経済や教育、観光など５つ

の分野で宮古と基隆の関係者による活発な意見交換を行い、スポーツ交流や学校間交流等について継続的

に情報交換を行っていこうという共通の認識を持つことができたのが大きな成果だと思っております。

今後の予定としましては、民間団体による交流や両市民間の交流が継続できるよう、市としても積極的

に協力、支援していきたいと考えております。

ちなみに、今年は高校生のバスケットボールの交流試合が行われる予定でございましたけれども、諸般

の事情によりましてちょっと取りやめになった経緯がございます。それから、経済の交流につきましては

食の交流と申しまして物産フェアみたいなもの、特に台湾のほうから呼びかけがございました。ちょっと

準備の都合がつかなかったということもございまして、今後そういったものもやっていけるかと思ってお

ります。それから、教育、文化方面で書道や絵画、版画等のお互いの展示をですね、交流していければと

いうふうな形をつくりつつあるところでございます。これは、今回の交流等を契機として、今後詰めなが

らやっていけるものというふうに思っております。

◎教育長（川上哲也君）

佐久本洋介議員の全国学力テストの結果についての質問が３本ございました。順を追ってお答えいたし

ます。

まず、全国学力テストの結果の沖縄県の結果ですが、全国平均を100とした場合の標準化得点で比較す

ると沖縄県は小学校国語が98、算数で98、中学校国語は95、数学が94となっております。

２本目の宮古島市の状況ですが、同じように全国平均を100としたとき、小学校国語が98、算数96、そ

れは小学校算数において県平均を二、三ポイント下回っております。これは、記述式の問題や実生活と関

連づけた問題の正答率が低くなっております。そのためには、補充的学習を取り入れたり、日常生活と関

連づけた授業の工夫が必要だと考えております。次に、中学校では国語98、数学97で県平均をそれぞれ上

回っており、全国との差も縮まりつつあります。

３本目の学力の差が拡大傾向にあると指摘されているその要因ですけども、この件については授業改善

の視点から全国と比較しますと本県や本市では、成績上位県に比べて教師の発問の仕方や学習方法に関す

る指導の工夫、授業でのノートのとり方等の取り組みに差が見られます。さらに、家庭学習や宿題への取

り組み等も課題となっております。今後学校では、授業の工夫を初め、授業と連動した宿題の工夫や学習

規律の徹底を図ります。さらに、家庭、地域では学習環境や生活習慣等の改善を保護者や地域と連携しな

がら取り組んでいきたいと考えております。
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◎総務部長（砂川正吉君）

まず、１点目でございますが、佐良浜出張所の取り扱いについてでございます。お答えをいたします。

行政改革の一環としまして、組織機構の見直しを進めておりますが、支所組織についても伊良部を除く

３支所につきましては来年度から２つの課を統合いたします。それから、支所長を部長級から課長級へ見

直しをいたします。平成24年度以降も職員数の大幅な減少が見込まれることから、支所機能の見直しは避

けて通れないと考えております。ところで、佐良浜出張所の取り扱いについてでありますが、出張所を含

め、伊良部支所については第二次集中改革プランにおいて伊良部大橋開通後に見直しをするということに

なっております。

次に、佐良浜地区の避難訓練についてでありますが、本地区は本市で唯一沖縄県より急傾斜地崩壊危険

箇所に指定をされていることから、今年度６月に伊良部地区社会福祉協議会、池間添、前里添各自治会長

ほか６機関で急傾斜地の危険箇所を確認しながら避難訓練を実施いたしました。次年度からは、災害発生

を想定しまして、佐良浜地区住民参加の避難訓練等を実施してまいりたいと考えております。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

独居高齢者の対策について４点ほど質問がありました。お答えいたします。

独居高齢者の把握と在宅確認については、平良、城辺、上野、下地、伊良部の５地区に相談員を配置し

ており、毎年介護保険を利用していない高齢者世帯を訪問し、その際独居なのかどうなのかなどの実態把

握を行っています。平成21年度における実態把握の実績は述べ3,607件で、そのうち722件、これは包括支

援センターで実際に介護サービスを受けていない独居高齢者を訪問した数になりますけども、722件が独

居老人となっております。

市の対策については、独居高齢者の孤独死をなくすためには地域が地域を見守ることが大切であり、平

成21年度から友愛見守り事業を各支部の老人クラブの協力で行っており、１万件を超える訪問がされてお

ります。また、昨年導入いたしました高齢者見守りモデル事業を発展継続するため、平成22年度において

は地域包括ケア推進事業を導入いたしまして、伊良部地区においてもシステムセンサーを設置いたしまし

て、24時間安心を提供することになっています。

また、民生委員、行政連絡員の活用については、各地区に設置している相談センターの実態把握の結果

をもとに、虚弱な高齢者などに気になるケースがあれば包括支援センターに連絡いたしまして、民生委員

や行政連絡員と連携をとりながら対応してございます。

◎農林水産部長（平良哲則君）

佐久本洋介議員に佐良浜漁港周辺の利用計画についてお答えをいたします。

、 。 、佐良浜漁港は 議員指摘のとおり県管理漁港となっております 佐良浜漁港周辺の利用計画については

佐良浜漁港利用計画策定委員会の設置に向けて、現在県、市及び伊良部漁協と協議、調整を行っておりま

す。佐良浜漁港周辺の利用計画については、その委員会の中で策定したいというふうに考えております。

また、佐良浜漁港周辺を活性するため施設はどのようなものがよいかにつきましても、この佐良浜漁港

利用計画策定委員会の中で計画してまいります。

◎生涯学習部長（安谷屋政秀君）

佐久本洋介議員の佐良浜スポーツセンターの管理の質問についてお答え申し上げます。



- 86 -

佐良浜スポーツセンターは、市民の憩いの場を確保するとともに、市民の健康増進とたくましく豊かな

、 、人間性を持った健全な青少年を育成することを目的に 遊泳用のプールをメーンに建設された施設ですが

近年プールの前の広場は健康増進、体力づくりの拠点として多くの市民に活用され、かつ公園としての利

用価値も高い場所でもあります。同センターの敷地内の環境美化、整備につきましては、これまでも一部

のボランティアの皆さんにご協力をいただいているところでありますが、今後も公園の充実、美化により

多くの利用者の皆さんと地域づくり協議会の方々にお願いしていくとともに、広場内のあずまや、トイレ

等の修繕につきましては必要な措置を早急に講じていきたいと考えております。

◎建設部長（友利悦裕君）

佐久本洋介議員のご質問の集落内下水溝の清掃についてお答えいたします。

ご質問の下水溝の清掃等は、集落内での道路排水の清掃だと認識をしておりますが、道路排水について

は調査をいたしましたところ、土砂等の堆積により機能を果たしていない箇所がありましたので、清掃等

を行い対応をいたしました。今後も調査などを行い、適切な維持管理に努めてまいりたいと思っておりま

す。

◎消防長（砂川享一君）

ご質問の要旨は３点にわたっております。まず最初に、宮古島市における住宅用火災警報器の設置状況

についてですが、平成22年２月の時点での普及率は9.2％でありました。その後各種行事や講習会等にお

いてパンフレットの配布を行ったほか、消防団員や女性防火クラブ員関係者の協力を得て普及率の向上に

努めた結果、平成22年８月現在の普及率は約17％となっております。

、 、 、次に 住宅用火災警報器を設置する際 販売者との間でトラブルは発生していないのかとのことですが

宮古島市においては悪質な訪問販売と思われる事案は発生しておりません。

３点目に、住宅用火災警報器の設置に対する行政支援についてのお尋ねですが、これについては特に行

政支援は行っておりません。必要に応じて低価格で購入できる共同購入方法等を推進しております。

◎佐久本洋介君

幾つか再質問したいと思います。

まず、ホテル棟売却については現時点では詳しい要項とか、そこまではまだ踏み込んでは答えられない

ということですので、問い合わせもあるようですので、市長がしっかり取り組んでいくものと思います。

特に従業員の継続雇用については、これは宮古島市の市民ですので、これは一生懸命取り組んでいただき

たいなと思っています。

それから、基隆市との交流、せっかく姉妹都市を結んだんですから、人的面、そして経済的な面、この

交流はしっかり計画を立てて続けていただきたいなと思っています。特に人的交流については、小中高、

子供たちを中心に考えてもらえれば教育面、スポーツ面で成果が出るんじゃないかなと思っています。

それから、全国学力テストについて川上哲也教育長から詳しい説明がございましたが、もう一度お伺い

したいと思います。このテストは、都道府県の順位というかね、マスコミではこの順位が多く取り上げら

れていますけど、これはそれだけじゃなくてですね、そのテストによる地域の結果、これを踏まえて教育

行政にどのように生かしていくのか、これが求められるべきだと思うんですね。ただ順位が、もちろんこ

れは順位を見ることによって、その地域の学力がわかってくるわけですけど、それだけじゃなくて、その
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結果に対してどのように対応していくのか、これはまさに教育行政、これが問われてくるもんだと思って

います。例えば教育行政の中で、学力の結果の低い地域、そういう地域に対してはその要因を、これは教

育現場だけではないと思うんですね。その要因をしっかりととらえて、例えば教育施設、それから教職員

の増員、あるいは学級規模の問題、こういう条件整備が行われていくべきだと、これは識者の指摘もござ

います。教育長、もう一度お伺いします。今回は全校じゃなくて抽出で行われたということですけど、何

校で行われたのか、そしてこの結果に対して宮古島市として教育行政にどのように生かしていくのかお伺

いしたいと思います。

それから、佐良浜スポーツセンターについてですけど、これについてはどうも前からそうですけど、答

弁は非常にすばらしい答弁をいただくんですけど、実際には全く行われていないですね。いつでもそうで

すけど。このボランティアにお願いしてとか、地域づくり協議会にお願いしてとかいうんですけど、地域

づくり協議会にも、私もそのメンバーの一人ですけど、それに関しては今現在まだ上がっていません。こ

れは継続性を持ってやらないと、ただ言われたときに行って見るだけじゃ、これ年がら年じゅうみんな使

っているわけですから、継続性を持ってどのように計画をやっていくのか。もう余り管理しにくいんであ

れば閉めてもいいんじゃないかなと思うぐらいですけど、部長、継続的な管理、これをどのように行って

いくのか、それをもう一度お聞かせください。

それから、消防行政、この防災訓練ですね、これについてですけど、一番の問題は急傾斜地内で起きた

場合、例えば救急活動などをどのように行っていくのか。車が入らないですよね。そういう訓練を日常か

らしっかりやっていないと非常に混乱するんじゃないかなと思います。平地じゃない、車も入らないよう

な場所ですので、そういう訓練は実際に急傾斜地内で行ってほしいなと思っています。これは要望です。

それから、地域振興について。佐良浜漁港周辺の整備については、利用計画策定委員会、これを立ち上

げてやっていくということですけど、具体的に細かいところまで考えていきますと、佐良浜港のサンマリ

ンターミナル、これをどのように活用していくのか。それから、今漁港周辺にある駐車場、こういう問題

などもどのように見ていくのか。それから、一番ネックになっている県道204号線の整備などもどのよう

に行っていくのか。これは県と市、漁協、それだけじゃなくて地域の住民、地域も入れて利用計画策定委

員会、これだけじゃなくて地域内で市と、それから地域、漁協による仮称ですけど、振興協議会みたいな

ものが立ち上げられないのかどうか、これは答弁いただきたいと思います。

、 、 、それから 独居高齢者についてですけど これはもう行政としても独居高齢者に対して100％目が届く

、 。 、手が届く これは非常に難しいと思います 今現在相談員を置いて定期的な高齢者見守りモデル事業とか

そういうのも行われているということですので、非常に田舎といいますか、旧郡部に行けば高齢者のひと

り暮らし、これは非常に多くなっています。民生委員だけではこれはもう間に合いませんので、定期的に

こうして訪問してやっていくための組織づくり、これはどうしても必要だと思っています。

それから、行政連絡員の皆さんに対してもこれは市から一言でいいですので、ただ広報を置いてくるん

じゃなくて、広報を置きながら確かめてくる、確認してくる、そういうこともやはり指導していただきた

いと思います。これも要望です。

何点かまた答弁もお聞きしてから再々質問したいと思います。

◎副市長（長濱政治君）
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基隆市との交流の件につきましては、もちろん小中高校関係のですね、相互交流は進めていきたいとい

うふうに思っております。

それから、地域振興について今ご提案のございました振興協議会のようなものの設置ということでござ

いました。これは、伊良部全体に都市計画の網が一応かぶっていくということを前提にいたしまして、さ

らになおかつ佐良浜地区の振興のあり方みたいなものをご提言の振興協議会みたいなものを立ち上げなが

ら、これは特に都市計画との問題も絡んでまいりますので、その全体の中で振興協議会みたいなものを立

ち上げてどのような形がいいのか、その辺も検討してみたいと思います。

◎教育長（川上哲也君）

全国学力テストの結果については、確かに佐久本洋介議員のおっしゃるとおり順位を決めるというのが

目的ではなく、子供たちの実態を把握する、本当に課題は何なのか、それに向けて授業の改善をしていく

というのが大きなねらいです。その成績の低い要因については、議員のおっしゃるとおり施設面だとか環

境整備、いろんなのがかかわってきますけども、我が宮古島市としましてはこれからは先進校の講師を招

聘して研修を進めてまいります。それから、琉球大学との連携等もございまして、これも継続して進めて

まいります。さらに、宮古島市から教員を派遣して、そういう先進校の状況を把握して子供たちの学力向

上に努めていきたいと考えております。

なお、受験した学校数ですけども、小学校で16校、中学校で15校受験してございます。

◎生涯学習部長（安谷屋政秀君）

佐久本洋介議員の佐良浜スポーツセンター内の環境整備がなかなか進んでいないという質問にお答えし

たいと思います。

今後スポーツセンター管理については、使用されている地域住民の方と、再度地域づくり協議会の方と

今年度中ですか、にきちんとどういうふうな使用がいいのか方向性を決めて話し合っていきたいと思って

おります。

◎佐久本洋介君

大体答弁いただきましたので、再々質問は控えたいと思います。所見を述べて終わりたいと思います。

美ら島高校総体男子バレーボール競技は、地域のみんなに本当に感動を与え、子供たちにも大きな夢を

与えてくれたと思っています。そして、この総体の前に行われた沖縄県中学校総合体育大会男子バレーボ

ール競技大会、これにおいて平良中と伊良部中、地元勢２校での決勝戦、これは本当に意義深いものがあ

ったと思います。優勝は平良中、準優勝が伊良部中。宮古地区男子バレーボールが県内でのレベルがどれ

ぐらい高いのか、これを示してくれたものと思っています。その後伊良部中は九州大会で４位入賞しまし

て、九州代表として全国大会まで出場しました。それから、伊良部高校は、これはもう県内での男子バレ

ーの強豪校としてインターハイ、それから春高、これは何回も出場しています。伊良部地域の一人として

自慢しますけど、まさに沖縄県内の男子バレーボール界を牽引しているのは伊良部地区の子供たちだなと

非常に誇りに思っています。それから、またこれはもう非常にすばらしいの言葉だけじゃ片づけられない

ぐらいの日本一の子供が出ました。砂川小学校の川満郁弥君、全国大会の男子走り高跳び、全国一です。

日本一。沖縄県一じゃないです。日本一です。これはもうすごいことです。子供たちのこの頑張り、これ

に触れるたびに宮古島市の未来が非常に明るく思えてきます。子供たちが夢を追い、大きく羽ばたけるよ
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う、議会も行政もしっかり支えていきましょう。

これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎議長（下地 明君）

これで佐久本洋介君の質問は終わりました。

◎下地博盛君

通告に沿って、一般質問を行います。

一般質問の前に一言発言をいたします。今日21日から24日までアメリカ海軍の掃海艦が平良港に入港す

るという通知に対して、下地敏彦市長が寄港の自粛を求める文書の提出と声明を発表され、その後長濱政

治副市長が外務省の沖縄事務所に担当大使を訪ねられて寄港の自粛を要請されたという報道がありまし

た。市長に対しては、掃海艦への招待と表敬訪問の申し出があったとされておりますけれども、そのいず

れをもお断りしたということで、市長の判断と副市長の行動に対して共感を覚えるものであります。民間

船舶の円滑な、そして安全な運行を確保するという観点を重視され自粛要請をされたとの報道であります

けれども、適切な判断であると思います。もう少し欲を言えば、艦船と乗務する兵士は４日間も居座るこ

とになるわけで、市長にはできれば寄港反対の先頭に立っていただきたいという思いがあります。とりわ

け市民の安全性の確保については踏み込んだ発言が欲しかったところであります。

では、一般質問に移ります。質問事項を５つ提出をいたしました。まず、支所機能の縮小と市の総合庁

舎についてであります。私見を交えながらお伺いをいたします。宮古島市の第二次集中改革プランにより

ますと、平成27年度までには支所業務の縮小を進め、住民票や戸籍関係、税などの証明書発行のみの業務

とし、職員数も数人程度になるとされております。その数人以外の職員は大体本庁勤務になるというふう

、 、に思われますけれども 平成27年度時点の市の職員数は定員管理適正化計画どおりでいきますと約800名

臨時職員や嘱託職員を含めて900名以上になるということがほぼ予想されております。もちろんこの900名

がすべて本庁舎に移行するわけではなくて、例えば消防の職員、保育所の職員、水道局の職員など外部勤

務を除く職員が本庁勤務になるというふうに思われますけれども、そのような外部勤務の職員を除いても

大体600名から700名程度の職員が本庁舎勤務になると予測されます。

ところで、総務部で先日いただいた資料によりますと、現在平良庁舎に勤務をする職員の数は臨時の職

、 、 。員 それから嘱託の職員を含めて合計が329名で 見る限り平良庁舎ほとんど余裕のない状態であります

今後平成27年度までに定員の適正化を進めながら支所の職員を縮小していくということになると、平成

27年度には600名から700名の職員を本庁で引き受けなければならない状態になろうかと思います。平良庁

舎近辺に第３あるいは第４庁舎を整備をしても、駐車スペースの問題であるとか市民サービスの面とか現

在の平良庁舎近辺での総合庁舎整備は無理だと思われます。とすれば、市街地を避けて宮古島の中央部の

あたりに旧町村部からも行き来しやすく、かつ広いスペースを有する場所ということを早急に考えていか

。 、なければならないだろうというふうに思われます 現在地を動かすということは並大抵のことではないと

これは経験上予測されますが、最大の課題は恐らくこの位置の選定と建設資金だろうと思われます。現在

、 、地を動かすことが仮に無理だとすれば そういう結論に至ればもう一つの選択肢は事務事業の効率の課題

迅速性の課題等で一定の非効率性は避けられないということはあるものの、分庁方式の充実をいま一度考

慮する選択のあり方ではないかと思われます。
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そこで、２点ほどお伺いいたします。１つは、新しい庁舎建設も含めた今後の本庁舎のあり方について

調査研究する検討委員会の設立の予定があるでしょうか。

２つ目に、新しい総合庁舎建設のための資金及び資金計画があるでしょうか、お伺いをいたします。

次に、宮古島市における限界集落、準限界集落についてお尋ねします。限界集落とは、ご承知のとおり

大変暗いイメージで、特に農山村など65歳以上の高齢者が集落人口の半数を超えていて、社会的共同生活

の維持が困難な状態に置かれている集落、また55歳以上の人口比率が半数を超えている集落が準限界集落

ということになっております。限界集落以上に高齢化が進んでいる集落が超限界集落、そして消滅集落へ

と向かうと言われます。

そこでお伺いをいたします。宮古島市における限界集落、そして準限界集落がどのくらいあるのかとい

うことが第１点、そしてそのような集落もしくは過疎の激しい集落に対する活性化策をどのように考えて

おられるのかをお聞かせをいただきたいと思います。

次に、生活路線バスに係る住民サービスの向上についてお尋ねいたします。このことについては、過去

数回お尋ねをしているところですけれども、大きくは２点です。平良発最終バス時刻を現行の午後７時か

ら午後９時に繰り下げができないものかということと、２点目はバス通学費の減免についてであります。

通学に係るバス券代を現行25％から50％への割引の減免ができるかという点であります。さきに行われま

したバス対策会議の結果などを含めて、お聞かせをいただきたいと思います。

次に、市営住宅いわゆる市営団地の建替えについてお尋ねいたします。特に建設年度の古い団地につい

てでありますけれども、市全体の71カ所の団地の中で古い順に見てみますと、城辺の市営団地、西城団地

６棟60戸、これが昭和53年度から平成元年度までに建設をされています。築年数は大体古いところで32年

から新しいところで21年が経過をしております。次いで市営福嶺団地の２棟24戸です。ここは、昭和55年

から昭和58年度に建てられておりまして、築年数が大体古いところで30年から27年ぐらいが経過をしてお

ります。それと、平良の上原団地、ここもほぼ同じように昭和55年ごろから建設をされております。この

あたりかなり老朽化が進んでおりまして、利用者にあっても住みにくい状態を訴えておりますけれども、

建替え等今後の計画についてお聞かせください。

５つ目に、次に城辺地区における歴史・民俗資料館の建設事業についてお尋ねします。城辺地区の歴史

・民俗資料館建設事業については、宮古島市過疎地域自立促進計画の参考資料、平成22年度から平成27年

度までの計画の中に記載をされております。建設予定年度が平成23年度で、すなわち来年度となっており

ます。概算事業費が２億円です。地元にとっては大変歓迎される施設の建設でありますけれども、この計

画、この事業についてこれまで聞かされておりません。そういうことで唐突な感じがいたします。役所内

で十分な検討時間があって、地元との調整等も済んでいるというのであれば話は別でありますけれども、

このあたり建設計画の概要についてお聞かせをください。

以上、ご答弁をいただいた後で再質問をいたしたいと思います。

◎市長（下地敏彦君）

総合庁舎について２点ございましたので、一括して答弁をしたいと思います。

業務のスピーディー化、効率化を目指している本市といたしましては、分庁方式を見直し、総合庁舎の

建設に向けて議論をする時期に来ていると考えております。今定例会終了後の早い時期に新庁舎建設内部
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検討委員会を立ち上げ、総合庁舎建設の必要性について議論をしてまいりたいと考えております。議論を

重ねた結果、新庁舎を建設すべきであると結論が出た場合、新庁舎建設準備室を設置し、新庁舎基本計画

素案、新庁舎建築計画素案の２つを策定した後に、有識者や外部委員を含めた宮古島市庁舎等建設委員会

を設置し、本格的な議論に踏み込んでまいりたいと考えております。

建設資金につきましては、庁舎建設基金を設置するとともに、合併特例債を活用したいと考えておりま

す。

◎副市長（長濱政治君）

市営西城団地及び福嶺団地の建替えについてでございます。市といたしましては、平成20年２月に宮古

島市市営住宅ストック総合活用計画というものを策定いたしまして、昭和50年代前半に建設されました市

営住宅の長寿命化を図るための改善または建替えを検討しております。その中で、平成26年度以降は原則

。 、として公営住宅等長寿命化計画に基づくということを決めております その長寿命化計画につきましては

平成23年度に宮古島市公営住宅等長寿命化計画の策定を予定しておりまして、その中で各地区の現状や課

題を把握し、社会、経済的状況の変化を踏まえつつ、市営住宅の建替え規模、改善事業等を検討していき

たいというふうに考えております。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

限界集落及び準限界集落の数についてでありますが、本市の場合、平成22年８月31日現在128あります

行政区のうち65歳以上の人口が50％を超える集落が７地区あります。これは、宮古厚生園、宮古南静園の

施設を除いてであります それから 55歳以上の人口が50％を超える集落が26地区となっております 65歳。 、 。

、 、 、 。以上の集落の内訳につきましては 平良地区２カ所 城辺地区３カ所 下地地区２カ所となっております

55歳以上の内訳につきましては、平良地区７カ所、城辺地区10カ所、下地地区３カ所、上野地区５カ所、

伊良部地区１カ所となっております。

ちなみに、限界集落とは下地博盛議員の発言にもありましたが、住民の50％以上が65歳以上で生活道や

林野の整備、冠婚葬祭など共同体としての機能を果たせなくなり、集落の維持が限界に近づいている集落

を指します。限界集落に次ぐ状態を準限界集落といいますが、55歳以上の住民が50％を超える場合を指し

ております。本市におきましては、人口的要件に該当する地区はありますが、生活道の整備はされており

ます。冠婚葬祭など共同体としての機能も果たしていると考えられます。したがいまして、限界集落及び

準限界集落はないものと考えます。

ちなみに、現在総務省、国土交通省、農林水産省の最近の公式文書でもこの語は用いられてはおりませ

ん。基礎的条件の厳しい集落あるいは維持が困難な集落といった表現が採用されております。また、自治

体でも使用を控える動きを現在進めております。

それからあと１点、活性化対策はということであります。これまでにも過疎地域自立促進計画や総合整

備計画等で事業計画を示し過疎対策を行ってまいりましたが、中心部から離れた農村部や離島を中心に若

年層の流出に伴い高齢化が進展をしてきております。離島や農村部の過疎化の進展は全国的な課題となっ

ており、政府を中心として諸施策を講じてまいりましたが、抜本的な解決に現在至っておりません。今後

も地域の均衡ある発展に向けて居住環境や就労環境等の課題を検証し、定住自立圏構想の推進を図りなが

ら、若年層が定住できる環境の整備に取り組んでまいりたいと考えております。
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◎観光商工局長（奥原一秀君）

路線バスにかかわる住民サービスの向上につきましてご答弁申し上げます。

現在平良発最終バスの運行時刻繰り下げについては、バス会社の試算によりますと増便による乗務員１

名 運行管理者兼整備管理者１名 合計２名の増員と燃料費の増加が発生することから 経常経費が約300万、 、 、

円ほど増額になるという報告を受けております。また、バス通学費の減免措置を現行の25％から50％に引

、 、 。き上げた場合 経常利益が減ることから 結果としまして両方とも市の負担が増額になることになります

この件について、７月28日に開催をしました宮古島市バス対策会議において協議をいたしました。補助対

象路線すべてが赤字路線であり、費用対効果並びに他の路線への波及を考慮すると、今後市の負担がさら

に多大になることが予想されることから、同会議において現行の路線と運行形態を維持していくことを確

認がされております。

◎生涯学習部長（安谷屋政秀君）

下地博盛議員の城辺地区の歴史・民俗資料館についての質問のお答えをしたいと思います。

城辺地区歴史・民俗資料館の建設については、宮古島市過疎地域自立促進計画では平成23年度をめどに

計画していましたが、合併前の旧市町村が収蔵していた貴重な出土品や民具等が各地域に散在しているた

、 、 、 、め 現在この散在している収蔵品の整理 保存状態等を調査しているところであり その作業が終了次第

資料館の規模、内容、建設の位置、資金面等を検討しなければならないと考えております。建設の時期に

ついては、収蔵品の整理が整い次第、地域の方々の意見、地域審議会等の意見を踏まえて実現可能な時期

を決定していきたいと思っております。

◎下地博盛君

たくさんご答弁をいただきました。再質問がある部分に関しては、感想を交えながら再質問をさせてい

ただきたいと思います。

、 、 。まず 第１点目の総合庁舎の件ですけれども 下地敏彦市長から直接ご説明をたくさんいただきました

今後のスケジュール案とまで踏み込んで発言をしていただきましたので、総合庁舎についての再質問はよ

ろしいかと思います。検討会を速やかに設立をされ、今後の本庁舎のあるべき姿をお示しいただきたいな

と、今後ですけれども。さらに、市長からありましたとおり、広く市民、そして学識経験者等の意見提言

も反映した案を提示していただきたいと。要望ですけれども、合併をした旧市町村全体が一定程度納得の

いく案であってほしいと思います。

次に、限界集落、それから準限界集落についてです。限界集落あるいは準限界集落については、この言

葉は行政用語としては使っておりませんという話であります。こういったことの中で、先ほど答弁の中で

定住自立圏構想の話が出ました。過疎活性化の話も出てきましたけれども、新しくは定住自立圏構想の今

後の構想の指針ができていますので、その中でいろいろ論議をされると思いますけれども、この定住自立

圏構想の目的そのものが私ども、また宮古島市においてはいわゆる中心地域、すなわち平良地域ですけれ

ども、平良地域、そして周辺地域、すなわち旧郡部が一緒になって定住自立圏を形成してお互いに協力し

合って、または足りない部分を補い合うという構想であるとすれば、限界集落または著しい過疎に悩む地

域に対してまさに相互協力によって手当てをしていくという観点が必要なのではないかというふうに思い

ます。これは、逆に中心地域にあっても同様だと思います。
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そこで、定住自立圏形成方針の中の末尾の圏域マネジメント能力の強化への取り組みという中には外部

からの行政及び民間人材の確保についての記述があります。外部からの触発ということも含めて、それ以

外にもその過疎の激しい集落の自治会あるいは集落の構成員である市民が自治会長などを中心にして、将

来みずからの集落や地域がどのような集落あるいは地域であることを目指すのか論議のできる場をつく

る。すなわち自分たちの地域について自分たちで考えて行動する委員会あるいは協議会と、そういったも

のを形成することに対して、行政が支援のできる仕組みづくりがあってもいいんではないかなというふう

に思います。つまり地域委員会的なその地域での、あるいは集落での核をつくっていく中で、これに行政

が支援あるいは助成をして、そういった地域の内発力といいますかね、それでもって集落あるいは自治会

全体の活性化、あるいは底上げといいますか、このあたりを活性化せしめるという観点が細かいところで

すけれども、必要じゃないかなと自分では考えます。

これまでの活性化施策であるとか辺地施策には、どうもそのようなソフト事業は少ないような、結構乏

しいような感じがいたします。もちろん今度の過疎地域自立促進事業の中の地域づくり支援事業について

は評価をいたします。各学区別にあります地域の地域づくり事業がありますけれども、そのあたりをでき

ればもっと事業を増やしていただいて、もっともっとその地域でどうするかということを考えていける体

制を行政のほうでもバックアップをしていただいて、地域の皆さんが自分たちで考えて自分たちで行動で

きるような支援をしていただければなと、そういうことで宮古島市のソフト事業に係る当局の考え方等に

ついてはできればどのようにお考えかということで、再質問という形でぜひお聞かせをいただきたいと思

います。

路線バス関係ですけれども、大変残念であります。平成21年度の決算書を見ますと、沖縄県と宮古島市

で結構お金を助成金を出しております。本島内に関しましては4,800万円くらい出されています。離島に

関しましては1,100万円ぐらいの補助金が出ております。何とかそういう意味でこれだけのお金を出して

いるわけですから、最終バスの現行午後７時から午後９時に繰り下げができないものかと、そういったと

ころで人件費の問題出ましたけれども、今後バス会社と宮古島市でもって相互に不利益のないような知恵

が出せないのか、引き続き検討していただきたいなと思います。これに関しても何とか知恵を出していた

だけないかということで、できれば再答弁をお願いしたいと思います。

市営住宅いわゆる市営団地の建替え関係ですけれども、古い建物の老朽化が激しいということはそれな

。 、 。りに理解ができます しかし 立地条件等によって建物の傷みぐあいということもあろうかと思われます

いろいろ長寿命化の話ありますけれども、よく調査をされて、今後いろんな手だてでもって手当てをして

いただきたいと思います。それと、相当古い建物に関してはできるだけ順次建替えもしていただければと

思いますので、よろしくお願いいたします。市営住宅関係では再答弁はよろしいかと思います。

それから、歴史・民俗資料館関係です。旧城辺町時代に収集されたもろもろの民具、生活用品、発掘品

等が旧城辺町立中央公民館に収蔵されたままになっております。新しい歴史・民俗資料館の整備というの

は大変急務でありますけれども、しかしこの間城辺地域において資料館の建設についての踏み込んだ計画

というものは、そういったことの論議はなかったように思っています。この種の建物といいますか、建造

物は建設の場所であるとか施設の規模であるとか、それから展示する内容、あるいは建物への交通アクセ

ス、展示内容関係を含めた設計のあり方、こういったことを地域を含めて専門家の意見等も十分取り入れ
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ながら時間をかけて整備すべきではないだろうかというふうに思います。確かに急いでつくっていただい

たほうがいいんですけれども、こういったことは十分に論議をしていただいて、１年あるいは２年の猶予

があってもいいのかなと個人的には思っております。ぜひ時間をかけていただいて、地域の誇りとなるよ

うな資料館の整備を期待をいたします。資料館関係については再答弁はよろしいかと思います。

。 、 、 。私からは以上です 若干の質問ございますけれども ご答弁をいただいて 私の一般質問を終わります

ありがとうございました。

◎副市長（長濱政治君）

バスの運行の問題でございますけども、今バス路線を維持するのにきゅうきゅうとしている状態でござ

いまして、さらに加えて１つの路線だけではちょっと済まないですね。そうなりますと非常に負担がたく

さんかかってしまうというところを考えますと、現時点では下地博盛議員の提案するような形にはなかな

か持っていけないというのが実情だと思っております。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

まず、ソフト事業が少ないということとか、それから地域の活性化のために各自治会、特に各地域の皆

さん方の声をぜひこの活性化策に反映をしてほしいというお話がございました。今回今定例会に提案して

おります定住自立圏形成方針、それからあと１点、過疎地域自立促進計画につきまして、それぞれいろん

な事業をソフト事業も含めて計画をしてございます。特に今回新過疎法の制定に伴いまして、過疎地域自

立促進計画につきましてはソフト事業をかなり従来より多く盛り込んだところでございます。今後も下地

博盛議員おっしゃるとおり、いろんな定住促進関係も進めながら、それからマネジメントの協力も得なが

ら進めていきたいと思います。それによって地域の均衡ある発展というふうな形につなげてまいりたいと

思います。

それから、いろいろ定住自立圏形成方針を策定、計画をする際にも十分に各地域の声を反映するために

地域審議会を通して、各旧５市町村の地域審議会を開催をいたしまして、その中でそれぞれの意見を聞い

たところでございます。

◎議長（下地 明君）

これで下地博盛君の質問は終了しました。

次は平良隆君の質問でありますけども、１回の質問だけにして、答弁は昼からにしたいと。

（議員の声あり）

◎議長（下地 明君）

じゃ、できるだけ短目に。

◎平良 隆君

昼からの質問かなと思っていたんですけれども、午前中になっておりますので、質問をしていきたいな

と思います。質問をする前に一言断らせていただきたいと思います。去った18日、台風11号が宮古島に上

陸しております。県の調査の結果では、農水業に対して約9,500万円の損害が出ているという新聞報道、

そういう報道があります。被害を受けました市民の皆さんに心からお見舞いを申し上げたいと思います。

次に、下地敏彦市長にお礼を申し上げたいなと思っています。旧盆の宮国の大綱引き行事に対してです

ね、市長がわざわざお忙しい中、宮国部落の東組と西組を回って市民の皆様と部落の皆様を激励をしてお
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ります。こういう例は恐らく今回が初めてだということでですね、大変宮国部落の方々は喜んでおられま

した。この宮国の大綱引きというのは、もう400年余りの歴史を持った伝統文化でございます。無形文化

財として今市の指定になっております。この綱引きは、大体旧盆、旧７月15日、１日間ですけども、最近

は。夜10時ごろから大綱引きありますので、どうぞ興味のある方はですね、来年から来て参加していただ

ければ幸いかなと思っております。

それでは、質問に入っていきたいと思います。平成21年度の決算状況についてお聞きをしたいと思いま

す。平成21年度の決算、一般会計、特別会計とも全会計が黒字ということになっております。これは、マ

スメディア報道、新聞報道でも述べられて報道されているように、恐らく多くの市民がおわかりでないか

なと思っています。このように全部の会計が黒字になったというのは、恐らく合併後初めてではないかな

と思っております。やはりこれも下地市長の行政手腕のたまものではないかなと、多くの市民の皆様方も

評価をなされていることだと私は思っております。今回平成21年度の決算の認定案件が提案をされており

まして、私もその中身を見て、総務財政委員会だから、そのときも質疑もありましたけれども、今回収入

済額が約382億7,600万円となっております そのほとんどが依存財源 自主財源は44億円ですか 県下11市。 。 、

。 、の中でも９番目に財源に乏しい宮古島市と言われております それだけにやはり財政が厳しい中ですから

。 （ ）いろんな税収確保に努めなければいけないんではないかなと思っています 最近はふるさと納税 寄附金

というのが入っております。そういう制度を十分活用していただければ、我が宮古島のこの財源はもっと

潤っていくんではないかなと思っています。特に関東宮古ふるさとまつり、関西宮古ふるさとまつり、九

州、広島とあります。そういうときにもやはりこういう制度そのものを宣伝していけば、もっともっと寄

附金も入ってくるんではないかなと思います。

それとは別に法定外目的税というのがございます。こうやってやはり税の制度導入も積極的に努めてい

かなければ、また宮古島市の財源というのは本当にこれまで以上に厳しくなっていくんではないかと思い

ますので、そういったものに努力をしていただきたいなと思っております。

それで、質問に入るわけでございますけれども、今回の決算の中で市民税と一般会計と特別会計で不納

欠損額が処理をされております。その内訳をご説明していただきたいなと思います。

それと、収入未済額、これも市民税と、これは農業分担金でございます。これの説明。

それと、今後の、両方ですけども、徴収対策というのがどのようになされておられるのか、その辺につ

いてもお聞きをしたいと思います。

次に、経常収支比率、これについてもお答え願いたいと思います。

次に、国保税の徴収率、いつもこれは毎年毎年問題になっておりますけども、今度も去年以下に徴収率

はなっているようでございますので、その国からの調整交付金減額のペナルティー、それについても説明

していただきたいと思います。

次に、決算意見書について代表監査委員がいらっしゃっておりますので、代表監査委員にお聞きをした

いと思っています。今回の決算監査におきまして、皆様ご承知のとおり２つの意見書が議会に提出をされ

ております。これまでの決算監査、特別に２つのこの意見書が提出されたというのはこれまで例はなかっ

たんじゃないかなと私は思っております。私も旧上野村時代は議員をしておりましたけれども、私が議員

をしている間はほとんど決算監査の中におきまして特別に２つの意見書が提出されたということはござい
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ません。そういうことで、今回特別に１事業を取り上げて２つの意見書を出してありますけれども、その

意図についても説明していただきたいと思います。

次に、伊良部７号線について意見書が特別に出されているんですけども、この意見書の中でこの事業自

体が契約規則、契約約款、また事務処理要領に抵触していたと明言をなされております。しかし、当局側

は何もこれは抵触はしていないというまた反論をしております。この意見書というのは非常に重要な重み

があります。今回は、我々議会に対して認定するか不認定するかという提案がなされています。こういう

意見書で監査委員がこれはもう規則等に抵触していると言えば、それもやはり議員の判断に大きく左右さ

れるんではないかなと思いますけども、本当にこの伊良部７号線、規則等に抵触しているのか、これをは

っきり言っていただきたいなと思いますので、代表監査委員、よろしくお願いいたしたいと思います。

次に、うえのドイツ文化村についてお聞きをしたいと思います。このうえのドイツ文化村は、我が旧上

野村が地域の活性化を図るために、目玉事業として四十数億円かけて、これは平成３年から平成８年まで

約６カ年かけてこの施設が建設されています。合併前は、これは当然行政主導という形で運営をされてお

、 。 、 、 、りましてですね 大変活気があって活性化をしておりました しかし 合併と同時にこの経営者 理事長

副理事長が民間人になってしまって、なかなかこれまでどおりの運営ができないというようなことで、や

はり行政主導の運営がこれが大きな施設はいいのではないかということで、前の理事長が市長にお願いし

て、去年の７月からこれは副市長が理事長になって行政主導という形で運営をなされております。あれか

、 、 。 、らもう１年が過ぎておりますけれども なかなかこのうえのドイツ文化村 活気がございません これは

宮古島全体の当然観光客も減っていますけども、しかし毎年毎年観光客の入客数が減ってきています。こ

こには４つの施設がございまして、その全体の入客数を見ても去年は５万余り、今回は４万余りともう１

万人余りも減ってきているわけでございます。やはりこれは、もう市の財産でもあるし、また宮古の観光

スポットとしてこれからも観光事業に貢献する施設でもありますし、これは何とか活性化に向けて私は行

政主導で何とか運営していかなければならないかなと思っていますけども、そういう活性化に向けての施

策があればぜひ教えていただきたいなと思います。

続きまして、店舗の賃貸料の見直しについて聞きます。これは、店舗が市の財産管理で４店舗がござい

ます。非常に合併前はたくさんの観光客が来て大分利用されて、経営もよかったらしいですけども、最近

本当に観光客も減って、この運営する方々は本当に厳しい運営を強いられているというそこの経営者の話

でございます。去年10月ごろ家賃の見直し自体もご要望があったようでございますけども、このご要望に

対してどのような考えを持っておられるのかお聞きしたいなと思っております。

次に、駐車場の改修についてでございますけども、うえのドイツ文化村には３カ所の駐車場がございま

して、その一つがうえのドイツ文化村内にある駐車場、一番多く利用する駐車場じゃないかなと思ってお

ります。これは、もう運河のすぐ北側の駐車場でございますけど、本当に見てみてわかるとおりでこぼこ

でございます。これもぜひ、これはもう利用者からのご要望でございますので、ぜひ調査していただきま

して、恐らく調査されていると思うんですけども、これも何とか改修、修理をしていただきたいなと思っ

ておりますけれども、これについてもお聞きをしたいなと思っております。

続きまして、施設の老朽化の対応について。この施設ももう築十五、六年になる建物もたくさんありま

す。老朽化が進んできております。やはりこれも市の財産ですから、市が責任を持ってこの老朽化の対応
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もしないといかんかなと私は思っておりますけども、そういう老朽化についての対応についてお考えを聞

きたいなと思っております。

次に、サトウキビの年内操業、市長は早期操業と言っておられますけれども、この件についてお聞きを

したいなと思っております。この件については、６月の定例会にも一部の同僚議員からもその質問がござ

いました。その質問に対して、市長は非常に前向きなご答弁をなされて、私も今年から年内操業に入るか

なと思っておりましたけれども、最近の新聞紙上で宮古地区農業振興会、これは評議員会での話らしいん

ですけども、なかなか年内操業の結論が出ていないという新聞報道でございました。やはり年内操業する

ことによってどういうメリットがあるかということ、本当にもうこれは考えていく時期に来ているんでは

ないかなと思っております。市長はこの年内操業について、やはり市長は宮古地区農業振興会の会長でも

ありますし、ぜひ農家のご要望に対して年内操業についても何とか製糖会社に要望していただきたいなと

思っておりますけども、その後そういう協議がされていて今年度年内操業はできるのかどうか、その辺に

ついてもお聞きをしたいなと思っております。

次に、アガリミネ地区土地整備計画についてお聞きをしたいと思います。この計画について、私は去年

の12月に質問をしております。そのときの経済部長の答弁によりますと、調査をいたしまして、またその

地域の地権者の同意を得て、平成23年度あたりに採択に向けて頑張っていきたいというようなことをおっ

しゃっておりました。その計画の進捗状況、また規模についても説明をしていただきたいなと思っており

ます。

次に、上野地域におけるこれからの振興策についてお聞きをしたいと思います。我が旧上野村、農業と

観光を中心にした振興策で発展した上野地域でございます。合併前は大変元気のある旧上野村だというこ

とで、大変多くの郡民からも評価があった旧上野村でございます。しかし、合併の弊害といいますか、合

併したらなかなか元気が少々なくなってきているような感じがしてですね、やはりこれからいろんなこと

を考えながら振興策に当たっていかなきゃならんじゃないかなと私は思っております。下地敏彦市政が誕

生してもう約１年８カ月、市長も全体の島の均衡ある発展ということをうたって、いろいろ事業の計画を

なされているようでございます。今回９月に上野支所長として上野出身の方が就任もされております。多

くの旧村民が大変期待もしておりますので、新上野支所長にどういう振興策があるかお考えをお聞きした

いなと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

これで質問を終わりますけれども、答弁によってはまた再質問をしていきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。

◎市長（下地敏彦君）

農業の振興の中のサトウキビの早期操業についてお答えをします。

宮古島市で栽培されているサトウキビのほとんど100％近くでありますが、早期高糖性の品種でありま

す。また、プリンスベイト剤農薬の普及により株出しの不萌芽が減少し、株出し面積が増加をしてきてい

ます。その結果、収穫面積が増大し、安定した生産量の増加が見込まれることから、早期操業に向けての

条件等は整いつつあるというふうに考えております。農地の有効利用を図り、生産性を高め、農家所得の

、 、 、 、向上を図るため 各地区さとうきび生産組合 ハーベスター運営協議会 宮古地区農業振興会で協議をし

早期操業に努めようということになりました。それを受けまして、両製糖会社に早期操業の実施に向けま
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して農業振興会の会長として要請をいたします。

（議員の声あり）

◎市長（下地敏彦君）

まだもう一度農業振興会を開かなくちゃいけませんので。

◎副市長（長濱政治君）

うえのドイツ文化村についてでございます。活性化の施策ということでございますが、決め手となるよ

うな活性化策はなかなか見つけにくいというところが本当のところでございます。ただ、現在取り組んで

おりますのは自主事業として既存のイベント事業、このあり方等をちょっと見直しております。そういう

中で今回は特にこいのぼりの日に沖縄本島から何か子供たちが乗るような車を試しにちょっと導入してみ

たりとか、そういった既存のイベントを少しずつ変えながら集客を一応図っているというのが実際のとこ

ろでございます。今後はですね、もちろん私が理事長ということもございますけど、その辺は市と博愛国

際交流センターとの使い分けはもちろん必要でございまして、市とセンターと、それから地域の方々、最

近上野地域の方々とも話し合いをもちろんしてどのような活用の仕方があるかというふうなことも今話し

合いを持っているところでございます。そういったところと話し合いを持ちながら、創意工夫を持って進

めていかなければならないというふうに思っております。

それから、店舗の賃貸料の見直しということでございますが、賃貸料の見直しにつきましては、これは

このセンター、博愛国際交流センターのほうで一応管理しております。施設分についてはですね。ですか

ら、この賃貸料の見直しにつきましては市のほうと、市の承認を得て改定することができるというふうな

ことになっているようでございますので、市とも相談しながらこれは検討してみたいというふうに思って

おります。

それから、駐車場の改修、これにつきましては実情はわかっておりますけども、なかなか予算面で措置

できていないというところがございます。これにつきましてもできるだけ早い時期に補修していきたいと

いうふうには思っております。

それから、施設の老朽化についての対応でございますが、現在ずっと懸案でありました空調設備につき

ましてようやく補修に入ることができました。これは、地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業というの

を一応活用いたしまして 今度空調設備で4,300万円 それから防災設備で420万円 全体トータルで5,000万、 、 、

円余りの事業をですね、特に空調、防災設備関係につきまして今整備を進めているところでございます。

特に古くなっておりますので、施設の修繕等につきましてはより緊急性の高い修繕、改修箇所等を見きわ

めつつ、指定管理者と調整の上対応してまいりたいというふうに考えております。

◎総務部長（砂川正吉君）

まず、平成21年度の決算の中で不能欠損額の内訳についてお尋ねがございました。あわせてその対策に

ついてのご質問でございます 平成21年度一般会計決算における市税の不納欠損額でありますが 9,508万。 、

5,000円余となっております。税目ごとの内訳としましては、個人市民税が1,323万1,000円余、法人市民

税が255万9,000円余、固定資産税が7,714万8,000円余、軽自動車税が214万6,000円となっております。市

、 。 、税は滞納があれば税法に基づいて まず差し押さえを行うことが原則であります 平成21年度においては

1,642件を差し押さえをしており、滞納金額にしまして１億1,452万2,000円を執行しております。不納欠
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損の要件は死亡、所在不明、生活困窮、これは生活保護の世帯です。あるいは、差し押さえする財産がな

い、倒産をした等々、こういった状態の納税者であることから、地方税法に基づいて不納欠損の処分をし

ており、適正に処理をされております。すなわちそれらの方々は、納税能力のない状態であることをご理

解をいただきたいと思っております。なお、市税は貴重な自主財源であることから、市民の納税意識の向

上を図るとともに、滞納整理の強化を図り、収納率のアップに努めてまいりたいと考えております。

次に、収入未済額の内訳でございます。平成21年度一般会計決算における市税の収入未済額は６億

3,862万円余となっております。税目ごとの内訳としましては、個人市民税が１億2,839万7,000円余、法

人市民税が1,199万6,000円余、固定資産税が４億7,827万7,000円余、軽自動車が1,994万9,000円余となっ

ております。市税の収入未済額につきましては年々圧縮されているものの、徴収率をこれまで以上に向上

。 、させるためには滞納整理の強化とともに現年度課税分の徴収の強化が重要であります そういうことから

今年度からはたとえ現年度課税分であっても納期内納付されなかったものについては当該年度内の差し押

さえなど、滞納処分を早期に着手する組織体制を確立し、徴収率の向上と収入未済額のさらなる圧縮に努

めてまいります。

次に、平成21年度決算の経常収支比率についてでございます。平成21年度の決算における経常収支比率

、 、 。でございますが 90.3％となっておりまして 前年度と比較しまして0.5ポイント改善をされております

参考までに県内11市の経常収支比率の状況を申し上げますと、最も高いところで96.9％、低いところで

80.8％、平均で90.2％となっております。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

国民健康保険税の平成21年度の決算状況についてでありますが、国保税の収納率は平成21年度の一般現

年度分収納率になりますけども、84.36％であります。これは、国のペナルティー基準の９％の減額率に

当たりまして、平成21年度の調整交付金額ベースで試算いたしますと8,502万8,000円ほどが見込まれてお

ります。これは、調定額のおよそ７％に相当する額になっております。平成21年度の不納欠損処理額は

3,862万859円であります。

◎農林水産部長（平良哲則君）

平良隆議員にアガリミネ地区土地整備計画についてお答えいたします。

アガリミネ地区の基盤整備計画は、市営土地改良事業で平成23年度新規採択に向けて、現在区域内の関

係受益者を対象に事業説明会を行うとともに、測量調査及び同意取得対象者の調査を行っております。地

区の面積は22.7ヘクタールを計画しております。

◎上野支所長（垣花徳亮君）

平良隆議員のご質問の前に、自己紹介をさせていただきたいと思います。このたび９月１日付で上野支

所長に任命されました垣花徳亮と申します。どうぞよろしくお願いします。

それでは、ご質問にお答えいたします。上野地区の今後の振興策について上野支所長の見解ということ

でありますが、旧５市町村が合併して今年で５周年を迎えます。宮古島市では、これまで市全体の調和と

均衡ある発展を実現するため、諸施策の推進と課題の解決に取り組んでまいりました。下地敏彦市長は、

就任以来丁寧でスピーディーな市政運営を推進し、今日の活力ある宮古島を築き上げてきております。上

野地域はご存じのように純農村地域で、農業基盤整備事業やかんがい排水事業は他の地域に比べて進んで
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おり、農業生産は大きく向上しております。また、上野地域の南岸一帯はうえのドイツ文化村を拠点に宮

古島随一のリゾート施設が形成され、宮古島の観光産業の振興に大きく貢献しております。さらに、地域

、 、を活性化するために博愛の里上野地域づくり協議会を設立し 地域住民の相互扶助による福祉社会づくり

地区の安全活動と住みよい地域づくり、文化、スポーツイベントの振興と健康づくり、地産地の材料を生

かした食生活研究などの活動を行うとともに、年末には各部会による上野まつりを実施し、地域の活性化

に寄与しているところであります。これからも農業の振興、観光産業の振興については、関係各部署との

連携を図りながら推進するとともに、地域の活性化に向けては地域づくり協議会を中心に、支所職員も一

、 、 。丸となって取り組んでまいりたいと思いますので 皆さんのご指導 ご鞭撻をよろしくお願いいたします

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

２件のご質問がありましたので、まず最初の決算審査意見書が２つ出ているということについてご答弁

いたします。

確かに全体の決算意見書として、まず出されております。これにつきましては、私たち監査委員としま

して、まず決算書の中から基金関係、それから不納欠損や収入未済額の取り組み状況、それから検査規定

による検査の実態と、そして契約のあり方等ということを担当課並びに事業等を抜粋しまして監査いたし

ております。ですから、この意見書の中の１つは全体の意見書として取り上げてございます。

そして、２つ目の別紙審査意見書というのがございます。これにつきましては、契約のあり方を監査し

た結果、やはり伊良部７号線につきましてはこれまで経験したことのない契約状況ということになりまし

て、この事業を取り上げてございます。この伊良部７号線につきましては、規則等に抵触しているんじゃ

ないかということで、それを明確に示してほしいということでございますが、この事業は履行期限内に工

事が完成しておらず、明らかに契約不履行に当たるものと判断しております。

地方自治法第234条の２、契約の履行の確保、第２項では普通地方公共団体が契約の相手方をして契約

、 、 、保証金を納付させた場合において 契約の相手方が契約上の義務を履行しないときは その契約保証金は

当該普通地方公共団体に帰属するものとする。ただし、損害の賠償又は違約金について契約で別段の定め

をしたときは、その定めたところによるものとすると規定されております。

この契約の履行を確保するため、宮古島市契約規則第26条、これは契約保証金でありますが、契約と同

時に契約金額の100分の10以上に相当する額の契約保証金の納付を義務づけており、宮古島市建設工事請

負契約約款第４条、契約の保証でありますが、契約保証金の納付や有価証券等の提供による保証を義務づ

けております。

契約の履行において、宮古島市建設工事請負契約約款第48条、甲の解除権というのがございますが、第

１項では乙がその責めに帰すべき事由により工期内に完成しないとき、または工期計画相当の期間内に工

事を完成する見込みが明らかにないと認めるときは、市は契約を解除することができるとうたっておりま

す。

その具体的な事務処理として、宮古島市建設工事請負契約約款における契約の保証に関する事務処理要

領第９条において、速やかに工事請負契約の解除の手続を行い、それに伴う違約金の請求を行うものとす

ると定めています。その第２項におきまして、ただし書きで工期経過後相当の期間内に工事を完成する見

込みがあるときは、約款第46条第１項の規定により損害金を徴収して工事を完成させても差し支えないも
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のとするとうたっております。

意見書では、この事務処理要領に沿って工事を完成させるべきだったと述べてあります。よって、私た

ち監査委員としましては契約規則第32条、契約約款第48条及び事務処理要領第９条に抵触するものと判断

をいたして意見書を提出してあります。

◎議長（下地 明君）

午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。

（休憩＝午後零時12分）

再開します。

（再開＝午後１時30分）

午前に続き一般質問を続行いたします。

まず、平良隆議員に対する農林水産部長の答弁を求めます。

◎農林水産部長（平良哲則君）

平成21年度収入未済額の土地改良事業の負担金でありますが、滞納額が１億4,988万2,704円となってお

ります。滞納の主な理由は、経済的に払えないという理由で、年々増加傾向にあります。現在の業務であ

りますが、徴収業務を担当する職員は２名の職員と、それから臨時職員２名、計４名で県営土地改良区が

24地区、それから団体営地区が54地区の徴収業務を行っております。そういうことで他の業務と並行して

行うため、現在の執行体制では大変厳しい状況でありますが、これまで以上に努力していきたいというふ

うに考えております。

◎平良 隆君

順を追って再質問をさせていただきたいと思います。

先ほど総務部長より決算状況について説明がございました。不納欠損額が9,500万円余という説明でご

ざいました。当然地方税法上の処理で法律には問題ないかなと私も思っておりますけれども、やはりこの

、 。ようにですね 不納欠損額が毎年増えるというのは非常にゆゆしき問題じゃないかという方もおられます

そういうことで、今回地方税法第18条での処理がたくさんなされておりますけども、やはりもうちょい厳

、 。しくしてですね 徴収努力もしながら不納欠損処理をしていただけないかなという感じを持っております

同じことを言うと、税金を払う人がばかを見るような感じがするという方もいらっしゃいますので、ぜひ

こういう不納欠損処理にはもうちょい慎重にやっていただきたいと思っております。

次に、収入未済額についてもお話ございました。６億円余りの収入未済額ということでございますけれ

ども、これだけ自主財源の乏しい宮古島ですから、やはりこういう徴収には強力にやっていただきたいな

という感じを持っております。

それと、国保税に対する徴収率84.36％という福祉保健部長からの答弁ですけれども、去年よりもこれ

も徴収率は下がっておりましてですね、先ほど8,500万円ほどのペナルティーが見込まれるというような

ことでございます。ただでさえ厳しい国保会計ですね、やはりこういう努力することによって8,500万円

という金が入ってくるんだから、ただ黒字だからという思いをしているだろうと思いますが、しかしこれ

は一般会計の補てんでようやく黒字がされているということでございますので、ぜひ国保税の収納をもっ

ともっと力を入れてほしいと思うんですけど、年々、年々これはもう徴収率が下がっていっております。
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ぜひ何か徴収の方法を考えて、強力にこれは進めていただきたいなと思っております。

次に、決算審査意見書について先ほど代表監査委員からご答弁がございました。１つ目は全体的な意見

書だと、１つは特別に事業の意見書だと言っておられました。それが私は問題だと言っております。普通

決算に関してというのは、全体を見て全体で１つに意見書をまとめるというのが普通の決算監査のあり方

ではないかなと思っています。特別に１事業を取り上げて監査をするというのは、地方自治法第199条第

６項の特別監査と言ってもいいんではないかとこれ言われております。その辺は、こういう状態だから２

つに分けてやって、これは正当だというようなことをおっしゃっておりますけども、私は監査の決算のあ

り方というのはそういうもんではないだろうと。例えば決算監査の主眼というのはですね、全体の決算は

間違えていないのか、予算の執行は適合であるのか、こういったいろいろなものをやるのが普通決算監査

なんですよ。特別に１事業を取り上げて、これを監査するのは特別監査と言ってもいいんじゃないかと思

っております。そういうこと、特別監査でない、これは決算監査ということをおっしゃっているから、そ

の辺は非常に疑問を感じるわけでございますけども、本当に今の監査のあり方というのは妥当なのかどう

か、もう一度ですね、代表監査委員の意見を聞きたいなと思っています。

それと、伊良部７号線について先ほど代表監査委員は、これはもう規則等に抵触しているということを

おっしゃっておりました。当局は、これは何ら抵触していないということで執行しますということをおっ

しゃっておりますけども、これは本当に契約不履行なのかどうか疑問に思うわけでございます。当局は、

これは専門家と相談してこの事業を進めておりまして、これは行政裁量のもとに執行されているというよ

うな、これは法律家の専門の方の見解もあるわけなんですよ。それを監査委員が、いや、これはもう規則

等に触れているということを意見書に出したら、じゃ今回の決算は触れたということになるわけでしょ、

これはもう当然。監査委員がこれ規則等に抵触しているというから。その辺がね、非常に意見書というの

は重みがあるわけでございまして、先ほど代表監査委員はこれは規則等に触れるということをはっきり明

言しておりましたけど、しかし専門家の解釈と監査委員の解釈が全然違っているわけでございます。やは

りこの事業には行政裁量の枠内とも言われております。やはりそのところをですね、考えて監査をやるべ

きじゃないかなと思いますが、どうですか、代表監査委員、もう一度ご答弁をお願いします。

次に、うえのドイツ文化村について質問をしたいなと思っております。非常にこの運営というのは厳し

い状況ではあると私も理解はしております。しかし、せっかくこれはもう合併前に旧上野村を挙げてつく

った大きな事業でございます。やはり今先ほども垣花徳亮上野支所長もおっしゃっておりました。このう

えのドイツ文化村というのは非常に観光産業にも振興しておるということでおっしゃっておりましたの

で、ぜひこの活性化については真剣に取り組んでいただきたいなと思っておりますので、よろしくお願い

をしたいなと思います。

次に、サトウキビの早期操業について、下地敏彦市長はこれから要請に行かれるというご答弁をなされ

。 、 。 、ておりました 農家の方々のほとんどが年内操業 早期操業を望んでおられます これは農家にとっても

これは製糖工場にとってもメリットがあるわけなんです。特に農家にとっては土地の有効利用、また年末

の資金繰り、こういったのが本当に農家にとってはメリットがあるわけでございます。やはり農家にメリ

ットがあれば、製糖工場もやはりやるべきもんだと私は思っております。今いろいろと製糖工場と年内操

業か明けての操業かということで大変もめていらっしゃるようでございますけど、市長はやはり市長でも
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あり、宮古地区農業……会長ですよね。振興会長ですね。ぜひ全力を挙げてですね、年内操業をしていた

だきたいと思っております。年内操業20日するだけで1,000ヘクタールのキビが収穫できるそうでござい

ます 葉たばこ 全面積が638ヘクタールぐらいだそうです だから 年内操業を20日するだけでも1,000ヘ。 、 。 、

クタールの畑があくわけでございます。その半分でもですね、春植えに回されたらもっともっと年間のサ

トウキビ生産量は増えていくんですね。今宮古製糖さん、沖縄製糖さん、宮古島は38万トンを目標にして

というようなことで今頑張っているようでございますけども、やはりこういった年内操業することによっ

てこういう目標が達成するということでございますので、ぜひ市長には年内操業に向けて頑張っていただ

きたいなと思っております。

次に、アガリミネ地区土地改良計画についてでございますけど、これはもう平成23年度の採択に向けて

。 、 、頑張っているということでよろしいですか 上野地域は もう土地改良整備では95％以上達成しているし

恐らくここができたらほぼ100％達成ではないかなと思っておりますので、ぜひこれは平成23年度をめど

に必ず実行していただきますようにお願いをしたいと思います。

次に、上野支所長のこの考えについて聞いたんですけど、ぜひそういうお気持ちでこれから上野支所長

として頑張っていただきますようにお願いをしたいと思っております。

答弁聞いて、また再々質問したいと思います。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

審査の方法が今取り出されております。私たちは、今回の審査の実施に当たりましては、もちろん各費

目等の執行状況など先ほども申し上げました。ただし、工事等の契約につきましては膨大な量がございま

すので、その中から抽出をしまして、契約書、その他の書類を審査しまして、違法及び不当、不経済な支

出はないかどうか、これを検討してまいりました。よって、今回の伊良部７号線につきましては、やはり

これまで経験したことのないような契約のあり方ということで、全体の意見書の中に指摘をしまして、別

紙ということで提出してございます。

それから、裁量権というご質問があったかと思うんですが、今回の伊良部７号線の書類審査をしたとこ

ろ、この書類の中、工事の中等で市長の裁量権の範疇というような部分は監査した結果では把握できてお

りません。

◎平良 隆君

再々質問させていただきたいと思います。

先ほど監査委員のお話によると、市長の裁量権またはこの検査全体には間違いない、また今回の伊良部

７号線の意見書は規則等に抵触していると、間違いないというような答弁でございます。ここに専門家の

解釈があります。監査委員は、決算監査は決算全体について計算に間違いがないか、支出命令等に符合し

ているのか、収支は適法であるかを中心にして監査すべきである。しかるに特定一公共事業について監査

し、意見書を特別に提出するのは、地方自治法第199条第６項に定める特別監査と言うべきものであり、

決算監査の審査を行う立場にある監査委員の権限を越えた対応であるということで、これは専門家がそう

いう解釈しているんですよ。今度の意見書出すときには、専門家と相談して意見書出したんですか。これ

は、代表監査委員ひとり独断で、独断じゃなくて監査委員同士の話し合いのもとでこういう解釈、判断な

されたかどうか。やはり行政側もですね、これは当然専門家といろいろ相談しながら事業を進めていくわ
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けなんですよね。これまでたくさんの前政権は違法があったもんだから、その教訓を踏まえて今一生懸命

行政運営をなされている。こういうやはり行政裁量というのはあるべきなんですよ、これは。当然この事

業を新たに契約不履行という形で再契約したら市民負担が多くなるじゃないですか。400万円、500万円か

かると、設計費だけでも350万円かかると言っていたんですから。そういうところを判断して、監査委員

とはいかに行政執行をするためにという、そういうことも必要じゃないかと思うんですけど、真っ向から

お互い意見が違ってですね、こういう意見書の提出の仕方というのはいかがなものかなと私は思っており

。 、ます ぜひ今後はやはり行政運営がいくようにお互い意見をまとめながらやっていただきたいなと思って

私の一般質問を終わります。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

特別な方には相談してございません。ただし、私たちも地方公共団体監査実務ハンドブックというのが

あります。そういうもろもろの解釈等を検討しながら、今回の監査の審査は行っておりますので、このよ

うな結果ということになりました。

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後１時48分）

再開いたします。

（再開＝午後１時51分）

これで平良隆君の質問は終了しました。

◎新城啓世君

ちょっと平良隆議員の質問で熱くなりましたので、失礼いたしまして。サトウキビ生産農家を初め、今

度の台風11号で被害を受けられた市民の皆様に心からお見舞いを申し上げます。日本じゅうを震憾させた

口蹄疫問題は終息、本市の畜産農家の心労もいえつつある中での今度の台風11号ですが、先人から脈々と

引き継がれてきた宮古人の気質は自然との闘いに打たれ強いアララガマスピリッツがあります。市を初め

とする関係機関の懸命な取り組みで口蹄疫を防止したことは、今後畜産農家にとりましては大きな力、自

信につながるものと思います。関係者の皆様方に敬意を表したいと思います。

さて、口蹄疫で揺れ続けた宮古島でしたが、その間の宮古の子供たちの活躍には目をみはるものがあり

ました。７月から８月にかけて、ほぼ二月間だけでも子供たちの県内はおろか、全国的な活躍が新聞紙上

でにぎわいました。佐久本洋介議員も触れておられましたけれども、質問の前段でちょっと紹介させてい

ただきたいと思います。

まず、７月４日の宮古高校の県吹奏楽コンクール金賞受賞報道に始まって、交通安全子ども自転車沖縄

大会、平一小学校が２位、宮古総合実業高校環境班がコカ・コーラ環境教育賞大賞、久松中学校が県夏季

中学校陸上競技大会で男女及び男子の総合優勝、九州吹奏楽コンクール沖縄予選で北、平良両中学校が金

賞、九州陸上競技大会で多良間中学校の本村夏鈴選手か砲丸投げで優勝、県中学校バレーボール大会で平

良中優勝、伊良部中が準優勝、石垣島トライアスロン大会で西城中の幸地さんが７連覇、同じうるま大会

では北中の下里君が優勝、県児童福祉施設球技大会では漲水学園が24年ぶり８回目の優勝、８月22日には

。 。新報児童オリンピックバレーボール大会で佐良浜クラブが入賞とあります もう少し続けさせてください
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第26回全国小学校陸上競技交流大会では、県代表で男子走り高跳びに出場した砂川小川満郁弥君が日本一

に輝き、南小新里君は男子100メートルで６位入賞を果たしております。ＪＡおきなわちゃぐりんフェス

タには城辺小の垣花君が野菜のエコ栽培発表で最優秀賞、平良中の宮国泰吾君はサッカーアンダー16で日

本代表としてウズベキスタン遠征から帰ってきました。８月14日の高校生のチャリティーフェスタ10ＲＵ

Ｎ2010では、350人の高校生が宮古島市陸上競技場400メートルコースを10時間、3,330周走り続け、164万

円の寄附金を集め福祉団体に寄贈、宮古高校ＰＴＡが優良ＰＴＡ文部科学大臣賞に輝き、まさに大変すご

い宮古島を印象づける２カ月間でありました。甲子園のマウンドに立つ宮古の子供の雄姿、東京で演奏会

を持ち、高い評価を得た宮古島ジュニアオーケストラも含めて、これらのことは宮古の子供たちに自信と

誇りと勇気を与えるものと思います。

子供たちだけでなく、若者、大人も頑張っております。宮古アイランドロックフェスティバルでは、県

内外から4,330人を動員させて、トライアスロン大会とほぼ同じ３億円の経済効果を生み、食品加工業の

ＺＥＮは宮古の食材を使った商品を伊勢丹百貨店で１億5,000万円の売り上げを目指します。2009年度産

の葉たばこ売り上げ約27億5,000万円は日本一、今月じゅうには宮古初の地ビールが誕生、下地暁さんが

歌う「古見ぬ主」は世界34カ国の伝統音楽として日本を代表、最新ニュースでは全日本マスターズ陸上で

友利さん、立津さんが日本一、亀浜さんが上位入賞と何で宮古はこんなに元気だろうということになりま

すが、翻って……

（ もう少しゆっくり言って」の声あり）「

もうそろそろ終わりますので。翻って不法投棄ごみの県への報告や、これは議会も少なからずかかわり

のある条例外４つの基金問題というチョンボもあります。そのような宮古島市政を束ね、八面六臂に飛び

回る下地敏彦市長にこれから一般質問に入ります。

今私が宮古島の元気な実情を述べましたが、市長は市長公約が順調に進捗していると言います。中長期

的展望で進める公約の実現に対する市民の期待は大きいものがありますが、しかし現実問題として市長が

その軽減のために頑張っている国民健康保険税に代表されるように、税金の負担感は非常に強く、働けど

働けどなお我が暮らし楽にならざるはまだよいとしまして、働こうにも仕事がないため働けないという市

民が大勢いることも事実であります。

資料によれば 多良間村も含む宮古の経済状況いわば収入はサトウキビに代表される１次産業で約137億、

円、公共工事の２次産業で169億円、観光等の３次産業に加え、市民の受ける年金、公務員の給与、福祉

施設等への助成金を含めた額は平成21年度で約950億円と出ております。これをいわゆる宮古全体郡民の

総収入、宮古に落ちるお金ととらえた場合、これは住民１人当たり168万円、１世帯当たり402万円となり

ます。この数字を単純に考えると暮らし向きはよいはずですが、必ずしもそうではないわけです。どこか

へ飛んでいるか、一部に偏って滞留しているかとも考えられるわけであります。

市長は、市民生活の実情についてどのように認識しておられるのか。そして、市民生活の向上のための

緊急課題として何をしているのか、何をしようと考えているかお聞かせいただきたいと思います。

次に、先ほどの質問にもありましたけれども、監査委員の決算審査意見書についての見解をお聞かせい

ただきたいと思います。いわゆる伊良部７号線道路改良工事における契約事務の一部に不適切な契約が見

受けられることから、審査結果について別紙のとおり報告しますとして、監査委員が決算報告の一部に法
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令違反があることを指摘しているわけですけれども、法令違反行政を本来の法令遵守行政に戻すために登

。 、場したと言っても過言ではない下地市長と認識しております この伊良部７号線道路改良工事契約行為は

１、宮古島市契約規則、２、宮古島市建設工事請負契約約款、３、宮古島市建設工事請負契約約款におけ

る契約の保証に関する事務処理要領に抵触するという監査委員の指摘についての見解をお聞かせいただき

たいと思います。

次に、教育行政に関しましてお伺いいたします。今年初め、沖縄タイムスが子供の貧困問題についてア

ンケート調査を実施しております。それによりますと、保険証がないため虫歯の治療ができない、徴収金

が払えないため遠足に行けない、食事は学校給食だけという貧困に苦しむ児童実態を報じております。宮

古地区41名を含む241人の先生方がアンケートに回答しておりますが、親の経済状況が子供の成長に影響

しているとしたのが回答者の87.1％、家庭の経済状況が厳しい子が増えたが83％を示しています。そのほ

かの設問で子供たちのための自分のお金を使った教員が43％おり、給食費を払えない子供がいるかに対し

ては、63％の先生方がいると答えております。病院に行けない子供は31％、夜子供だけで過ごしている子

供がいるについては56％がそれぞれいると回答しています。そこで伺いますが、このような子供の貧困問

題について市はどのように把握しているのか、実態についてお聞かせいただきたいと思います。

次に、無保険の子について伺います。先ごろ浦添市が無保険の子の解消を図るためとして、これまでの

窓口申請方式を郵送方式に変更しています。窓口方式では、申請をためらう市民が出ることが予想される

として、すべての子供に保険証が行き渡るようにするためで、有効期間も半年から１年に延長、切りかえ

時には保険料滞納の有無にかかわらず新たな保険証を郵送するといいます。親などが国民健康保険税を滞

納することで保険証が交付されない子供たちのために保険証が交付される制度ですけれども、３割負担で

受診できることになっておりますが、この無保険の子いわゆる保険証が交付されていない子の実態はどの

ようになっているか、またどのように対処しているか、あるいは対処する予定かをお聞かせいただきたい

と思います。

次に、教育の日について関係して伺います。毎年２月の第３日曜日を教育の日に制定、時期について賛

否両論がある中で、来年２月にはその５回目を迎えるわけですが、冒頭に申し上げました子供たちの大活

躍もいわば教育の成果としてとらえられるかと思います。教育の日は、学力向上対策成果の報告や学習発

表などさまざまな行事が行われておりますが、教育の日の一環行事として、１、教師への報奨制度は設け

られないか。すぐれた研究成果の発表者、県内外で活躍した優秀な指導者等への報奨制度を設けることは

いかがでしょうか。例えば国内外先進地視察へ派遣するとか、宮古島市教育賞と称して報奨金を進呈する

とか、大きな刺激、励みになるかと思いますが、いかがでしょうか。

同じく子供たちに対しても、指導者に加えて優秀な成績をおさめた子供たちにも何らかの表彰があって

もよろしいかと思います。つまり優勝もしくは入賞報告等で市長室を訪ねる子供たちを手ぶらで帰すこと

なく、何らかのお土産を考えることはいかがかということであります。

先ごろ県紙のスポーツ欄でＮＨＫ大相撲中継再開に関する学識者コメントが共同配信で載っており、そ

の中で砂川浩慶立教大准教授が目にとまりました。名字が気になって調べてみると沖縄出身のメディア論

の専門家と出ていますから、恐らく宮古出身だろうと推察されます。国の中央あるいは海外で活躍する宮

古島市出身者はあまたといるはずですが、子供たちを対象に、あるいは大人教師を対象にもっと宮古島市
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民を鼓舞するような大々的な招聘制度はできないか。

、 。 、次に 市営球場整備について伺います 美ら島沖縄総体でバレーボール大会を成功させた市教育委員会

全国高校総体推進室、バレーボール協会並びに関係者の皆様方に敬意を表したいと思います。トライアス

ロン大会に代表されるように、さまざまなスポーツ行事を成功させる宮古島スピリッツに誇りを持つもの

でありますが、来年７月に沖縄県中学校野球大会が宮古島で開催されます。それに向けて、宮古島市体育

協会ほか３団体連名で市営球場の改修要請書を昨年10月に提出しております 県内から32チーム 約700名。 、

の選手が参加する大会を成功させるためには球場の整備が不可欠であります。大会関係者の話によれば、

試合は４球場を予定しており、要請のあったカママ嶺の市営球場を含む４球場の実情はどうなっているの

か。野球関係４団体の要請をどのように受けとめ、対処策はどのように検討しておられるのか、それぞれ

の球場についてお聞かせいただきたいと思います。

次に、学校統廃合問題に関しましてお伺いいたします。これまでの学校規模適正化検討委員会の取り組

みについて、特にある程度の方向性は見出したのかお聞かせいただきたいと思います。

２つ目に、この廃校後の施設の再利用計画の策定。学校統廃合については、早くも対象校と目される学

校の所在地各地から反対ののろしが上がっておりますが、教育的あるいは経済的観点から統廃合は避けら

れないものと思います。統廃合を検討するに当たっては、廃校となる施設の再利用も並行して検討、つま

りどちらの学校を残し、あるいは廃校にしたほうが地域にとって、あるいは市にとってより合理性がある

のかを考慮すべきであると考えますが、いかがでしょうか。

後利用計画のないまま統廃合したため、廃墟と化しつつある福嶺保育所の例もあるように、統合、統廃

合後、学校施設、公共施設が廃墟となってはいけません。全国で廃校や休校になった小中学校1,333校の

うち16％に当たる216校で校舎や体育館が有効活用されずに放置されているようです 本市の小中学校36校。

が統廃合後何校になるか予測できませんが、宮古島市で廃校となった学校が雑草に覆われて廃墟となって

いる姿は見たくないものであります。市はどのように考えているかお聞かせいただきたいと思います。

次に、教育予算について伺います。９月８日付の県紙の報道によれば、07年度の国内総生産に占める公

的な教育施設の割合はデータ比較可能な28カ国の中で日本は最低の3.3％という数字になっております。

、 。 、隣の韓国は20位で４％を超えておりますが 意外な印象を受けます 宮古島市の教育費が前年度比14％増

約６億円という大幅な伸びは、下地敏彦市長の教育にかける並々ならぬ意欲がうかがえるわけですが、沖

縄県総務部宮古事務所発行の宮古概観記載の平成18年度の宮古島市内純生産額997億1,800万円を国民総生

産になぞらえた場合、宮古島市の教育費の割合はどの程度かお聞かせいただきたいと思います。国に比較

して高いか低いか、ほかの市町村と比較してどんな状態かというふうなことを示していただければありが

たいです。

以上、早口で申し上げましたけれども、答弁を聞いて再質問をいたします。

◎市長（下地敏彦君）

市の監査委員意見書についての見解はということであります。伊良部７号線道路改良工事（１工区）の

件につきましては、さきの６月の定例会でお答えしたとおりであります。私は、市長就任以来丁寧でスピ

ーディーな市政運営を推進し、そして職員には法令遵守の徹底を指導するとともに、市民の役に立つ役所

づくりを進めてまいりました。今回の伊良部７号線の件に関しましても担当課の職員は法令を遵守し、規



- 108 -

則、契約約款に基づき適正に処理したものと思っております。

伊良部７号線は、平成17年、老朽化により全面通行どめとなりました。また、隣接する乗瀬橋も老朽化

により、平成21年10月１日をもって全面通行どめとなっていることから、伊良部島から下地島間を利用す

る地域住民や観光客にとって不便を来しており、伊良部７号線の一日も早い完成が望まれるところです。

現在橋梁部分はすべて既に完成し、取りつけ道路の整備を進めており、来年２月には全面開通する予定と

なっております。

今回の伊良部７号線における監査委員の決算審査意見書は、工事請負契約約款、契約規則、事務処理要

領の規定に基づいて契約の解除を行い、損害賠償金の請求を行うか、契約を解除せずに損害賠償金を請求

、 。 、 、し 工事を継続して完成させるべきであったとの意見であります しかし 市といたしましては契約約款

規則、要領の条文によると、何々することができる、何々しても差し支えないとあり、何々しなさい、何

々しなければならないとはなっておりません。条文の解釈の相違であると考えております。今後とも工事

請負契約約款、契約規則等に基づき適正な業務執行に当たりたいと思っています。

◎教育長（川上哲也君）

新城啓世議員の教育行政における教育の日の行事と学校統廃合、とりわけ委員会の取り組み状況につい

てお答えいたします。残りは担当部長で答弁します。

教育の日の行事については、現在各学校ごとに独自の取り組みを行っている状況にあります。本市教育

、 、の充実及び発展を図るという教育の日制定の趣旨から 教職員や子供たちの学習意欲を奨励する意味でも

関連行事の一環として報奨制度を創設して実施することは有意義なことだと考えます。こういう報奨制度

、 。 、 、については 県内市町村において実施例がないようです 教職員を対象とした表彰 報奨制度については

。 、 、文部科学省や県教育庁に表彰規定があります 教育委員会では これらの表彰規定の内容を研究しながら

優秀な児童生徒の表彰制度とあわせて、報奨制度の創設も含めて検討をいたします。

次に、県内外で活躍する地元出身者の招聘についてですが、宮古島市出身者で県内外で活躍される方々

は各界に大勢おられます。資源の乏しい宮古島にあって、これらの人材はある意味で非常に貴重で有為な

人的資源であります。このような方々をお招きして講演会やシンポジウムを開催するということは、市民

に刺激となり、児童生徒にとって夢や希望を与えます。あわせて招聘した宮古島市出身の方々の郷土愛を

一層かき立てることにもつながると思います。このような講演会やシンポジウムの開催は、教育面だけで

なく宮古島市全体の振興策としても期待できますので、検討してまいります。

次に、学校統廃合についての委員会の取り組み状況です。今年４月23日に宮古島市学校規模適正化検討

委員会設置要綱を制定し、同28日に第１回の委員会を開催しました。７月の15日に第２回検討委員会で基

本方針の策定について教育委員長より諮問を受けました。９月３日に第３回の検討委員会を開催しており

ます。第３回検討委員会では、学校規模適正化のたたき台、とりわけ案ですが、委員会に提案され、12月

までの間に議論を重ね、方針を策定する日程となっています。

この間、教育委員会では宮古島市立小中学校の児童生徒を初め、保護者及び教職員の皆さんにアンケー

ト調査を実施いたします。また、地域懇談会の開催も計画しております。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

市民生活に対する実情認識とその向上のための取り組みについてであります。近年の全国的な不況の影
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響を受けまして、宮古島市においても市民の生活は年々厳しくなり、生活にも困窮している方々が多数い

るものと思われます。その対策としまして、一昨年度から国、県の支援を受け、緊急経済対策事業や緊急

雇用創出事業などを実施し、一定の雇用を確保しつつ、マンゴーまつりや牛まつり及び宮古島エコマラソ

ンなどの各種イベントを今年度から新たに実施、また予定しております。これらの取り組みが市民生活に

おける活力の創出に寄与するものと考えております。

このように市民生活の向上に資する取り組みにつきましては、各分野において毎年度取り組んでいると

ころであり、今後も市の雇用情勢や産業活動の動向を見きわめながら本市の課題に対し迅速に対処してま

いります。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

国民健康保険の加入世帯において未更新世帯は何世帯で、そのうち子供のいる世帯が何世帯、その人数

は何人かということと それからその対応についてでございました 現在未更新世帯は612世帯で うち18歳、 。 、

以下の子供のいる世帯は45世帯、その人数は71人であります。その対応につきましては、市の広報誌への

掲載などで制度の周知を図っております。また、滞納世帯との納税折衝を確保するために被保険者証の発

行については窓口交付とし、国保指導員による戸別訪問などで交付申請をお願いしているところでありま

す。

◎教育部長（上地廣敏君）

まず、統廃合後の施設の利活用についてでありますけれども、当然国庫補助金で整備された学校施設を

学校教育以外の施設に転用する場合は補助金の適正化法に基づき文部科学大臣の承認が必要となっており

ます。施設の再利用につきましては、地域や民間からの利活用等の希望があり地域活性化に資する計画で

あれば、その実現に向けて柔軟に対応していきたいというふうに考えております。

また、子供の貧困問題でありますけれども、新城啓世議員ご指摘のように平成22年２月の19日に沖縄タ

イムスの記事で子供の貧困についてのアンケートが行われております。これにつきましては、まず貧困に

、 。苦しむ子増加という記事がタイムスに掲載され 家庭や経済状況が厳しい子の実態が報告されております

宮古島市としてアンケートなどで状況把握することは現在実施しておりませんが、同様な問題があること

は認識をしております。子供たちが安心して学習に専念できるように、現在教育委員会では要保護、準要

保護世帯に対する就学支援や幼稚園保育料等の減免等、就園支援を行っております。

また、平成21年度から市の単独事業としてスクールソーシャルワーカー配置事業を行っております。こ

の事業は、何らかの問題を抱える児童生徒の置かれたさまざまな環境に働きかけることにより改善を図る

ことが活動内容となっております。子供に何らかの問題があって学校等から相談がある場合、面談等の調

査を通して問題を整理、必要な支援手段がある関連機関につなげております。これからも児童生徒が保護

者の経済状態で学習に支障が出ないように、就学支援やスクールソーシャルワーカー配置事業などを継続

してまいります。

次に、教育予算であります。宮古島市の教育予算が総生産にどれくらい占める割合になるのかというこ

とでございますが、まず日本の国内総生産に対する公財政教育支出比率は2009年で3.3％となっており、

経済協力開発機構加盟国の平均4.9％を下回っているということであります。宮古島市の総生産額を把握

することが難しいため、総生産に占める割合を算出してお答えすることはできませんが、ただ沖縄県の作
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成した県民経済計算書によりますと、平成19年度の宮古島市の純生産額985億9,000万円に対しまして、平

成19年度の宮古島市の教育費の決算額は34億5,411万円となっており、純生産に対してその比率は3.5％で

あります。県内市町村のトータルでは2.7％となっておりますので、これを上回っているということにな

ります。

、 、 、また 一般会計に占める教育費の割合を平成22年度予算で比較してみますと 宮古島市の12.3％に対し

県内11市の平均は12.8％となっており、宮古島市は県内11市の平均を0.5下回っているということになり

ます。なお、平成22年度当初予算における宮古島市の県内11市中の順位でありますけれども、８位という

ことになっております。

◎生涯学習部長（安谷屋政秀君）

市の管理球場の整備についてでありますが、市が現在管理している野球場は５球場があります。各球場

の実態としましては、年間を通して少年野球、中学野球、高校野球、社会人野球大会などで使用しており

ます。市民球場、下地球場については、準備期間中も含め１月から３月まではオリックスバッファローズ

、 、 、 。の春季キャンプ 韓国のプロ野球のキャンプ 大学野球 社会人野球のキャンプ等に使用されております

城辺球場の１月から３月までは大学野球、社会人野球のキャンプ等に使用されております。

球場整備計画につきましては、市民球場が今月９月から12月末まで外野芝の全面張りかえ工事を着手し

ております。城辺野球場は、ラバーフェンスが腐食しておりますので利用者が危険な状態にあるため、ラ

バーフェンスの補修、一部の芝の張りかえなどの工事を来月10月から実施します。その他の球場について

は、各種キャンプ、大会等に備え、内野の土の補給の整備を予定しております。

なお、来年の７月の開催予定であります沖縄県中学校野球大会については、支障のないように万全を期

したいと思っております。

◎新城啓世君

再質問をいたします。

監査の件につきましてですけれども、市の監査委員は市長が議会の同意を得てすぐれた識見を有するも

の及び議員の中から選任するわけですから、当局は監査委員の意見書は極めて重大と受けとめなくてはな

りません。また、それだけに監査委員は意見書作成においては法令違反と断定するためにはそれ相応の準

備が必要なはずです。ところが、ここでは議会が同意した監査委員、市長が選任した監査委員と当局との

法令解釈が違うわけですからいかがなものかなと。内輪の法律論争が市民の利益につながるのか、市民に

損害を与えることがなかったはずのこの伊良部７号線契約事件、当局はどのようにおさめて市民の疑問に

こたえるのかお聞かせいただきたいと思います。

それから、無保険の子についてでありますけれども、困窮家庭、生活保護受給世帯が増加傾向にある中

で当然子供の貧困も同じように増加しているものと思われます。先ほどご答弁いただきましたけれども、

家庭の貧困すなわち子供貧困ということから考えた場合、生活福祉担当部署、それから教育委員会との連

携調査での対応が望まれると思いますけれども、いかがお考えでしょうか、お聞かせいただきたいと思い

ます。

それから、たまたま見かけました昨日の毎日新聞、これは全国紙ですけれども、国際ＮＧＯセーブ・ザ

・チルドレン・ジャパンという団体が立命館大学と共同で子供の貧困問題について調査を進めているとの
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。 、報道です 子供がどのようなことで貧困を感じるかで貧困の実相をつかもうとするこの取り組みを参考に

宮古島市の子供たちの貧困の実相について把握できれば、困窮家庭からくる子供の貧困問題と絡めて教育

のあり方に大きな刺激になるかと思いますが、いかがでしょうか。

それから、市営球場については納得できる答弁をいただきましたので、多分野球関係者はほっとしてい

るところだと思います。ひとつ市が厳しい財政事情であることはよく承知しておりますけれども、教育の

一環として考えてぜひお金を惜しまないで、大会を成功させるために早急な整備をお願いしたいと思いま

す。

教育予算についてでありますけれども、下地敏彦市政になって12％も教育費が、要するに一般会計に占

める教育予算が12％も増額したのにもかかわらず、なお沖縄県の市の平均よりはまだ若干低いという数字

でありますけれども、ぜひもっともっと頑張っていただけることを期待したいと思います。

、 。 、それでは 終わりに経済に関しましてひとつ質問をしたいと思います この国有地の問題ですけれども

戦時中海軍飛行場用地として接収され、現在国有地として市民に賃貸している農地が空港用地を挟んで約

62ヘクタールあると言われています。そこで、100人程度の農家が10アール当たり5,600円の年間賃借料で

農業を営んでおるようですが、特に宅地化が進む腰原地域にはギンネムなどが生い茂り遊休化、耕作され

ずに景観を損ねている土地が結構見受けられます。また、空港東側は観光産業振興のためにも開放される

ほうが得策と考えます。これらの賃貸農地の実態について、当局の見解をお聞かせいただきたいと思いま

す。

一方で宮古島市は防衛省に土地を貸しております。いわゆる野原航空隊、自衛隊基地ですが、そこにご

ざいますけれども、貸付地の売却、あるいは今申し上げました国有地との等価交換あるいは購入などは一

考に値すると思いますけれども、市の考えをお聞かせいただきたいと思います。

ちなみに、この市有地の10アール当たりの賃貸料は幾らか、民間と比較しましてどの程度かというよう

なことももしおわかりであればお聞かせいただきたいと思います。

答弁を聞きまして、改めて質問したいと思います。

◎副市長（長濱政治君）

国有地の払い下げの件でございます。空港周辺の国有地を所管しております国の財務出張所のほうの説

明によりますと、新城啓世議員ご指摘のとおり空港周辺は62ヘクタール、133件の賃貸契約を結んでいる

とのことであります。この払い下げにつきましては、同出張所では一括して払い下げるというのが前提だ

そうでございます。個々の払い下げには応ずる考えはないとのことでございます。なお、現在のところ市

としては、国有地を買収し農家に払い下げることは考えておりません。

それから、航空自衛隊用地と現在貸し付けしている市有地についての考え方でございますけども、国に

売却とか交換というふうなことを行う考えは市として現在考えておりません。

それから、監査委員の報告と、それから市の見解が違うということについてどのように市民に説明する

かということでございますけども、監査委員のほうは、要するにこの監査報告を市長が議会に提出するわ

けでございますけども、監査委員は監査結果報告を市長に持ってまいります。これは、もちろん独立した

機関でございますので、そこに対してその監査結果に対して市長がどうのこうのというわけにはいきませ

んので、そのまま引き受けて議会のほうに提案するという形になっているわけでございまして、その監査
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報告に対しましてこれはおかしいとかおかしくないとかというふうな口を挟む余地はないというふうに思

っております。

そして、そういう中でこのような今回のような違いが出てきたということにつきましては、まず第１の

観点が市民に負担をたくさん強いているのか強いていないのかというところで考えていただきたいという

ふうに思っております。結局この損害賠償をとるというのももちろん一つの方法ではございます。それは

考えました。しかしながら、それを実行いたしますと市民の負担が大変大きくなります。というのは、今

工事に入る、橋梁工事ですから仮設工事がたくさんあるんですよ。契約を解除して新たに発注いたします

と、その最初に置いた仮枠とか仮設工事、これみんな引き取らないといけないですね。さらに新しく発注

することになりますと新たにまた設計書を組み直さなければいけない。そして、その設計を組んだり、そ

れからその発注までにいろんな手続等がございまして、随分工事が遅れることになると、そういうふうな

不利益等も考えますと今試算ではもしも新しく工事を発注した場合、損害賠償をとってですよ、とった場

合約517億円ぐらいでしたか、そのぐらいの負担を新しく単費でやらなければならないというふうな状況

がございます。そういうこと等も踏まえまして、市民に負担のかからないような、できるだけかからない

ような方法でこの工事を一応おさめてきたということでございますので、市民の皆様にはその辺理解して

いただきたいというふうに思います。

（議員の声あり）

◎副市長（長濱政治君）

失礼しました。517万円です。訂正させてください。

◎総務部長（砂川正吉君）

自衛隊用地として貸し付けしている土地ですけれども、面積は11万7,933平米でございます。約11町歩

ですか、約11町７反ですね、年額で2,236万円となっております。

◎新城啓世君

再質問で二、三聞いたつもりですけれども、これにつきましては通告外に当たるような気もいたします

ので、改めて求めません。先ほどの野原の土地の賃貸料、これは10アール当たりの計算だと思いますけれ

ども、2,236円、年間ですよね。ところが……

（議員の声あり）

ちょっと失礼、休憩を。

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後２時40分）

再開します。

（再開＝午後２時40分）

◎新城啓世君

一方では国に土地を貸しているし、一方では国から土地を借りている市民がいるというふうな実態を考

えた場合に、ましてや腰原地区は開発性をもっともっと効率的、効果的な運用ができる土地だと思うんで

すね。そういった意味では、何らかの方策を考えるべきだと私は提言したいと思います。
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それでは、質問をこれで終えますけれども、ちょっと私見を述べさせていただきたいと思います。

2008年、一昨年11月に乗用車がバイクに衝突、高校生が死亡した事件で、高校生の母親は車にいた人間が

犯人なのにだれも罪に問われないとはおかしいという釈然としない事件があります。加害者も被害者も同

じ市民で、どちらもつらい思いをしているはずなのになぜというこの事件の一日も早い解決を望むととも

に、飲酒関連事件増加非常事態が宣言された本市の市民一人一人が飲酒に対する意識の向上に努めたいも

のであります。

実は所用で大阪におった折、大阪曾根崎の繁華街、テレビでも紹介されたという焼肉店に入りましたけ

れども、焼き肉のたれとは別に塩を置いてあるわけですが、ボリビアの岩塩やモンゴルの湖塩、これ湖の

塩と書いています、など世界５カ国の代表的な塩の一つに日本の塩として宮古島の塩が器に詰められてテ

ーブルに並べてありました。その説明書ですけれども、こう書いています 「宮古島はサンゴ礁でできた。

、 、 」。島で サンゴ石灰岩を時間をかけて浸透した海水を原料とし ミネラル含有数世界一と称されております

前述のＺＥＮのしゃれた器の別の商品は福岡空港でも陳列されており、岩手県盛岡の駅前デパートでは何

と菊之露が置かれています。宮古島産と表示された商品を都会の売店で見つけることはうれしくなること

でありますけれども、全国津々浦々にこのような宮古島産を見かけたいものであります。

ところで、方言で言うナザク、これはハイキビというそうですけれども、この葉の横筋の数がその年の

、 。台風の数という昔からの言い伝えによれば 今年の台風は２個接近ということになります……３つですか

今度の台風11号ですね、２回目の台風11号が約9,500万円の損害を与えて過ぎ去りました。豊作間違いな

しで成長を続けてきたサトウキビですが、倒伏はあっても梢頭部の折損はない、少ない状況は豊作が期待

できそうであります。農水産業の施設被害の一日も早い復旧と23日の競りの高値を祈念いたしまして、私

の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎議長（下地 明君）

これで新城啓世君の質問は終了しました。

◎西里芳明君

昼も２時過ぎて、大分皆さん疲れていると思いますけど、私の質問は３項目ぐらいですので、短くて済

むと思いますので、皆さんつき合ってください。それでは、通告に従いまして一般質問を行ってまいりた

いと思います。

第１番目にですね、城辺地区環境整備についてでありますけども、旧城辺町立中央公民館の出土品や民

具、文化財などの保管場所はということなんですけど、さきの３月定例会で私の質問に対して、出土品や

民具、文化財の保管場所を確保するとのことでしたが、保管場所についてはどういうふうな検討をしてい

るのかお聞かせください。

次に、福祉行政についてでありますけれども、生活保護の実態についてということになっているんです

が、当市にですね、生活保護を受けている方はどれぐらいおられるのかお聞かせください。

またですね、生活保護の月額にしてどれだけの額を受け取っておられるのかもお聞かせください。

それと、１世帯に複数人保護を受けている世帯はどれぐらいいるのかもお聞かせください。

次に、３番目にですね、市が保有している公用車、リースも含めて全部で何台になるのかお聞かせくだ

さい。
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この公用車の台数は適正な台数なのかどうかもできればお聞かせ願いたいと。その維持管理費の削減、

節減はどのようになされているのかもお聞かせください。

以上です。答弁を聞いてから再質問したいと思いますので、よろしくお願いします。

◎総務部長（砂川正吉君）

公用車の所有台数、それから台数が適正なのかというご質問がございました。本市が所有している公用

車は、８月末現在でリースも含め370台となっております。公用車の台数は適正な台数かとのご質問です

が、370台のうち市長専用車等、すなわち専用車両及び消防業務関係等特殊業務車両を除く一般的な業務

車両は324台となっておりまして、業務形態、業務量等を勘案しまして、適正な台数配備されているもの

と考えております。

公用車の維持管理費の削減でありますが、基本的に新規の車両購入については軽自動車に限定というこ

とをしてございます。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

平成22年３月末現在で、本市において生活保護を受けている世帯は674世帯、保護人員は978人となって

。 、 、 。います 保護世帯の状況につきましては 単身世帯が467世帯 ２人以上の世帯が126世帯となっています

保護費の支給額につきましては11億8,446万1,288円、そのうち国負担が４分の３、それから市負担が４

分の１になります。となっており、月平均の支給総額が9,870万円、１世帯の月平均支給額が14万6,446円

の支給となっており、そのうちの約半分が医療費というふうになっている状況にあります。

◎生涯学習部長（安谷屋政秀君）

旧城辺町立中央公民館の文化財の保管場所はどうなっているかということですが、ご指摘の保管場所の

件につきましては現在市の管財検査課と調整中であります。旧城辺町立中央公民館にある文化財等は市の

空き教室、施設等を利用して早急に対応したいと思います。

◎西里芳明君

最初、この旧城辺町立中央公民館の件なんですけど、前回も検討するということなんですね。今回もま

た空き施設等を利用して対応したい。城辺地域になかなか空き施設がないんですよ。それで、下地敏彦市

長とも相談をしてみたら、土地改良区の管理棟のほうがちょっとあいているんじゃないかという話もあっ

たんですが、これは来年４月から地域づくり課と市民福祉課が統合するんですよね。それで、そこの地域

。 、づくり課のスペースのほうが大分大きくあくと思うんですよ そこを利用されたらいかがかと思いますが

部長、それもう一回お願いします。

次に、生活保護の件なんですけど、市においては674世帯、保護人員は978人となっていると、それで単

身者が467世帯、２人以上の世帯が126世帯となっていると。11億8,400万円余の４分の３を国が負担をな

さってですね、市の負担が４分の１で２億9,600万円以上となっているというんですけど、この生活保護

の申請審査について、ちょっと私は何か市の対応が甘いんじゃないかと思うんですよ。例えば私の知る限

りではですね、朝から酒を飲んでたばこを吸って道路を歩いているような方も見受けられます。本当に生

活に苦しくて、しようがなくて生活保護を受けている世帯も実際に多いと思いますよ。でも、市がちゃん

とした審査をしないとですね、そういった朝から昼からもうずっと酒を飲んでいるような方も見受けられ

ますので、どうか審査の方法をもう一度ちゃんとしてやっていただきたいなと思います。
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それと、現在国民年金で暮らしている老人の方がいますよね。その老人の皆さんがどうしてもこの国民

年金では生活していくのが無理なんだというふうな老夫婦などに対してもですね、申請をすれば何とか生

活保護の対象に入れてもらえないのかなと思いますけど、当局はどういうふうにお考えなのかお答えくだ

さい。

次に、公用車の台数なんですけども、370台リースも含めて８月末現在とおっしゃっております。370台

のうち市長専用車と特殊業務車両を除く車両は324台となっているというふうなお話ですが、これは市職

員の900名余の頭数からいくと324台というのは大体３人に１台の割合の台数じゃないかなと思っておりま

す。先日の委員会でもですね、農林水産部からも４トンのクレーンつきの車を購入したいとの申し入れも

ありました。建設部からも軽のダンプのトラックが欲しいんだというふうなもので、９月補正にそれ入れ

てあったんですけどね、その必要に応じた車は別によろしいんじゃないかと思います。

でもですね、３人に１台という割合はどうしても多いんじゃないかなと僕は考えるわけなんですよ。そ

の公用車の維持管理となってもですね、新規の車両は軽自動車で対応して、軽自動車で対応したいという

のは軽自動車ですればいいんですけどね、軽自動車では済まされないときには、じゃどうしていくんです

かと。適材適所で持ち過ぎというのも困るんだけど、やはり市の車を管理する、多分宮古島市は各部各部

で何台か使用してやっていると思うんですけど、これを統合して考えてですね、やはり前日にでも今日は

何時から何時までどの車を使いますからどうですかというふうなものでやっていけばですよ、これは確実

に車の台数というのは減らせるんじゃないかと思います。

今宮古毎日新聞でも読んだんですけど、市民１人当たり660万円以上の借金を抱えていると。そういっ

たもろもろを真剣に取り組んで、面倒くさいかもしれないですけど、その面倒くさいことをやっていけば

ですね、１日１万円、少しでも削減できるんじゃないかと私は思います。そういったことも考えながら、

維持管理費の削減なども検討されているのかどうか答弁をお聞きして再々質問したいと思いますので、よ

ろしくお願いします。

◎総務部長（砂川正吉君）

確かにただいま西里芳明議員のご指摘のとおり、大変貴重なご意見でございます。将来的には公用車の

管理は一括管理、これが私も好ましいと考えております。ただ、現在分庁方式の中で一括管理ができるか

といいますと非常に厳しい面がございますので、これから庁舎単位の一括管理ができるのかどうか含めて

検討していきたいと思っております。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

生活保護受給の要件についてでございますが、生活保護法第４条に保護は、生活に困窮する者が、その

利用し得る資産、能力その他あらゆるものを、その最低限度の維持のために活用することを要件として行

われるとありますが、収入が国の示した最低生活費の基準以下であれば資産のある方については資産活用

が保護開始の前提となりますが、資産もなく、かつ働ける状態にない場合は保護の開始が行われる可能性

があります。これは年金受給者であろうが、それから無年金者であろうが、これは国の示した生活水準以

下であれば対象になるということになります。

困窮していると思われる世帯への福祉事務所の対応といたしましては、基本的には本人からの申請が第

一ですが、本人が来所できない場合、あるいはその事情がある場合については親戚あるいは民生委員など
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からの代理申請も受け付けております。生活に困っている方については、福祉事務所窓口において専門の

相談員がいつでも相談に応じている体制にありますので、その必要、助言などを行いながら行っているこ

とになります。

◎生涯学習部長（安谷屋政秀君）

先ほどの何か３月定例会のほうで検討と言っていますけど、今回から今年中にはですね、ある程度の場

所を確定をしまして、それに向けての作業を進めていきます。あくまでも市の空き施設をですね、今管財

のほうと調整をしておりまして、遅くても今年度中にはある程度場所はめどが立つ予定をしております。

◎西里芳明君

旧城辺町立中央公民館のことなんですけど、生涯学習部長、ある程度の場所を年度内に決めたいとおっ

しゃっているんですけど、これやっぱり城辺地域内ですよね。ぜひよろしくお願いします。

福祉保健部長、最低賃金以下の収入の家庭であれば年金受給者もその対象になると、実際困っている年

金受給者、後期高齢者医療制度で困っている方もたくさんいらっしゃると思いますのでね、これからます

ます頑張ってたくさんの方の対応をしていただきたいと思います。しかしながらですね、やはりこの年間

２億何千万円という金が市から出るわけですから、その審査のほうもぜひ厳しくやっていただきたいと思

います。

、 、総務部長のほうからは 一括管理ができるかという疑問があると各支所支所になっているもんだからね

下地博盛さんからも質問があったんですけど、やっぱり新総合庁舎をつくられたらますますそういった削

減ができるんじゃないかと思います。

これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎議長（下地 明君）

これで西里芳明君の質問は終了いたしました。

しばらく休憩します。

（休憩＝午後３時03分）

再開します。

（再開＝午後３時16分）

休憩前に続き一般質問を続行します。

◎上地博通君

、 。本日最後の登壇者になりましたけれども 私も通告に従いまして質問をしていきたいと思っております

まず最初に、農業の振興についてお聞きをいたします。先ほど平良隆議員からもお話がありましたよう

に、サトウキビの年内操業についていろいろ下地敏彦市長にもお聞きをしましたし、市長は検討して要請

をしたいというような返事でありましたけれども、しかし先日のですね、新聞によりますとまだ評議会と

してはこれに対してどうも積極的でないような新聞報道でありました。しかし、私はですね、年内操業が

なぜ宮古の農業にとって必要かというのは、これはもう言わなくても多分わかっていることだと思うんで

すよ。サトウキビしか今農業生産額、もう主要作物ですから、ないと言われても過言じゃないぐらいの生

産高を上げているんですが、しかしこれを年内に操業して、例えば20日間操業しますと平良隆議員もおっ

しゃっていたように1,000ヘクタールの農地があくわけです。
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この1,000ヘクタールの農地に作物を植えますと、サトウキビを例えば植えた場合にはその半分植えた

としても、春植えですから反収が大分減って５トンだとしても２万5,000トンの収量になるんです。２万

5,000トンということは、もうほぼ10日分、大体そういう感じでなっていくわけですから、これはかなり

の生産量の増にもなると思いますし、もう一つは年内に終わりまして、１月、２月に植えつけをしまして

ですね、夏までの間に収穫できる作物というのをいろいろ考えてみましたら、その中にはカボチャがあっ

たり、それから去年から試作をしている大豆があったり、宮古総合実業高校がやっているようなソバがあ

ったりということで、結構いろんな作物が作付できる状況になっております。この作物を植えつけますと

かなりの量がとれるというふうにして考えていますから、これぜひやっていただきたいということで再度

、 。お伺いしたいんですが この年内操業について市長はもしやるとしたらこれはいつごろから始めたいのか

できるだけ早いほうがいいと思うんですけれども、今のところどうも結論的にはまだ出ていないというこ

とで、今年は無理としてもですね、来年からはぜひこれを実現していただきたいと思っております。

もう一つは、じゃ何が問題なのかということだと思うんですよ。どういうことがネックになってこの話

が進まないのかということで、新聞報道によりますと低糖度の問題だとか農家が本当に年内操業を希望し

ているかどうかがわからないとかというようなことが書いてありますけれども、しかし今までの感じでい

きますと農家はほとんどの方々が年内操業を希望しておりますし、先ほど市長もおっしゃったように糖度

に関しましても早熟の品種をみんな植えているわけですから、糖度が低いということはまずあり得ないと

思います。ですから、これについてはぜひ進めてもらいたいと思っております。

今話しましたように、７月までの間にですね、いろんな作物が植えつけられます。その中でどういう作

物が有望作物としてあるのかですね、それももしありましたら、考えているような作物等がありましたら

お聞かせ願いたいと思います。

次に、干ばつの対策についてでありますけれども、今宮古島ではかん水ができるような施設が整った農

地というのは大体35％ぐらいですかね、まだ半分もいっていないと思うんですけれども、これを作物とし

てサトウキビとかいろんなものを植えてですね、干ばつのときに水を必要としているような農家というの

は大体どれぐらいあるのか、面積でもいいですしパーセンテージでもいいですから、その割合を示してい

ただきたいと思います。

今年の干ばつがあったということで、その対策会議を開く前に農家が水を独自にといいますか、トラッ

クを頼んで水のかん水をしたところについてですね、市長から前もってやったことに対しては後払いとい

うことはできないというようなことで、非常に農家が残念がっておりました。これは、１つには基準がな

いんでね、市長の言うことももっともだと思いますし、そういうことをやっていたら何の要するに統制が

きかないわけですから、それは当然だとしても、これは基準をつくっておく、例えば宮古島測候所が発表

して30日間なら30日間、20日なら20日間雨が降らなかったら、それからかん水を始めるというような明確

な基準があればね、農家もそれに対応して行動を起こすと思いますけれども、それがまだ今のところされ

ていないんで、対策会議を開くのがいつなのかもわからない、それで対策会議を開くまで水をかけられな

いと非常に農家、畑によっても違いますけれども、人間というのは個人によっても性格も違うようにみん

な考え方が違うわけですから、早目に水をかけたい人、もう一刻も待てない人とか、いろいろな方がいる

と思うんで、こういうのをある程度の明確な基準をつくっておかなきゃいけないと思うんですが、そうい
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うことが可能なのかどうかですね、これもお聞かせ願いたいと思います。

次に、特産品の販売促進についてでありますけれども、私はこれまで何回もこの特産品といいますか、

宮古島ブランドの確立に向けてのいろんな販売促進をやっていくべきだということを話してきております

が、まだそれに対しての対応がされておりません。一つのこれは提案ですけれども、宮古島が一応予算計

上しまして、例えば本土の市場とかスーパーとかそういうところに明るい方を嘱託でもいいですし臨時で

もいいですから雇ってですね、それにある程度の権限を持たせて、歩合制でも何でもいいですから、とに

かくそういうことで宮古島の商品の販売をしてもらうと、市場とのコンタクトをつけてもらう、スーパー

とのコンタクトをつけてもらうというようなことをやっていけばですね、いろんな面で宮古の農産物が販

売できて、先ほど新城啓世議員が言っていたようにいろんなところで宮古産という農産物が販売できるよ

うになって、全国の皆さんにも届くんじゃないかと思っておりますけども、これができないのかどうかで

すね、これを検討していただきたいということを今までも言ってきておりますが、もし今度はこういうこ

とがやりたいということであればこれを示していただきたいと思います。

それともう一つは、今マンゴーは非常に有望作物としてもうブランド化されておりますけれども、それ

に次ぐような作物といいますか、農産物がまだまだできておりません。野菜については、もう宮古はカボ

チャとかゴーヤとかとつくってはおりますけれども、これはすべて農協を通して市場出荷ということで、

宮古産というよりもまだ沖縄産という認識のほうが強いと思うんで、この辺をですね、宮古産をＰＲする

ためにどういうことができるのかということと、もう一つは将来的に、じゃもっともっと宮古産としてＰ

Ｒできそうなもの、将来有望になりそうな作物というのは何があるかというのを、これは多分どこがする

のかというと農協とかいろんなとこと検討して、試験場あたりとやらなきゃいけないと思うんですが、そ

ういうのが可能なのかどうか、それを検討したことはあるのかどうなのかをお聞きしたいと思います。

それから次に、資源リサイクルセンターについてお聞きしますけれども、今堆肥をつくって、先日話を

聞きましたら堆肥は非常に需要に応じ切れないぐらい、供給が間に合わないぐらいの需要があるというよ

うな話をしておりました。しかし、これまで堆肥センター、リサイクルセンターについては原料をどう確

保するかがこれの課題だろうということはもうつくる当時からの関心点でありましたけれども、今でもそ

の原料についてどうなっているのか、原料があればフル稼働できて、農家への供給ができると思うんです

が、それがどうなっているのかですね。

、 。 、それともう一つは 堆肥の価格決定がどういう根拠に基づいてなされたのか いろんな話を聞きますと

多良間とか伊良部あたりの堆肥センターあたりでは、もっともっと安い値段で供給がされているというこ

とを聞いております。私もたまたま畑にリサイクルセンターの堆肥を運んだんですけれども、３反歩の畑

に車10台運びました。そうすると10万円ですね。

（議員の声あり）

５台です。５台で10万円です。そうすると、10万円３反歩で上乗せして収量を上げるためには５トンの

収量増がないとサトウキビだけでもならないんですよ。３反歩で５トンといいますと、１反歩で大体約１

トン700ぐらい、約２トンの収量増にならないといけないんですけれども、平均反収で10トンのものをあ

と２トン上乗せして12トンにするというのはなかなかできないことだと思うんですけども、これがもうち

ょっと安くなればですね、例えば半分ぐらいになればもっともっと使用する人も増えてきて大いに活用で
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きるんじゃないかと、農家もそれを希望しているんじゃないかと思うんですけれども、それができないの

かどうなのか。例えば今の稼働率だとかいろんな問題でこの値段であるならばですね、これがもっと稼働

がよくなって材料とかそういうものが供給できればこの値段を下げることが可能なのかどうかということ

も検討したことがあるのかどうか、その辺をお聞きをしたいと思います。

答弁を聞いて再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦君）

サトウキビの年内操業についてのご質問にお答えをいたします。

いつから始めるのかということでありますが、私は今年の施政方針でサトウキビに関する製糖を早期操

業を推進するということを申し上げております。農地の有効利用を図り生産性を高め、農家所得の向上を

図るため、早期操業に向けて今一生懸命取り組んでいるところであります。去る７月８日に開催されまし

た宮古地区農業振興会、各地区さとうきび生産組合、ハーベスター運営協議会等の早期操業に関する意見

交換会の意見を踏まえつつ、９月の９日に開催されました宮古地区農業振興会評議員会において早期操業

に関する期待点、問題点を集約いたしました。それを受け、やはり早期の操業をすべきであるということ

にしまして、両製糖工場へ来る操業から早期操業が実現できるよう要請をすることにいたしました。

次に、その話し合いの状況はどうだったかということでありますが、少し重複する形になりますが、サ

トウキビの早期操業について７月８日に宮古地区農業振興会、各地区さとうきび生産組合、ハーベスター

運営協議会、製糖工場、そして市、県等で協議を行いました。これを受けまして、９月の９日に宮古地区

農業振興会評議員会が開催され、早期操業に向けての期待点や問題点が論議され、早期操業に向け取り組

むことといたしました。

早期操業に当たっての問題点は何かということであります。早期操業に関する問題点として、早期収穫

による低糖度、春植え、株出しオペレーター及び管理機の確保、工場能力に見合う生産量の確保等の意見

が出てまいりました 本市のサトウキビ品種構成はほとんどが早期高糖性品種で占められており 平成21／。 、

22年期の伊良部工場管内において12月上旬の製糖実績でも基準糖度帯以上が73.4％を占めており、平均甘

蔗糖度も14.9％であり、品質についても特に問題はないものと思っております。オペレーターの確保につ

きましては、ハーベスター運営協議会、それから生産法人と協議し、確保に向け取り組んでいるところで

あります。また、株出し管理機につきましては、宮古地区さとうきび糖業振興会の今年度の単独事業とし

て株出し管理機を５台導入する予定です。

サトウキビ増産を図るためには生産性の向上を図るだけではなく、春植え、株出し面積の増加による収

穫面積の拡大を図る必要があります。早期操業により、春植え、株出し管理作業を早期に実施することに

より、春植え、株出しの反収増加が期待でき、さらなるサトウキビ増産につながるものと期待をいたして

おります。

早期操業したとき、７月までの作目は何を考えているかということですが、農家は農地の有効利用を図

るため、サトウキビ収穫後にカボチャや枝豆の栽培を今行っております。伊良部においては、特に枝豆を

大量に行っております。今年度、大豆栽培の実証展示圃を設置し試験を行っており、大豆の栽培を含めほ

かに有望な作目がないか検討しており、普及の可能性に向けて取り組んでまいります。

◎農林水産部長（平良哲則君）



- 120 -

まず、１点目に干ばつ対策についてお答えします。

未整備農地は何％か、それから未整備のうちのうち何％の人がかん水を希望しているのかということで

ありますが、平成20年度の実績で宮古島市の畑地かんがい施設整備率は57.3％で、未整備農地は42.7％と

なっております。未整備農地を所有する農家については詳細なデータがありませんので、未整備農地のう

ち何％の農家がかん水を希望しているかという数字的な把握はできておりません。

それから、宮古島市の干ばつ対策事業ではこれまで明確な基準がありませんでした。そういうことで、

今年度から宮古島市干ばつ対策会議設置要綱と、それから宮古島市干ばつ対策事業実施要領を策定しまし

て、それに基づいて今年は干ばつ対策のかん水作業をしております。ちなみに、今年度は７月21日から７

月24日までの４日間で306人の農家がかん水作業を実施しております。

次に、特産品の販売促進についてでありまして、販売促進策を示してほしいということでありますが、

農業特産品の販売促進については各種イベントを活用しての販売、あるいは市場並びに量販店の新規開拓

をＪＡ等関係機関と協力して進めているというところであります。また、マンゴーについては今年開催し

ましたマンゴーまつりの日程を固定化することによりまして、観光客の誘致拡大をより可能にするという

ことで、そのほかにもそれと関連しまして各種果樹も含めた販売促進が図れるというふうに考えておりま

す。

次に、将来の有望作物は何かということでありますが、農産物の有望作物として野菜では拠点産地品目

でありますゴーヤ、とうがん、カボチャを初めとしまして、オクラ、島ラッキョウ、枝豆等が考えられま

す。また、果樹ではマンゴーを中心にしまして、ドラゴンフルーツ、パッションフルーツ、島バナナ、パ

イナップル等が有望と考えておりますが、経済作物としては今後とも宮古に適した有望と思われる作物を

選定していきたいというふうに考えております。

次に、上野リサイクルセンターの運営についてでありますが、まず１点目の堆肥の価格決定の根拠であ

りますが、この上野資源リサイクルセンターは平成13年度に事業計画が着手されまして、調査計画時に県

内の堆肥価格調査の結果、標準価格を１万円と設定しまして、計画策定時の収支計画を反映するため、当

時のリサイクルセンターの条例の中で堆肥販売価格は１万円と設定しましたが、平成17年の５月に当時の

上野村議会との協議の中で価格を8,500円ということで合意し、現在この資源リサイクルセンター条例施

行規則の中で8,500円との堆肥販売価格を設定して今日まで執行しているというところでございます。

それから、材料の調査の見込みでありますが、平成19年度から平成21年度の３年間の平均を見ますと、

堆肥製造量は年間約3,400トンの製造がされておりますが、その中で主な副資材でありますバガスの量が

十分でないということでありまして、これにつきまして今後とも両製糖工場に協力をお願いしていきたい

というふうに考えております。

それから、価格を下げることは可能かということでありますが、この点につきましては現在の施設の経

営状況と、それから今後の見通しを精査しまして検討していきたいということであります。

◎上地博通君

いろいろとありがとうございました。サトウキビの年内操業につきましては、今まで下地敏彦市長も話

しされたように宮古にとってはこれはいいことばかりだと私も思っておりますから、ぜひ進めてもらいた

いと。今話がありましたように、何をつくるかによっても違ってくるでしょうけれども、サトウキビを年
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内操業して、それに新たな作物をつくるというだけで、例えば大豆だけをつくっても約５億円ぐらいです

ね。それから、サトウキビ単独でつくっても５億円ぐらい、それからカボチャの場合にはさらにそれより

ももっと増えるというような試算等も出ておりますのでですね、これだけの収入増になるということは宮

古の農家にとっても非常に大事なことだと思いますから、これが早急に実現できるように、本当市長がお

っしゃるように今年度からそれができるように、願わくば糖度が順調に推移をして今年も豊作で、糖度も

高糖度のサトウキビができることを祈念するしかないんでありますが、来年からはぜひそれが定着して年

、 、内に20日間ぐらいの操業ができて １月からは畑の有効な利用ができるような対策をとってもらいたいと

これについてはぜひお願いもしながら要望として上げたいと思います。

それから、干ばつ対策についてでありますけれども、これまで要綱とかというのは、ある程度の基準は

ですね、例えば何日間雨が降らなければ干ばつ対策会議を開いてかん水を始めるというような基準を私は

設けたほうがいいと思うんですが、これはあるのかどうか。それで、去年は300台ということであります

けれども、対策会議を始める前に水をかけていた農家に対しては多分水代というか、車の使用料が払われ

なかったんじゃないかと思っておりますが、その辺じゃどうなっているのか、この辺ももう一度聞かせて

お願いしたいと思います。

それから、リサイクルセンターについては、もうこれは最初から原料の確保はなかなか苦労するだろう

というのはわかっておりましたけれども、両製糖工場がある程度理解を示していただいてバガスを提供し

ているのは非常にいいことでありますけれども、しかしこれはバガスだけではどうしてもいい堆肥はでき

ないわけでありますから、これに何を加えるかによって堆肥の質も違ってくると思いますし、材料があれ

ばもっと、生産能力はかなりあるわけですから、宮古の農家にとって非常に有効な堆肥が提供できるもん

だと思っておりますんで、これについてはぜひもっと頑張っていただきたいと。

それから、再度のお願いになりますけれども、値段をですね、下げる工夫をしていただきたいと。生産

量を増やせば値段を下げても可能じゃないかと思っておりますし、今現在は県が圃場整備をした圃場にそ

の堆肥をまくということで需要が非常にあるという感じですけれども、それがなくなっても全農家がリサ

イクルセンターの堆肥をこれはいい堆肥だからぜひ使いたいというような質のいい堆肥をつくってです

ね、ぜひ安価で農家に提供してもらいたいと思っておりますので、その辺の今後の抱負等を聞いて、私の

一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございます。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず、干ばつ対策でありますが、これは今年からできた設置要綱であります。その中に新たにですね、

この会議メンバーに気象台の職員を入れまして日々精密な情報を取り入れたいというふうに考えておりま

す。

それから、リサイクルセンターでありますが、平成21年度の収支が約200万円ぐらいの黒字でありまし

た。先ほど言いましたように、今後この状況を整理しなければなかなか堆肥の値段を下げることは非常に

、 、 。厳しい面がありますが 問題はやはり原料ですね これの確保が一番大事だというふうに考えております

（議員の声あり）

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。
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（休憩＝午後３時45分）

再開します。

（再開＝午後３時47分）

これで上地博通君の質問は終了いたしました。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議はこれにて延会いたします。

（延会＝午後３時47分）
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第４号

平成２２年９月２２日（水）午前１０時開議

日程第 １ 意見書案第 ９ 号 尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する意見書

（議会運営委員会提出）

〃 第 ２ 決議案第 ２ 号 尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する抗議決議

（ 〃 ）

〃 第 ３ 一般質問

◎会議に付した事件

米軍掃海艦「ディフェンダー」の平良港入港について緊急質問の動議

（議員提出）

日程第 １ 意見書案第 ９ 号 尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する意見書

（議会運営委員会提出）

〃 第 ２ 決議案第 ２ 号 尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する抗議決議

（ 〃 ）

〃 第 ３ 一般質問
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２２年９月２２日

（開議＝午前10時59分）

（ ） （ ）◎出席議員 ２６名 延会＝午後６時26分

議 長（４ 番） 下 地 明 君 議 員（１４番） 亀 濱 玲 子 君

副 議 長（１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 〃 （１５〃） 前 里 光 恵 〃

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦 〃

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 〃 （１７〃） 上 地 博 通 〃

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 〃 （１８〃） 佐久本 洋 介 〃

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 〃 （１９〃） 平 良 隆 〃

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 〃 （２０〃） 新 城 啓 世 〃

〃 （７ 〃） 前 川 尚 誼 〃 〃 （２１〃） 嘉手納 学 〃

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 〃 （２２〃） 垣 花 健 志 〃

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 〃 （２３〃） 富 永 元 順 〃

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 〃 （２４〃） 池 間 豊 〃

〃 （１２〃） 眞榮城 德 彦 〃 〃 （２５〃） 下 地 智 〃

〃 （１３〃） 新 城 元 吉 〃 〃 （２６〃） 新 里 聰 〃

◎欠席議員（０名）

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 君 城 辺 支 所 長 狩 俣 照 雄 君

副 市 長 長 濱 政 治 〃 下 地 支 所 長 喜屋武 重 三 〃

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 〃 上 野 支 所 長 垣 花 徳 亮 〃

観 光 商 工 局 長 奥 原 一 秀 〃 消 防 長 砂 川 享 一 〃

総 務 部 長 砂 川 正 吉 〃 教 育 長 川 上 哲 也 〃

福 祉 保 健 部 長 譜久村 基 嗣 〃 教 育 部 長 上 地 廣 敏 〃

農 林 水 産 部 長 平 良 哲 則 〃 生 涯 学 習 部 長 安谷屋 政 秀 〃

建 設 部 長 友 利 悦 裕 〃 企 画 調 整 課 長 友 利 克 〃

上 下 水 道 部 長 下 地 祥 充 〃 総 務 課 長 下 地 信 男 〃

会 計 管 理 者 饒平名 建 次 〃 財 政 課 長 伊 川 秀 樹 〃

伊 良 部 支 所 長 長 濱 光 雄 〃 監査委員代表監査委員 糸 数 健 〃

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷川取 辰 美 君 議 事 係 仲 間 清 人 君

次 長 宮 國 恵 良 〃 庶 務 係 長 友 利 毅 彦 〃

補 佐 兼 議 事 係 長 伊 波 則 知 〃
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◎議長（下地 明君）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時59分）

本日の出席議員は、26名で全員出席であります。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第４号のとおりであります。

（ 議長」の声あり）「

◎上里 樹君

動議の提案をいたします。緊急質問についての動議なんですが、アメリカの掃海艦「ディフェンダー」

が平良港に入港しました。その件に関連して質問をしたいと思いますので、よろしくお願いします。

（ 賛成」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

ただいま上里樹君から米軍掃海艦「ディフェンダー」の平良港入港について緊急質問したい旨の動議が

提出され、所定の賛成がありますので、動議は成立いたしました。

お諮りいたします。この際、本動議を本日の日程に追加し、議題とすることに賛成の諸君の挙手を求め

ます。

（挙手少数）

◎議長（下地 明君）

挙手少数であります。

よって、本動議を日程に追加し、議題とすることは否決されました。

この際、日程第１、意見書案第９号及び日程第２、決議案第２号の２件を一括議題とし、提案者から提

案理由の説明を求めます。

◎議会運営委員会委員長（新城啓世君）

意見書案第９号、尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する意見書。みだしのことについて、別

紙のとおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案を提出します。平成22年９

月22日、宮古島市議会議長、下地明殿。議会運営委員会委員長、新城啓世。

意見書を読み上げます。

尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する意見書

去る、９月７日午前、尖閣諸島の久場島沖の日本領海内において、違法操業をしていた中国漁船が、停

船を命じた第11管区海上保安本部の巡視船に衝突をさせ、海上保安官の職務を妨害するという由々しき事

態が発生した。

尖閣諸島は、日本政府が明治28年に沖縄県への所轄決定をして以来、かつお節工場を操業し、漁業や林

業を営んだ経緯がある。昭和35年に中国政府が発行した「外国地名手冊」には、明確に日本領と記されて

いる。

このように、歴史的にも、国際法上も「尖閣諸島」が我が国固有の領土であることは明白である。

しかしながら、当該周辺海域においては、今年８月中旬に、１日で最大270隻の中国漁船が確認され、

そのうち日本の領海内に70隻程度が侵入している。本市・本県の漁業者はもとより、我が国の漁業者が安
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心して操業できないという極めて憂慮すべき看過できない事態となっている。

よって、本市議会は、国民・県民の利益を守る立場から、下記事項について、特段の措置を講じるよう

強く要請する。

記

１．日本政府は、尖閣諸島が我が国固有の領土であるという毅然たる態度を堅持し、中国政府をはじめ諸

外国に示すこと。

２．中国政府に対し、厳重に抗議するとともに、再発防止策を求めること。

３．第11管区海上保安本部の監視・警備体制等の体制強化を図ること。

４．本市・本県をはじめとする我が国の漁業者が同諸島海域において、安心して操業できるよう適切な措

置をとること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成22年（2010年）９月22日

沖縄県宮古島市議会

あて先、内閣総理大臣、外務大臣、国土交通大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、農林水産大臣。

以上であります。よろしくお願いいたします。

次に、決議案第２号、尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する抗議決議。みだしのことについ

て、別紙のとおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案を提出します。平成

22年９月22日、宮古島市議会議長、下地明殿。議会運営委員会委員長、新城啓世。

決議文案を読み上げます。

尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する抗議決議

去る、９月７日午前、尖閣諸島の久場島沖の日本領海内において、違法操業をしていた中国漁船が、停

船を命じた第11管区海上保安本部の巡視船に衝突をさせ、海上保安官の職務を妨害するという由々しき事

態が発生した。

尖閣諸島は、日本政府が明治28年に沖縄県への所轄決定をして以来、かつお節工場を操業し、漁業や林

業を営んだ経緯がある。昭和35年に中国政府が発行した「外国地名手冊」には、明確に日本領と記されて

いる。

このように、歴史的にも、国際法上も「尖閣諸島」が我が国固有の領土であることは明白である。

しかしながら、当該周辺海域においては、今年８月中旬に、１日で最大270隻の中国漁船が確認され、

そのうち日本の領海内に70隻程度が侵入している。本市・本県の漁業者はもとより、我が国の漁業者が安

心して操業できないという極めて憂慮すべき看過できない事態となっている。

よって、本市議会は、貴国漁船による領海侵犯並びに公務執行妨害に対し、強く抗議し、今後、このよ

うなことがないよう強く要請する。

以上、決議する。

平成22年（2010年）９月22日

沖縄県宮古島市議会

あて先、中華人民共和国国家主席、中華人民共和国駐日本国特命全権大使。
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ご賛同よろしくお願いします。

◎議長（下地 明君）

これで提案理由の説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑があれば発言を許します。

（ 質疑なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております２件については、委員会提出の案件でありますので、直ちに処理いたし

ます。

これより討論に入ります。

まず、日程第１、意見書案第９号、尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する意見書に対する討

論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

◎上里 樹君

意見書案第９号について、尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する意見書について、私、国の

外交の問題にも関する重要な事項に当たりますので、この意見書の採択に加わることができません。退場

させていただきます。

◎亀濱玲子君

私もこのことに関しては、事実関係の究明を見きわめ、そして慎重に対応したいという思いから、私も

退場させていただきます。

◎下地博盛君

私も同様な観点で退場させていただきます。

（議員３人退席）

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより意見書案第９号を採決いたします。

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、意見書案第９号は可決されました。

しばらく休憩します。

（休憩＝午前11時09分）

再開します。



- 128 -

（再開＝午前11時10分）

次に、日程第２、決議案第２号、尖閣諸島海域における中国漁船領海侵犯に関する抗議決議に対する討

論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより決議案第２号を採決いたします。

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、決議案第２号は可決されました。

しばらく休憩します。

（休憩＝午前11時11分）

（議員３人着席）

◎議長（下地 明君）

再開いたします。

（再開＝午前11時12分）

次に、日程第３、一般質問について昨日に続き質問を続行いたします。

本日は、前里光恵君からであります。

これより順次質問の発言を許します。

◎前里光恵君

一般質問を行う前に、私見を述べさせていただきたいと思います。

昨日米軍掃海艦「ディフェンダー」が平良港に寄港いたしました。目的は、親善と言っていますが、中

身は軍事訓練であり、軍事行動の何物でもないと思います。心から強く怒りを持って抗議いたしたいと思

います。

もう一つは、せんだって民主党の代表選挙が行われました。沖縄の基地問題、普天間基地の解決にはだ

れが実行するかという観点から、私は小沢一郎先生に１票を投じたところであります。残念ながら負けて

、 。 、しまいまして そのおかげで同僚議員からもいじめを受けているところでございます 普天間基地の国外

県外移設、完全撤去までともに頑張ってまいりましょう。

それでは、９月定例会に当たり通告に従いまして一般質問を行います。当局の明快なご答弁をお願いい

たします。

まず最初に、市長の政治姿勢についてお伺いいたします。１点目に、中国や台湾との国境の防衛を強化

するため、防衛省が先島諸島の防衛と周辺海域の監視強化を目指し、検討している陸上自衛隊の部隊配備

が今大きくクローズアップされております。先月８月26日には、衆議院安全保障委員会のメンバーが与那

国を訪問するなど、先島諸島への陸上自衛隊の部隊配備についての実現の可能性があります。そこでご質
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問ですが、宮古島への部隊配備について、防衛省から打診があった場合、下地市長はどのように対応され

るおつもりなのか、市長のご見解をお聞かせいただきたいと思います。

２点目に、航空自衛隊宮古島分屯基地第53警戒隊についてお尋ねをいたします。１つ、分屯基地の配備

された目的は何か。

２、配備された役割と時期についてお伺いいたします。

３、隊員、職員の数はどのくらいか。

４、基地の面積はどのくらいあるか。

５、基地の宮古島市へのメリットは何か。以上、お示しいただきたいと思います。

、 。 、 、次に 教育行政についてお伺いをいたします 宮古島市の小中学校における複式学級は 小学校が６校

14学級あり、中学校では２校、２学級がある。教育委員会は、効率のよい教育環境の整備を図ることを目

的に、各学校の関係者と教育懇談会が開催され、これまでに大神、島尻、福嶺、宮原、来間で行われたと

お聞きをしております。

さて、そこでお伺いいたします。まず１点目に、宮古島市学校規模適正化検討委員会は、今日まで何回

開催されたか。

２点目、この委員会は学校の適正規模確保及び小規模校の教育のあり方に関すること並びに規模適正化

を図るための学校統廃合に関することについての議論、協議が行われたと存じますが、基本方針は策定さ

れたのかどうか、お尋ねをいたします。

３点目に、各学区で行政と地域との意見交換会がこれまで開催されてきておりますが、地域から出され

た統廃合に対する意見に対してですね、川上教育長のご見解、ご感想をお伺いいたします。

次に、上水道事業行政についてご質問をいたします。宮古島上水道企業団から宮古島市の上下水道部と

組織機構を改めてスタートした水道行政ですが、本市の水道事業を取り巻く環境はますます厳しくなって

いると思います。加えて水道に対する期待と要求は多種多様なものとなっておりますので、安全な水の供

給に向け、今後ともたゆまぬ努力が必要かと存じます。

そこでお尋ねいたしますが、まず１点目に、企業債残高が65億6,000万円となっておる。この膨大な借

金についての今後の償還計画を詳しくお示しください。

２点目、伊良部大橋の開通に伴う伊良部島への送水事業はどのくらいの予算額を見込んでいるのか。ま

た、そのための国や県からの補助金や交付金はあるのか、お答えいただきたいと思います。

３点目、宮古本島も伊良部地区も高度浄水処理施設を設置してあることから、今後のランニングコスト

が高くつくことが予想されるが、財政上に問題はないのか。さらに、企業債が増えてくるのではないかと

いう思いがします。これについてもお伺いをします。また、水道料金の値上げにならないか。あわせてお

答えをいただきたいと思います。

４点目、水道料金が高くつくこの市民負担が大きい地方公営企業法の経営方針を改めてですね、沖縄県

単位の広域化を進めるべきではないかと存じますが、当局のご見解をお聞かせいただきたいと思います。

次に、公共下水道事業特別会計及び農漁業集落排水事業特別会計についてお伺いいたします。１点目、

公共下水道事業特別会計で、平成21年度の歳入歳出決算での市債額、市債残高は幾らか。また、今後の市

債の償還計画をお示しください。
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２点目、公共下水道加入率は何％か。

３点目、農業集落排水事業導入地域はどこか。また、その地域の加入率は何％かお示しください。

４点目、漁業集落排水事業導入地域はどことどこか。また、その地域の加入率についてお答えいただき

たいと思います。

５点目、平良地区、城辺地区、上野地区、下地地区、伊良部地区のそれぞれの地区別の下水道事業の加

入率、加入状況をお示しください。また、今後の各地区の事業導入計画があればお示しいただきたいと存

じます。

次に、道路行政についてお尋ねいたします。最初に、市道城辺30号線の整備についてであります。この

道路は、城辺地区長南部落公民館前十字路交差点から県道78号線城辺線、更竹バス停までの約400メート

ルの間の市道でございます。西城小中学校へ通う児童生徒の通学路でもあり、車両の交通量も多く、急カ

ーブがあり、見通しが悪く、歩道がないことから、歩行者にとっては非常に危険な道路であり、これまで

車両がキビ畑に横転する事故もたびたび起きております。ぜひ早急に拡幅整備をご要望いたしたいと思い

ますが、当局のお考えをお伺いいたします。

２点目に、今申し上げた市道城辺30号線を含む城辺地区の市道がこれまで拡幅アスファルト舗装整備が

されてきているが、拡幅部分が道路として移転登記されていないのではないかと思われます。実態はどの

ようになっているか、お伺いいたします。

３点目に、宮古島市の平良、城辺、上野、下地、伊良部地区の地区別の農道の整備率についてお答えを

賜りたいと思います。

次に、国有地についてお伺いをいたします。まず１点目、現在宮古空港として利用されている地域一帯

は、昭和18年９月まで南半分には七原、北半分にはヤーバリという２つの農村集落がありました。ところ

が、あの大東亜戦争の最中、昭和18年日本軍部はこの地に航空基地海軍飛行場を設立すべく２つの集落に

立ち退きを命じました。このように旧日本軍によって住んでいる屋敷、農耕地は強制的に接収され、七原

が100戸近く、ヤーバリも含めると200戸余りが家屋を失うこととなりました。住民は当然南北に引っ越し

を余儀なくされたわけであります。その結果、今なお多くの畑が国有地となっております。

さて、そこでご質問いたしますが、宮古空港周辺の国有地、農地の払い下げを市として国に要請すべき

と存じますが、下地市長のご見解をお伺いいたします。

２点目、旧平良図書館跡地、その東隣の国家公務員宿舎跡地の国有地を買収し、本市の駐車場として利

用すべきであると思いますが、当局のお考えをお聞かせいただきたいと思います。

３点目、本市が国に対して賃貸契約で貸している市有地の場所、面積、賃貸料金等についてお示しを願

いたいと思います。

次に、畜産行政についてであります。本年４月20日に宮崎県で発生した家畜伝染病の口蹄疫の影響で、

本市の家畜競りの開催が５月、６月と２カ月連続で中止されるなど、本市畜産農家にとって大きなダメー

ジとなりました。８月27日には宮崎県知事が口蹄疫の終息を宣言しております。幸いにも沖縄県内では一

件の発症もなく、競りが再開できたわけですが、本市の畜産農家も大きな影響を受けたかと存じます。

、 、 。さて そこでお尋ねいたしますが １点目に口蹄疫発生による畜産農家の損失額はどのくらいあったか

もし実績があればお示しをいただきたいと思います。
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２点目、発生した後本市の畜産農家への支援策はどのように行われたか。その実績についてもお示しを

いただきたいと思います。

３点目、口蹄疫の防疫対策は今どのように実施されているのか、お伺いをいたします。

最後に、今定例会に提案されています議案第78号の辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政

上の計画（総合整備計画）の変更についてお伺いをいたします。

まず１点目、下里辺地ほか７地区の辺地にかかわる公共施設の総合整備のための財政上の計画の内容を

変更するとあるが、その理由を詳しくお教え願いたいと思います。

２点目、下里、久松、狩俣、福嶺、城辺、西城、上地、上野辺地、以上８地区と指定をされているが、

その理由は何かお示しを願いたいと思います。

３点目、指定されたこの８地区辺地の総合整備事業の内容について、具体的にご説明を願いたいと思い

ます。

以上質問とし、答弁をお聞きして再質問をさせていただきます。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦君）

前里光恵議員にお答えをいたします。

まず、自衛隊の宮古島市への新たな配備に対する市長の意見についてであります。自衛隊の宮古島市へ

の新たな配備については、マスコミ報道で知る限りであり、現段階において直接的に何も聞いておりませ

ん。防衛上どうしても必要というなら、十分論議する余地はあると思っております。

次に、上水道行政についてであります。伊良部大橋の開通に伴い、伊良部島への送水事業費はどれぐら

いを見込んでいるのか。また、そのため国や県からの国庫補助金、交付金はあるのかということでありま

すが、伊良部への送水事業費合計20億7,800万円で、内訳は国庫補助金50％で10億3,900万円、合併特例債

事業措置が17.5％の３億6,300万円で、32.5％の６億7,600万円は市の起債となります。

続きまして、同じ上水道ですが、宮古本島も伊良部地区も高度浄水処理施設を設置してあることから、

今後のランニングコストが高くつくと予想されるが、財政上問題ないか。また、水道料金の値上げになら

ないかということについてであります。現在伊良部浄水場は、膜処理施設で浄水しておりますが、宮古本

島から送水するほうがコストの縮減が図られるという結果が得られております。宮古本島から硬度低減し

た水道水を送水するよう施設の整備を行う計画です。このことにより特に負担が増えることがないことか

ら、水道料金の値上げについては考えておりません。

次に、畜産行政、口蹄疫発生による畜産農家の損失額はどれぐらいかということですが、口蹄疫発生に

よる畜産農家の損失額を算定するのはなかなか難しく、何らかの基準、または目安が必要だろうというふ

うになります。その目安となるのが競り価格だと思っております。そこで、競り価格の変動を見てみます

と、夏場に下降し、冬場は上昇する傾向があり、周年を通して一定ではありません。また、昨年の競り平

均価格を目安とすべきか、昨年同期の７月期とすべきか、あるいは口蹄疫発生前の４月とすべきかなど、

損失額を算出するためにどの時点をとらえるべきかで見方が大きく分かれるところになります。参考まで

に７月８日に開催されました臨時競りと前年の７月期を比べてみますと、平均価格は１万6,820円値上が

りしています。また、７月17日の臨時競りと前年の７月期を比べてみますと、平均価格で３万2,239円値

上がりをしています。しかし、競り延期による資金繰りやいつ競りが再開されるのかという不安、長期の
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飼養管理、肉体的、精神的な負担等もろもろの事柄をこれは金額に換算することができないことから、口

蹄疫による損失額を金額で算出するのは困難であります。

なお、農家負担の軽減を図るため、宮古島市、沖縄県、ＪＡが飼料の無償配布を実施し、飼料の農家負

担はほぼ補足されていると考えております。

同じく口蹄疫です。発生した後、農家への支援策はどのように行われたかということであります。農家

への支援策として、５月、６月の競りに申し込みをした待機牛に飼料の無償配布を行いました。対象にな

ったのは、子牛で734頭、成牛で37頭で、無償配布にかかった費用は335万9,000円でありました。また、

口蹄疫の影響により、競り購買者の減少や待機牛増大による値崩れなどに対処するため、購買者の旅費の

一部負担を実施をいたしました。県外から24名、県内から５名の参加があり、その費用は135万円であり

。 、 、 。ます さらに 港湾施設内における消毒槽の設置費として 宮古島市は43万8,000円負担をいたしました

負担の内訳は、沖縄県が97万6,000円、多良間村が21万3,000円、農協が32万6,000円であります。防疫対

策として、宮古地域口蹄疫侵入防止対策本部長指揮のもと、全畜舎の消毒や競り市場、港湾施設などでの

消毒を実施をいたしました。

同じく畜産行政、口蹄疫の防疫対策、今どのように行われているかということであります。４月20日に

宮崎県で確認された口蹄疫は、８月27日宮崎県の終息宣言で国内での口蹄疫発生地はなくなりました。こ

のような口蹄疫等の家畜伝染病は、いつ、どこで発生するか予測不能です。そのため今後の発生に備え、

。 、 、 、来る10月22日口蹄疫等の防疫演習を行います 演習は 宮古家畜保健衛生所長指揮のもと 県の出先機関

、 、 、 、 。宮古島市役所関係部局 ＪＡ トラック協会 建設協会宮古支部が参加し 実施することになっています

また、防疫対策として、万一の発生に備え、宮古家畜保健衛生所では、全農家が数回消毒できる薬剤を備

蓄しております。

◎副市長（長濱政治君）

国有地関係ですね、旧平良図書館跡地、それから旧図書館跡地東隣の国家公務員宿舎跡地の国有地の買

収及び駐車場としての利用計画についてお答えいたします。

旧平良図書館跡地及び国家公務員宿舎跡地の国有地の買収の計画は、現在ございません。現在旧図書館

、 、 、の跡地は 平成37年度までの継続有償貸付契約に基づき借地をしている状況ですが 図書館の移転に伴い

用途変更の手続が必要になることから、旧図書館の解体、撤去を行い、跡地利用については駐車場として

の利活用等も含め、財務出張所と継続貸し付けの協議をしているところでございます。

それから、市が国に対して賃貸契約で貸している市有地の場所、面積、賃貸料金についてお示しくださ

いということでございます。平成22年４月１日現在、市が国に賃貸契約により貸し付けている市有地は、

上野字野原1190の５ほか７筆、これは沖縄防衛局に貸し付けているところでございまして、７筆、11万

7,933平米です。年額2,236万円。あと沖縄気象台、平良字西仲宗根の745の１です。それが面積が91.96平

米 年額３万1,560円 それから宮古南静園 平良字島尻767の10ほか２筆でございます 面積が１万4,844平、 。 、 。

米、年額47万9,757円の３施設用地でございます。

◎教育長（川上哲也君）

前里光恵議員の教育行政について、３本の質問がございました。順を追ってお答えいたします。

まず、宮古島市学校規模適正化検討委員会は何回開催されたかということですが、これまで３回開催し
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ております。ちなみに１回目が去る４月28日、２回目が７月15日、そして３回目が９月３日です。

、 、 。 、２本目の質問で 基本方針は策定されているかということですが まだ策定されておりません それは

基本方針については学校規模適正化検討委員会で議論を重ねて、12月に策定する計画です。

３本目の地域から出された統廃合意見に対する教育長の見解、感想についてですが、これまで大神、島

尻、福嶺、宮原、来間の５地域で懇談会を開催してまいりました。どの地域でも、学校と地域は一体であ

るということ、学校がなくなれば地域は衰退していくのではという声でした。行政はもっと地域の活性化

について積極的に取り組んでほしいという意見がほとんどだったように思います。地域から出された意見

については、文章化して検討委員会に提示し、意見を交換しております。加えて将来の子供たちの教育環

境はどうあるべきか、宮古島市の学校教育について、学校規模適正化検討委員会や教育委員会でも論議を

深めていかなくてはならないと思います。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

まず最初に、航空自衛隊宮古島分屯基地についての５つのご質問がありました。一括してお答えいたし

ます。

、 、 。宮古島分屯基地は 日本の最西端 最南端の防空及び離島防衛を行うことを目的に配備されております

配備された役割と時期についてでありますが、宮古島分屯基地は日本の最西端、最南端の防空及び離島防

衛を行うため、1972年12月に配備をされております。

続きまして、隊員、職員の数ですが、170名であります。分屯基地の面積につきましては、11万8,000平

米です。

最後に、宮古島市へのメリットは何かというご質問でありました。自衛隊は、我が国の平和と独立を守

り、国の安全を保つことを目的として設置されていることから、国防としての重要な任務があります。一

方で、台風、地震など大規模な災害が発生した場合、消防、警察の力だけでは市民の生命、財産を十分に

守ることができない事案も発生いたします。その点自衛隊は、資機材及び人材を自己完結型で配備してい

ることから、災害等の発生時に迅速に対応できることがメリットと考えます。

続きまして、宮古空港周辺の国有地についてのご質問にお答えいたします。空港周辺の国有地につきま

しては、昨日の新城啓世議員の質問にお答えしたところでありますが、所管する国の財務出張所の説明に

よりますと、腰原、七原地区を含む空港周辺の62ヘクタールについて、133件の賃貸契約を結んでいると

のことであります。なお、具体的な筆数は特に把握に努めていないとのことでありました。払い下げにつ

きましては、同出張所は62ヘクタールを一括して払い下げる考えであり、個々の払い下げには応ずる考え

はないとのことであります。なお、市としましては、国有地を買収し、農家に払い下げることは現在考え

ておりません。

続きまして、総合整備計画の中の下里辺地ほか７地区の辺地に係る公共施設の総合整備のための財政上

の計画変更の理由はという質問でありました。辺地に係る公共施設の総合整備のための財政上の計画は、

平成20年度から平成24年度までを策定をしております。今回の変更は、第３次変更となり、下里ほか７地

区の辺地について、事業期間の延長、観光コミュニケーション施設の追加、畑地総合整備県営事業負担金

の追加等が発生したため、計画の変更を行いました。

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、続きまして 下里 久松 狩俣 福嶺 城辺 西城 上地 上野辺地 以上８地区と指定されているが
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その理由はということであります。辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関す

る法律第２条において、辺地とは交通条件及び自然的、経済的、文化的諸条件に恵まれず、他の地域と比

較して住民の生活文化水準が著しく低い山間地、離島、その他のへんぴな地域で、住民の数、その他につ

いて政令で定める辺地度点数が100点を超える要件に該当しているものをいいます。該当地域から小中学

校、高校、医療機関、郵便局、市役所等までの距離や本土への定期航行の回数などを点数化した辺地度点

数は、平成22年３月31日現在下里地域166点、久松地域193点、狩俣地域280点、福嶺地域258点、城辺地域

239点、西城地域232点、上地地域231点、上野地域263点となっております。宮古島市で辺地の要件に該当

する地域は16地域あり、この８地域のほかには東添、西辺、砂川、伊良部南、伊良部北、大神、池間、来

間地域が該当いたします。

最後になりましたが、この８地区の総合整備事業の内容についてのご質問でありました。まず、下里辺

地は事業期間延長に伴い、道路Ｂ―54号線でありますが、その事業につきまして平成22年度及び平成23年

度分の追加を行いました。また、観光レクリエーション施設として宮古島市特定地域コミュニティセンタ

ー再構築活性化事業として行う腰原コミュニティセンター整備事業を農林漁業経営近代化施設として地盛

南地区の畑地総合整備県営事業負担金の追加を行いました。久松辺地、西城辺地は、農林漁業経営近代化

施設の県営かんがい排水事業負担金にそれぞれ松原南地区、西西地区の事業を追加をいたしました。狩俣

辺地、上地辺地につきましては、農林漁業経営近代化施設の県営農地保全整備事業負担金に狩俣、島尻地

区、内原第一地区を新たに追加をいたしました。城辺辺地につきましては、農林漁業経営近代化施設の県

営かんがい排水事業負担金の福北・西東地区の事業額の増額変更を行いました。福嶺辺地は、農林漁業経

営近代化施設の畑地総合整備県営事業負担金に新城西地区を、県営かんがい排水事業負担金に村越地区を

追加をいたしました。最後に、上野辺地は上野出張所において老朽化した高規格救急自動車を新たに導入

することから、消防施設の整備として高規格救急自動車整備事業を追加をいたしました。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず１点目、農業集落排水事業の導入地域と加入率でありますが、農業集落排水事業が導入された地域

は、平良地域の高野地区、島尻地区、城辺地域の比嘉地区、下地地域の与那覇地区、上地地区、川満地区

。 、 、 、 、の計６地区であります 加入率につきましては 高野地区が80.8％ 島尻地区が38.3％ 比嘉地区が75.3％

与那覇地区が47％、上地地区が83.5％、川満地区が96％となっております。

次に、漁業集落排水事業が導入されている地域は、平良地域の池間地区と久松地区の２地区となってお

りまして、加入率は池間地区が19.5％、久松地区が26.5％となっております。

、 、 、 、 、 、次に道路行政 宮古島市の平良 城辺 上野 下地 伊良部地区の地区別の農道の整備率でありますが

平良地区の農道の総延長が10万9,129メートルで、舗装済みの整備率は29.5％となっております。城辺地

区が総延長が３万8,159メートルで、舗装済みの整備率が31％となっております。上野地区が総延長が５

万4,709メートルで、舗装済みの整備率は35.9％となっております。下地地区は総延長４万2,631メートル

、 。 、 、で 舗装済みの整備率は40.5％となっております 最後に 伊良部地区が総延長が５万7,230メートルで

舗装済みの整備率が41％となっております。

◎建設部長（友利悦裕君）

市道城辺30号線の整備について、ご質問の城辺30号線については、平成21年12月定例会でも答弁しまし
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たが、城辺30号線は以前に幅員６メートルで拡幅改良されております。国庫補助事業での事業採択につい

ては、路線の性格、児童生徒の通学状況、公共施設や福祉施設などの配置、現状の交通安全上の課題、整

備の必要性や緊急性、そして整備による効果などを示す必要があります。このようなことから、整備の必

要性や緊急性を検討した結果、現時点では本路線の整備計画は予定しておりません。

次に、市道城辺30号線を含む城辺地区市道の登記について、市道の道路用地については、何らかの事情

で未買収となっている路線が多々あります。このような路線については、予算措置等を含め随時対応して

まいりたいと思っております。

◎上下水道部長（下地祥充君）

企業債残額が65億6,000万円もある。この膨大な借金の今後の償還計画についてということですが、池

間、来間、大神への海底送水管、白川田水源地の改良工事等各配水池の新設、硬度低減化施設の整備等を

行うため、企業債を活用しております。現在の企業債残高は、合併直後の平成17年度の78億900万円をピ

ークに、年々計画どおり償還しており、平成21年度は65億6,000万円となりました。ちなみに平成25年度

は53億8,000万円になると予想しており、今後も国へ提出した償還計画に基づき返済していく考えです。

次に、地方公営企業法の経営方針を改めて、沖縄県単位の広域化を進めるべきではないかということで

すが、県の沖縄21世紀ビジョンの中では、異なる環境を持つ県内の各地域社会が同等の条件を確保できる

、 、 、 、よう 地域特性に応じて生活基盤の充実 強化を推進すると位置づけ 水道料金の地域格差をなくすため

水道の広域化に取り組むとなっております。しかしながら、まだ具体的な取り組みがなされておりません

ので、今後県の動向を注視していきたいと考えております。

次に、公共下水道事業特別会計で平成21年度の歳入歳出決算での市債額は幾らか。また、今後の市債の

償還計画についてということですが、平成21年度末においての公共下水道水道事業特別会計の市債残高は

32億3,104万7,000円となっています。また、平成21年度までの借入金で、年間約２億5,000万円の償還額

となっています。公共下水道事業計画が平成39年度までとなっておりますが、償還計画は平成18年度に作

成しました公共下水道事業経営健全化計画の中で行ってまいります。

次に、公共下水道の加入率は何％かということですが、公共下水道は平良地区のみ整備されており、平

成21年度末の加入率は56.9％です。

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午前11時57分）

再開いたします。

（再開＝午前11時58分）

ただいま前里光恵君の質問中でありますが、午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再

開いたします。

休憩します。

（休憩＝午前11時58分）

再開します。

（再開＝午後１時30分）
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午前に続き一般質問を続行いたします。

◎前里光恵君

再質問をさせていただきます。

国有地宮古空港周辺の農地についてご質問いたしました。国は一括払い下げということだということで

ありますけども、こんな小さな宮古島にですね、これだけ大きな面積、62ヘクタールの農地が国有地とな

っているということこそ私は問題だと思います。しかも、これは国が、旧日本軍がですね、強制的に接収

した農地でもあるわけです。この農地をやはり農家に返す、そのことこそが戦後処理じゃないかと思いま

す。願わくばぜひ市長におかれては今後ともですね、この農地問題については、できるだけ早急に農家に

返すように県、国に対してご要望していただきたいとご希望申し上げます。

畜産行政についてでありますが、やはり宮古島市の畜産農家、これはかなり平均年齢も高齢化している

方々が一生懸命頑張っております。元気づけるためにもですね、今後とも市当局からの助成、ヘルプが大

事じゃないかと思いますので、市長今後ともよろしくお願いいたします。

道路行政についてでありますけども、市道城辺30号線の整備についてご答弁いただきました。今のとこ

ろ計画なしということでありますが、この道路についてはですね、これまでも下地明議長が何回も取り上

げて質問もしている道路であります。私も調査をいたしました。西城小学校に通う生徒がたくさん通って

おります。近くにですね、この路線に県営城辺団地がありまして、西城小学校で15名、幼稚園で３名、計

18名、中学校で14名、合わせて32名の児童生徒がこの道路を通ってですね、通学路として使っているとい

うこともあります。ぜひですね、交通安全施設整備事業でできるだけ早くこの道路の拡幅整備をお願いし

たいと思っております。

市道城辺30号線を含む城辺地区市道の登記についてお答えいただきました。未買収用地があるという部

長の答弁をいただきました。私の記憶でも、この道路の舗装整備は整備されて30年以上たつんですね。し

かし、いまだにつぶれ地の補償もない、登記移転もないと。結局無償で農家が提供している、あるいは市

民が提供しているようなことになっていてですね、しかし実際には登記上にあるわけですから、固定資産

税、こういう税金等もですね、長きにわたって支払っているということになります。ぜひですね、当局は

城辺地区全域にわたって、かなり多いと思いますのでね、一度一斉に調査して対処していただきたい。そ

して、そういう未買収部分があれば、やはり買収して登記する。きちんと道路として整備をしていく、登

記していくということが大事じゃないかと。そのままほうっておくとですね、後々やはり次の時代でかな

りこれは問題にもなるし、補償も大きくなるんじゃないかと思いますので、これについてはもう一度お答

えを賜りたいと思っております。

、 、 、 、 、 、 、農道の整備ですけれども やはりお聞きしますと 平良29.5 城辺31 上野35.9 下地40.5 伊良部41

まだ50％も満たないわけですね、全域にわたって。これだけ基盤整備、圃場整備をやっているけども、や

はり農道の整備が不十分だと言わざるを得ません。特に宮原地域はですね、農振地域に入っていくとです

ね、本当にお粗末、特に農繁期、キビ収穫時期は雨降りが多いんですね、しかも。そうなると、泥んこ、

砂利道でですね、ダンプも通れないと、キビ運搬に相当支障を来しているという状況がありますので、こ

ういう農道の整備もですね、どういうメニューでできるのかと、こういうこともぜひお考えいただきたい

し、基盤整備、圃場整備ができない地域は、いつまでもそのままなのかと、こういう農家の疑問の声もあ



- 137 -

ります。確かに整備をすることによって、きれいに区画され、農道も整備をされるわけですけれども、地

域によっては、やはりもう我々後継者も余りすっきりしない中で、農業人口の高齢化ですね、今からとい

う方々が多いんですね、実はね。そういうこともありますので、じゃどういうメニューでこの農道整備が

できるのかということもですね、ぜひお考えをいただきたい。これについてももう一度お答えをいただけ

ればありがたいと思います。

上水道事業行政、これはもう宮古地区は特別な経営方法なのかなと思うぐらい地方公営企業法という法

律でもって経営していると。しかし、沖縄本島はですね、県の企業局がですね、国や県のダムから各市町

村まできちんと水を引いて、そこから市町村はですね、買い取って、その市内、町内、村内のですね、水

道パイプを布設工事して各市民に送水しているということもあって、経営上はそんなに難しくない状況に

。 。 、 、なるわけですね 買って売っているということであります しかし 宮古の場合企業であるわけですから

しかも方針としては、方針というかね、赤字出したらいけない、黒字も出すなと。とんとんでやれという

、 、 、ような こういう何か不思議な方法があっているわけですけれども かなり65億6,000万円以上もですね

起債額があるということで、願わくばぜひですね、県に対して県単位の広域化の水道行政に変えていった

らいかがかなと、そのことが市民負担にならないんじゃないのかと。３月の定例会でも申し上げたんです

が、那覇を中心とする地域、市町村に比べて、宮古の上水道料金、それに比例して取る下水道料金も高い

んですよ。ぜひご検討いただきたいと思っております。

市長から丁寧に伊良部島への送水のお答えをいただきましたけども、宮古島の本島から送ったほうがコ

スト的には安上がりということでありますが、既存の伊良部に今ある高度浄水処理施設は、どのように今

、 、 、 、後やっていくのかと 廃棄なのか 施設を使用するのか 併用なのかということももう少し詳しくですね

お答えをいただきたいと思っております。

教育行政についてであります。教育長からお答えいただきましたけども、地域の声はね、やはり統廃合

反対なんですね。こういう研究所の話もあります。当局は、児童生徒の数だけで適正規模ということです

けども、文部科学省のですね、附属機関であるベネッセ教育研究所というところでは、この小規模校のよ

さもこういうふうに評価しています。全教師と子供の関係が密になり、校長先生初め、全教師が子供のこ

とを知っておる。学習が遅れている児童への個別指導がしやすい。異年齢同士の子供の関係が密になり、

学校行事を通して全学年の交流が深まり、社会性がついてくる。児童一人一人が主人公として個性を発揮

できる。授業や行事の計画が立てやすい。学校行事や学習活動の際に、速やかに集合、活動、解散ができ

る。小規模校だからこそ教科の枠にとどまることなく、全人的な力、総合的な力、いわゆる生きる力を育

、 、 、てることにつながっていますと こういうことも言われていますのでね ぜひ十二分に検討されてですね

統廃合問題は行っていただきたいと思っております。

昭和54年に一時期鏡原小学校が廃校になるのは時間の問題じゃないかと言われた時期がありました。し

かし、今はですね、幼稚園児で37名、小学校で146名、計183名に増えております。市街地のドーナツ化現

象もあって、鏡原地域はマイホーム、マンションあるいはアパートと、いっぱい建っていることも理由で

すが、こういうふうにですね、時代の流れによっては逆に復活をし、増えるということもありますので、

統廃合の問題はですね、やはり保護者、地域住民、学校の先生方と十二分にですね、話し合いをされ、ま

たコンセンサスを得た上でですね、進めていただきたい。頭越しのですね、行政の強行的な統廃合という
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、 。 、 、のは やはり問題を残す 宮古島市の教育史に大きな汚点 禍根を残す結果にもなり得ると思いますので

ぜひ保護者との、あるいは住民とのコンセンサスを合意形成のもとで進めていただきたいと思っておりま

す。このことについては、再度教育長にご答弁をいただきたいと思います。

以上聞いて再度質問をさせていただきます。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦君）

上水道の広域化についてお答えをいたします。

沖縄県は、沖縄21世紀ビジョンというのを策定してありまして、その中にはこういうふうに書いてあり

ます。水道分野におけるユニバーサルサービスの向上に向け、水道の広域化に取り組むと明言しておりま

、 。すんで 広域化に向けて県に対しましてこの広域化を実施するよう強く働きかけてまいりたいと思います

伊良部の施設の処分については、部長より答弁させます。

◎副市長（長濱政治君）

国有地の問題でございますけども、今県と国が一緒になって行っております事業、前年度からやってお

ります事業に宮古島特定地域コミュニティ再構築活性化事業というのがありまして、七原と腰原に今コミ

ュニティセンターをつくっておりまして、当時の地主の皆様方のいわゆる慰謝事業として、コミュニティ

センターをつくって、地主としてはそのコミュニティセンターをつくるということで、一応は了解してい

るというのが事業でございまして、現在その耕作をしている方々の約７割が地主以外の方ということにな

っております。ただ、議員がご指摘のように国とか県に対して、農地を確保するために払い下げるための

要請をすべきではないかという提案がございました。その払い下げの要請ということにつきましては、こ

れまで耕作者の方々から払い下げの要望はまだ一度も出たことはございません。その辺の耕作者の皆様方

の考え方がもし出るんであれば、それを踏まえた上で検討していきたいというふうに思っております。

◎教育長（川上哲也君）

学校統廃合の件についての再質問にお答えいたします。

確かに小規模校においては、メリットはかなりございます。このことについては、我々は学校規模適正

化検討委員会で論議をうんと重ねていきたいと思います。議員ご指摘のとおり合意形成等もありますし、

それから生徒、保護者についてもアンケート調査をして、それを資料として議論を重ねて方針は決めてい

きたいと思います。

◎農林水産部長（平良哲則君）

農道の整備でありますが、農道の改良工事は議員指摘のとおり、現在土地改良事業の中でしかできませ

ん。そういうことで、農道の個別の補修につきましては、農業活動に支障を来している箇所、こういった

面を重点的に補修していきたいというふうに考えております。

◎建設部長（友利悦裕君）

市道の登記についてでありますが、市道の未買収道路用地については調査を行い、対処してまいりたい

と思っております。

◎上下水道部長（下地祥充君）

宮古島からの送水が開始されても、伊良部の膜処理施設は併用して使っていく考えでございます。

◎前里光恵君
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ご答弁ありがとうございます。小規模校を抱える地域、それから区民、保護者、親御さんというのは、

非常にこの統廃合問題を心配しております。また、議員の質問が新聞に載っていることもあって、来間島

からもわざわざ電話がありました。これ合併するとですね、統廃合が実現すると、子供たちにとっては通

学路の問題もあるんですね。かなり２倍、３倍、５倍、こういう親御さんの精神的、経済的負担というの

は大きいんです。ぜひ十二分に論議を尽くした上で、合意形成のもとで検討していただきたいと思ってお

ります。

自衛隊問題についても市長のコメントをいただきました。与那国町は、外間守吉町長が自衛隊誘致を防

衛省に対して要請しており、衆議院安全保障委員会の奥田委員長を初め、委員の皆さんが町長からの自衛

隊誘致要請についてできるだけ努力したいとの返事をしております。先島諸島の領有権をめぐっては、中

国も台湾も主張しており、せんだってもご承知のとおり中国のトロール漁船が尖閣諸島、久場島の沖の海

、 、 。上で 海上保安庁の巡視船に衝突したという事件も発生しており 大変憂慮すべき事態だと思っています

ちなみに防衛省は、27万1,024人おります。これは、2009年３月31日データです。防衛参事官、事務官等

２万2,721人、自衛官24万8,303人、年間予算４兆7,741億円、防衛省、自衛隊は日本の最大の公務員組織

であり、防衛省職員への給与は国家公務員の４割を占める、こういうことが実際あります。市長もこの宮

古島市への配備については、十分議論、論議を尽くすというお話でありますので、今後ともまた議会で我

々も尽くして、頑張っていきたいと思います。

以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎議長（下地 明君）

これで前里光恵君の質問は終了いたしました。

◎嘉手納 学君

眠たい時間になりますが、いま一度一緒に頑張っていきたいなと思っております。高校総体も無事終わ

りましてですね、お願いしたところ横断幕やのぼりもですね、数多くの旗を上げて、盛大に行われたんじ

ゃないかなと。この宮古島をこの美ら島というだけでもやっぱり本土の方に言わせると違った読み方だな

という印象でできるんじゃないかなと思っておりましたので、非常によかったなというふうに思っており

ますので、まずは皆さんお疲れさまというと同時に、高校生の皆さんに感謝をしたいなというふうに思っ

ております。

、 、 。それでは 一般質問通告書に沿ってですね 何点か質問をしていきたいなというふうに思っております

まず、観光行政について、宮古島の観光が最近では島田紳助氏のプロデュースしたテレビ番組等でも影響

もあり、例年よりですね、ホテルやそして観光業、レンタカー等においてもシーズンが長くなりそうであ

るというふうなことが言われております。伊良部大橋も約２年から２年半後の完成等へ向け工事が行われ

ておりますが、伊良部島には現在年間に３万人ないし４万人の観光客が訪れています。伊良部大橋完成後

には、宮古島市に約40万人と言われていますので、その約10倍の観光客が島の観光地を訪ねてきますが、

道路行政も含めながら、観光地の駐車場の整備については、今のうちから取り組まないと間に合わないも

のではないかというふうに思っています。特に私が心配しているのは、伊良部の浜は現在砂をかき分けた

だけの場所が駐車場としての代替をしていますが、大型バスが三、四台来ると、レンタカーをとめるスペ

ースはないし、地域の子供たちが夏休み等特にシーズンになると、自転車や徒歩で来ても危険性を感じる
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ときもあります。また、たまには四輪駆動のジープ等もですね、この伊良部の浜に乗り入れて、その風を

受けながら走るのも見られます。伊良部の浜は、環境的な見地から考えても、売店より奥には車を乗り入

れすべきではないと考えていますが、伊良部大橋完成後のシミュレーションをした場合、環境的にもそれ

は砂浜への影響も含めて早目の整備が必要だと考えます。行政の考え方を聞かせてください。

次に、トゥリバー地区でのホテルのその後の進捗状況はどうなっているのか。ホテル側からは何らかの

説明はないものか、それともあるのか、その時期において早めるか早めないのか、あとどのぐらいで着工

ができそうかということだけでももしわかれば聞かせてほしいなというふうに思っております。

次に、農業振興についてでありますが、今農業関係で農薬でプリンスベイト剤が夏植え、株出し等にお

いてもですね、発芽率が大変よいとのことであります。１つの要因は、ハリガネムシを防除することによ

り、夏植えの発芽率も株出しにも効果的であるというふうに聞いていますが、前年度と比べこのプリンス

ベイト剤への補助が少なく、農薬がいいものであることは知っていても、値段が高くて購入できないとい

うふうな農家の声があります。行政や製糖会社も推進しているのであれば、補助関係を充実して、農家の

手取り向上のためにも前年度並みに助成できるような検討はできないものか。今年も干ばつ対策がささや

かれ始めたころに台風が来て、伊良部地区では49日ぶりに降雨があり、枯れかけたサトウキビも息を吹き

返してくれました。そこでお聞きしますが、伊良部地域の貯水池、通称ため池は現在何カ所あり、使用可

能なものは何カ所あるのか。そして、修繕、大幅な改築工事の計画もあると聞いておりますが、どのよう

な形になっておるのか、ご説明を求めたいと思っております。

次に、平成21年度宮古島市一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金の運用状況審査意見書についてで

ありますが、監査委員と行政の見解ということであります。この中でですね、監査委員と行政の見解につ

いてのことですが、監査委員の決算審査意見書の中で、不適切な契約が見受けられたとか、適切ではない

とか判断される契約規則第32条及び契約約款第48条、事務処理要領第９条に抵触するものと判断されると

結論づけられていますが、監査委員は監査委員のご指摘の不適切な契約、適切な契約に抵触するとの見解

は決定的で違法であるとのことですか、明確なご答弁を求めたいと思います。

次に、担当部署にお伺いします。伊良部７号線改良工事（１工区）における契約事務の一部に不適切な

契約が見受けられた。今後契約規則や建設工事請負契約約款、工事請負約款における契約の保証に関する

事務要領などを再点検し、契約における公平性の確保や契約事務の適正化など、適正な対応を求めるとの

別紙に記述されていますが、どのように考えているのか。または、今後どのように対処していくのか、答

弁を求めます。

そして、平成22年３月26日に締結された工事変更契約書（第５回）の設計変更の理由は 「平成20年度、

繰越補助金請求の期日により、３月26日までに完成予定箇所の出来高分の数量について、数量及び請負額

の変更を行う 」としているが、補助金請求の期日によって契約規則や契約約款の適用が変わるものでは。

なく、万一、契約不履行等が発生した場合においては、契約規則や工事請負契約書、契約約款、事務処理

要領等に基づいて取り扱いがなされるべきであると別紙に記述されているが、このことについてもどのよ

うに考えているのか。

さらに、当該工事に係る工事変更契約（第５回）の法的根拠について、工事請負契約書第19条（設計図

書の変更）第１項及び第24条（請負代金額の変更方法等）第１項を適用して変更設計との契約金額の変更
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を行ったとしているが、そもそも履行期限内に工事の完了が見込めないからといって、市自らが契約履行

の到来日に出来高による契約額の減額変更契約を行うことは、契約規則第32条及び契約約款第46条、48条

に規定された履行遅滞における損害や契約不履行による契約の解除といった罰則規定を回避するもので、

工事請負契約の公平さを欠くものであると記述があるが、それについてもどう考えているのか。

それと、契約担当部署は、工期内の完成が困難なことが確実な状況になった場合、工事請負者の事情聴

取を行い、履行遅滞を理由とする契約解除か、契約約款第48条第２項の規定を適用した上で、事務処理要

領第９条ただし書きにより工事を完成させるか、いずれが適当だったか判断をすべきだったと思慮すると

記述されているが、これをどのように考えるのか。

このような契約の在り方は、今後の契約事務に大きな影響を及ぼすものであり、履行遅延や債務不履行

に対する取扱いについては、契約規則や契約約款、事務処理要領などを再点検し、契約における公平性の

確保や契約事務の適正化など、今後、適正な対応を求めるものであると記述しているが、これについても

答弁を求めます。

確約書の受け入れ根拠については、決算意見書の５事実の確認（５）で前述したとおり民法第415条及

び第416条を根拠とする損害賠償の受領としているが、債務不履行による損害賠償金とした場合、損害賠

償権は市長にあることから、請負業者が確約書で金額や期日を指定して支払うものではないと考えられる

と記述されているが、これについてはどう考えているのか。

伊良部７号線返納金として、平成22年５月24日及び平成22年６月10日付でそれぞれ3,000,000円が収納

、 、 。されているが 起票をされた収入については 返納金に該当しないものと判断されると記述されています

これについてどう考えているのか。

収入票における納入者が 「宗建設」となっているが、返納金の支払いにあたっては、請負業者（宗建、

設）から宮古島市長あてに委任状が提出されていることから、納入者は宮古島市長（下地敏彦）でなけれ

ばならないとの記述についてどうとらえているのか。

委任状に押印された市長印の根拠となる起案文書が確認されないとのことについてどう思いますか、答

弁を求めます。また、確約書で第１～２回納付日を平成22年５月31日までに、6,000,000円を支払うとし

ているが、3,000,000円について平成22年６月10日の納付となっている。また、６月１日から10日までの

履行遅延に対する取扱いが明確でないとのことについてどう考えているのか。

以上、答弁を聞いて再質問したいと思います。

◎市長（下地敏彦君）

トゥリバー地区のホテル建設の進捗状況についてお答えいたします。

トゥリバー地区用地売買契約は、平成19年９月４日に議決され、平成21年９月までにホテル建設工事を

着工する予定でした。ところが、アメリカのサブプライムローン等の金融危機による経済状況の悪化で、

平成20年11月に着工期限を２年間延伸する申請があり、市は同年12月に合意をいたしております。現在基

本計画を完了し、実施設計の段階であり、建設費等初期投資の圧縮を検討中というふうに連絡を受けてお

ります。

◎副市長（長濱政治君）

平成21年度宮古島市一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金の運用状況審査意見書について、監査委
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員と行政の見解についてお答えいたします。

まず、１番目です。契約における公平性の確保や契約事務の適正化など、適切な対応を求めると記述し

ていることについてどう思うかということについてお答えいたします。今回の伊良部７号線道路改良工事

（１工区）の変更契約につきましては、県の担当課とも協議を行いましたが、事故繰り越しができなかっ

たため、最大可能な範囲での工期を設定し、出来高による設計変更を行い、減額変更契約の手続を行いま

した。当該措置は、同工事が橋梁の下部工であったこと、平成20年度の繰り越し工事であったことからと

られたものであり、適切な判断であったと考えております。工事の変更契約は、それぞれの工事の内容や

現場の状況等を勘案し、適切に判断し、変更契約をとらなければならないと思います。今後とも工事の契

約につきましては、契約関係法令に基づいて進めていきたいと考えております。

あと２番目の万一契約不履行等が発生した場合においては、契約規則や工事請負契約書、契約約款、事

務処理要領等に基づいて取り扱われるべきであるということについての考え方です。契約関係法令等に基

づいて契約事務を行うのはもちろんであります。契約関係法令では、契約不履行等が発生した場合は、契

約を解除することができるという規定になっており、必ずしも解除する必要はなく、解除しなくてもいい

という発注者の裁量に任されている内容であり、解除しない選択肢を選んだところです。

それから、３番目の履行遅滞における損害や契約不履行による契約解除といった罰則規定を回避するも

ので、工事請負契約の公平さを欠くということについてお答えいたします。契約関係の法令では、契約を

解除することができると規定されており、解除しなくてもよいという選択肢もあります。この時点で契約

を解除し、損害賠償を請求すると、契約額8,412万3,900円の10％、841万2,390円を請求することになりま

す。しかし、新たに1,604万9,250円の残工事を発注することになり、損害賠償額との差額763万6,860円を

単費で負担することになります。契約を解除せずに残工事を当該業者と随意契約を行うと、業者が975万

2,400円を支払うことを約束していることから、実質的な単費は246万7,600円となります。つまり新たな

工事を発注したときと随意契約したときの単費を比較いたしますと、新たに工事を発注した場合のほうが

契約を解除してですね、516万9,260円の多くを負担することになります。そのため契約を解除せずに、下

部工残工事の効率的な完成を目指したものでございます。決して罰則規定を回避するものでも、工事請負

契約の公平さを欠くものでもないと考えております。

つまり損害賠償を請求して契約を解除した場合、新たな工事を発注しなければならない。その分の差額

分と契約を解除せずにそのまま随契でいった場合との市の負担、持ち出し分というふうなものを考えます

と、後者のほうですね、契約を解除せずに随契したほうが有利であるというふうに判断したところでござ

います。

それから、この業者につきましては、指名停止も行っておりまして、この業者のために便宜を図ったと

か、罰則を回避したというふうなこととは考えておりません。

次４番目、これも同じような内容なんですけども、履行遅滞を理由する契約解除か、それから事務処理

要領第９条ただし書きにより工事を完成するか、いずれが適当だったか判断すべきだったと思慮するとい

うことについての考え方です。工期内の完成が困難な場合は、契約関係法令では契約を解除することがで

きるのであり、解除しないのも一つの選択肢です。解除して損害賠償を請求したほうがよいのか、解除せ

ずに残工事を当該業者に完成させたほうがよいのかを考えて、市民に負担の少ないほうを選択したところ



- 143 -

です。必ず解除しなければならないわけでもなく、また解除した場合、市民に517万円の負担をかけなけ

ればならないことを考えますと、妥当な選択ではなかったかと考えております。

５番です。契約における公平性の確保や契約事務の適正化など、今後適正な対応を求めるものであると

いうことについての答弁です。当該工事は、橋梁工事の下部工であり、また平成20年度の繰り越し工事と

いうことで、契約解除せずに市民の負担の少ない方法で残工事を完成させたものであり、契約のあり方と

しては特殊な現場に対応するためにとられた措置であり、今後の契約事務に大きな影響を及ぼすものとは

考えておりません。

それから６番目です。債務不履行による損害賠償金とした場合、損害賠償権は市長にあることから、請

負業者が確約書で金額を指定して支払うものではないと考えられるというふうなことについてお答えしま

す。当該業者は、契約工期内に工事を完成させることができませんでした。発注者としましては、契約を

解除して損害賠償を請求しておりませんが、損害賠償権は発生しているものと考えられるとの顧問弁護士

、 、 。 、の見解であり 当該業者が確約書を提出したことは それを認めたものと理解しております 形式的には

当該業者が確約書に基づいて支払うことになっており、市長が損害賠償を請求しているわけではなく、特

に問題はないものと考えております。

７番目です。返納金として300万円が収納されているが、起票された収入については、返納金に該当し

ないものと判断されるということについてお答えいたします。確約書に基づいて当該業者から市に支払わ

れたお金については、領収通知書の納入金種別欄に返納金として記載いたしました。そのときは適切な表

現が思いつかなかったため、そのような記載になりました。監査委員指摘後に会計課とその取り扱いにつ

いて協議した結果、会計法上返納金はそぐわないということで、契約相手方が自主的に納付したそのもの

については、返納金はふさわしくないとのことであり、確約納付金と訂正したいと思います。

８番目です。返納金の支払いに当たって、請負業者から市長あての委任状が提出されていることから、

納入者は宮古島市長でなければならないとの記述についてお答えいたします。市長は、納入者の手続を行

うための委任であるとの解釈であり、工事完了請求における完成払い金は当該業者のものであるため、納

入者は当該業者で処理したところです。

９番目です。委任状に押印された市長印の根拠となる起案文書が確認されないということについてお答

えいたします。本委任状につきましては、４月20日付で当該業者より確約書とあわせていただきました。

本来同日付で市長印押印のための起案を行い、決裁後その委任状を添付して４月26日付で工事請負代金の

支出事務手続の執行伺を立てるべきでしたが、委任状の市長押印と工事請負代金の支出事務手続をあわせ

た日付の起案で決裁したため、内容が要領を得ないものとなり、市長印押印のための起案文書が明確でな

かったものと思います。担当者の起案は、委任状への市長印の押印も同書類で承認を得たと考えたようで

すが、担当課の勘違いによる文書作成ミスであり、今後はそういうことのないように十分注意を払って職

務に当たりたいと思います。

10番目です。５月31日までに600万円を支払うとしているが、300万円については平成22年６月10日の納

付となっている。６月10日までの履行遅滞に対する取り扱いが明確でないという質問についてお答えいた

します。確約書では、納付日を平成22年５月31日に設定し、600万円を支払うことになっておりますが、

うち300万円については、５月24日に納付されており、残り300万円についても６月10日付で納付されてお
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ります。６月10日納付分について、確約書の納付期日より10日ほど遅れておりますが、この納付金はあく

までも当該業者が自主的に確約納付するものであり、支払い期日が数日遅れたからといって、延滞金が発

生するものではないと考えております。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず１点目、農薬の助成でありますが、農薬の助成については、前年度国において農薬の50％助成があ

り、高率補助が実施されました。国の補助は、昨年１年限りであったため、市として本年度１億200万円

を予算措置してありますが、新農薬が高価なため、夏植え用は25％の助成であります。補助率が25％の場

合、新農薬を使用した農家の負担額は10アール当たり従来の農薬と比較して約5,000円の負担増になりま

すが、新農薬での実証の結果、収量で春植えで約１トン、それから夏植えで約３トンの収量増の結果が実

証されております。また、萌芽率が高く、株出しとなりますと、生産コストを大幅に上回る所得増が見込

まれるということで、生産農家のご理解をお願いしたいというふうに思っております。

次に、伊良部地域の貯水池、通称ため池は、現在何カ所あり、使用可能なもの、それから修繕計画等も

含めてどうなっているかということでありますが、伊良部地区の貯水池は24カ所設置されております。そ

の内訳は、構造改善かんがい排水事業で10カ所、県営かんがい排水事業で８カ所、団体営かんがい排水事

業で６カ所となっております。そのうち構造改善かんがい排水事業で整備した貯水池については、老朽化

が進んでおりまして、６カ所は修繕しておりますが、残り４カ所については今年度じゅうに整備する予定

であります。

それから、県営かんがい排水事業及び団体営かんがい排水事業で整備した貯水池、これは14カ所のうち

12カ所は利活用しておりますが、一部の貯水池は漏水があることや導水管が十分連結しないなどのため、

不備な池があり、残り２カ所も含めて早急に補修するよう県に要請しているというところであります。

◎伊良部支所長（長濱光雄君）

伊良部渡口の浜の駐車場の整備でございますが、渡口の浜の駐車場は乗用車が数台分駐車できるスペー

スしかございません。そのためレンタカーや大型バス等の多くの車は、道路部分に駐車しているのが現状

であります。伊良部大橋完成後は、観光客が大幅に増加することが予想され、駐車場の整備は必要である

と考えております。渡口の浜への進入道を含め、整備計画を策定し、計画的な整備をしてまいります。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

宮古島市建設工事請負契約約款及び伊良部７号線道路改良建設工事請負契約書第１条、総則、発注者及

び請負者はこの約款に従い、日本国の法令を遵守し、この契約を履行しなければならない。第２項に、請

負者は契約書記載の工事を契約書記載の工期内に完成し、工事目的物を甲に引き渡すものとし、甲はその

請負代金を支払うものとうたっております。当該工事は、履行期限内に工事が完成しておらず、明らかに

契約不履行に当たるものと判断しております 地方自治法第234条の２ 契約の履行の確保第２項では 普。 、 、「

通地方公共団体が契約の相手方をして契約保証金を納付させた場合において、契約の相手方が契約上の義

務を履行しないときは、その契約保証金は、当該普通地方公共団体に帰属するものとする。ただし、損害

の賠償又は違約金について契約で別段の定めをしたときは、その定めたところのよるものとする」と規定

されております。

この契約の履行を確保するため 宮古島市契約規則第26条 契約保証金では 契約と同時に契約額の100分、 、 、
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の10以上に相当する額の契約保証金の納付を義務づけており、宮古島市建設工事請負契約約款第４条、契

約の保証においても、契約保証金の納付や有価証券等の提供による保証を義務づけております。契約の履

行において、宮古島市建設工事請負契約約款第48条、甲の解除権第１項では 「乙がその責めに帰すべき、

事由により工期内に完成しないとき又は工期経過後相当の期間内に工事を完成する見込みが明らかにない

と認めるときは、市は契約を解除することができる」としており、その具体的な事務処理として、宮古島

市建設工事請負契約約款における契約の保証に関する事務処理要領第９条において 「速やかに工事請負、

契約の解除の手続を行い、それに伴う違約金の請求等の手続を行うものとする」と定めております。第２

項のただし書きでは 「工事経過後相当の期間内に工事を完成する見込みがあるときは、約款第46条第１、

項の規定により損害金を徴収して工事を完了させても差し支えないものとする」と明記されております。

この意見書では、この事務処理要領に沿って、工事を完成するべきだったと述べてあります。よって、契

約規則第32条、契約約款第48条及び事務処理要領第９条に抵触するものと判断いたしました。

◎嘉手納 学君

答弁ありがとうございました。まず、観光面でですね、伊良部地域においてはですね、今のうちに本当

にしっかりと環境的にも整備的にもですね、観光的にも地域にマッチした取り組みを大事にしながら、渡

口の浜をしっかり取り組んでいかなくちゃいけないんじゃないかなと、最近伊良部仲地700年祭の記念事

業でですね、宮古製糖株式会社を初め、各方面からの多大な協力のもとで乗瀬御嶽もすばらしく建てかえ

られました。渡口の浜には、この乗瀬御嶽の前を通らないと行けないわけでありますが、大分前は、以前

はですね、平良からの客船やカーフェリーもこの地域に、カーフェリーは長山でしたけど、客船はこの伊

良部の桟橋が拠点とされた場所であります。それゆえにこの御嶽は地域から神聖な場所としてあがめられ

てきましたし、現在でも年に何十回という祭り事や行事が行われている場所であります。伊良部大橋完成

後に特にこの渡口の浜の駐車場整備は大切で、地域の行事や祭り事にも影響が出ることは間違いないんじ

、 、 、ゃないかなというふうな形で 地域から心配する声がありますので 本当は伊良部大橋完成後ではなくて

今すぐにでも取り組んでいただかなくては間に合わないんじゃないかなというふうに思っております。

この問題は一応何回も質疑しているんですけど、なかなかそのメニューが見つからないということであ

りますけど、渡口の浜の砂浜とかですね、県のほうともしっかり相談して、一日も早い取り組みをしてほ

しいなというふうに思っております。

それと、確かにプリンスベイトですね、臨時緊急対策事業での補助があったかもしれませんが、農家は

それをちょっと把握していない部分もありまして、どうしても去年並みの補助がもらえるものだと、先に

予約していざ購入しようと行ってみると、前年度並みに購入できぬと。前年度１年だけの国の補助ではあ

ったんですけど、農家としてはやっぱりそれを今年ももらえるものと、前年度予約しちゃったからという

ことで、逆に予約をしていた数より減って買っていった方がたくさんあるということであります。できれ

ばですね、その臨時緊急対策的なものではなくて、今後やはり農家の所得向上とサトウキビのですね、増

産推進の面でも国等にも市長を初めとして要請してもいいんじゃないかなというふうに思っておりますの

で、取り組みのほうをお願いしたいと思っております。

貯水池の修繕点も含めですね、干ばつ対策に修繕改築は欠かせないものだというふうに思っていますの

で、取り組みをぜひお願いしたいなというふうに思っております。24カ所でしたか、今年度中に計画は幾
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つかあるということであります。ただですね、私は特に伊良部地域が悪いというふうな話も委員会でもあ

ったんですけどね、これはどこでも大体あることでですね、貯水池の周りで農薬をタンクに入れた後にで

、 、 。 、すね 農薬のポリ容器とか ポイ捨てが余りにも多過ぎるような気がするんですよ それに応じてですね

本当にそのポンプの故障とかも差し支えあるかもしれないし、そうじゃなくても、やはりマナーとしてで

すね、農薬を入れた後は自分で持ち帰って処分すべきものじゃないかなと、農家の皆さんにもその修繕等

も含めてポンプを修繕してほしい、ため池を使えるようにしてほしい、ちゃんとしてほしいというのも大

事なことであるかもしれないですが、また逆に言えば農家一人一人がマナーを守って、みんなの財産と思

って大事にすることも大事じゃないかなというふうに思っておりますので、ぜひお互いの義務と責任を果

たしながら、みんなのものとして、財産としてしっかりと持ち帰って処分してほしいなというふうに思っ

ております。

監査委員が契約規則第32条及び契約約款第48条、事務処理要領第９条に抵触するというふうにはっきり

申し上げておりますが、当局側は返納金に対しての変更と、そして文書ミスがあった部分は認めておりま

すが、それについてはちゃんとやってきたものじゃないかなというふうに一応答えているわけでですね、

平良隆議員の質問に対してですね、解釈するものというふうに話があったんですけど、解釈というのは物

の考え方が違うわけでですね、やはりそれを総括的に判断するというのは、私は監査委員がもちろん関係

法令、規則法令、約款に抵触するのはこういうふうにうたっているわけでありますが、その瑕疵があるも

のについてですね、じゃ議会として承認できないことになるというふうなことになるんじゃないかなと私

は思っております。

それについて監査委員としては、それは関係ないと思っているのかですね、議会の判断にゆだねること

だというふうに思っているのか、そこら辺について監査委員は提出するだけで自分は関係ないというふう

な形を休憩中言っていましたけど、その考えは今もそういうふうに思っているのかですね、また損害賠償

ですね、執行部は違法行為をし、市に損害を与えなかったのかとか、執行部は契約を解除して損害を求め

ることにより、解除せずに残工事を当該業者と随意契約したほうが市の負担は約517万円程度安くなって

いると言っているこの件は、当然監査委員は知っていたと私は思っております。知っている中でも、あく

までも市の行為は違法である。法令どおりすべきであるとの考え方、それも法令は契約期間に履行できな

いとの考え方なのか、その契約関係の法令は契約期間内に履行できないことを必ず解除して損害賠償すべ

きと定められているものではなく、契約を解除することができるというふうになっており、この工事のい

きさつとか、その内容によっては解除しなくてもいい発注者側の裁量に認められているというふうに思い

ますが、どうでしょうか。

そうであれば、違法と言えずまた不適切、抵触しているとかいった監査委員の指摘が私にはちょっと意

図がわからないと、何をいたしているものかなと。逆にあなたの解釈であれば、そうであれば私の解釈か

ら言えば、監査委員の結果が自分の所見だけじゃないかなというふうな部分もあります。やはり監査委員

の責任はそれだけ重要な仕事で、大事なことでないかなというふうにまた思っておりますが、もし解釈と

いう形で所見というふうな形であれば、これはちょっとおかしいんじゃないかなというふうに私は考えて

おりますが、今私が指摘したように解釈、このトータルを含めての部分の解釈であるのか、そしてその監

査委員はあくまでも議会に提示して、それはあと議会の問題であって、監査委員は関係ないというふうな
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形で考えているのかですね、再度答弁を聞いて再質問をしたいと思いますので、よろしくお願いします。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

私たちは、決算の審査に当たりましては、地方自治法第199条の第６項で、市長から地方公共団体の事

務の執行に関し監査の請求があったときは、その要求に係る事項について監査をしなければならない。そ

れに基づいて今嘉手納議員から解釈とか、抵触とか、所見とかいうお話がございましたが、これは私一人

でできるものではございません。これも地方自治法の第199条の第11項におきまして、監査委員の合議に

よって監査の結果に関する報告の決定をするようになっておりますので、この決算の審査に対する意見に

つきましては、監査委員２人で合議して決定したものでございます。そして、私たちは市長に監査結果の

報告をいたしますので、決算の認定につきましては、市長から認定として議会にお上げしますので、監査

委員がそのことについて、認定についてどうのこうの言える立場ではありません。

（ どうのこうの言っているじゃないの」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後２時40分）

再開します。

（再開＝午後２時40分）

◎嘉手納 学君

この監査結果をどうのこうの立場にないというふうに言っているんですけど、その意見書等を含めてで

すね、私はそうじゃないというふうに判断しております。もちろん監査委員は２人いますが、だけど、そ

の内容においてですね、やっぱり先ほど担当副市長が答えていたんですけど、皆さんも聞いてご存じのと

おり、法的には契約解除できるとか、すべきとか、いろいろあるんですけど、やはりそこにはしなくても

いいという解釈もあるわけですよね。そこにおいて、最後に述べたように、それをその工事ではそういう

ふうに勘案して、当局が裁量権でもって判断するということも私から見れば監査委員はそういうものも全

くそれは法的には認められないというふうに考えてですね、あくまでも一方通行的な自分の立場からの解

釈しかしていないんじゃないかなというふうに私は考えております。私のとらえ方でありますが、そこを

照らし合わせながら、監査であればそのときにどのような形で監査に入りながら、その監査の途中で指摘

をしながらそこを指摘して修正して監査報告して、議会に提出していくべきじゃないかなと。

、 、 。というのはですね これがもし不認定となった場合において 市民にやっぱり影響が出てくるわけです

監査委員が議会に上げて、それを議会が判断することであるとか、そういうふうな形でいう自体が私から

。 、 、すればちょっといかがなものかなというふうに思っております これは監査の仕事 そこに出してですね

そこまで責任を持ってやはりやらなくちゃいけないんじゃないかなと、その不認定、認定について、そし

てその後市民に影響を与えるということもあたかも関係ないような形でしか私にはとらえられません。自

分がやるべきことをやったというふうな思いかもしれないですけど、それは宮古島市の行政の中で監査を

する上で、そこに当局とも幾らかのもちろん指摘する部分は監査でありますから、指摘すべきものは指摘

すべきだというふうに思っているんですが、そこにおいてあくまでもですね、意図的に何かを探すような

形でやるのか、それとも指摘しながら監査をしっかりやっていくというのかですね、そこら辺にちょっと
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。 、 、違いがあるように私としては見受けています だから そこを監査の仕事をどういうふうにとらえるかは

それは監査委員の役目ですから、あなた方の仕事でそれは仕方がないというふうに思っておりますが、指

摘した以上はやっぱり特別監査なのか、そして普通の監査なのか、そしてそれに法的根拠にのっとったと

いって、そこでやはり専門弁護士ともそういう立場から照らし合わせながら考えて、そこをしっかりとや

っていくのが本来の筋じゃないかなというふうに私は思っております。

この監査結果においてですね、どうも納得いかないところがたくさんありますけど、この法に触れると

か、触れないとか、抵触するという、そこまで明言しておきながら、また私はそういう権利がないという

、 、 。のも矛盾しているようで それだから不認定にすべきであると 逆に答えるべきだと私は思っております

そこまで……

（ そんなことできない」の声あり）「

◎嘉手納 学君

今は私の一般質問ですから、それぐらい法的に根拠として出すんであれば、それぐらいは自信を持って

どこのどこが不適切だから、これは承認できない理由で僕は書いてきてもいいんじゃないかなというふう

に思っております。そこまで言っているのと私は一緒だと思っておりますので、そこら辺ですね、監査委

員としての責任も重大かつ大事じゃないかなと思っております。

以上で私の一般質問を終わります。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

私たちは、今回の決算の審査に当たりましては、これまでも申し上げていますように、基金の状況、そ

れから不納欠損、収入未済額の徴収の取り組み状況、それから検査規定による検査の実態、契約のあり方

等審査してまいりました。やはり膨大な事務量でございますので、それから抽出しまして審査をしてきま

した。今回の伊良部７号線の契約のあり方、状況につきましては、特異な状況ということで、今回決算の

審査の中で個別に取り上げた事項でございます。

それから、決算の認定につきましての関与につきましては、監査委員としてはできませんので、そのよ

うにご理解願いたいと思っております。

◎議長（下地 明君）

これで嘉手納学君の質問は終了いたしました。

◎嵩原 弘君

、 。少し笑顔が欲しい雰囲気でありますので ちょっと一月前を思い出していただければと思っております

８月31日何の日だったでしょうか。あの興南高校が夏の甲子園大会で全国優勝をなし遂げ、史上６校目の

。 。 、春夏連覇をなし遂げた日であります あれから一月になります 子供たちも元気で頑張っておりますので

どうぞまた議員の皆さん、執行部の皆さんもどうぞ元気よくまた宮古島市を発展させていただきたいと思

っております。今回少し私見が多目に入っておりますが、市長には誠意あるご答弁をお願いしたいと思っ

ております。

まず、祝福を申し上げたいと思います。先ほども申し上げましたけど、夏の甲子園大会で見事優勝し、

春夏連覇をなし遂げました興南高校の皆様に、心から祝福を申し上げたいと思います。興南高校の活躍に

沖縄県民はもとより、日本全国に感動を与えました。沖縄の輝かしい歴史に残った活躍は、後輩たちにも
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勇気と希望を与えた快挙であると思っております。また、宮古島からも一日も早く甲子園に出場するチー

ムがあらわれることを望んでやみません。

それでは、通告に従いまして９月定例会一般質問を行います。どうぞよろしくお願いします。

まず初めに、宮古島市過疎地域自立促進計画についてであります。本議会に提出された計画案は、合併

10年後を見据えた教育、福祉、そしてあらゆる産業及び各地区のさまざまな問題点をとらえ、その対策を

きめ細やかにあらゆる角度から市民生活向上へ向け取り組もうとする長期計画であると認識するものです

が、その中で集落の整備に関連するかと思いますので、これについて市長の考えをお伺いしたいと思いま

す。現況と問題点を見ますと、平良地区中心部を除き、各地区とも少子高齢化が目に見えて進み、核家族

化や若年層の人口流出に歯どめがかからない状況にあるとしています。これは、平良地区の中心部もです

ね、同じような状況だと思う。ですから、宮古島市全体が各地区とも少子高齢化が目に見えて進んでいる

という認識で、その計画をぜひ推進していただきたいと。子供の数が少なくなる中、本当に児童生徒数が

少なくなり、学校統廃合の問題が現実的な形で見えてきました。また、宮古圏域の高齢者数は、圏域人口

の約22％を占め、５人に１人が65歳以上の高齢社会となっており、各地域からは市営住宅の建設や老健施

設の不足、保育施設の整備の声が上がるも、なかなか市民の声にこたえ切れていないのが現状ではないで

しょうか。

ここに、去る８月24日付の宮古島警察署長の宮古島署だよりの投稿があります。その中で大変寂しい宮

古島の現実が書かれていますので、少し紹介したいと思いますが、昨日の佐久本洋介議員の質問の中でも

少しあったかと思いますが、昨年宮古島市において10件のひとり暮らしの高齢者が亡くなっていたようで

あります。今年は８月末、先月末で既に昨年を上回る12名のひとり暮らしのお年寄りが亡くなっていると

この宮古島警察署長の新聞投稿に書かれています。余りにも寂しく、悲しい現実がこの宮古島にあること

を知り、驚きを隠せないのは私一人だけではないと思います。以前は多くの家族が１つ屋根で生活して子

育てからお年寄りの世話も家族が中心になり、行っていた時代があったかと思います。しかしながら、現

在は家族とのつながりが薄れてきているのが現実としてあります。宮古島過疎地域自立促進計画が策定さ

れるに当たり、行政として真にこのような点も考えていただきたく取り上げた次第でありますが、現在宮

古島市には雇用拡大を目的に企業誘致奨励条例というのがあります。この条例は、新規や規模拡大で雇用

が見込まれる企業に対し、税の減免や補助を行うとなっているというふうに思いますが、このような特典

を各地区で２世帯住宅等で親と同居する市民に対し固定資産税等の減免支援策はできないものか。親と同

居することは、子育ての面からも、また高齢化対策の面からも、そして地域社会の伝統文化の面からも多

くのメリットが発生し、地域社会が元気を取り戻すのではないかと考えます。市として支援体制を整える

考えはないか、お伺いしたいと思います。

次に、ミュージックコンベンションアイランド宮古島構想についてであります。現在宮古島市は、スポ

ーツアイランド構想やエコアイランド宮古島等、さまざまな事業で圏域活性化に取り組み、高い評価を受

けております。これまで何かにつけお隣の石垣島、歌の島、音楽の島という形で宮古には音楽がないので

はないかと思われるような比較もされてきましたが、ご存じのとおり宮古島では民間主導での、特に若者

主導のミュージック活動が近年盛んに行われてきており、全国の若者が宮古島を注目し、また来島してい

ると聞きます。宮古民謡の伊良部トーガニ大会やなりやまあやぐ大会も年々盛んになり、参加者も全国区
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になりつつあると聞きます。また、注目すべきはこの宮古島に全国初のジュニアオーケストラが誕生した

ことであります。３年前に宮古島に移り住んだ天野ご夫妻の指導で結成されたとのことですが、わずか３

年で子供たちを指導、育成し、ジュニアオーケストラを結成しております。今年の夏休みには、宮古コン

サート、そして沖縄平和祈念館、そして東京武蔵野市でコンサートツアーを行い、全国のテレビニュース

でも紹介され、またＮＨＫのＦＭ放送でもその演奏は放送され、大変高い評価を受けたとのことでありま

す。

そこでお伺いいたしますが、スポーツアイランド、エコアイランドに続き、宮古島をミュージックコン

ベンションアイランドとして全国に発信し、新たな音楽文化を発信すべきではないかと考えます。市長の

考えを求めたいと思います。

次に 関連しますが 今年６月26日 27日に開催されました宮古アイランドロックフェスティバル2010に、 、 、

ついてであります。第６回の開催となった同イベントは、純粋に宮古の若者たちが企画、運営し、全国か

ら集客し、地域の経済活性化に大きく貢献しているのはご存じのことと思います。りゅうぎんの総合研究

所が今年のロックフェスティバルの経済効果について３億300万円との試算を去る８月31日に発表しまし

た。この経済効果は、トライアスロン大会に匹敵する経済効果ではないかと思っております。経済効果の

内訳は、運輸、宿泊、製造業から建設業及び商業、レジャー産業など多岐にわたり非常に高い経済効果が

、 。あると発表しており しかしながら今後の継続発展には行政のバックアップ継続が必要と提言しています

宮古島市は、今回初めて宮古アイランドロックフェスティバルに支援し、市長も参加したと聞いておりま

す。このように若者主導で始まったイベントが高い経済効果をもたらしていますが、市当局としてどのよ

うに評価しているのか、またこれからどのように支援をしていこうと考えているのか、お伺いしたいと思

います。

次に、教育振興についてお伺いいたします。宮古島市教育委員会組織規則第２条第２項には、教育委員

会の事務局は宮古島市城辺字福里600番地の１に置くとあります。いわゆる城辺庁舎で教育行政事務を行

、 。 、 、うことになっていますが 宮古島市立教育研究所が下地庁舎にあります 行政の連携 効率化のためにも

城辺庁舎に移動すべきではないかと考えますが、どのようにお考えでしょうか。また、下地庁舎にある理

由がありましたらお聞かせいただきたいと思います。そしてまた、城辺庁舎への移動は可能かどうかもあ

わせてお答えいただきたいと思っております。先ほど議員の皆さんに配られました宮古島市の教育という

この中にもですね、宮古島市教育委員会事務分掌の中にも、ちゃんと教育研究所は教育委員会の管理下に

あるというふうなものが書かれていますので、教育長の答弁を求めたいと思っております。

次に、旧下地町議会棟の有効利活用についてであります。先ほどミュージックコンベンションアイラン

ド宮古島構想について質問をいたしました。現在宮古島にはさまざまな音楽教室や合唱サークル、民謡ク

ラブ等があり、小中高での子供たちの音楽活動も活発で、全国大会でも数々の上位入賞を果たすなど、目

覚ましい活躍をされていることは、大変喜ばしいことであります。今日の新聞にも宮古高校の吹奏楽部の

金賞の記事が大きく出ておりました。読まれていらっしゃると思いますが、現在宮古島市には本格的なコ

ンサートや発表会をするための施設はマティダ市民劇場しかありません。座席数が約900席あり、大変立

派なホールでありますが、音楽教室やサークル等の発表会で必要とする小ホールとか、中ホール的な施設

が整備されていないと、そのような施設ができないものかとの声をよく聞きます。行政としても、市民の
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声に対応すべきことは重要かなと思いますが、調べましたところ旧下地町議会棟は、現在何にも利用され

ずそのままの状況にあります。そして、規模的にも150名から200名程度の収容は可能ではないかと、中ホ

ールとして活用できるのではないかと思っております。天井高も非常に高いですし、内装も音楽ホールと

してはすぐ利用できる施設じゃないかと考えております。音楽ホールとして有効利用する計画はできない

か、お伺いをしたいと思います。

次に、奨学金滞納問題についてであります。この９月10日議会始まりましてから報道ありましたけど、

何と128名の方々が計7,300万円の奨学資金を滞納しているという記事が載っております。最高滞納額は何

と230万円にもなると報じています。貸与された奨学金は市民の税金から捻出されており、優秀な学生を

支援し、地域社会に貢献できる人材を育成することをねらいとしており、奨学金を受ける方々は選ばれた

優秀な方々であると考えます。しかしながら、このような現実があることに市民はショックと怒りを覚え

る方々も少なくないと聞いております。悪く言えば金銭詐欺行為にも値するんじゃないかという方もいら

っしゃいます。神聖であるべき教育奨学金制度を悪用することは、決して許してはならず、教育委員会に

は早急に全額を回収し、次の世代の優秀な人材育成に活用すべきと考えます。

そこでお伺いいたしますが、宮古島市教育委員会には奨学資金はどのようなものがあるのか。そして、

受給資格はどのようになっているのか、お伺いしたいと思います。また、7,300万円の滞納者128名の方々

は、現在社会人としてどのような職業についているのか。調査資料があれば答弁を求めたいと思います。

また、宮古島島内在住者は何名か、また島外在住者は何名か、その調査はどのようになっているのか、お

伺いいたします。

、 。 、 。 、次に 都市計画についてであります まず初めに 宮古島市景観条例制定についてであります 合併し

宮古島市となり、５年目を迎えますが、合併前から今日に至るまで景観条例についての議論は少なかった

ように思います。なぜ今環境条例を制定しなければならないのか、条例設定の目的及び施行時期について

答弁を求めます。担当職員は、これまで伊良部地区、平良地区を初め、説明会を求める団体等への説明を

。 、 、行っております 私も参加いたしましたが 参加者の多くが石垣市での景観条例施行後経済投資が激減し

地域経済に大きな打撃を与えているということが宮古島でも発生するのではないかという心配をしており

ます。若者の雇用の拡大、新規企業の誘致は、圏域経済活性化に向け、常に取り組まなきゃならない課題

であります。先ほど嘉手納学議員のトゥリバーでのホテル建設についての質問もありましたが、この景観

条例を制定することが障害となることはないか危惧されるところであります。本当に必要な条例なのか、

、 。また市民の理解を得るため条例施行実施時期を引き延ばすことは可能かどうか お伺いしたいと思います

次に、公共下水道加入促進についてであります。新聞報道によれば、宮古島市の公共下水道の加入率は

56.9％、県内11市中９位の低水準となっています。飲料水、生活用水を100％地下水に頼り、観光産業の

目玉である海を汚染から守るためにも、公共下水道の整備が急がれる中、下水道整備地区内の加入率の低

さは、市民の環境意識の低さにあるのではないかと考えます。市は、無利子で30万円まで融資をしている

ようですが、制度利用者はごくわずかしかいないと報じています。市は、大きな予算を組み公共下水道を

整備し、市民に加入促進をＰＲしています。これまでの下水道課は、今年度４月１日より上下水道部とし

てスタートしました。水道局は、これまで水道料金未払いの場合、水道メーターをストップするなどの措

置をし、料金支払い後水道を接続するという強行手段もとってきました。下水道課も上下水道部の管理下
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にあります。公共下水道整備区域内にありながら未加入の一般住宅や事業所に対し、３年ないし５年ほど

の周知期間を置き、なお加入しなければ上水道をストップするなどのペナルティーを与える必要もあるの

ではないかと考えます。当局の見解を求めたいと思います。

次に、農業振興についてお伺いしたいと思います。マンゴーの出荷輸送体制についてであります。ご承

、 、 、知のように宮古島産マンゴーは 行政の積極的な指導や生産農家の懸命な努力により 栽培技術も高まり

県内、国内からも宮古島産マンゴーは高い評価を受けるほどに成長してまいりました。しかしながら、離

島というハンディは大変厳しい現実であり、生産農家の努力だけでは解決できる問題ではなく、県、宮古

島市の強力な行政のバックアップが必要であります。昨年、2009年マンゴーの生産は約350トン、今年は

約480トン、来年、2011年は生産量600トンを超えるのは間違いないとの試算があります。昨年から発生し

ました積み残しの問題は、今年も発生し、輸送体制の課題解決は喫緊の課題であります。今定例会一般質

問通告後、９月19日に宮古島産マンゴーの積み残し解消に向け実施した船舶航空複合輸送試験の結果が報

告されましたので、その報告内容も取り入れながら質問をしたいと思います。

まず初めに、マンゴー輸送について、船会社及び宅配業者と市はどこまで話し合われているのか、お伺

いしたいと思います。

次に、マンゴーの船便輸送の実証実験の農家への説明、指導はどのように行う予定なのか、お伺いした

いと思います。

県の複合輸送の試験報告では、船舶航空複合輸送は従来の航空輸送と同等の熟度で消費地に到着可能、

全果鮮紅色収穫果実と部分鮮紅色収穫果実の成熟後の品質に顕著な差異はないとしていますが、炭素病の

発生が確認されたとも報告しています。ご承知のようにマンゴー自体非常にデリケートな果物だけに、生

産農家は収穫や発送に非常に神経を使います。お客様のニーズ、要望は多種多様あり、また生産農家が独

自での市場開拓努力で東京の築地市場や大田市場を初め、大阪や九州の市場、また県内市場への出荷も大

量に出荷されています。特に市場へ出荷するマンゴー輸送は、航空輸送でなければならないと考えます。

、 。 、船舶輸送ですと 競り価格に大きく影響すると思えるからであります 今年も農園から出荷されてから三

四日、飛行場で不積み状態にあったとの報告もあります。当局におかれましては、このような現状を強く

認識していただき、宮古島に就航している航空会社２社に対し、マンゴー収穫ピーク時の増便要請を積極

的に行っていただきたいという思いであります。当局の前向きな答弁をいただきたいと思います。

以上、答弁をお聞きしましてからまた再質問したいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦君）

ミュージックコンベンションアイランド宮古島構想についてお答えをいたします。

スポーツアイランド構想と同様に、ミュージックコンベンションアイランド宮古島構想を掲げて、全国

に発信していくことは、観光振興の観点から必要であると考えております。東京や大阪で行われている沖

縄宮古観光感謝祭においては、宮古島で開催されている各種のイベントの写真やＤＶＤ等を展示、放映し

ており、各方面での旅行関係者へ周知を行っております。今後ともロックフェスティバルや美ぎ島ミュー

ジックコンベンションなど数千人規模が集うコンサートを支援するとともに、新たなイベントの開催に向

け、観光協会など関係機関と連携をしながら取り組んでまいります。

次に、宮古アイランドロックフェスティバルについてであります。ロックフェスティバルについては、
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これまで島外より延べ１万3,000人余の観光客動員を行った実績があり、経済効果は議員が指摘したとお

り大きなものがあると考えております。市といたしましても、運営費補助のみならず、人的、物的バック

アップも含め、積極的に支援をしてまいります。

次に、マンゴーの出荷輸送体制についてであります。マンゴー輸送について、船会社、宅配業者とどこ

まで話をしているかということでありますが、船舶でのマンゴー輸送について、船舶会社と協議をしたと

ころ、可能であるとの返事でしたが、輸送を行うに当たって、港でのコンテナの冷却用電源設備の整備が

必要であるということでした。また、宅配業者との具体的な話し合いは行っていませんが、輸送に当たっ

て生じるコスト、積載方法、横持ちなど、もろもろの課題の解決に向けた取り組みを行ってまいります。

現在マンゴーの出荷については、生産農家が個別に出荷しています。今後生産量が増加することが予測さ

れることから、集中的出荷を避け、計画的出荷体制を確立する必要があります。そのため生産農家による

出荷調整のための協議会を設置させるよう働きかけてまいります。

◎副市長（長濱政治君）

宮古島市過疎自立促進計画についてです。固定資産税の減免などの体制整備ができないかということで

ございますけれども、いわゆる地方税の減免の体制整備ということになるかと思うんですが、いわゆる法

律はもちろん国の所管でございまして、新たに固定資産税の減免などの体制整備を市独自で取り組むかと

いうことになりますと、非常に難しいものがございまして、現時点では考えていないというところが実情

でございます。

◎教育長（川上哲也君）

嵩原議員から教育振興について４本の質問がございました。私から旧下地町議会棟を音楽ホールとして

改築できないかということに答え、残りの質問については教育部長でお答えします。

旧下地町議会棟を音楽ホールとして改築するには、吸音設備、照明、音響等の設置工事が予想され、財

政的な計画も必要になります。それから、その施設の利用頻度、費用対効果、施設の管理、運営等を調査

して、果たして継続的に有効に利用されていくかを検討する必要もあります。今後音楽コンサート及び練

習等の場所としては、城辺の改善センター、各地区の公民館ホール、その他の社会教育施設等の利用をお

願いしたいと思います。

◎農林水産部長（平良哲則君）

マンゴーの出荷輸送体制について、マンゴーの船便輸送の実証試験を生産農家へどのように説明、指導

するかということでありますが、去った９月16日に宮古合同庁舎において宮古島産マンゴーの船舶航空複

合輸送試験の結果を踏まえて、県農業研究センターより報告がありました。この試験結果を踏まえて、こ

の課題、それから問題点を含めまして、マンゴー産地協議会から直接生産農家へは周知したいというふう

に考えております。

次に、マンゴーの輸送に対し、市として航空会社へ７月期の増便要請を積極的に行うべきではないかと

いうことでありますが、マンゴーの輸送は航空便で迅速に輸送することが望ましいということから、今後

。 、とも増便あるいは大型機の早期就航を積極的に働きかけていきたいというふうに思っております しかし

現状では航空便での輸送は限界にきておりまして、並行して船便での輸送体制にも取り組んでまいりたい

というふうに考えております。
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◎建設部長（友利悦裕君）

宮古島市景観条例制定について、１つ目の条例制定の目的及び実施時期について、２つ目、石垣市は条

例制定施行後経済投資が激減し、大きな打撃を受けたと聞くが、宮古島市に必要な条例か、また条例施行

時期を引き延ばすことは可能かとのご質問について一括してお答えいたします。

本市は、快適で美しい景観を守り、育て、創出し、地域の風土に適した魅力ある景観形成に努め、すぐ

れた景観を次世代に引き継ぐことを目的に、平成23年４月施行を目指し現在宮古島市景観計画及び宮古島

市景観条例策定作業に取り組んでおります。

次に、平成22年７月17日付沖縄タイムスの記事に八重山観光について、観光協会会員を対象に観光業績

に関する緊急アンケートの結果とその内容が掲載されております。それによると、回答した79％の会員が

前年比で業績が悪化したと感じています。その悪化の理由の一つとして、八重山までの航空運賃が高く、

石垣島の景観を無視した建造物やごみの多さなど、島を汚して清潔感がないということが挙げられており

ます。このことからも、島の経済に大きな影響を及ぼしているのは、島の景観を無視した無秩序な開発等

であると考えられます。本市は、石垣市などの事例を参考に、宮古島の経済を支えているのは宮古島の美

しい景観、歴史、風土であると考え、島の景観を守り、育て、創出し、すぐれた景観を次世代に引き継ぐ

ためにも景観条例は必要であると考えております。

◎教育部長（上地廣敏君）

まず、教育研究所の件でありますけれども、宮古島市立教育研究所の業務は、主に教育に関する調査及

び研究に関することや教職員の研修に関することであります。幼稚園、小学校、中学校やその教職員が対

象でありますので、なるべく平良地区に近いところにあることが望まれます。また、研究所に含まれる施

設に児童生徒の適応指導を行う「宮古島市立適応指導教室（まてぃだ教室 」と児童生徒、保護者、教職）

員等の教育相談を行う「宮古島市教育相談室」があります。まてぃだ教室は、何らかの心理的要因で学校

に行けない児童生徒が通いますが、そのほとんどが平良地区の児童生徒であります。また、教育相談室を

利用する児童生徒やその保護者、学校関係者もほとんど平良地区から来所しております。この２つの施設

も利用者の利便性を考慮し、なるべく平良地区に近いところにある方が望ましいと考えており、平良地区

に比較的近く、研究施設、適応指導教室、教育相談室が入れる施設ということでは、現在の下地庁舎が一

番適していると考えております。以上のことから研究所の移動については現在考えておりません。

それから、奨学金滞納問題の件でありますが、受給資格要件等どういったものがあるかということであ

りますが、まず本市の奨学資金については、毎年５月に「広報みやこじま」やマスコミ等を通じて募集を

行っております。本制度は、優秀なる学生で、経済的な理由により就学困難なものに対して奨学金を貸与

することにより、地域社会に貢献できる有為な人材を育成することを目的としており、宮古島市に居住す

る者の子であること。大学、短期大学、専門学校等に在学する者。経済的理由により就学が困難と認めら

れるものであることが受給資格要件となっております。なお、貸与額につきましては、月額県外３万円、

それから県内が２万円であります。返還につきましては、卒業後１年間据え置いて、その翌年から貸与額

の半額ずつを返還するというふうになっております。

また、その調査、いわゆる滞納している方の卒業後の追跡調査といいますか、連絡先などはどういうふ

うになっているのかということでありますが、まず担当課として、卒業後の就職先等につきましては、現
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在調査、聞き取りなどは行っておりませんので、全員について把握しておりません。また、連絡先調査に

つきましては、本人または保護者あての住所に文書を発送しております。文書が返送された場合において

は、家族や住民基本台帳システムにて移転先などを確認しているという状況であります。なお、島内及び

、 、 。島外別に何名いるかということについては 今確認をしておりますので 後ほどご報告したいと思います

◎上下水道部長（下地祥充君）

下水道整備地域にありながら未加入の事業所や住宅にペナルティーを科すべきでないかというご質問で

すけど、議員おっしゃるとおり下水道法第11条の３で、整備地域において３年以内に接続するよう規定さ

れています。しかしながら、罰則の規定はなく、ペナルティーを科すということはできません。加入促進

を図るため、議員おっしゃるとおりですね、１世帯当たり30万円を無利子で借り入れできる制度を創設し

てあることから、その利活用についてもっともっと市民にＰＲしてまいりたいと思います。

また、下水道料金の未払い等で水道をとめることができないかということですけど、これは水道法の中

でできないということになっております。

◎嵩原 弘君

。 、 、 、 、ご答弁ありがとうございました 前向きな答弁 後ろ向きな答弁 いろいろありましたけども 教育長

もう少し内容のある答弁を期待していた私が間違っていました。ご承知のとおりですね、沖縄県の今は南

城市というんですか、旧佐敷町にシュガーホールというのがあるのをご存じですよね。全国からそのシュ

ガーホールはいわゆる若手音楽家の登竜門ということで、いろんな有効活用され本当に費用対効果を何倍

も上回るような施設だと聞いております。ぜひですね、今ご承知のとおりいろんな時代でありまして、リ

ゾートウエディング、こういったものも新しい産業として定着してきていると思います。下地庁舎ででき

ないのであれば、市有地のどこかにですね、東京直行便でいろんな方々が来ているわけですので、宮古島

で発表会しようという流れが生まれるようなすばらしい施設を建設計画立てるのもひとついいんじゃない

かと思っております。別に答弁要りません。

それと、先ほど副市長に固定資産税という形での減免措置などのことについて答弁いただきました。私

が期待していたのは、いわゆる企業誘致奨励条例というのが宮古島市の条例の中にあります。これは、国

のいろんなものとは違って、宮古島市の定めた条例じゃないかなと思いますが、一個人に対してこういっ

たことができるのかどうかわかりませんけど、こういった形で実際私の知っている中にも親は上野にいな

がら、自分たちは学校を卒業して沖縄本島にいると。もう少しして帰りたいんだが、新しく土地を求めて

また家をつくるのにも金がかかると。できれば旧郡区の屋敷は広いところもたくさんあるわけですから、

そこでつくって生活するには何か支援策はないかという声などもあるわけですので、もしこれが企業誘致

奨励条例を参考にしてできるのであればという思いでこれを取り上げたわけです。なかなか特に昨日の下

地博盛議員の質問にもありましたように、いわゆる限界集落をどのように防いでいくかという一つのヒン

トになるんじゃないのかなという思いでお聞きしたわけですが、ぜひまた今日お答えいただかなくても結

構ですが、何らかの機会にまた取り上げてみたいなと思っております。

そして、ちょっとびっくりしたんですが、この奨学資金の滞納問題につきまして、教育長の答弁ではそ

、 、 、ういったいわゆる住まいだとか 職種というのが報告されていないというのは 怠慢とは申しませんけど

そういったのはある程度調査をしておくべきなのかなと。例えば国費でどこどこの医学部に行った人は、
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何カ年かはこういうふうに戻ってきて地元で医師不足の中勤務するというような規定があるというのも自

治医大かどこかにあるようなことも聞いていました。やはり貸与するからには、返してもらわなければ次

の世代の教育はできないわけですので、ぜひお願いしたいと思います。

そして、一つ答弁漏れたと思うんですが、奨学資金は宮古島市としてどのぐらい、何種類ぐらいあるの

かという通告もしてあったと思うんですが、その答弁をお聞きして、私の９月定例会一般質問を終わりた

いと思います。教育長まことにありがとうございました。

◎教育部長（上地廣敏君）

まず、宮古島市にあります奨学資金の貸与の件については、宮古島市奨学金貸与条例この１件でござい

ます。

それから、先ほどの島内、島外の人数でありますが、島内に37名いらっしゃるという現状、残り91名が

島外に住んでいるということになっております。

◎議長（下地 明君）

これで嵩原弘君の質問は終了いたしました。

◎高吉幸光君

公明党の高吉幸光です。休憩かなと思って、ちょっと油断をしておりました。それではですね、皆さん

質問の前にいろいろおっしゃっておりますけれども、私のほうからはですね、今年の９月１日にサラ金、

振り込め詐欺、ネット詐欺被害の悩みを抱えている若者がどこにも相談することなく事態を悪化させるケ

ースが増えているということで、宮古島のほうにですね、法テラス、日本司法支援センター、これ愛称と

して法テラスというふうにおっしゃっておりますけれども、こちらのほうが全国27番目の事務所として開

。 、 、設をされました またね 宮古島にはこれまで弁護する人は２人しかいらっしゃいませんでしたけれども

今回は１人、また来年の１月にはもう一人追加をされて、司法のですね、過疎対策業務に取り組んでいた

だけるということになりました。またね、そこの要請をしたところがですね、宮古毎日のほうからありま

したけれども、宮古島ひまわり基金法律事務所の要請を受けて実現をしたということですので、この尽力

をいただいた関係者の方、大変にありがとうございました。

それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。当局の真摯なご答弁をよろしくお願いを

いたします。

まずは、観光行政についてでありますけれども、まず１番目に海中公園についてであります。宮古島で

本格的な観光施設と言ってもいいと思いますけれども、狩俣地区に海中公園が明年誕生予定です。海中公

園担当からいただいた資料の設計図、また完成予想図を見るにつけ、これまで沖縄で唯一の海中展望塔ブ

セナ海中公園というのがありますけれども、そちらよりも随分すばらしい施設ができるんだなというふう

に感心をして見ております。今年の４月に私のほうもですね、そのブセナの海中公園のほうを視察をして

きましたけれども、あそこはですね、沖合のほうに出ていて、塔という形であるんですけれども、非常に

円筒となっていると。また、らせん階段でおりていく。行った当時がですね、雨が降っていて、人が少な

いのかなと思ったら、人もいっぱいいまして、逆に身動きがとれないぐらいあいている窓はどこかなと探

すぐらいのね、大勢の人がいらっしゃいましたけれども、ちょっと動き的に、動線的にすごく厳しいなと

いうふうな感想を持ちました。
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ですが、今回のですね、宮古島市の海中公園担当のほうからいただいた設計図のほうを見ると、沖合の

ほうではなく、下のほうに四角く、展示スペースもあるというような形でありまして、非常にブセナと比

べるとすごく広々とした印象を受けております。資料のタイムスケジュールによると、３月20日から25日

にオープンイベント、４月にオープンというふうになっておりますけれども、ということはオープンは４

月上旬だと思われますが、オープン日は現状として何日を予定しているのでしょうか。また、その中にオ

ープンに先立ってオープンイベントというふうにありますけれども、どのような企画をしているのか、教

えてください。

また、いろんなところに展示スペースもあるということですけれども、そちらについてですね、職員の

配置をすると思いますけれども、解説、また質問等もいろいろ観覧者からですね、あると思いますけれど

も、こちらの専門教育はどういうふうにするのか、またどういうふうにしていくのかということも教えて

ください。

、 、 。 、また こちらのほうもホームページとか マスコットキャラクターの準備をしているのかどうか また

これについてはですね、早目にちょっと準備をしたほうがいいのかなと、カウントダウンをしながら告知

をしていくという方法も非常にいいのかなというふうに思っております。

また、施設を建設するということはですね、環境に対して全く影響を与えないということはまず無理な

話ですから、我々が普通に遊ぶことでも環境に影響を与えるということもあると思います。また、環境に

対する影響を最小限にすることの努力をですね、惜しまないようにしていただきたいというふうによろし

くお願いをいたします。

また、資料のほうにですね、年間イベント計画等もありましたけれども、こちらのほうもですね、いろ

いろとまた後で質問させていただきたいなというふうに思いますけれども、いろんなイベントをまた企画

をしていただいて、年間を通してすき間のないようなことをしていかないとですね、この月だけ非常に集

客が大きいというふうになっていくと、非常に経営としてなかなか前向きにいかないのかなというふうに

思いますので、そちらのほうもご検討を願いたいというふうに思います。

次にですね、２番目の宮古島大使についてですけれども、市長はですね、３月定例会の砂川明寛議員の

質問に対しまして、現在宮古島大使設置要綱を策定中であります。その目的は、本市に理解と関心のある

方並びにゆかりのある方々などを観光大使として認証し、本市の観光広報活動を展開していただくことと

しております。活動内容としては、観光客の見込める都市圏において本市の自然、歴史、文化を初め、観

光や特産品等の魅力を広く広報するシンポジウム、その他観光振興に関する行事への出席を予定しており

ますと。平成22年度は５名の大使を認証する予定でありますというふうにご答弁をされましたが、その後

の人選状況はどうなっているか、教えていただきたいというふうに思います。

次に、３番目に宮古島フィルムオフィスについてでありますけれども、①ですけれども、ホームページ

上では2009年12月以降のロケーション実績がないが、実績はないのかというふうに質問を提出しましたと

ころ、ちょうどその日にですね、更新がされまして、見たらもう既に質問提出して帰ってきてホームペー

ジを見たら更新をされておりましたので、こちらについては割愛をさせていただきます。

それと２番目ですけれども、2009年から2011年の毎年12月にですね、ＮＨＫのスペシャルドラマという

ことで 「坂の上の雲」というのをやっております。こちらですけれども、全８巻今出ている本だそうで、
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すね。こちらがありますけれども 「坂の上の雲」は、司馬遼太郎が10年の歳月をかけ、明治という時代、

に立ち向かった同じ四国・松山出身の秋山真之・好古兄弟と正岡子規たちの青春群像を渾身の力で書き上

げた壮大な物語です。発行部数は1,800万部を超え、多くの日本人の心を動かした司馬遼太郎の代表作で

もあります。国民的文学とも言えるこの作品の映像化がＮＨＫに許されたのを機に、近代国家の第一歩を

記した明治という時代のエネルギーと苦悩をこれまでにないスケールのドラマとして描き、現代の日本人

に勇気と示唆を与える作品になることを願っていますというふうにありますけれども、こちらの中にです

ね、これは坂の上の雲の今回７巻ですけれども、出版されたときは全６巻だったので、最後の６巻目にあ

るんですけれども、宮古島の章がありまして、こちらのほうではですね、久松五勇士、これバルチック艦

隊の日本海海戦を最後に描くというふうな小説でありますので、そちらのことがですね、325ページから

364ページまで、約38ページにわたって割かれて、宮古島のこの久松五勇士の活躍が書かれております。

今年は、第２部の放送になるんですけれども、久松五勇士の放送があるとすれば、明年の12月になると思

いますけれども、ホームページをですね、ちょっと調べましたら、2010年にはクランクアップというふう

にあったので、こちらのほうのロケーションについての問い合わせなり、また協力なりの要請が来ている

かどうか、こちらの状況もしあるんであれば教えていただきたいというふうに思います。

続いてですね、農業行政についてですけれども、きのう平良隆議員からも少しありましたので、ちょっ

と視点を変えて質問をさせていただきたいというふうに思います。今年度で約１億5,000万円弱の滞納金

がですね、基盤整備事業の受益者負担分のですね、滞納金があるということですけれども、こちらの個人

のですね、滞納額、最高額は幾らなのか。また、その理由をもしわかるのであれば、それを教えていただ

きたい。また、それはどの地区の方なのかということを教えていただきたいと思います。その下のほうの

徴収業務に当たる職員に関しては、きのう答弁いただいておりますので、こちらについては割愛をさせて

いただきます。

以上、答弁をお聞きして再質問をしたいと思います。よろしくお願いをいたします。

◎議長（下地 明君）

答弁の前に、本日の会議時間は議事の都合により、これを延長いたします。

◎市長（下地敏彦君）

宮古島大使について、人選はどうなっているかということです。平成22年７月１日付で施行しました宮

古島大使設置要綱に基づきまして、各部署の統括課長を委員とした宮古島大使選定委員会を設置をいたし

。 、 。ました これまでに２回の選定委員会を開催し ８名の候補者に就任依頼を行っているところであります

今後承諾していただくと、宮古島大使として各方面で宮古島の魅力を広く宣伝していただくことになりま

す。現在承諾をいただいている最中ということで、それが確定次第公表したいと思います。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず１点目、海中公園についてでありますが、１つ目に、オープンの日はいつかということであります

が、これは予定どおり平成23年４月を予定しております。オープニングイベントでありますが、これにつ

きましては、３月の末を予定しておりまして、内容についてはこれから具体化していきます。

それから、職員配置等の専門教育ということでありますが、これにつきましては、これも管理運営会社

が行うことでありますが、研修等の計画はあるということであります。
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それから、ホームページやマスコットキャラの準備でありますが、ホームページに関しましては、現在

記載内容について詰めを行っている段階であります。それから、マスコットキャラにつきましては、今後

の運営状況を見て考えたいということになっております。

それから、基盤整備事業の農家負担金の未納でありますが、これについて今ですね、地区別の資料は持

っているんですが、個人別を今持っておりませんので、後ほど報告します。

◎観光商工局長（奥原一秀君）

観光行政についてお答えをいたします。

まず、ホームページの更新に関しましては、議員大変失礼をいたしまして、今後支援終了後に随時更新

をしていきたいと思っておりますので、ご了解いただきたいと思います。よろしくお願いします。

次に、ＮＨＫからの問い合わせの件でございますけども、今のところロケハンの問い合わせはまだ来て

おりません。もし問い合わせがありましたら、積極的に支援をしていきたいと考えております。よろしく

お願いします。

◎高吉幸光君

ご答弁ありがとうございました。明快なご答弁でありましたので、再質問はありませんけれども、所見

を述べながら締めたいというふうに思います。

まず、海中公園についてでありますけれども、いろいろなところからですね、これに期待するところが

ありますけれども、オープン日、またイベントについてですね、私としてはですね、テレビ等でもいろい

ろ活躍をされている東京海洋大学の客員准教授をやられておりますさかなクン、ハコフグの帽子をかぶっ

た方ですね、非常に明るいキャラクターで子供たちにも人気があるということですので、こちらを招聘を

してですね、何かオープニングイベントのときにいろいろしゃべっていただいたり、講義というか、子供

たちを集めて楽しい講義をしたらどうかなというふうに思っております。また、タレント活動をしている

ため、スケジュール押さえるのが大変かと思いますけれども、本当にこれ早急に押さえられるんであれば

押さえていただいて、オープニングじゃなくても構わないんですけれども、年に１回来ていただいて、特

別講習としてやっていただくとか、そういったこともやっていただけたらなというふうに思いますし、ま

たこのさかなクンはですね、イラストレーターという肩書もありますので、非常に絵もうまくてですね、

味のある絵をかいております。このさかなクンのホームページにいきますと、イラストの紹介もあるんで

すけれども、ページを見ていたら六十何ページまでありまして、それ１ページにつき十幾つイラストが掲

載をされておりまして、非常に味のある絵だなというふうに思っております。また、魚の生態についても

ね、客員教授ということですので、専門家でありますし、展示スペースの中でのいろんな解説というのが

アナウンスで流れるというふうに思いますけれども、こちらのほうの紹介の例えばナレーションをさかな

クンにしていただくとか、それを定期的に更新をするような形での楽しい解説をできるように、また子供

たちがもう一回来たい、もう一回行きたいというふうに思えるような施設にですね、していただくという

のが私からのお願いであります。

また、オープニングに先立ってマスコミのプレスリリース用の日程をとっていただいて、まずいろんな

ところに声をかけていただいて、その施設、またその内容を含めてオープンに先立っていろんなところで

告知をしていくような形をとっていかないと、非常に大変かなというふうに思っております。
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また、ホームページについては、今現在詰めの段階というふうに思いますけれども、例えばですね、い

ろんなホームページをネット上で見るんですけれども、あっちも準備中、こっちも準備中というふうにな

っていくとですね、まだやっていないのかと。ちょっと見る気持ちがね、ちょっとうせたりする場合もあ

りますけれども、本当にオープンの１カ月ぐらい前までにはきちんとでき上がっていて、例えばウエブカ

メラで今の現在の状況が24時間見れるとかですね、またカウントダウンに向けていろんなものを募集して

いく、例えばキャラクターですとか、いろんな海中公園についての名称を募集するとかですね、いろんな

告知するイベントをもって準備をと、その当日には100％で迎えられるような状態にしていただきたいな

というふうに思います。

また、キャラクターについてはですね、なかなかいろんなアイデアがあるかと思いますけれども、市の

キャラクターであるみーや、マンゴーを持っておりますね。例えばオープニングのときにはここに魚の縫

いぐるみを持っているとかですね、例えば牛まつりの場合にはここに牛の縫いぐるみを持つか、肉の縫い

ぐるみを持つか、そういうふうな形でもおもしろいのかなと、いろんなまた今度これをグッズとしてつく

っていっても、またみーやというキャラクターはですね、非常に子供たちや周りからも受けがいいキャラ

クターですので、こちらもね、グッズとして展開をしていくというのも非常に大事かなというふうに思っ

ております。

また、年間イベント計画についてもありますけれども、先ほどちょっと言いかけてしまいましたけれど

も、計画の内容を見るとですね、非常に割とありきたりな部分があるなというふうに思っておりまして、

例えば施設としては１日就業時間があるわけですけれども、夜の観察会、例えばですね、その日だけちょ

っとライトをつけてもらって、魚を集めてもらえるような夜の観察会を企画してみたり、また各小中学校

あたりでもいいんですけれども、年中行事にそちらの観察会なり何なりに組み込んでいただくとか、また

例えば写生大会の開催、またそのできた絵の展示会、また写真でもいいですし、そういうふうな非常に周

り、子供たちを含めた中での連動していくというふうなのがまたその子供たちが中学生、高校生、大人に

なって、また自分の子供たちを連れていけるようなそのサイクルをですね、十分につくっていくような施

設経営をしていっていただきたいなというふうに思います。

また、フィルムオフィスとしてもロケーションの場所として提供していくというふうに思いますけれど

も、オープンからしばらくして、特に宮古の人間というのは、新しいものにわっと行って、わっと引いて

いくというふうな傾向が非常にあります。ブームとしての物珍しさも手伝って集客ができますけれども、

、 、 、ブームが去って落ちついた後集客が落ちていくと 常に緊張感と新しいイベント また創意工夫を持って

一歩先、一歩先を見越していかないと大変だなというふうに思っております。また、その努力をですね、

怠らないようによろしくお願いをいたします。

また、フィルムオフィスについてはですね、坂の上の雲のロケハンの要請はないということではありま

すけれども、今龍馬伝が大河ドラマとしてやっておりますけれども、私が12年住んでいた東京の品川の立

会川というところがありますけれども、こちらは近所にですね、土佐藩邸があったというだけで今龍馬の

まちということで今盛り上がりをしております。最近もちょっとテレビでやっていたんですけれども、土

佐藩邸のその近くには浜川砲台跡というのがあるんですけれども、こちらで黒船を見たかもしれないとい

う、それだけで龍馬のまちというふうに名乗っているんですね。今回坂の上の雲の中で出てくる久松五勇
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士というのは歌にもなりましたし、いろんなところでまた宮古島のあららがまという魂の叫びを持つ非常

に英雄でもありますから、またこれを機にですね、久松五勇士でまたまちおこし、島おこしをしていける

のではないかというふうに、そのいいチャンスではというふうに思っております。

また、先ほどもいろんなところで話が出ていましたけれども、島田紳助のプロデュースのね、番組があ

ります。島田紳助を観光大使にというふうな話もですね、市民からはありましたけれども、昨日からのニ

ュースでね、ちょっといろんな問題が裁判の件がありましたので、これはちょっと無理だなというふうに

思っておりますけれども、また逆にそこで現場で活躍しているレギュラーをですね、何かそういうふうな

特別な観光大使にできないかなというふうな話も出てきて、市民の方からお願いをされたりもしておりま

すけれども、本当にそういうふうないろんな大使、またこれから人選８名の方に依頼をしているというこ

とですので、こちらの方はね、非常に快諾をしていただいて、宮古島の発展のために活躍していただける

ことを非常に願っております。

また、滞納のほうですけれども、こちらのほうちょっと金額、最高金額わからないというふうな話があ

ります。本当にですね、経済的に苦しくて払えない方もいらっしゃるというふうに伺ってはいますけれど

も、また圃場のですね、名義、また耕作者が違う場合があります。そういうふうな形で、滞納を免れてい

るという方もいるというふうに聞いております。その金額が非常に大きいというふうな話も聞いてはいる

んですけれども、そちらのほうをですね、少し調べていただいて、本当に払えないのか、また払わないの

か。その滞納の状況というのは払えないというのは、これは仕方がない状況でありますけれども、あくま

でも払わないというふうな方に対しては、厳しい姿勢をもって取り立てていかないといけないというふう

に思います。

私もですね、県の嘱託員として、各農家へいろんな事業の説明に伺った覚えがありますけれども、非常

にですね、私自体がまた高吉という名字でありますから、ちょっと内地カーギをして、内地名でというふ

うな、おじーおばーもですね、一生懸命標準語でしゃべろうとするんですけれども、大丈夫よ、方言はし

ゃべれんけど、私は方言聞けるからと言った瞬間に安心をして心を開いてしゃべってくれるということも

よくありました。また、非常に対応の厳しいところについてはですね、地域のまた有力者、また土地改良

区の役員等と一緒にですね、伺ってお話をしたところ、非常にいい対応になったり、また協力をしていた

だいたりというふうな経緯があります。また、この徴収業務非常に大変ではありますけれども、地域ので

すね、そういった方の協力も仰ぎながら徴収をしていく。滞納がいっぱいあるということは、それだけ負

担がかかっているということですから、こちらについても厳しい姿勢で臨んでいってほしいというふうに

思います。

それでは、以上をもちまして９月定例会の私の一般質問を終わらせていただきます。大変にありがとう

ございました。

◎農林水産部長（平良哲則君）

先ほど答弁できなかった部分を答弁いたします。

土地改良事業の負担金で、個人の滞納分の最高額でありますが、これは平成５年から平成８年の分であ

りまして、額が333万4,531円であります。現在これにつきましては、額が高額ということで、一括で支払

いができませんので、分割で支払うということで、今協議中であります。



- 162 -

◎議長（下地 明君）

これで高吉幸光君の質問は終了いたしました。

（ 休憩」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩し、４時15分から再開します。

（休憩＝午後３時59分）

再開します。

（再開＝午後４時16分）

休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。

質問の発言を許します。

◎新城元吉君

５点ばかり通告してありますので、順を追って一般質問をいたしたいと思います。きのうやってきたデ

ィフェンダーがまだ帰らずにいます。もう本当に復帰後ああいう船が先島に来たのはこれで３度目だと。

３年間の間に３度目。復帰後かなりの年数たっているんですよ。アメリカ艦隊が堂々と乗り込んでくるの

は初めてじゃないかとびっくりしています。本来ならば黒船がやってきたぐらいの感覚で受けとめなけり

ゃいけないんですけど、どういうわけだか静かになえいでいる感じであります。

じゃ、一般質問いたします。まず、通告してあります宮古島へのですね、陸上自衛隊の配備計画につい

てであります。防衛省は、宮古島や石垣島に陸上自衛隊の国境警備隊を数百人、５ないし８年後をめどに

段階的に配備する方向で検討しているということが７月19日に防衛省の幹部において明らかになったとい

うことが報道されていますが、市長はこの計画にどのような見解をお持ちなのか伺います。

２点目、そしてこの計画についてですね、どの程度の情報を得ているのか。また、情報の収集にどのよ

うに動いていられるのか。さらには、同計画に対して、配備計画です。関心があるのかないのか、明確に

お答えを求めます。

３番目に、加えてですね、この配備計画が具体的に動き出すとき、この問題に宮古島市長としてどのよ

うに対処なされようと思っていられるのか。その存念をぜひ市民に向けてお聞かせ願いたい。

４番目、このようにですね、先島地域への軍備の配置や軍事的関心事の中にあって、市民が何よりも心

配しているのは下地島空港の軍事利用であります。すぐにでも利用可能な下地島空港を抱える宮古島の市

民としては、この空港がなし崩し的に軍事利用されるのではないかといつも心配している中、こういうよ

、 、 、うな配備計画が発表されたりしますと あるいは米軍機がやってこようとしたり 掃海艇が来たりすると

ますますですね、下地島が軍事利用されるんじゃないかという心配が本当に切実に迫ってくるような事態

になっているんじゃないかと思うわけです。この軍事利用が具体的に迫った場合、市長はどのようにして

こういう下地島の軍事利用に対してですね、どういう受けとめ方をして、どのようにして市民のためにこ

れに対処しようとなさろうと思っているのかもお伺いします。

次に、第２点目、米軍機の宮古空港飛来未遂事件、事務局から未遂というのはおかしいんじゃないとい

うあれがあったんですけど、これはまさに台風のせいで未遂に終わったわけですから、これなし遂げるは

ずだったんです、飛来はですね。そういうわけで、こういうふうに通告いたしてあります。アメリカ海軍
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のですね、第７艦隊の音楽隊が宮古島市マティダ市民劇場で９月５日に演奏会を計画して、軍用機で音楽

隊を輸送して、宮古空港を利用しようとする勝手きわまる事件が台風の接近のおかげで未遂に終わったこ

とがありました。アメリカ海軍は、宮古空港を管理する県に対して、９月３日に宮古空港をＣ―９輸送機

を着陸させ、５、６日の両日利用したいと届け出、県は直ちに緊急やむを得ない場合を除き自粛すべきだ

と要請した経緯がありました。台風がなければ恐らく強引に軍事利用のならしのためになし遂げられたで

あろうと思われます。しかし、12月には再度この米軍の音楽隊が演奏会を催すということが報じられてい

ます。そこで、市長にお尋ねします。米軍機の宮古空港の利用についてですね、どのような見解をお持ち

ですか。

、 。 。 、２番 なぜ米海軍第７艦隊音楽隊の演奏会を受け入れたのか いつごろ打診があったのか というのは

これはこの打診は以前にあったから我々が知り得た９月３日よりもずっと以前にこの打診があったから、

、 。マティダ劇場を貸すという許可をしたのではないかと思われるから なぜ音楽隊の演奏を受け入れたのか

そして、いつごろ打診があったのか。市民のためのマティダ劇場の使用をなぜ許可したのかの点について

見解を伺いたい。

３番目に、12月に延期された米軍飛来機による演奏会がまたやってくる。12月にやってきます。受け入

れるとするなら、なぜ市民警戒感の中、あえて受け入れるのか。12月に受け入れますかということも明確

に答えてくださいね。

次に 大きい３番目 伊良部７号線道路改良工事 １工区 についてお伺いをします これは 平成21年、 、 （ ） 。 、

度の歳入歳出決算書の総務財政委員会における審議審査の過程の中で、伊良部７号線について宮古島市監

査委員の決算審査意見書と担当部局との意見の相違点が浮き彫りになりました。特に監査委員の審査結果

について、重点的にわかりやすくお願いを求めたいわけですけど、今なぜ３月、６月、９月と伊良部７号

線の問題がしょっちゅう議会で取り上げられているのか。全くわけがわからないけど、わかるように説明

してほしいという要望が多々ありました。ですから、あえて宮古島市民にわかるようにですね、なぜ伊良

部７号線がこういった問題になっているかということを監査委員のほうから詳しく、わかりやすく、手短

に説明してもらえませんでしょうか。

次に、合併５周年を検証することについてと通告してありますが、私はこれを重点的に本当は聞きたい

。 、 、 。 、わけです 市長はいろんな行事をですね 合併５周年に向けて計画し また既にやっております しかし

５年たってみて、果たして合併のときに約束した地域住民と反対の中をあえて、合併反対が多かったのに

何で合併したのかということを今よく聞かれますけど、合併５年をたってみて、振り返ってみてですね、

５周年を祝う気になれるのかなれないのか、市民は非常に戸惑っているわけです。そういう中で、５周年

の行事をいろいろ企画しているわけでございます、市長はですね。ですから、その中で特にその地域の活

性化はその後本当に実現しているのか。それから、財政はどうなっているのか。住民サービス、それから

地域間格差、これがどうなっているか。これについてはですね、私たちは私は旧城辺町出身ですから、議

員になるについてこれを公約にして当選してきましたので、ぜひこれについてはですね、毎回述べなけれ

ばならない宿命にあります。よく聞かれるんですよ。なぜ庁舎ががらあきなのかとかですね、だから牛を

飼えといった最初のあれも、あれは住民が本当にぜひ言ってくれというんで申し上げたんです。そういう

ぐあいにですね、非常に合併後の５周年たっていろんな問題がその地域にあってはクローズアップされて
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きているわけですよ。ですから、そういう中でこの地域活性化、財政、住民サービス、地域間格差につい

て、市長の見解を伺いたい。そして、今後これらの問題を踏まえてですね、宮古島の将来はどうなるか。

その希望ある見解も聞かせてもらいたい。

５番目に、税徴収についてであります。これは、市民からの切実な訴えで取り上げるんですけど、実は

ですね、国保税、市税徴収については、本市は自主納付の形をとっている。市民が期限内に納付をしたの

に、呼び出し状が来たと。私は、税金を納めたと抗議をしたら、今度はおわび状を持ってきたと。実際こ

、 。 、ういうのが来たというわけで 私は相談に応じました そうしたら呼び出し状はいついつまで面会に来い

また払わなければ財産を差し押さえるとか、こういうことを書いてある。納税した人はびっくりするわけ

ですよね。おわび状はすぐに来て、この名前、何々さんに大変ご迷惑をかけましたというこの名前の行間

にですね、名前を入れるようにあいているわけです。そうすると、これを見ますと、かなりの数の事務ミ

スがあったんじゃないかと想像できたので、これをあえて聞くわけです。ですから、税の徴収について、

国保税、市税に絞ってですね、こういうような事務ミスによる納入したのに納入していないというような

催促、督促、呼び出しをした件数が何件あるか、お尋ねをします。

また、再質問いたしたいと思います。

◎市長（下地敏彦君）

宮古島市への自衛隊配備計画について、市長の見解をということであります。

自衛隊の宮古島市への新たな配備については、マスコミ報道で知る限りであり、現段階においても直接

的に何も聞いておりません。国防上どうしても必要というなら、十分論議をする余地はあるというふうに

思っております。

配備についてどの程度の情報を得ているかということですが、政府から特に連絡はございません。

配備計画が具体化する場合に、どのように対処するかということでありますが、これも今申し上げたと

おり、国防上どうしても必要というなら、十分論議をしていくべきだと考えております。

下地島空港の軍事利用についての見解ですが、これまでも申し上げてきたとおりであります。下地島空

、 、 。 、港は 県管理の空港であり 県はこれまで屋良覚書に沿って対処するとしています 市といたしましては

下地島空港利活用計画書に沿って、平和利用と地域振興という２つの基本理念により、利活用を進めてま

いる考えには変わりはありません。

次に、米軍機の宮古空港飛来についてであります。宮古空港は、民間航空機の運航を目的として設置さ

れた空港であり、民間航空機の円滑かつ安全な運航を確保する観点から、緊急時のやむを得ない場合を除

いては、米軍機の宮古空港使用は切に自粛してもらいたいと考えております。そのことから、９月３日に

米軍が宮古空港を使用することの通知が県からあった際に、自粛してもらいたいとのコメントを発表した

ところであります。

次に、合併５周年を迎えて、財政、住民サービス、地域間格差についての見解であります。合併５周年

を検証しまして、まず財政についてであります。合併直後宮古島市は国保、下水道、港湾の特別会計にお

いて、50億円余りの財政赤字を抱え、危機的な状況にありました。そのため職員の意識改革や組織機構の

スリム化など、財政健全化に向けた取り組みを徹底した結果、すべての赤字が解消され、また平成20年度

からは数億円単位で財政調整基金の積み増しができるまでに健全化をしております。住民サービスの向上
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及び地域の活性化についてでありますが、農水産業の振興を図るため、国庫補助事業を積極的に導入し、

整備を促進するとともに、財政が厳しい中にあっても、市単独の補助金を設け、農水産業振興を図ってま

いりました。また、本市はトライアスロンを初め、イベントの開催による活性化を積極的に進めておりま

すが、合併後もツール・ド・宮古島やロックフェスティバル、ミュージックコンベンションなどのビッグ

イベントが新たに開催され、活気ある島づくりと住民生活の向上に大きく貢献をいたしております。

、 、このように官民による活性化への取り組みが進む一方で 地域においては合併により活気がなくなった

あるいは支所機能の縮小によりサービスが低下しているとの意見が寄せられていることから、今後は地域

ニーズにこたえられるよう、地域審議会等の意見交換を積極的に進め、地域の活性化を促進してまいりた

いと考えております。

宮古島市の将来像についてでありますが、大きなくくりとして、農業と環境、そして観光産業の３つの

分野が結びつく循環型社会の構築にあると考えております。現在循環型社会の構築に向け、サトウキビの

増産、エコアイランドづくり、観光施設の整備等を進めており、これらを実現することにより、島の特性

。 、 、を生かした循環型の経済振興が図られるものと考えております また 島の均衡ある発展を実現するには

行政のみならず地域の主体的な取り組みが不可欠であります。今後は、地域の主体的な取り組みや活動を

促進するため、現在の地域づくり補助金のあり方を見直し、効果的な支援体制の中で地域の活性化を図っ

てまいりたいと考えております。

（ 休憩」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後４時36分）

再開します。

（再開＝午後４時37分）

◎総務部長（砂川正吉君）

税徴収に関しまして、呼び出し状とか、わび状とかという事例が何件あるのかというご質問がございま

した。市税の徴収業務の中では、議員ご指摘の事例はございません。あくまで市税です。ただ、督促状の

行き違いというのはたまには出てまいります。なぜかというと、銀行収納あるいは電算の収納システムの

関係で、数日間の期間がありますから、それとのずれというものがたまには出てきます。ただ、その件で

トラブルが発生したということはございません。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

国保特別会計における呼び出し状、それからおわび状の送付件数はという内容であります。呼び出し状

の送付は、督促状、それから電話督励により納付をお願いしてもなお応じない世帯に対して行われるもの

で、今月は８月の１日付で32世帯に送付をいたしました。ところが、市民からの電話により、送付リスト

の再確認をしたところ、議員ご指摘のように本来送付すべきでない世帯27世帯、これは郵便の行き違いも

含めて27世帯と解釈をお願いいたします。の世帯に送付されたことが判明いたしました。その後すぐにミ

スであったことをお伝えするため、担当からおわびの電話や訪問を行って対処いたしました。それでもな

お本人への連絡がつかない世帯が４世帯ありましたので、それらの世帯へはおわび状という形で書面をも
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っておわびをいたしたところであります。市民にとっては非常に不愉快であったことを思うと、大変申し

わけなく思っております。今後このようなことを繰り返さないように、肝に銘じ、業務に専念してまいり

たいと思いますので、よろしくご理解をお願いいたします。

◎生涯学習部長（安谷屋政秀君）

米海軍第７艦隊音楽隊の演奏会を受け入れたこととですね、それと12月に延期されるであろう演奏会に

ついて一括してお答えしたいと思います。

マティダ市民劇場の使用許可につきましては、音楽演奏会の目的の使用であるため、市の条例に基づい

て許可してあります。なお、12月12日の変更申請届につきましても、同様であります。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

答弁する前に、ホワイトボード等の持ち込みを許可していただきまして、議長に対してはお礼を申し上

げたいと思います。手短に、それから詳しくということでございますので、とりあえずまずホワイトボー

ドのほうを入れたいと思います。

この伊良部７号線道路改良工事（１工区）につきましては、確かに議会でですね、いろいろ話し合って

議論されているというのが私たちにも届いております。しかしながら、なかなか言葉で言ってもわからな

いというようなのがございまして、今回新城元吉議員から詳しくという話がありましたので、私たちもど

のようにしたらいいのかというのがまず頭に浮かんできました。しかし、どうしても経緯を知ってもらわ

なくちゃいけないんじゃないかということをですね、市民の前並びにカメラの前にお願いしたいと思いま

す。

まず 平成21年 去年の３月の13日に入札がありまして 19日に契約してございます 契約金額が8,412万、 、 、 。

3,900円、これは国の補助金が80％と、市の持ち出しが20％ということで、工期が同じ年の３月の31日ま

で、これ期間が13日間でございます。伊良部７号線１工区の標準工期は196日ということを議会でも答弁

しております。その後３月24日の３月定例会におきまして、これが繰り越しされております。第１回の変

更契約が３月25日、これは工期を平成21年の９月30日まで、ここまでが平成20年度の事業の内容でござい

ます。この９月30日までということになりますと、196日という累計になります。つまり標準工期が196日

ですから、そのようになっております。平成21年の４月１日に伊良部総合支所から道路建設課へこの工事

は移管されております。平成21年の９月の18日に第２回の変更契約がありまして、工期が平成21年の11月

、 。 。 、30日まで これが61日までございます 合計して257日 同年の11月27日に第３回変更契約がありまして

工期が平成22年の 翌年の２月の１日まで63日 累計で320日でございます ４回目の変更契約が平成22年、 、 。

の１月25日、工期が平成22年の３月26日、53日、373日でございます。

そして、第５回、つまり工期履行期限が３月26日に第５回の変更契約、つまり減額の変更契約でござい

ます。当初の8,412万3,900円から7,537万5,300円、この差額は874万8,600円でございます。ということに

なりますと、ここまでが国庫補助金で、その平成22年の３月に補正されました3,500万円、これが随契で

。 。 、1,219万500円でされております 国庫補助と市単独事業ということです 当初契約と変更契約の減額では

差が874万8,600円ですから、なぜ1,200万円かということになりますと、ここで変更設計がされておりま

す これは 当初から8,760万円に変更されております ですから 実際には1,200万円余りの 約1,300万。 、 。 、 、

円近い数字が出ておりますので、ここで1,219万500円の随契ができるということになります。ご存じのよ
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うに、こういう形で４月５日に現場は完了して、４月20日に完了届をもらいまして、５月20日に完了検査

をしてあると。つまり国の補助金と市の単独事業がこのように行われたということです。私たちが今法令

の解釈の違いといっているのはですね、この国の補助金の３月26日で切れた部分に対して、事務取扱要領

で継続していいんじゃないですかというのが事務取扱要領の第９条なんです。

そこでまた、ちょっと前に戻りますけど、当初の建設工事請負契約書の中に、請負代金額の変更方法と

いうのがございまして、24条です。請負代金額の変更については、甲乙協議して定める。ただし、協議の

開始の日から14日以内に協議が調わない場合には、甲が定め乙に通知すると。この24条の今度は解釈なん

です。これは、請負代金額の変更というのは、次の各号の１つに当たるときは、甲及び乙は請負代金額の

変更を求めることができるというのがあります。１つ目に、工事の追加、変更があったときは契約金額は

変更してもいいですよと。２、工期の変更があったとき、３、支給材料、貸与品について、品目、数量、

受け渡し時期、受け渡し場所、または返還場所の変更があったときもできます。４、契約期間内に予期す

ることのできない天災、当事者の責に帰することのできない人災によって、または長期に工事を中止する

当事者の合意によって請負代金が明らかに適当でないと認められることというのがございます。つまり今

回の伊良部７号線１工区につきましては、私たちとしてはこの請負契約書の24条には、どちらも該当しな

いんじゃないかと。つまりこの第５回変更契約のところに該当しないんじゃないかということを申し上げ

ています。

じゃ、なぜ事務取扱要領の９条の話をしているかといいますと、これが宮古島市建設工事請負契約約款

における契約の保証に関する事務処理要領です。抜粋です。まず、契約の解除というのが第９条にありま

す。これは、契約事務担当者はとずっと続きます。ここで問題にしていますのは、第２項です。前項によ

り工事請負契約を解除するときはというのがありますが、ただし工期経過後相当の期間内に工事を完成す

る見込みがあるときは、約款第46条の規定により損害金を徴収して工事を完成しても差し支えないと。私

たちは、この２項のただし書きをいっています。これはですね、宮古島市建設工事請負契約約款の履行遅

滞の場合における損害金というのがございます。これ46条になります。乙の責めに帰すべき事由により工

期内に工事を完成することができない場合においては、甲は、損害金の支払を乙に請求することができる

と。２、前項の損害金の額は、請負代金額から部分引渡しを受けた部分に相応する請負代金額を控除した

額につき、遅延日数に応じ、年3.70パーセントの割合で計算した額とするいうのが46条にあります。そし

て、さきに言いました３月26日に減額変更契約したとありますが、この工事を進める上においては、この

内容につきましては当局と市の考え方はすべて一致しています。

なぜかといいますと、契約解除によらず施工を継続する場合の取り扱いというのがございます。これに

まず１つ目に、工事請負者の事情で工事完成が遅れ、履行遅滞の状況（工事一部の完成ができない）にあ

るものの工事の完成間近であり、契約解除の上別業者に施工させて完成させるよりも、そのまま当該工事

請負者に施工完成させるほうが適当と契約担当機関が判断した場合には、契約書第48条の規定を適用した

上で、契約解除によらず施工を継続することができる。２、契約担当機関は次に該当する場合に、施工継

続を決定することができる。①、工期中の完成は見込めないものの、工事が完成間近であること（完成ま

でに数カ月要するような場合は不適当）これは当局の考え方によります。②、そのまま工事請負者に施工

させる合理性があること、③、工事請負者が確実に施工完成できること （３ （２）の③、工事請負者、 ）、



- 168 -

が確実に施工完成できることでは、施工業者がかわるとスムーズな工事進捗が図りにくくなる。早期工事

完成が必要であり、再設計、入札のやり直しを行う余裕がないなど、客観的に説明できる理由がなければ

ならない （４ 、契約担当機関は工期内の完成が困難な状況になったら、まず工事請負者の事情聴取を行。 ）

い、履行遅滞を理由とする契約解除か、契約書第48条第２項の損害金を徴収して工事を完成させるか、い

ずれが適当かを判断するというのがございます。つまりこの契約解除によらずに施工を継続する場合の取

り扱いというものは、全く当局と同じです、我々監査委員が言っているのは。ただ、３月26日に減額変更

しまして、契約を。ここで国庫補助金の仕事は終わりです。それを単独で別で契約してやっているという

ことなんです。私たちは、それを違いますよと、これをそのまま第９条第２項のただし書きによって、こ

れでとりあえず打ち切りはするんですけど、継続していいですよ。理由は、業者が完成できるという見込

、 。みがある業者ですから それを引き続きやるのが市が持っている例規集の中の事務処理要領の第９条です

これを私たちは説明してきたんです。

ですから、この部分で行き違いが大変あります。確かにあります。ですけど、今申し上げているのが監

査委員の意見でございます。両方に分けるんじゃなくて、引き続きやりますよということをご理解願いた

いと思います。ですから、解除云々というのはもちろんございます。ですけど、私たちは解除と言ってい

ません。あくまでも引き続きやります。ですけど、ちゃんと９条のただし書きで仕事をやったらどうです

。 、 、かというのが今回の監査審査の中で述べているものがすべてこのとおりです ただ 文書であらわすとか

いろいろ難しい表現を使うというのがありました。ですから、これはもう本当に文章を書く上で大変私た

ちも苦労しました。確かに誤解を与えたのはたくさんあるかと思いますが、今回このようにご説明できた

のがですね、大変私たち監査委員としましては、うれしく思っております。

ちょっと長くなりましたが、これが当局と監査委員の解釈の違いという部分があるかと思いますが、と

りあえず工事のやり方ということに関しましては、今ご説明したとおりでございますので、ご理解をお願

いしたいと思っております。

（議員の声あり）

◎副市長（長濱政治君）

では、執行部のほうから説明したいと思います。

経緯については、今代表監査がおっしゃったとおりでございます。この中で、１つ、２つ考え方が違う

。 。 、なというのがあります 先ほどから事務処理要領の話をおっしゃっております 事務処理要領というのは

契約約款があって初めて事務処理要領にいくわけでございます。つまり契約約款で契約を解除すると、こ

の契約約款に基づいて契約解除するということになった場合に、事務処理要領の中に入っていくわけです

ね。ですから、最初から事務処理要領でやるべきだというふうな話にはなりません。それで、事務処理要

、 、領で継続していいですよという話をおっしゃっておりますけども まず契約を解除していないわけだから

事務処理要領の中に入るわけがありません。それがまず１つですね。

それからもう一つは、我々は考えました。契約解除いたしますと、損害賠償金が発生いたします。代表

監査がおっしゃっているのは、１つには７ページに（８）ですね、契約担当部署は工期内の完成が困難な

ことが確実な状況になった場合、工事請負者の事情聴取を行い、履行遅滞を理由とする契約解除か契約約

款第48条第２項の規定を適用した上で、事務処理要領第９条ただし書きにより工事を完成するか、いずれ
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が適当だったか判断すべきだったと思慮すると。いずれが適当だったか判断すべきだとおっしゃっており

ます。しかしながら、今の説明ではちょっと代表監査の言い方は自分たちの主張は事務処理要領に基づい

てやるべきだったというふうな言い方をなさっております。その辺が違うというところでございます。

それから、契約解除いたしますと、損害賠償金これが10％できます。約840万円ですね。そして、事務

処理要領に基づいて例えばですね、その損害賠償金を取って、さらに随契をするということになりますと

約1,222万円、つまり損害賠償金を差っ引いた額で380万5,600円、これが市の持ち出し負担になります。

それから、監査の報告では損害賠償をすべきであったというふうな主張もあります。そうしますと、損

害賠償した場合、新しく工事を発注しなければいけません。そうなりますと、新しく工事を発注する場合

は、1,604万9,250円です。そうしますと、損害賠償金を取ります841万2,390円、差額は763万6,860円、こ

れだけ市の負担になります。

それから、解除をせずに確約書に基づいて工事をさせた場合、随契させた場合、1,220万円が随契の額

になりますので、それから確約書で取りますと975万2,400円、つまり市の負担は246万7,200円、まず解除

せずに随契するという場合と、それから解除した場合、それから解除せずに随契をした場合、これはです

ね、解除した場合は市の負担が516万9,260円、それからいわゆる事務要領に基づいて解除せずに随契した

場合、これが市の持ち出し分が380万5,600円、それから解除せずに随契をした場合246万7,200円、つまり

解除せずに随契したほうが一番安いという形になります。まず、契約約款第48条で要するに工期内に完成

できない場合は、契約を解除することができるということになっているわけですから、市長としては発注

した部署としては、これは解除して損害賠償金をとるか、それから解除せずにそのまま事務要領に基づい

て随契でいくという方向か、それから解除せずにそのまま随契でいくか、いずれかの方法がとれたわけで

ございます。

ですから、この中で我々はその３つの方法が許されているわけですね。その中で、私どもがとった方法

は、解除せずに随契すると、そのほうが市にとって負担が少ないということでございまして、抵触するで

あるとか、それから不適当であるとか、そういうふうな言葉でもしこれが違法であると、これはやっちゃ

、 、いけない違法であるとおっしゃるんであれば それは司法の場でしか決着はもちろんできませんけれども

私どもとしては３つの方法がある。その中で市民に対して一番負担の少ない方法をとったということでご

ざいまして、特に監査委員との関係で違ったところは、そういったところかなと、今伺ってそう思って説

明させていただきました。

◎新城元吉君

再質問をいたします。

陸上自衛隊の宮古島の配備計画についても市長の答弁をいただいたんですけど、この配備計画について

は何も情報は得ていないと。それから、配備計画が具体化した場合、３番目、それから４番目について、

、 。いろいろ質問しましたんですけど これまでの答弁を繰り返していたにすぎないんじゃないかと思います

、 、一歩踏み込んで非常に遺憾であるというような答弁をいたすのかなと思ったんですけど そうじゃなくて

全く情報も得ていないし、それから配備計画についてもこれからの問題だというようなことで受けとめて

います。この自衛隊の配備計画というのは、みんなご存じのようにですね、やはり中国や台湾との新たな

摩擦を生み、東シナ海のですね、緊張を高める心配があるということで、非常に沖縄県民、それから先島
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の住民、こういう方々は非常に気にしているわけであります。ですから、この宮古島の市長としてはです

ね、やはり住民の代表であるわけですから、地方自治に基づいて、地方自治、いわゆる自分の市民を守る

ためにこういう事態になったらこういうことをしたいと、こういうことをしなけりゃいかんと、それから

国の国家権力に対して、それで対抗してちゃんと市民を守る立場にあるのは自治体の責任者であります。

これが集団自治とか、あるいは地方自治の憲法に定められている８章の中の集団自治、そういう地域主権

とかですね、こういうのが認められている条項があります。ですから、これを盾にしてでもですね、やは

り宮古島市民の生命と財産を守る意味からも、この自衛隊の配備計画については、一歩踏み込んだ発言を

すべきだと思うんですけど、改めてその点についてお伺いをします。

それで、これが具体的になろうとしている状況があります。防衛省は2011年の予算の概算要求の中でで

すね、これははっきりしているんですよね。先島諸島への陸上自衛隊の配備をするための調査費として、

予算を3,000万円盛り込むということがはっきりしてきました。ですから、いよいよ具体化しようとして

いるわけです。ですから、我々はやはり非常に緊張高まる地域にあってですね、我々の生命、財産を脅か

されるようなそういう戦時態勢による、戦争状態になる、あるいはこれに巻き込まれないようなことを今

、 、のうちから特に市長は住民を代表して国に対しても あるいは県に対してもいち早く情報をキャッチして

これに対してどういうぐあいに対処すればいいかというものを市民とともに考えていくべき立場にあるの

ではないかと思いますので、いまだ何も知らないというのは非常に残念のきわみであります。もう一度お

伺いしますけど、こういうぐあいにしてですね、自衛隊の配備が具体的にまさに行われようとする中で、

市長はこの問題に対してどういうぐあいに対処しようと思っているのか、考えがあるんだったらぜひお聞

かせ願いたい。

それから、２番目のですね、米軍飛来機について非常に矛盾しているのはですね、空港の使用について

は、自粛を求めたいというようなのが新聞報道を通して、県も宮古島市長も自粛を求めるということを言

いながら、音楽隊の演奏に対しては、マティダ劇場を使用して認める。音楽会を認めると、開かすという

ことは、いわゆる米軍機、軍用機を使って楽器と人間を運んでくることがわかっているのに、これは自粛

してもらいたいというのがある。それに乗ってくる音楽隊の演奏については、これを市民劇場を貸して使

用するというのは非常に矛盾している。この点についてはどのような考えをお持ちなのか教えてほしいと

思います。

それから、もう時間がないので、伊良部７号線についてはですね、あと後々同僚議員からもたくさんの

質問があります。私は、４番目の合併の検証について質問をしたいと思います。市長は、非常に合併して

よかったんだと。活性化も幾らか遂げられているし、財政もよくなっている。住民サービス、地域格差も

徐々によくなっている。宮古島の将来については、計画を持ってこれをよくするように対処していくんだ

というようなことですけど、実際に合併をした郡部にいる我々地域の受けとめ方というのは、全く違う感

覚であります。

確かにですね、合併についてはですね、心をつなぐ結いの島宮古ということで、基本構想、基本計画、

基本構想があって、それに基づいて基本計画がある。そして実施計画がある。それで、この実施計画の中

では、３年間ごとに毎年ローリングしていく。そして、一年一年また検証しながらやっていくということ

なんですけど、こうやって示されるとですね、基本構想、基本計画、実施計画、夢があるようにうたって
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あるんですよ、合併のときにつくり出したのはですね。その後の過疎化の問題についても、そういうぐあ

いにうたわれている。しかし、実際にはですね、財政についても合併をすると市町村の財政が非常に大き

くなるということなんですけど、私は本土ののもみんな調べてみましたら、幾つかの市町村が合併したと

ころと合併しないところではですね、１つの市よりも町村で存在している状況のほうが人口規模が同じよ

うな場合は非常に財政規模が大きい。合併してから小さくなっていく。これは事実なんですよ。地方税は

町村であろうと、市であろうとも、地方税については地方税法で決められているわけですから、合併して

もしなくても地方税に変わりはない。ところが、大事な財源であるね、地方交付税についてはですね、合

併した市よりは合併しないで個々に存在していた同じ人口規模を集めた近隣町村の額のほうがはるかに大

。 、 、 、きいということであります ですから それで非常に気になるのは 合併前の５町村の地方交付税の額と

それから合併後平良を除いてこの合併した町村のあれがどうなっているかということをまずお聞きしたい

わけですよね。

これはですね、財政が１つになって、いろいろ投資して使われていった場合に、都市部集中的に財源が

使われていきますとですね、物すごく周辺地域と格差のある事態を生み出すんですよ。だから、そのこと

が非常に気になるわけです。ですから、実態としては郡部の皆さんはですね、合併して財政豊かになった

といっても、全くそれは感じない。黒字にしていくためには、あらゆるものを切り詰めて、いわゆる財源

を節約して初めて黒字を、黒字をと向かうわけです。しかし、合併後10年たったらですね、政府が保証し

た、国が保証した地方交付税もだんだん、だんだんなくなってくる。臨時財政交付金もなくなっていく。

こういうものに備えてやっていらっしゃるということを前の議会でお聞きしたんですけど、それでもやは

り地方に住んでいる皆さんはですね、合併後ますます、ますます地域差が広がっている、それから税金も

高くなっている、そういうような思いで受けとめているんですよ。財政問題についてはですね、財政がど

のように推移しているかをまず企画部からお伺いしたいわけですけど、次にね、合併して地域経済、いわ

、 。 、 、ゆる活性化しているのかというと そうではないんです 実際はですね 合併して何が今起こっているか

郡部に。役場がなくなりました。役場がないということは、農村部ではですね、たまたまこの地域におけ

、 、る最大の雇用の場になっていた役場がなくなったわけですからね 役場の職員が遠くに行くようになって

いわゆる平良に通うようになってですね、その地域は確実に寂れていくという現象、これは上野、下地に

もあると思うんですけど、上野、下地は分庁方式で割と職員の多い分庁がなされているんで、それほどで

もないでしょうけど、しかし平良隆議員がおっしゃっていたように、上野といえども元気がないというこ

とを切実に感じているから、そういうことを申し上げたんじゃないかと思います。

ですから、郡部においてはですね、確かにここに役場がなくなっていくということはいろんな意味で地

域経済に影響を与え、そして地域間の横のつながり、あるいはきずな、こういうものが薄くなって、非常

に疎外感を持つ人たちが出てきていてですね、合併が悪かったというようなことを我々議員に本当にしょ

っちゅう言われるようになっているわけです。ですから、市長がおっしゃるように、合併して活性化が見

込まれるとか、こういうのもさっき申し上げた基本構想、基本計画、そういうものは本当にバラ色に描か

れているんですけど、現実実情はですね、全く住民がこれを感じるほどにはなっていないということを申

し上げたいと思います。

それから、行政のサービスについてもですね、この役場がなくなるということは、大変なことなんです
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よ。今２つの課がそれぞれあって、大体十五、六名ぐらいいるんでしょうか。さらに、市長はですね、今

後はこれを４人ぐらいにして、みんな引き揚げるんだという、これ大変なことなんですよ。ただですら役

場がないことで地域に受ける影響がかなり大きい、それで住民が切実にですね、非常に見捨てられている

ということを感じているのに、この十数名の職員を二、三人に減らした場合、これはもう全く市部に吸収

合併されたと同じ、そういう感じで受けとめられてしまうんです。また、受けとめられています。

最初はね、合併のときは支所を置く、支所機能を充実するという約束で住民とはやった。しかし、具体

的に出発してみて、５年たってみると、支所に十数人になり、そしてあとは来年、再来年は４人だけ置い

て引き揚げる。こういうことになるとですね、もう地域というものはなくなったも同じになるんですよ。

何を頼りに、何を手だてに頑張っていくんですか。だから、こういう思いはね、平良の住民の皆さんはわ

からない。しかし、郡部にいる我々はそれを毎日切実に感じている。いろんな面が不便になっている。そ

れで、平良にいわゆる本庁に用事に来ようと思っても、バスは１日に数本しかない。それに乗って行った

、 、 、 。はいいけど 途中でとまっているもんだから バス停で あとはタクシーでここに来たという実例がある

こういうぐあいにですね、いろんな合併によるひずみを住民は本当に感じているんですよ。だから、そう

いうようなものをね、ぜひ細かく把握して、これからどうすればいいかということをその基本構想に基づ

く答えではなくてね、具体的に地道に考えてもらいたい、そしてやってもらいたい。でも、一番大変なの

はですね、役場がなくなるということは、窓口サービスが不便になるということだけじゃないんですよ。

その地域の行政全体に影響を与えています。政策を今までは立案する職員がいました。地域を把握してい

るわけですから、身についた企画、それから計画ができていたわけです。それが役場がなくなって、職員

がいなくなって、市役所の機構が大きくなって１つにまとまってしまっているもんだから、この大きい本

庁というか、この市庁においてはですね、役人の官僚化が進んでいるような感じがあります。非常に住民

に対する当たり方が以前と違うというような指摘がされています。

ですから、そういうようにね、合併というのは非常にいろんな問題を今投げかけているんですよ。この

いろんな矛盾、各地域のそれぞれに適した産業、雇用、こういうものを全部くみ取って、ちゃんと丁寧に

ですね、説明ができるような行政の進め方をしないとですね、この合併の問題というのはいつまでも尾を

引いていくわけです。ですから、願わくば人を減らすんじゃなくて、むしろ最初の約束どおり、支所機能

を充実、少なくともそれぞれの支所にね、三、四十人、四、五十人を置いて、いろんな窓口、住民とのか

かわり合いをもっと切実に保っていくような、住民が頼れるような場所をつくってもらいたい。減らすん

ではなくて、支所機能を十分に充実してもらいたい。支所機能の充実に対して市長はどういうふうに考え

ているんですか。特にね、要望されているのは、今窓口に行って印鑑証明とか、住民票いろんなのとりま

す。その手数料を会計に行って納めています。これもなくすというんでしょう。年配の方々は、どうやっ

て手数料払って、どうやって納めるんですか。農協に行って納めるんですか。だから、そういうようにで

すね、いろんなひずみがあるわけですから、このひずみの点検、検証をして、ぜひ合併のもたらす地域住

民の不満にこたえるようにしてください。そのためにはまずアンケートをとってみてください。アンケー

トをとることによって、合併の５周年を検証することはある程度できます。それに基づいて基本構想と基

本計画と実施計画をちゃんと整合性を持たせて取り組んでいくのが大事かと思うんです。

以上、いろいろ注文も申し上げたんですけど、こういうような問題を抱えている宮古島市であります。
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市長は、どのようにお考えなのか、聞いて私の質問を終わります。

◎市長（下地敏彦君）

自衛隊の問題等について、まずお話をしてみたいと思います。

今現実に尖閣列島を初めですね、宮古島近海の海域で何が起こっているかという現実を見た場合、尖閣

列島の周辺では、午前中に議会で議決したようにですね、我が国の領海内で違法な操業をする、あるいは

経済水域の中で活動する、宮古島の周辺では中国の潜水艦が堂々と通っていく、こういう状況をそのまま

にしておいていいのかと。我が国の国益はどうするのかという基本的な命題があると思います。この問題

について、一地方の市町村長にどうするんだという問いかけをするよりも、国としてですね、安全保障条

約についてどうするのか、安全保障条約に基づいてこのそれぞれの地域をあるいは国境の島をどうするの

かという明確な姿勢を示すべきだと思います。でも、現実的には今はそれがないと。今言っているのは、

安全保障条約上港に来るのを拒むことはできない、空港に来るのは拒むことができないという説明だけで

。 、 、あります 何でそういうふうなことをやるのか あるいはそういうふうなことがだめだというんであれば

安保の改定、見直しについても真剣に論議をすべきであるというふうに思っております。

したがって、宮古島にどうのこうのという前に、国全体としてこの問題は国民全体がですね、論議をし

ていかなければならない課題であり、宮古に来たからどうの、八重山に来たからどうのという個別の問題

で論議するのは余り妥当じゃないなと思っております。もちろん宮古島に来てほしくないというふうなこ

とから、自粛の要請をしているわけでありまして、平和な宮古島であることを願って下地島の空港の利用

についても平和利用をしようというふうなことを再三申し上げておりまして、この考えには変わりはない

ということを申し上げているところであります。

次に、合併５周年を迎えて、まるで新城元吉議員の意見を聞いていると、合併を解散したほうがいいん

じゃないのかなというふうにも聞こえますが、それはそうではなくて、まだ合併して５年ですよ。数十年

別々の行政をやってきた市町村が１つになって、これからそれぞれの持っていた行政の仕組みあるいは地

域性というふうなものが全然違っていたわけですから、それが１つの市として統一のとれた行動をとると

いうには、まだまだ時間がかかると思っております。そういう中においても、やはり新城議員がおっしゃ

るように、旧町村部を何とかしてほしいという悲鳴に近い要望というのは十分理解をいたしております。

したがって、定住圏構想なり、過疎計画の中でそれぞれいろんな事業をできるだけ配慮した形で整備をし

ていって、均衡ある発展を図りたいなというふうに思っているところです。財政規模がある程度大きくな

ったことによりまして、医療の問題、福祉の問題等は、小さな町村でなかなかできなかったものがかなり

できているというふうに思いますし、社会基盤の整備、そのものについても小さな町村でやるよりも、１

つの島としてやったほうが効率がいいわけだし、そのほうが市民全体としてもいいんじゃないかというふ

うに思っております。

いずれにしましても、市全体として宮古島市の市民としての意識、これをやっぱりみんなで共有しなが

らですね、豊かな宮古島市をつくるためにともに努力をしていければありがたいと思っておりますし、私

ども市役所の職員一同ですね、どこの地域に行っても、それぞれしっかりと市民の意見を聞きながら対応

してまいりたいと思っておりますので、ぜひ一緒になって新しい宮古島市のために協力していただければ

ありがたいと思います。
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◎総務部長（砂川正吉君）

合併５周年を迎えて、交付税あるいは市税について推移をということでございました。５市町村の合計

で申し上げます。合併前平成16年度でございますが、交付税109億5,500万円余でございます。それから平

成17年度108億6,800万円、平成18年度115億3,900万円、平成19年度115億8,800万円、平成20年度120億

6,400万円、平成21年度124億1,500万円、平成16年度の交付税、平成21年度比較しますと、14億5,900万円

余の伸びとなっております。

それから 市税でございますが 合併前の平成16年度がこれは調定ベースで申し上げます 48億7,200万、 、 。

円、平成21年度51億3,800万円となっております。

◎議長（下地 明君）

これで新城元吉君の質問は終了いたしました。

◎富永元順君

公明党の富永元順君でございます。しばらくの間よろしくお願いいたします。

それでは、通告に従いまして一般質問を行ってまいりますので、市長並びに当局の誠意あるご答弁をよ

ろしくお願いをいたします。

まず、市長の政治姿勢について、１点目に基隆市との交流についてお伺いしたいと思います。台湾にお

ける３大祭りの一つに挙げられている基隆市の中元祭があります。時期も沖縄のお盆と一緒で、式典には

台湾と交流のある外国の要人も多数招待して行われ、また市内のですね、メインストリートでのパレード

には、毎年のように、今年は参加できなかったらしいんですけども、台湾の総統も出席するなど、盛大な

祭りとなっております。下地敏彦市長も昨年参加されております。そのときの感想と今後の基隆市との交

流について、市長の基本的な考え方をお聞きしたいと思います。また、今年の中元祭には長濱政治副市長

も職員や各界の方々と一緒に参加しております。また、その感想とですね、成果についてもお聞きしたい

と思います。

２点目に、人事交流についてお伺いしたいと思います。宮古島市は、現在県とか、国とですね、人事交

流を進めておりますけれども、ぜひ基隆市との人事交流についてですね、それぞれの職員を農業や観光、

そして教育分野にわたってですね、派遣をしていくことによって、お互いをやはり知ることにつながって

いきますし、将来の宮古島市にとってもですね、大きなプラスになると思いますけれども、市長の見解を

お伺いしたいと思います。

３点目の修学旅行の誘致についてであります。合併前から旧下地町で下地中学校がですね、台湾の中学

校へのホームステイ事業を現在も続けております。そういった交流をですね、下地中に限らず発展的にこ

の市の中学校全体としてホームステイ事業とあわせてですね、修学旅行ができないのかどうか、当局の見

解をお伺いしたいと思います。

、 。 、 、次に 客船就航についてであります ２年前に有村産業株式会社の客船がなくなって以来 那覇や石垣

台湾への船での渡航ができなくなって、観光面、それから物流面や市民生活の面でも、特に先島の離島の

住民にとっては大きな不便を来している状況の中ですね、今月の７日のマスコミ報道で、下地市長を先頭

に両先島の首長が１つになって美ぎ島美しゃ市町村会としてですね、県や船会社に足を運んで要請したそ

の成果として、このほど琉球海運株式会社が一部貨物船を改装して、客間を設置をして、客船として就航
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する運びになったということが報道されております。その中で、旅客対象が何かいろいろ限定があるよう

、 。 、でありますけれども やはり客船の就航にとっては大きな前進だと思っております まずは下地市長初め

市町村会の皆さんに敬意を表したいと思います。

そこで、市町村会の会長である下地市長は、この中で運航実現には制度上の問題もあるようだが、国は

離島特区を設けることによる制度の見直しに向けて検討を進めているようだと述べておりますけれども、

いつごろをめどにですね、今後大型客船の就航についてどう取り組んでいかれるのか、お聞きしたいと思

います。

次に、地球温暖化及び省エネ対策についてお伺いしたいと思います。宮古島市の地球温暖化防止の取り

組みの一つとしてですね、一昨年から七夕の日に各企業や団体の事業所での夜間のライトダウンを実施し

てきております。今後もぜひ事業所はもとより、より多くの市民にも積極的に呼びかけてこのライトダウ

ンの事業を継続実施をしていただきたいと思っております。また、省エネ対策の一環として、自然エネル

ギーである太陽光発電による国の平成21年度補正予算を活用して、現在宮古島市の全小中学校に太陽光パ

ネル設置事業が実施されております。現在の設置状況についてお伺いしたいと思います。その中で、やは

りこの設置をすることによって、どれだけの経済効果、また子供たち、この環境問題に対する教育的効果

についてもご説明を願いたいと思います。

それから、現在一般家庭においても、そういった太陽光発電システムを取り入れておりますけれども、

、 、この宮古島市において一般家庭及びそういったいろんな事業所での普及状況 これについてもその状況と

、 、それに対するどういった助成事業 多分にそれ補助事業にのっとって設置をしていると思いますけれども

その助成状況はどうなっているのか、お聞きしたいと思います。

次に、観光行政についてお伺いしたいと思います。１点目の観光地のトイレの管理については、さきの

６月定例会でも取り上げてきました。その後当局はどのような対策をとってきたのか、その説明をお願い

したいと思います。

２点目の宮古島海中公園整備事業についてであります。これからの宮古島市の大きな観光スポットとし

て期待されている事業でありますので、来年４月のオープンに向けてですね、ぜひとも無事故安全で完成

していただきたいと思っております。その中で、こんな立派な宮古島海中公園整備の概要というのが出て

おります。その中のですね、どういった事業の概要か説明をしていただきたいと思います。それと、この

海中公園事業とあわせてですね、今後考えられる関連事業についても、どのようなことを計画をしている

のか、お聞きしたいと思っております。

２点目に、サンゴ礁の保護、育成についてであります。このサンゴ礁の保護、育成についても、この概

要の中にありますけれども、本当に概要の中では日本一のこういった海中公園、何かナンバーワン、オン

リーワンを目指してこの海中公園を整備していこうということがありますので、ぜひともどういった内容

のですね、サンゴ礁及び宮古に生息する貝類や熱帯魚のそういう育成を図っていくのかについてもお聞き

したいと思います。

、 。 、 、次に 熱帯植物園の管理運営についてお伺いしたいと思います 市の熱帯植物園は 市民の憩いの場所

また宮古を訪れる多くの観光客が足を運ぶところとして長年親しまれているところであります。宮古の水

がめである大野山林、それから市博物館、また県立少年自然の家、そしてつい最近オープンした長期滞在
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型の赤がわら屋根、木造づくりのそういう幾つかの家が今建っております。かたあきの里といっているら

しいですけども、こういった自然と文化に親しめる環境的にはすばらしいところに位置している熱帯植物

園であります。しかし、二、三日前に植物園へ行ってまいりましたけれども、やはり回ってみてですね、

いろいろ改善すべき点があるなというふうに思いました。普通宮古を訪れる観光客はですね、その植物園

を訪れる場合に、まして熱帯植物園でありますので、やっぱり南国の楽園というようなイメージをしてで

すね、いろんな色鮮やかな花や、そして珍しい植物があるんじゃないかと期待して多分に来ていると思い

ます。しかし、そこに今体験交流村ができておりますけれども、その仕事している人にですね、観光客が

聞くのはですね、植物園の中に入ってきているんだけど、植物園はどこにあるんですかと、そういう聞く

ぐらいに植物園らしくない今の熱帯植物園が実態であります。市長はですね、新年度の施政方針の中でも

宮古島を花の王国にしたいと言っております。せめてその第一歩としてですね、この熱帯植物園の中に本

、 、 、当に宮古島の花をですね 集めるような そのぐらいに取り組んでいただきたいなと思っておりますので

市長の決意のほどもお伺いしたいと思います。担当課に聞きますと、植物園に関してのですね、リニュー

アル計画があって、それに沿って今後整備をしていくと言っております。その計画内容とですね、実施時

期についての説明をよろしくお願いしたいと思います。

そこで、私もですね、今後の植物園のあり方について、市当局のリニューアル計画でも検討していただ

くことを踏まえてですね、幾つか提案をしたいと思います。まず、植物園の入り口、玄関であります。ど

この観光地へ行ってもですね、入り口、玄関、やはりそこにはこの施設の中身をやはり象徴するような看

。 。 、 、板があるんですよ 今あるのは看板らしい看板じゃありません そういった中で やはり宮古島のですね

中学か高校生、こういった応募してもいいですから、そういった宮古の植物園にふさわしいまず看板を設

置していただきたい。まして、これからの観光というのはたくさんまた外国からも来られます。そういっ

た意味で、外国の方にもわかるような、こういった看板及び案内板というんですか、またそういったパン

フレットをぜひつくってですね、この植物園をまず肝心の看板を設置をしていただきたい。最近みーやと

いう歌がテレビでも放送されておりますけれども、こういったマスコット人形というんですか、それと一

緒にこの入り口で記念撮影もできるような、そういったことも考えていくべきじゃないかなと思っており

ます。

植物園入り口から入ってですね、右側に広場がありますけれども、ここでマンゴーまつりとか、産業ま

つりもやっておりますけれども、その広場の中にですね、トックリヤシとか、大きなガジュマルがやっぱ

り点在しているんですよ。ですから、もう少しこれを整理をして、やはり広場を有効に活用できるように

ぜひやっていただきたいと思っております。チガヤという工房がありますけれども、その隣にですね、僕

行ってみたら大きなトックリキワタの木があるんですよ。これは、別名というのか、ブラジルザクラとい

っております。観光客がこのブラジルザクラを見てですね、満開になってすばらしいものですから、ちょ

っとこの綿が珍しがって、また花がピンクできれいなもんだから、そこでよく写真を撮っていくと聞いて

おります。ですから、この植物園内にですね、このトックリキワタをぜひ植樹をして、花見ができるよう

な環境もつくっていただきたいなと思っております。

また、デイゴ並木があります。以前のようなすばらしいデイゴ並木ではありませんけれども、デイゴ並

木としては今ありますけれども、ぜひこのデイゴ並木の整備も含めて、これからデイゴ並木に沿ってです
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ね、できれば夜でも観賞できるようなサガリバナというんですか、においのある、そういった花をぜひ植

えていただきたい。ライトアップして夜の観光もできるような、そういったものも考えていただきたい。

また、近くに植物園に池もあります。また、ボーリングすればすぐ地下水も出てくると思いますので、こ

ういった水を利用した、地下水を利用したぜひせせらぎというか、水路、これをですね、この植物園内に

めぐらせていけないのかなと思っております。昔は、よく蛍も見えました。しかし、現在やはり水がない

ところには蛍がすまないということを聞いております。そういった意味で、水辺公園みたいなものもつく

りながら、蛍の復活もぜひ考えていただきたいなと思っております。

宮古に来る観光客はどうしても宮古の熱帯果樹、もちろんマンゴーもいいんですけども、バンシローと

か、パパイヤとか、島バナナとかですね、いろんな昔に宮古に群生していたこういった珍しいこういった

果樹、こういったものも楽しめるようなハウス、これをぜひつくっていただきたいなと思っております。

先ほど申したように、この近くには宮古島市総合博物館があります。最近のそういった全国的な流れとい

うんですかね、傾向として、博物館と植物園を連携して考えていこうということが言われているそうであ

ります。博物館には専門家がいらっしゃいます。植物、生物の専門家もいると思いますので、そういった

方々を含めて、この植物園のリニューアル計画にぜひ入れていただいてですね、またこれからの植物園の

管理運営もこの博物館と一体となってですね、取り組んでいただければなと思っております。

次に、その植物園の中にある体験工芸村の運営状況についてであります。幾つか工房があります。一番

、 、 、何か今人気があるのはですね やはりシーサー館 子供たちが宮古の土でいろんなシーサーをつくったり

それをまた１カ月後に焼いて体験した方に送っていくという、これが一番盛況だそうであります。そうい

った中に幾つか工房があります。木工細工、それから貝細工、それから万華鏡、いろいろありますけれど

、 、 、 。も この開村して１年以上たっておりますけれども その運営状況 どれだけの方が入ってきているのか

また、来月にも修学旅行生が来るようなことも聞いております。それに対する取り組み等もですね、ぜひ

お願いしたいなと思っております。その工房の中に先ほど言ったチガヤ工房がありますけど、行ったらで

すね、水道がないんですよ、ここだけ。何でここだけ水道がないのかわかりませんけれども、チガヤは材

料をね、水に浸すんですよね。浸してからいろいろやるらしいんです。だけど、そこにだけ水道が来てい

ないと、何で引いてくれないのか、言っても聞かないということを言っておりました。これについてもで

すね、ぜひ早急に水道を引いていただきたいと思います。

皆さんもこの工房を見ていられると思うんですけど、赤がわら屋根ですけど、あれは特殊なスレートと

いうんですか、スレートに赤がわらのあれを吹きつけて、あれ軽量になっているんですよ。ですから、台

風のときにですね、周辺の大木が最近もう大きい木はある程度去年剪定をされていて、何も被害はありま

せんでしたけども、折れている木もたくさんありました。ですから、やはりこれからの植物園の管理、特

に体験工芸村の周辺の管理についてはですね、大木を定期的に剪定をしていただきたい。そうすることに

、 、 。 、よって チガヤの屋根もですね 守られていくんじゃないかなと思っております その工房の前にですね

。 。 、 。サルスベリの木があったんですよ 枯れていました そこは 何かシロアリの巣になっているそうですね

早急な撤去をお願いしたいと言っておりましたので、これについてもお願いしております。

それと、最初はですね、三線体験もあったんですけども、現在ないんですよ。ぜひこの工房の仲間の皆

さんからはですね、別のものにかわっておりますけれども、ぜひ宮古に来て三線の体験が以前はあったん
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だけど、現在三線の体験ができない。それをぜひ復活してもらいたいという声もあります。これについて

の取り組みについてもお聞きしたいと思います。

、 。 。次に 教育行政についてお伺いしたいと思います １点目の学校教育環境整備計画についてであります

本当に最近は異常気象におきましてですね、今年ほど熱中症という言葉をテレビや新聞や報道でですね、

聞いたことありませんけれども、やはり国内においても五、六百人の方々がですね、特に年寄り、こうい

った方々がこの熱中症で亡くなっているという状態が続いております。そういったことも含めてですね、

全国的に今学校現場でもやはり学校の教室、普通教室にですね、ぜひクーラーを設置するという取り組み

が今各自治体でも進んでいるようであります。ぜひ宮古においてもですね、この小中高の普通教室にクー

ラーの設置をですね、ぜひやっていただきたいと思っております。その取り組みについてもお伺いしたい

と思います。

次に、小学校での英語教育の推進についてであります。宮古島市の先ほど嵩原弘議員も言っていました

けど、宮古島市の教育についての事業計画書がありますけれども、その中に国際理解外国語教育の推進が

掲げられております。その中で、国際化の急速な進展に伴い、広い視野を持ち、異なる文化を持った人々

とともに協調して生きていく資質や能力を育成することが一層求められております。このため学校におい

、 、 、ては 小学校段階からの国際理解教育の充実を図り あわせてコミュニケーションの手段としての外国語

特に英語になれ親しませ、外国語、英語を用いてコミュニケーションを図る楽しさを体験させるなど、中

学英語教育との円滑な接続と学びの連続性を踏まえたコミュニケーション能力の育成の一層の充実をさせ

ることに努めることとありますというふうにうたっております。現在宮古島市の小学校においてですね、

どのような外国語、特に英語教育に取り組んでいるのか、具体的な事例があればですね、挙げていただき

たいと思います。

次に、環境行政についてであります。１点目に、公共下水道事業の進捗状況、この中でですね、いろい

ろ普及率が県下で悪いというふうにも聞いております。現在のそういった状況も含めてですね、集落排水

事業の進捗率も余り芳しくない状況でありますけれども、集落排水事業の場合はですね、本管から宅地ま

での家庭までの引き込み工事というのは、必ずこれはセットになっているんですけども、公共下水道事業

はですね、まちまちなんですよね。一部はそういったいつでも宅地に接続できるようなところもあれば、

場合によってはそういったのが全くされていないところがある。これは、どういうことでそういうことが

起きているのかについての説明もお願いしたいと思います。

それから、先週文教社会委員会でもし尿処理場を見学いたしました。今回のし尿処理場４億円をかけて

やると言っておりますけれども、その内容についてもお伺いしたいと思います。今回下水道に希釈した処

理水を投入するということでありますけれども、市民負担はどのぐらいになるのか。使用料に関して市民

の負担はないのかどうかについてもお伺いしたいと思います。

次に、道路行政についてお伺いしたいと思います。１点目に私道整備計画について、平成22年度９月補

正予算で土木費の中に私道整備補助事業で360万円が計上されております。その事業の内容について説明

をお願いしたいと思います。

２点目に西里通りの整備計画であります。県も市もこのコミュニティー道路で整備すると言っておりま

すけれども、なかなか進んでおりません。どういった理由でこれが進んでいないのかについてお伺いした
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いと思います。

答弁を聞いて再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦君）

客船の就航について答弁いたします。

さきに琉球海運株式会社に対して要請をいたしました。その内容については、議員から説明がありまし

たので省きますけれども、その要請に対しまして、琉球海運株式会社は現在運航している２隻の貨物船内

のスペースを有効活用した上で、限定的にですね、身体的理由等により航空機での移動が困難な地域住民

のみを救済するという目的で、とりあえずスタートしたいと、これはいろいろと旅客船法上の問題もある

ということで、とりあえずこれでスタートしたいということですので、今後の展望に期待をしていきたい

と思っております。

また、客船の就航について、特区等の話もございましたが、民主党の選挙等もありましてですね、その

後内閣の改造等もあって、まだ十分政府内で詰められていないという状況にあるということであります。

政府の動向を見守りながらですね、必要に応じて要請等も進めてまいりたいと思っております。

◎副市長（長濱政治君）

基隆市との交流について、３つほどございまして、順にお答えしたいと思います。

中元祭の参加についてでございますが、成果、台湾基隆市から中元祭の案内がありまして、去った８月

23日に行政、それから民間から10名参加いたしました。私が行ってまいりました。中元祭当日には基隆市

長及び議会議長を表敬訪問し、議会間の交流や子供たちのスポーツ等での交流について要望してまいりま

した。感想でございますけども、非常にびっくりしまして、台湾の３大イベント祭りだというふうなこと

もうなずけるなと思いました。次から次へパレードが来てですね、何なんだ、これはというぐあいに、本

当にすごかったです。できれば皆さん方もぜひごらんになっていただければすごさがわかると思います。

そういったところと交流を深めるというわけですから、それなりの覚悟を持って我々もやらないとまたい

けないと思います。人口もですね、約40万人近かったですかね、そういう大きなところです。そういうと

ころとおつき合いさせていただけるということで、いろんな学ぶべきものがあろうというふうに思ってま

いりました。

それから、人事交流についてでございますが、台湾、いわゆる国外ということもありまして、言葉や習

慣等の違い等がございまして、国とか、県の職員と人事交流するというところとはちょっと違う難しい部

分があるというふうに考えておりまして、今現時点でどうかと言われますと、今ちょっと検討していない

というところでございます。

それから、修学旅行の誘致についてでございますが、現在下地中が台中市、それから宮古高校が台北市

立復興高級中学とホームステイ交流を10人から15人程度の規模で行っております。将来的には学校単位で

の修学旅行に持っていけるよう観光協会内にある教育旅行協議会等、関係機関と調整の上検討していきた

いというふうに考えております。

それから、観光行政の海中公園についてでございます。その事業の概要ですけども、概略を申し上げま

すと、海中観察施設、いわゆる海中を観察できる施設ですね、さらに磯遊び施設、それから管理棟、それ

から艇庫等、いわゆるカヌーを納めるところですね、そういうところを考えておりまして、管理棟には海
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洋資料室であるとか、研修室、さらに海中展望台、そういったものも一応設置するというふうに考えてお

ります。それから、艇庫ではですね、カヌーはもちろんですけれども、ちょっとほかのところにないサバ

ニをカヌーみたいな形で改良したのがあるんだそうです。そんなにサバニみたいに長いものではなくて非

常に扱いやすい改良されたのがあるということで、宮古にしかないというそういったサバニ仕様のカヌー

みたいなものを一応購入いたしまして、体験できるというふうな形にしております。

それから、サンゴ礁の保護、育成でございますけれども、自然をさわるわけですから、どうしても無傷

というわけにはいきません。そういうことで、特にどうしても床掘りをする部分がありまして、そこの部

分にありますサンゴというふうなものをできるだけ事前に移植してですね、そこで養殖しておきまして、

さらに観察室の窓から見える前面のほうにこの移植してあったそのサンゴを持ってくるというふうな形を

とりまして、できるだけ自然に負荷が余りかからないような形をとっていきたいというふうに思っており

ます。

◎教育長（川上哲也君）

富永元順議員から教育行政について２本の質問がございました。クーラーの設置の質問については、教

育部長でお答えします。私は、小学校における英語教育の推進計画についてお答えいたします。

小学校では、来年度から新学習指導要領が完全実施されます。その中で、英語も５、６年生で本格的に

スタートします。現在本市ではすべての小学校に週に１日ないし２日、４人のＡＬＴ、外国語指導助手を

割り振って派遣し、全学年で授業実践を進めているところです。また、各学校でも宮古教育事務所の英語

、 。 、活動アドバイザーの協力を得て 校内研修で外国語活動の充実に向けた研修が行われております さらに

本市においては南小学校の国際理解教育、平良第一小学校の外国語活動の２校を研究指定校として実践的

。 、 、な研究も取り組んでおります 今後の事業計画としては 文科省教科調査官を招聘した講演会や示範授業

そして授業研究会等を進めていきたいと考えております。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

太陽光パネル設置事業についての一般家庭及び事業所の普及状況とその助成状況についてのご質問にお

答えをいたします。

宮古島市における太陽光パネルの設置状況につきましては 現在一般住宅118件 企業２件 公共施設20件、 、 、

の合計140件の設置が確認をされております。助成状況につきましては、宮古島市では本年度より一般住

宅を対象に、住宅太陽光発電システムの設置補助を行っており、第１期の募集で20名に交付決定を行い、

現在は第２期募集を８月２日から９月30日までの期間で受け付けをしております。その他の助成制度につ

きましては、沖縄県では１件当たり２万円、国では１キロワット当たり７万円の補助を行っております。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

既存のし尿処理場の状況と計画している施設の内容、それから市民への負担、これは発生する手数料は

どうなるかという質問の内容でした。

本市のし尿処理施設「上原苑」は、１日当たりの処理能力が30トンで、し尿及び浄化槽汚泥の搬入量に

、 。処理能力が追いつかない状況が続いており そのため伊良部の施設への搬入が増えている状況にあります

市としては、施設の老朽化及び処理能力が低下していることから、新しい処理施設の建設を進めており、

。 、来年11月の供用開始を予定しているところであります 新しい処理施設の１日当たりの処理能力は50トン
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それから処理方法はし尿及び浄化槽汚泥を40倍に希釈いたしまして、下水道終末処理場に投入することに

なっております。また、市民負担については、現在のくみ取り手数料に加えて下水道使用料が発生するこ

とが予測されますが、その算定については現在調整しているところであります。

◎建設部長（友利悦裕君）

私道整備計画についてでありますが、本定例会に補正予算で計上させていただきました360万円につい

ては、私道に係る助成金で、交付予定箇所は平良字西仲宗根地内、通称ウムヤス通り会と同じく平良字下

里1357番地内腰原の２カ所を予定しております。私道整備に係る助成金の問い合わせについては、現在４

件ほどの問い合わせがあります。

次に、西里通りの整備計画についてお答えいたします。県は、西里通り整備については、通り会とコミ

ュニティー道路整備で調整を行っております。しかしながら、今なお道路拡幅を望む意見等があることか

ら、地元の合意形成が図られておりません。市としても、同通りの整備については、電線類地中化及び下

水道の整備も含めたコミュニティー道路整備が望ましいと考えており、地元の合意形成が図られるよう努

力してまいりたいと思います。

◎観光商工局長（奥原一秀君）

富永元順議員の観光行政について、観光地トイレの管理についてご答弁いたします。

観光地及び公園等のトイレの管理につきましては、トイレの設置されている施設管理が複数の課で分担

をされていることから、現状の調査を行い、各施設管理課への一覧表を作成して、各課へ配付をしており

ます。今後は、管理体制の周知徹底を図りつつ、清潔感あふれる観光地づくりに努めてまいりたいと考え

ております。

それから、熱帯植物園の運営計画と宮古島市体験工芸村の運営状況でありますけども、熱帯植物園は今

年８月に策定されました花と緑の島づくり計画において今後より多くの観光客や地元住民の憩いの場とな

。 、るよう再生を進める構想が示されております この構想の実現に向けて熱帯植物園をリニューアル化をし

集客を図る課題の抽出並びに具体化を検討するための再整備基本計画を本年度中に策定する予定としてお

ります。

それから、植物園の案内板につきましては、植物園入り口の右手のほうに赤がわらつきの大きな看板が

ございまして、その部分がちょっとはがれつつありますので、早急に整備をしたいというふうに思ってお

ります。

、 、 、また 体験工芸村の運営状況でありますけども 本年度４月から８月末時点で来園者総数が２万482名

月平均にしまして4,096人となっております。うち体験者が2,439人、月平均487人となっております。利

用者がまだまだ少ない状況でありますので、体験工芸村推進連絡協議会を中心に、観光関連機関とも連携

を図りつつ、修学旅行等を誘客するなど、ＰＲ活動に力を入れてまいりたいと思っております。またさら

に、来る10月２日土曜日には、第１回宮古島市体験工芸村祭りを開催して、多くの住民の参加をお願いし

たいと思っております。

さらに、チガヤ工房の手洗い場の設置についてでありますけれども、補助対象建物でつくられている現

状でなぜ水洗い場がないのかですね、早急に調査の上、設置方法を検討していきたいと思っております。

、 、 、 、またさらに 樹木の剪定については 昨年も実施しておりますけども 今後とも樹径等を検討しながら
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建物に影響のないように定期的に剪定作業を進めていきたいと思っています。

さらに、いろいろと植物園のいろんなご指摘のですね、ものにつきましては、早急にその計画の中に組

み入れる方法を考えながら、できるものからですね、進めていきたいと思っていますので、よろしくお願

いします。

◎教育部長（上地廣敏君）

まず、太陽光パネルの設置事業で、経済的効果、教育的効果を示せということでありますが、太陽光発

電システムの設置による光熱費の削減効果は、設置後まだ日が浅いことから把握できておりませんが、文

部科学省がパンフレットで提示している一般的な数値として、定格出力20キロワットのパネルを延べ床面

積5,000平方メートルの学校に設置したとして、年間12％から27％の電力需要量が削減できるとしており

ます。ＣＯ につきましては14％から17％の削減であるということであります。２

また、環境教育についてですが、自然エネルギーである太陽光に興味を示す生徒に対しては、教職員が

太陽光発電システムの仕組みや表示装置を使って質問に答えるという形で環境教育を行っております。加

えて 今後理科の授業等で活用したいという積極的な学校も見受けられております 現在宮古島市では13校、 。

に設置をされております。

次に、小中学校へのクーラーの設置でありますけれども、小中学校へのクーラーの設置は、設置費用及

、 。 、び維持管理費に多額の費用を要することから 財政的に厳しいと思われます 現在各学校の普通教室には

天井扇を設置して対応しております。特別教室のほうには、設置をしております。

◎上下水道部長（下地祥充君）

公共下水道事業の進捗状況についてということですけど、全体計画839ヘクタールで、平成21年度末整

備済み面積125ヘクタールで、整備率14.9％です。整備率が低い主な原因は、各世帯が個別に浄化槽を設

置していることによるものと考えられます。

（議員の声あり）

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後６時20分）

再開します。

（再開＝午後６時22分）

◎市長（下地敏彦君）

博物館と植物園、やはりある意味での学習施設みたいな感じにもなります。したがって、この２つの施

設をやっぱり有機的に結びつける必要があるというふうに思いますし、かたあきの里もありますから、そ

ういう意味では一つの学習の場としてですね、総合的に連携をとりながら整備を進めてまいりたいと思い

ます。

◎上下水道部長（下地祥充君）

嵩原弘議員のご質問にも答えたんですけど 加入促進を図るためにですね １世帯当たり20万円から30万、 、

円の範囲で無料貸し付けという制度があります。だから、それを活用していただきたいと。どうしても本

線から各家庭までは個人負担という形になりますので、そういう形の方法でしかできないと思っています
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ので、よろしくお願いします。

◎観光商工局長（奥原一秀君）

今８工房がありまして、当初は三線体験もあったみたいなんですけども、今ちょっとなくなっておりま

してですね、その体験ができる方策があるのかどうかをその協議会のほうともちょっと調整をさせていた

。 。 。だきたいと思っています なるべく早期に回答ができるようにしたいと思います よろしくお願いします

◎富永元順君

質問でありませんけども、ぜひ台湾との、基隆市との交流、この人事交流をですね、やはり難しいから

こそ挑戦して宮古島市の発展のためにぜひ取り組んでいただきたいなと思っております。それと、また市

、 、長はですね 博物館と一体となってこの植物園の運営に努めていくというふうに答弁いただきましたので

ありがとうございます。ぜひ海中公園も日本一すばらしい海中公園を目指してやります。ですから、この

植物園もですね、本当にどこの植物園にも負けないようなすばらしい植物園をつくっていただきたいと思

っております。

それから、先ほど合併によって特に城辺地域が寂れていると、しょっちゅう新城元吉議員がおっしゃっ

ておりますので、私が一つ提案をして終わりたいなと思っております。20年前ぐらいにですね、宮古島に

アメリカのマイアミ大学の分校をつくろうという運動がありました。だけど、そのときにはですね、学校

用地、また施設も含めて地元でそういった施設を準備すればいいですよという話がありましたけども、そ

ういう提供できるところもありませんでしたので、今新城元吉議員が言っているように城辺庁舎、これを

ですね、宮古島市はハワイ、マウイ島との友好、姉妹都市交流もやっておりますので、ぜひできればハワ

イ大学をですね、分校でもいいですから、誘致をして、これ本当に小学校の英語教育も含めて宮古の人材

育成の場としてですね、ぜひ活用していただければいいなと思っております。私の提案を申し述べて、私

の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。

◎議長（下地 明君）

これで富永元順君の質問は終了しました。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議はこれにて延会いたします。

（延会＝午後６時26分）
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◎議長（下地 明君）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前11時13分）

本日の出席議員は、26名で全員出席であります。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第５号のとおりであります。

この際、日程第１、決議案第３号を議題とし、提案者から提案理由の説明を求めます。

◎新城啓世君

決議案第３号、米軍艦船および軍用機等の来島反対と自粛を求める決議。みだしのことについて、別紙

のとおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条第１項の規定により本案を提出します。平成22年９月

24日、宮古島市議会議長、下地明殿。提出者議員、新城啓世、賛成者議員、嘉手納学、上地博通、高吉幸

光、平良隆、上里樹、富永元順、嵩原弘、長崎富夫、佐久本洋介、西里芳明、下地智、砂川明寛、眞榮城

德彦、前里光恵、池間豊、仲間則人、新城元吉、下地博盛、棚原芳樹、前川尚誼、山里雅彦、新里聰、垣

花健志、亀濱玲子。

文案を読み上げまして提案理由の説明にかえさせていただきます。

米軍艦船および軍用機等の来島反対と自粛を求める決議

長崎県佐世保基地所属の米海軍掃海艦「ディフェンダー （排水量1,312トン、乗員84人）が本市や沖縄」

県の自粛要請を押し切り、去る９月21日「乗員の休養と友好・親善を目的」として平良港に入港、同24日

まで停泊しました。

本市では、去る９月５日に、米海軍第７艦隊音楽隊が宮古空港に軍用機で着陸し、宮古島市の施設（マ

ティダ市民劇場）を使用して演奏会を開催するという動きに対して、軍用機使用の自粛要請を行ったばか

りである。

本市は今回の米海軍掃海艦「ディフェンダー」の平良港寄港に対しても、平良港は民間船舶のための港

であり米海軍掃海艦の入港を自粛させるよう、外務省沖縄事務所に要請、また沖縄県も在日米海軍司令官

や在沖米国総領事に自粛要請を行っております。

ところが、米海軍掃海艦「ディフェンダー」が宮古島市や沖縄県の自粛要請や市民団体の抗議にもかか

わらず、平良港への入港を強行、軍人が市街を闊歩するさまは辛酸をなめた悲惨な戦時中を想起させ、平

和を希求する市民に不安を与えたことは誠に遺憾であります。また、来る12月には、米海軍第７艦隊音楽

隊が軍用機で来島する動きがありますが、度重なる米軍艦船や軍用機という軍機動力の来島は、軍隊の動

きに敏感な市民を不安に陥れるものであり、市民・県民の意志に反する行為であります。

宮古島市議会は、米軍艦船および軍用機等の本市への来島を厳に自粛するよう決議し、強く要請する。

平成22年（2010年）９月24日

沖縄県宮古島市議会

あて先、外務省沖縄事務所沖縄特命全権大使、在日米海軍司令官、存沖米国総領事。

以上であります。よろしくお願いします。

◎議長（下地 明君）

これで提案理由の説明は終わりました。
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これより質疑に入ります。

質疑があれば発言を許します。

（ 質疑なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております決議案第３号については、会議規則第37条第２項の

規定により、委員会の付託を省略し、直ちに処理したいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、そのとおり決しました。

これより討論に入ります。

日程第１、決議案第３号、米軍艦船および軍用機等の来島反対と自粛を求める決議に対する討論の発言

を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより決議案第３号を採決いたします。

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、決議案第３号は可決されました。

次に、日程第２、一般質問について先日に続き質問を続行いたします。

本日は、仲間則人君からであります。

これより順次質問の発言を許します。

◎仲間則人君

一般質問３日目の１番ということで、長い間時間使いましたので、元気よくいきたいと思います。

質問に入る前に一言申し上げたいと思います。今定例会中は、地元の敬老会、各小中学校の運動会など

、 。 、地域行事に下地敏彦市長を初め各職員 議員の皆さんが参加して地域を元気づけたことと思います また

今年度の宮古地区における葉たばこの買い入れも無事終了し、キロ単価において過去最高の成績をおさめ

ることができました。これもひとえに行政並びに関係機関の協力のおかげであるものだと感謝申し上げま

す。

けさの新聞に、肉用牛競りも３万円上がったということで、農家も口蹄疫の被害も緩和していくんじゃ

ないかなと思っております。

通告に従いまして、所見を交えながら一般質問を行いたいと思います。当局の誠意あるご答弁をよろし
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くお願いいたします。

まず初めに、サトウキビの年内操業の実施についてであります。今月９日の農業振興会評議委員会で、

年内操業の結論が出ない旨の記事が載っていましたが、その理由として、低糖度、春植え、株出しのオペ

レーターと機械の不足、工場能力に見合う生産量が問題ということでした。

そこで、お伺いします。現在早期操業を行っている伊良部や多良間は工場能力により低糖度でも出荷せ

ざるを得なくなっているのか、そうであれば伊良部や多良間村の農家は不利益をこうむっているというこ

とになるのではないでしょうか。早期操業を行っている地区の糖度はどのようになっているか、お伺いい

たします。

また、低糖度の件についてでありますが、現在早熟品種が普及している中、低糖度という数値の範囲は

何を指しているのか、お伺いします。

次に、春植え、株出しのオペレーターと機械の不足と言っていますが、農業法人等でハーベスターやト

ラクターを導入していて、導入条件として３戸以上の農家で組織した団体となっているので、ハーベスタ

ーのオペレーター、補助員、トラクターのオペレーターと対応可能だと思います。そうすることで、個々

の機械の利用効率向上にもつながり、補助事業の目的が達成され、機械不足の解消されると思いますが、

当局としてどのように考えているのか、お聞かせ願います。

次に、早期操業が実現された場合、春植え、株出しの作付体系スケジュールは作成されているのか、作

成されているのであればお聞かせください。

次に、マンゴー輸送体系についてお尋ねいたします。今年もマンゴーの積み残しが出て、生産農家は出

荷に苦慮していますが、来年以降の出荷体制の取り組みはどのように考えておられるんでしょうか。年々

増加の一途をたどるマンゴーですが、毎年輸送の問題が取り上げられているのも、これといった解決策が

見つかっていないように思われます。

そこで、宮古島市にある大型量販店が生鮮野菜の輸送に使っている冷蔵コンテナを那覇まで活用する考

えはないのか。宅配の輸送、農園から消費者までクール便で指定することで、宮古島那覇間の海上輸送が

可能になり、翌朝の那覇空港から全国へ空輸すれば積み残しの解決はできると思いますが、大型量販店や

船舶会社と交渉する考えはないか、お伺いいたします。

次に、道路行政についてお伺いします。久松中学校北側にある喫茶ログから久松小学校北側にあるサン

ハイツ久貝前交差点までの道路に転落防止ガードレールの設置はできないものか。伊良部大橋が開通する

と取りつけ道路が久松中学校前になり、宮古島徳洲会病院やマックスバリュへの動線として通行量の増加

が見込まれるが、幅員幅が狭く、通学路でもあることから、往来の危険があります。危険除去のためにも

幅員ではなく、転落防止ガードレールの設置をお願いしたいと思っております。

次に、久松１号線、廣鉄金前の排水溝整備についてでありますが、去った６月定例会でもこの久松１号

線について質問しました。その中で排水溝の整備をお願いしたところ、全面的な再整備は計画はしていな

いとの答弁がありましたが、改めて質問したいと思います。この久松１号線は、本当に大雨が降ると久松

小学校前から鉄砲水のような雨水が流れ、それと地元松原団地西側のほうからも雨水が流れ、廣鉄金前で

合流するため、通行することが困難で迂回しているのが現状であります。現在村づくり交付金で集落排水

整備がなされており、廣鉄金東側に沈砂池が設置されていますが、何ら機能を果たしておりません。その
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ことから、ぜひ排水溝整備の再検討をお願いいたします。

次に、久松漁港南航路整備について質問いたします。近年久松地区は大型店舗や病院等の高い建物が増

え、同時に夜になると照明が増え、立標の確認が難しいという市民の声が聞かれております。この久松漁

港南航路は、航路幅が狭く、立標間が広いため、夜間干潮時の漁船の往来が危険と思われます。そこで、

立標を増設する考えはないのか、お伺いします。

久松漁港整備についてでありますが、久松漁港の整備は何年度から事業開始となっておられるのか。そ

して、地元との話し合いの計画はあるのか、あるとしたらいつごろを予定しているのか、お伺いいたしま

す。

次に、バイオエタノール生産設備についてお伺いいたします。我が宮古島市では、平成17年度からモデ

、 、ル事業と技術開発が行われ 国産バイオマス原料によるバイオエタノール生産技術の確立とＥ３燃料製造

物流、供給の管理体制のもと、実車走行まで一貫して技術開発を行う我が国初めての事例と伺っておりま

す。昨年の事業仕分けの論議の中で、モデル事業と技術開発事業が宮古島プロジェクトでは重複している

という指摘があったと聞いていますが、当局として今後この事業をどのように進めていくのでしょうか、

お聞かせください。

以上、答弁をお伺いして再質問したいと思います。当局の答弁よろしくお願いします。

◎副市長（長濱政治君）

久松漁港の整備についてでございます。久松漁港の計画内容と、今後この事業をどのように進めていく

考えですかということです。漁村再生交付金事業において、久松漁港では波除堤、それから防暑設備、道

路、用地舗装等の計画をしております。10月上旬には地元漁業者と意見交換をし、今年度は設計等の業務

を行います。整備時期につきましては、平成23年度で防暑設備、道路、平成24年度で波除堤、それから平

成25年度で用地舗装を整備する計画です。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

バイオエタノール生産事業についてのご質問でありました。現在本市において環境省が実施しておりま

すエコ燃料実用化地域システム実証事業につきましては、昨年の事業仕分けの中で宮古島は効果をはかり

やすいことから、重点化すべきとの意見が出されております。したがいまして、昨年度に引き続き実証事

業が進められているところであります。他方、バイオエタノール発酵やエタノール脱水、糖蜜の有価物抽

出などの技術研究開発につきましては、一定の成果を得たため平成21年度をもって終了しております。

宮古島バイオエタノール実証事業については、これまで１府５省、内閣府、農林水産省、経済産業省、

国土交通省、環境省、総務省消防庁が連携をして実施しているところで、本市においても環境モデル都市

行動計画において重要施策として位置づけられていることから、今後とも国、県と調整をしながら関係機

関とも協力し、バイオエタノールの実用化、全島Ｅ３化に向け今後も取り組んでまいります。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず、１点目にサトウキビの年内操業についてでありますが、年内操業で一番問題なのは、やはり低糖

度でありますね。それにつきまして、今年の宮古製糖伊良部工場のデータがあります。12月の上旬に操業

開始しまして、２月の中旬で終わっているんですが、その中で12月の上旬は大体14.9以上で始まりまして

ですね、最終的には２月までには15度を超していますが、平均してその大きい差はないというデータは今
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年出ております。年内操業に支障を来すような糖度の差はないというふうに理解をしております。

、 、 、 、 、それから 年内操業に関する問題点として 今言った低糖度 それから株出し 春植えのオペレーター

管理機の確保、それから工場に見合うだけの生産の確保というのが挙げられますが、オペレーターの確保

につきましてはですね、ハーベスター運営協議会や生産法人等と協議し、確保に向けて取り組んでいると

ころであり、株出し管理機につきましては、宮古地区サトウキビ糖業振興会の今年度の単独事業で株出し

管理機５台を導入する予定をしております。

また、サトウキビ増産を図るためには生産性の向上を図るだけでなく、やはり株出し、春植え面積の増

加による収穫面積の拡大を図る必要があるというふうに理解しております。

それから次に、マンゴーの輸送体系でありますが、年々増加するマンゴーの生産量に対して、航空便だ

けの輸送は限界に来ているということから、来年以降は収穫時期の分散などですね、これを農家に技術指

、 、 、導をですね 関係機関と連携して取り組むということと 並行しまして船便での輸送も対応するんですが

現在船便の輸送に関しましてはどういった方法が一番理想的かということで、いろいろなことから今県を

初めですね、関係機関と最もいい方法を今協議しているということであります。

答弁漏れありました。久松漁港についてお答えします。久松漁港南航路の整備についてでありますが、

久松漁港南航路は、２隻の往来が十分可能な30メートルの幅員で整備がされております。南航路標識灯に

ついては、宮古島海上保安署の管理が３基、それから市の管理が１基設置されておりますが、指摘のとお

り陸上の照明等の影響で航路の認識がしにくくなっているというのであれば現状を調査しまして、関係機

関と協議していきたいというふうに考えております。

◎建設部長（友利悦裕君）

久松中学校北側にある喫茶ログから久松小学校北側サンハイツ久貝前交差点までの道路に転落防止ガー

ドレールの設置はできないかというお尋ねでありますが、ご指摘の箇所は松原32号線で、幅員４メートル

の道路であり、道路と畑の段差が１メートルほどある道路です。ガードレールの設置については、基準高

が２メートル以上となっておりますので、現時点での転落防止のガードレールの設置計画は予定しており

ません。

次に、久松１号線、廣鉄金側の排水溝整備についてでありますが、ご指摘の箇所は松原１号線で、現場

確認したところ排水路に土砂が堆積し、冠水の原因となっていると思われますので、土砂を取り除き、一

部排水溝の改修整備を行い、対応したいと思っております。

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午前11時36分）

再開します。

（再開＝午前11時37分）

◎仲間則人君

再質問をしたいと思います。順次質問したいと思います。

まず、早期操業の件でありますが、伊良部工場の例を一応糖度的に挙げておりました。そうであれば、

低糖度というのは基準糖度値に入っていると、今伊良部工場の例を挙げると14.9ですので、基準糖度に入
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っているんではないかと、なぜ早期操業かと私がいいますと、12月の上旬、10日前後から30日ごろまで収

穫をしてもらうと、早期操業しますと一応宮古全体で栽培面積の３分の１が収穫可能だと思われます。そ

こで、その大体1,000町歩ぐらいが面積が収穫されると思われます、そのうちの３分の１を春植えに回し

ても１万7,000トンぐらいの増加が見込まれます。市としても増産体系に向けて、またその増産すること

によって先ほどおっしゃっていましたバイオ燃料、サトウトキビ糖蜜等も循環型エネルギーとして活用で

きるんじゃないかなと思っております。ぜひ早期の早期操業を来る10月の協議会の中でも実態を挙げなが

ら、ぜひ推し進めていけたらうれしいなと思っております。

次に、マンゴー輸送体系でありますが、今農林水産部長のほうから答弁ありましたように、来年からは

ぜひ船会社とのほうも話をして進めていきたいというふうな答弁でありましたが、この質問の中で大型店

舗との冷凍コンテナを利用できないものか、船会社でもコンテナを大型店舗が生鮮野菜を宮古島のほうに

も運んでいますので、そのまま空で帰すよりは、それをうまいぐあいに大型量産店とも話をして、そこを

活用できないものか、そこら辺をもう一度お聞かせください。

次は、道路行政についてですが、喫茶ログから久松小学校北側までの通りですけど、本当に年々住宅も

増えてまいりまして、生徒数も増えて、多分現場には行ったと思われますが、あの道路も本当南側の畑に

面する側の段差が大分あるんじゃないかなと思われます。昔ながらの石積みの上に舗装が乗っているだけ

であって、４メートルというんですけど、実際はかったらあそこ４メートルないんじゃないかなと、それ

をいま一度ね、車の反射板等なり、またぜひ通学している子供たちの安全面も考えて、やっぱり必要では

ないかなと思っておりますので、いま一度検討をお願いいたします。

次に、久松１号線の廣鉄金前の排水溝、これは上のほうからあけぼの保育園、そのバイパスからずっと

来たときに本当に排水溝、50ミリ……70ミリぐらいですかね、70ミリのパイプがそのまま排水溝に行くよ

うな形になっているんですが、ここが全部埋まってしまって、そこからの北側から流れてくる水もそのま

ま久松方面、学校方面、鉄砲水のように流れてきています。できれば上からすべて排水溝も掃除して、そ

れから改修し、でなければ本当に掃除をして排水ができるよう要請したいと思っております。ぜひその排

水溝に対しても行政の力をよろしくお願いいたします。

、 、 、次に バイオエタノール生産施設についてでありますが 現在バイオエタノールを抽出した後の残渣液

蒸留残渣液、それの利活用がいまだできていない状況じゃないかなと思っております。酵母液と、これを

残渣液のほうをぜひ農家にもこういった成分が上がってきて、こういうふうなサトウキビ、植物にはいい

よというふうなのをね、農政課としても、宮古島からせっかくできたサトウキビに含まれる栄養分がそっ

くりそのまま宮古島の畑に還元されるんですから、循環型で。もう少し農家に対して蒸留残渣液、強いて

はまた残渣酵母、この辺の利活用を農政課としてね、もっともっと市民にも波及してもらいたいなと思っ

ています。そのために、その残渣液を利用して堆肥づくりもやりましょうということで資料も一応もらっ

てまいりました。上野のほうに残渣液を保管する場所のタンクも設置されております。それもいまだ活用

されていない状況でありますので、ぜひリサイクルセンターの堆肥を堆肥工場にも残渣液とまた酵母液、

酵母、それを混入した堆肥づくりも市として両工場からバカスとトラッシュ、そういうのを譲り受けて堆

肥化に向けてこの残渣液、酵母等も利用しながら、また酵母に対しては畜産農家もえさとして、また使え

るというふうな実証事例が挙がっております。それに向けても環境Ｅ３、これ全島３万5,000台というふ
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うな目標があるそうですので、現在車にも、また畑にも、農地にも、そのサトウキビから、そのシステム

を農政課としても一緒になって、燃料だけじゃなく、堆肥、畜産農家へのまた酵母を提供するとか、いろ

んなものを考えてもいいんじゃないかなと思っております。それについて、残渣液の活用方法についてお

聞かせ願えればうれしいなと、またこの場で行政側のほうから残渣液、酵母等の活用をこのようにしまし

ょうというふうな言っていただければ、Ｅ３並びにまた農家の農地が肥えて、また作物が増収になると思

われますので、農政課の答弁もいただきたいなと思っています。

答弁を聞いて私の９月定例会の一般質問にさせていただきます。どうもありがとうございました。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず、１点目のマンゴーの輸送体系でありますが、これにつきましては来る10月の上旬にマンゴーの輸

送体系についての協議を関係する機関と話し合いを予定をしております。その中で、大型店舗でのコンテ

ナの活用につきましてはですね、議題に上げたいというふうに考えております。

それから次に、バイオエタノールの件でありますが、今蒸留残渣液、それから残渣酵母、それから製糖

残渣物などについては、これを原料にして堆肥にするという話が進んでおりまして、これにつきましては

今国のですね、委託でりゅうせきがですね、その実証試験を委託でやる予定をしております。その中で市

がどういったかかわりになるかということはですね、今話し合いをしております。そういうことで、国の

委託事業をりゅうせきがやっているんですが、それに対して市もかかわっていけるようにですね、やって

いきたいというふうに考えております。

◎建設部長（友利悦裕君）

喫茶ログから久松小学校北側、サンハイツ久貝前までの交差点の道路でありますが、４メートル程度の

道路でありまして、幅員がかなり狭いという話がありますが、ガードレールの設置は基準上設置できませ

んが、交通安全対策として反射鏡などの検討はしていきたいと思っております。

次に、久松１号線の排水整備の件でありますが、やはり上方のほうから整備をしていかないと途中で詰

まりますので、その検討をしていきたいと思っております。

◎議長（下地 明君）

これで仲間則人君の質問は終了しました。

午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。

休憩します。

（休憩＝午前11時52分）

再開します。

（再開＝午後１時30分）

午前に続き一般質問を続行します。

順次質問の発言を許します。

◎眞榮城德彦君

通告に従いまして、一般質問を行ってまいります。

今度の定例会において、宮古島市監査委員から平成21年度宮古島市一般会計・特別会計歳入歳出決算及

び基金の運用状況審査意見書並びに別紙として平成21年度決算審査意見書（伊良部７号線道路改良工事・
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１工区）が提出されておりますので、この決算審査意見書を中心にですね、聞いていきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。

まず、質問に入る前に監査委員のですね、職務権限についてお伺いをしていきたいと思います。地方自

治法第199条第１項から第12項まで監査委員の職務権限が規定されております。その中で、厳密には、一

般監査、これは本条の第１項及び第２項の規定による監査で、さらに第１項の規定による監査は本条第４

項の規定による定例監査、それと本条第５項の規定による随時監査に分かれております。

次に、特別監査、これは地方自治法第75条の選挙権を有する者の直接請求による監査及び第98条第２項

の規定による議会の請求による監査、第199条第６項の規定による当該普通地方公共団体の長の要求によ

る監査及び第199条第７項の規定による財政的援助を与えているもの等に対する監査、これが特別監査に

なっております。

そのほかに、監査委員に付与された職務権限として決算審査、これがございます。この決算審査は、地

方自治法第233条、つまり普通地方公共団体の長は決算及び第１項の書類を監査委員の審査に付さなけれ

ばならないというものであります。第233条、これは決算の条項ですけども、第１項から第６項までの規

定があります。この中で、決算とは１会計年度の歳入歳出予算の執行の結果の実績を表示されている計算

表である。決算審査の主眼は、１、計算に間違いがないか。２、支出命令等に符合しているか。３、収支

は適法であるかということにまとめられております。

以上述べてきたように、地方自治法第199条の監査の規定及びその効力の範囲と地方自治法第233条の決

算の規定を踏まえた上で、今回の監査委員の審査、つまり審査意見書に、私としては職権の濫用あるいは

混同、それから越権行為、これがあったのではないかと思っておりますので、代表監査の方にはその辺を

明確に区分けをした上でですね、第199条と、それから第233条の決算、これに付随する監査委員の権限、

この範疇についてですね、明確にお答えいただきたいと思っております。これは、通告の①、②をまとめ

てありますので、同時にお答えになって結構です。

次に、この決算審査意見書において、特別の１事業について特別に監査し、意見書としてまとめて、全

体の意見書とは別に、この決算意見書を提出したことは地方自治法で定められている監査の種類のどれに

該当するか、つまり一般監査なのか、特別監査なのか、それとも決算審査として地方自治法第233条を適

用してこの意見書を提出したのか、その辺もお聞きしたいと思います。つまり一般監査とするならばです

ね、地方自治法第199条第１項の規定による監査は第４項の規定による定例監査か、あるいは第５項の規

定による随時監査か、この辺を明らかにしていただきたい。それともこれまでに代表監査委員が述べられ

てきましたように、第199条の特別監査第６項を適用して監査をしたというような答弁がありましたけれ

ども、この答弁非常におかしな答弁ですね、特別監査を実施するときになぜ第233条の決算に踏み込んで

くることができるのか、その法的根拠を示していただきたい。

それから、このような、つまり本体の意見書と別に別紙として提出されているこの形態はですね、非常

に特殊な決算審査意見書と思われますけども、このようなことがほかの自治体において過去にどれぐらい

事例があるのか、県内各市あるいは県外でもいいですから、もしこういった事例があればですね、ぜひこ

れを紹介していただきたい、このように思っております。

続きまして、審査の方法、年度の決算審査の意見書で全体の決算審査と１事業の決算審査の方法が異な
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ることの整合性の説明、いわゆる法的根拠なんですけど、それから５番目の意見書、全体の結びの中で当

該工事の契約事務の一部に不適切な契約が見受けられるとし、別紙意見書では契約規則及び契約約款に抵

触するとある。この表現は、同意語あるいは同義語とみなしていいのかどうか、それもお答え願いたいと

思います。

この審査の方法はですね、これは通常の宮古島市一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金の運用状況

審査意見書、これの審査の方法を見てみますとですね、審査に付された各会計の決算書、決算事項別明細

書、実質収支に関する調書、決算に関する附属書類等関係帳票、証書類との照合を行うとともに必要に応

、 、 、 。じて 関係職員により補足説明をもとめて計数の確認 法令の準拠 予算執行の適否等について審査した

更に、決算の内容を把握するため、各種比率を算出し、前年度の比較検討も行った。これが決算意見書の

全体としてやった場合の審査の方法です。

それと比較して、同じ議会に提出されたこの決算審査意見書、本来ならば１会計年度の決算を審査し、

、 、 。 、意見書を呈すからには 形としては審査の方法とは同じであるべきだと 私はそう考えております じゃ

なぜここでこの審査の方法が違うのか、この別紙意見書にはですね、審査の方法、審査にあたっては、担

当部局から提出された当該工事に係る工事請負契約及び工事施工等が関係法令に基づいて適正に行われた

かどうかに着眼点を置き、工事の計画、設計、積算、契約、施工、管理、監理（監督 、検査等について）

担当課長及び担当者より説明を受け、契約事務や工事の実施・施工内容等を検分した。これはですね、地

方自治法199条の定例監査あるいは随時監査、これを行うときの審査の方法だと私は認識しています。決

算審査意見書にこれが適合するかどうか、なぜこのような方法で議会に提出する決算審査意見書のやり方

をしたのか、その辺も法的責任と法的根拠をもって説明していただきたいと思っています。

、 、 、 、先ほど言いましたけども これは地方自治法第233条 つまり決算 地方自治法における決算のあり方

そして決算をするときに監査委員に課せられた責務、職務、これが第233条にうたわれているんですけど

も、この２つ、これは一体何に基づいて出された意見書であるか、つまり第233条の決算の条項に基づい

てなされた決算審査意見書として監査委員の方々はこれを提出したのかどうか。そして、先ほど言いまし

たように、審査の方法が違っている、これの法的根拠を教えてください。

この本体のほうのむすびではですね、この表現があります。伊良部７号線における契約事務の一部に不

適切な契約とあります。こちらの別紙のほうでは、審査結果として、これらの契約事務が契約規則や建設

工事請負契約約款に抵触するものとはっきりなっております。同じ事業で、本体のほうでは不適切な契約

といい、別紙のほうでは法令に抵触するという表現の仕方、これは同じ事業でも審査の方法が異なるため

にこういった表現の違い、審査結果が出てきたことになるのか。それから、そうではなく、不適切も抵触

も同義語として監査委員は使われたのか。その辺の説明をよろしくお願いいたします。

担当部署はこの契約の事務の瑕疵のないこと、つまり誤りのないことの法的根拠として、工事請負契約

書の第19条第１項、設計図書の変更、２番目に第24条第１項、請負代金額の変更方法等、それから補足と

して第56条第１項を根拠として、設計変更及び変更契約を行った説明としていますが、そのことについて

監査委員が不適切あるいは抵触しているという指摘の明確な法的根拠を対抗として示していただきたい。

仮に監査委員が言うように法令違反があるとすれば、市民においては地方自治法第75条の住民直接請求、

つまり住民監査請求、行政においては懲戒分限委員会の設置、それから議会においては特別調査委員会、
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つまり100条委員会の設置等を考慮しなければならないゆゆしき問題になる可能性をはらんでいると私は

思っておりますので、ぜひ監査委員のこのことに対する見解をお伺いしたい。

市長の行政裁量権の範疇の問題なんですが、この問題に関して当局は一貫して一連の契約は法令の遵守

の上で処理されており、監査委員の指摘するような違法性は存在していないと断言しております。契約の

内容及び契約方法は、行政上の合理性、公正性、効率性等を勘案した結果の当局もしくは市長としての最

。 、 、も妥当性のある選択肢だと説明をしております そうであれば 契約に関する事務一切は違法でない限り

市長の行政裁量権の範疇に属するものであり、そのことに関して監査委員が口を差し挟むことは監査委員

の職務権限の及ばないところであり、大きな越権行為として断罪されなければならないと私は考えており

ます。このことに関しての説明も求めます。

最後に、決算審査意見書、別紙の中で平成22年６月定例会におけるこの問題に関しての市長、副市長、

担当部長の答弁を引用して 検証し 審査結果に結びつけておりますけれども そもそも地方自治法第233条、 、 、

の決算の条項では、当該年度の審査、つまりこれに照らし合わせていいますと平成21年４月から平成22年

。 、３月までの決算資料しか市長からは付されておりません 少し余裕持って出納整理期間である５月の31日

これまでの資料の適用は認められると思いますけども、しかしながら６月定例会の議会答弁まで引き出し

てきて、ここで監査委員の無分別な意見書と言わざるを得ないようなやり方で、この決算審査意見書をま

とめ上げている。年度をまたぐ形でのこのような資料の使用について、どのように法的根拠があると認め

られるのか、その辺の説明もお願いいたします。

次に、教育行政についてお伺いいたします。教育研究所について、まず教育研究所人事についてであり

ますけれども、所長、それから教育相談員、それからまてぃだ教室指導員、これらの方々の人事が本年４

月２日付で全員入れかわっております。教育相談員及びまてぃだ教室指導員、この方々の仕事の内容につ

いてはですね、この実践報告書、これ宮古島市教育研究所が出されておりますけども、これを読めばです

ね、本当に問題のある、あるいは子供たちや家庭のそういった取り組み実践の報告がなされております。

であるならばですね、この教育相談員及び指導員、この方々の人事については、例えば教育相談員４人、

それからまてぃだ教室指導員３人、全員４月２日から入れかわっておりますけれども、この人事権といい

ますか、人選といいますか、研究所長も含めて、だれがどのように、いつごろ決定するのか。

なぜそういうことを尋ねるかと申しますと、これで読めばわかりますように、非常に問題のある子供、

悩みを抱えている子供、それを抱えている保護者、みんなが悩んで悩み抜いて、教育相談員とか、学校の

先生とか、そういったのに相談をしながら、なるべく不登校をなくすためにはどうしたらいいか、学校復

帰するにはどうしたらいいか、こういったものが書かれております。非常にデリケートな、複雑な心理的

な問題もたくさん抱えたことだと思っております。

例えば今までそのまてぃだ教室あるいは教育相談員と相談を受けて、保護者も含めてですね、これまで

一生懸命取り組んできた、しかしながら４月の１日から全員これがかわる、私はかわってもいいと思うん

ですけども、ただこういった特殊な環境の中にいる子供たちですから、この新しい教育相談員と、それか

ら古い教育相談員と、その引き継ぎをですね、きちっとやって問題の共有、それから方向性、そういった

ものをきちんとやってからではないと保護者も、子供たちも心配が多過ぎる、不安が多過ぎる、私はそう

いうふうに思っております。実際に教育相談員を今度３月31日付でおやめになった方から聞いたんですけ



- 197 -

ども、現場が心配だと、何の引き継ぎもなかったと、公的な教育機関がこのような形の引き継ぎでいいの

だろうかと、このようなことを言って憤慨をしておりました。私もそう思います。ですから、私は別に教

育長を責めているわけではありませんからね。なぜしかし、７名の嘱託職員、これを一遍にやめざるを得

なかったのか、そして新しい嘱託職員を採用しなければならなかったのか。その辺も含めてお聞かせ願い

たいと思います。この人事はだれがするのかですね。

それから、教育指導員について、１番目の就学指導協議会委員、それから問題行動等支援事業指導員、

３番目の特別支援事業指導員、予算書の報酬の中には、その報酬額とか、そういったものあらわれてくる

んですけども、問題はこの方々がどういった活動をしているのか、日常的にですね、この辺の勉強不足で

恥ずかしい話なんですけども、この就学指導協議会から３つのですね、指導員の方々のできたら詳しい仕

事の内容ですね、そういったことを教えていただきたい。

それから、３番目のスクールソーシャルワーカーの活動について、これはもう県の補助はなくなりまし

たから、スクールソーシャルワーカーは宮古島市の単独事業となっております。前に聞きましたところ４

人の方々で一生懸命頑張っていらっしゃると、ところがスクールソーシャルワーカーと、それから教育指

導員とか、一番最初に挙げました教育研究所のつながり、連携、こういったものがどういう形で日常的に

行われているのか、あるいは全く連携みたいなものがとれていないのか、そういったところも総合的に含

めてご説明願えたらなと思っております。

以上、答弁をお聞きしましてから再質問をいたします。

◎教育長（川上哲也君）

ただいま眞榮城德彦議員から教育行政について３本の質問がございました。スクールソーシャルワーカ

ーと特別支援事業指導員等については、教育部長でお答えいたします。

まず、私から宮古島市立教育研究所における人事についてですが、教育長の責任でもって進めました。

研究所の所長人事は、教育研究に造詣の深い方を選任し、委嘱しました。所長は、教育長の命を受けて所

務を掌理し、所属職員を指揮監督します。週３日勤務の非常勤で、任期は１年、再任も可能であります。

次に、宮古島市教育相談室の相談員は児童生徒の健全育成に関して経験豊かで、熱意を有する者のうち

から教育長が委嘱することになっております。現在は教員免許状を所有している方を４名委嘱しておりま

す。週３日勤務の非常勤で、任期は１年、再任も可能です。

それから、宮古島市立適応指導教室は本務の県派遣教員１人と週３日勤務の指導員がおります。派遣教

員は１年間の研修という形で、まてぃだ教室の経営を行います。小中学校の教員に希望調査を行い、複数

希望者がいる場合は面接によって教育長が決定します。市嘱託の指導員は教員免許状を所有している方２

名を教育長が委嘱しております。任期は１年で、再任も可能です。

なお、引き継ぎができていなかったということに関しては、我々はまた所長と相談してやっていきたい

と思います。

◎教育部長（上地廣敏君）

まず、就学指導協議会委員、それから問題行動等支援事業指導員、特別支援事業指導員の選任方法、資

格、契約内容、職務内容についてお答えをいたします。

就学指導協議会委員は幼稚園長、小中学校長、特別支援学級担当教諭、医師、特別支援学校教諭、その
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他教育長が認める者で、20名教育長が選任、委嘱をしております。任期は２年間であります。委員は、宮

古島市立幼稚園、小学校及び中学校において特別支援教育を要する幼児、児童及び生徒の就学指導を行い

ます。そのため、教育長の諮問に応じて就学指導のための判定、教育相談の実施、特別支援教育の推進、

関係機関との連携等の教育措置を調査、審議いたします。

、 、 、 、次に 不登校生徒等に対する学習支援者配置事業は 教員免許状を所有している方２名 教育長が選任

委嘱しております。週４日勤務の非常勤であります。任期は１年間で、再任は可能であります。学習支援

者は保健室登校など教室に入れない生徒等の学習指導や教育相談を行います。また、生徒指導主任と連携

して問題行動や不登校等の実態把握、校外指導、統計資料の作成などで補助に当たるなど、教育活動の支

援を行っております。

、 、 、 、次に 特別支援教育支援者派遣事業でありますが 教員免許状等を所有している方８名 教育長が選任

委嘱をしております。ニーズがある選定学校に配置をし、週３日勤務の非常勤であります。任期は１年間

で、再任も可能であります。学習障害、いわゆるＬＤや注意欠陥／多動性障害、ＡＤ／ＨＤと呼んでいる

ようでありますが、高機能自閉症も含めた障害のある児童生徒の自立や社会参加に向けて教育的ニーズの

、 。ある小中学校に配置をし 該当校における指導方針に基づいた特別支援教育に係る支援を行っております

次に、スクールソーシャルワーカーの活動状況でありますが、宮古島市スクールソーシャルワーカーは

学校教育、教育相談、福祉等において活動実績のある方４名、教育長が選任、委嘱をしております。週４

日勤務の非常勤で、任期は１年間、再任も可能であります。スクールソーシャルワーカーは問題を抱える

幼児、児童生徒に対して関係機関、地域環境へ働きかけ、問題の改善を図ることを業務といたします。家

族や学校から相談を受け、当該児童生徒が置かれた状況に応じて福祉、保健、医療などの関係機関と連携

をしております。また、学校や関係機関を交えてのケース会議を開催したりするなど、多様な支援方法を

用いて問題解決を図っております。

具体的には、教育相談が必要な場合はスクールカウンセラー、まてぃだ教室、または市の教育相談室に

つなげます。保護者の経済的問題には生活保護の受給に関するアドバイスや手続の助言などを行っており

ます。昨年度登校渋り、非行不良行為、家庭環境問題等へ63件の対応をいたしました。また、今年度９月

現在25件の対応を行っておりますが、家庭への経済支援や医療関係への相談件数が増加傾向にあり、より

多くの関係機関との連携が必要であります。現在その拡充を図っております。

課題といたしましては、現在４名体制で業務を行っておりますが、相談件数が多く、特に離島である伊

良部地区の支援が十分にできてないことが挙げられます。増員を含めて今後検討していきたいと考えてお

ります。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

まず、最初のご質問の職務権限と、それから決算意見書の内容のあり方、１つということで、まずあり

ました。一応私たちが、監査委員が行う監査の種類と、それから法的根拠、眞榮城德彦議員が質問なさい

ましたように、確かに監査としましては地方自治法第199条で定期監査、随時監査、行政監査、それから

財政援助団体に関する監査 それから第235条の公金の収納または支払事務に関する監査 それから第75条、 、

にあります住民の直接監査請求、それから第98条の議会の請求に基づく監査、それから請願の措置、これ

は第125条関係です。それから、市長の要求に基づく監査、第199条です。それから、第252条の11に共同
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設置機関の監査というものもございます。

あと、２つとしまして、検査がございます。これは、例月の検査でございます。審査がございまして、

それに今回出ております決算審査、それから基金、それから健全化判断、資金不足、こういうものが監査

の業務として行われております。

それから、監査の決算のことについてですが、確かに決算の審査の実施に当たっては、審査の範囲、計

算に間違いがないか、実際の収支が収支命令に符合しているか、収支が適法であるかというものがござい

ますが、その中の審査の実施という項目がございます。これには歳入歳出予算の執行状況、事務事業の実

績等について説明を聞きながら、総合的に審査していきます。そして、工事の契約等につきましては、抽

出して契約書、その他の書類を審査し、違法及び不当、不経済な支出はないかどうか検討するというのが

ございます。そして、審査の基本的事項というのがございまして、決算の複雑、膨大さを対処するため、

当該審査を特に計画的、能率的に進める必要があるというのがございます。このことにつきましては、決

算審査の依頼が市長から上がる前に基金問題とか、それから検査関係につきましては事前に審査をしてお

ります。ですから、確かにおっしゃるとおり範囲はそのとおりでございますが、私たちとしましては審査

の実施、それから審査の留意点などを考慮しまして、今回の決算の審査には当たっております。

それから、年度の審査意見書と、それから別紙のほうの決算審査意見書、両方あるという話がございま

す。確かに一般会計、特別会計の総括的な審査意見はすべての決算を審査するための審査でございます。

別紙の意見書につきましては、その１件についてだけの審査を行うわけですから、私たちとしては特に審

査基準を設けまして、報告書に書いてあるとおりの審査をしてございます。

それから、まず意見書の中のむすびの中で当該工事の契約事務の一部は不適切な契約、それから別紙意

見書では宮古島市契約規則及び宮古島市建設工事請負契約約款に抵触するという、不適切という言葉と抵

触するという言葉は同義じゃないか、同じような言葉じゃないかということにつきましては、私たちは同

様と考えております。

それから、宮古島市建設工事請負契約約款の第19条、第24条、第56条につきまして、今回の設計変更の

話がございました。第19条は設計図書の変更でございますので、確かに３月26日に変更設計されておりま

。 、 。 、す 当初の契約から設計変更しまして 8,760万円という変更設計してございます これにつきましては

監査としましては特に問題視はしておりません。

問題は第24条でございます。第24条は、請負代金額の変更方法等でございます。これは、おとといもお

見せしたんですが、確かに第24条、請負代金額の変更については、甲乙協議して定める。ただし、協議開

始の日から14日以内に協議が整わない場合には、甲が定め、乙に通知するというのがございます。今回の

３月26日に行った契約金額の減額変更というのは、この請負代金の変更があるときの、いわば解釈の中に

入ってくるかどうかということなんです。つまり工事の追加変更があったとき、これは先ほど言いました

第19条の設計図書の変更に当たります。ですから、工事期間中において追加の工事、これたびたび現在の

宮古島市でもあると思います。入札残が出たとかなんとかでやるのが工事の追加、変更等があって、請負

代金の変更が生じていると思います。

２番の工期の変更があったとき、３番の支給材料、貸与品について、品目、数量、受け渡し時期、受け

渡し場所、または返還場所の変更があったとき。そして、契約期間内に予期することのできない天災、当
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事者の責に期することのできない人災によって、または長期に工事を中止する。当事者の合意によって請

負代金が明らかに適当でないと認めるとき、実はこの伊良部７号線の道路改良工事がこの部分のどこに当

、（ ） 、 、たるかということになりますと １ の工事の追加 変更があったときという話になっているんですが

私たちとしてはこの工事の追加、変更ということじゃないんじゃないかと、つまり工期があって、それが

不履行だということで減額変更するわけですから、この第24条には該当しないんじゃないかという話で、

この意見書には述べてあります。

それと、宮古島市建設工事請負契約約款の第56条の話なんですが、これは補則です。この約款に定めの

ない事項については、必要に応じて甲乙協議して定めると書いてあります。今度の契約書の中に、変更契

約書、第５回のですね、この第56条のこの約款に定めのない事項については、必要に応じて甲乙協議して

定めるという理由が見当たりません。ですから、この部分がどの部分に入っているのかということは、私

たちが決算審査をした上では見当たりませんでした。

それから、市長の行政裁量権の範疇ということがございました。私たちは、審査していく上で市長の裁

量権がこの工事の中にどの部分が入っているかということは把握できませんでした。私たちが監査したの

は、審査したのはあくまでも現在ある契約規則、約款、事務処理要領、それから締結されている契約、こ

れに基づいてなされているかどうかということを審査しましたので、裁量権のことにつきましては一切私

たちでは把握できませんでした。

それから、年度をまたいだ形の資料ということでございますが、議会の答弁につきましては我々はあく

までも伊良部７号線というのは関連していると思っております。確かに決算は３月31日、整理期間入れて

も５月31日と思っていますけど、伊良部７号線というものにつきましてはあくまでも関連していると、つ

まり決算の審査をしていく上では必要なことだと思いまして、意見書の中に挿入してございます。

それから、違法性のことなんですけど、私たちはまず宮古島市建設工事請負契約約款及び伊良部７号線

道路改良工事（１工区）の建設工事請負契約書、その最初の契約書のところに総則第１条第１項、発注者

及び請負者は、この約款に従い、日本国の法令を遵守し、この契約を履行しなければならない。第２項、

乙は、契約書記載の工事を契約書記載の工期内に完成し、工事目的物を甲に引き渡すものとし、甲は、そ

の請負代金を支払うものとするというのがございます。

、 、 。 。これは これもおととい見せたものなんですが 今回は３月19日に契約しました 去年の３月19日です

8,412万3,900円、契約保証金が10分の１です。そして、第５回の変更契約が３月26日にされております。

つまり減額変更で7,537万5,300円、差額は874万8,600円です。この契約をした時点で、伊良部７号線の１

。 、 。工区は全く違反はございません つまり契約書の契約金額だけの変更で 中身は全く変わっておりません

ですから、契約が締結された時点で私たちも、監査委員もここに解除権とか、違約金とか、損害金という

のは全く発生してございません。私たちが言っているのは、第５回変更契約をする前です。つまり先ほど

話がありましたように、第19条で設計の変更がございました。これは、こちらにありますように設計変更

額は8,760万円、これをもとに国庫補助金も幾らになるかという算定なんです。最終的な伊良部７号線の

１工区は、設計額は8,760万円なんです。それで、監査としましては、本来なら第５回変更契約で8,760万

円で契約をしまして、そしてその３月26日の出来高は7,537万5,300円、これは率にしたら86％です。未執

行は14％です。その変更契約は設計額で契約しまして、そこで解除権をやりまして、そのまま引き続き工
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事はするべきですと言っているのが、事務処理要領の第９条なんです。

ですから、これにつきましては公共工事標準請負契約約款の解説、これは建設業法研究会というところ

が出しているんですが、私もある契約担当からもらいました。これに、このようないわば設計の変更のや

り方というのはこれに書かれております。ですから、私たちとしましては、変更契約は8,760万円でやり

まして、そこでこの解除権は適用して解除はしません。ただし、事務処理要領の第９条でやって、そのま

ま引き続き工事をさせて完成させるという方法をとるべきだったと、この意見書には書いてございます。

ですから、３月26日で減額変更して、契約を締結するんじゃなくて、変更した設計額8,760万円で契約

をして、そしてそこでこの契約解除権、解除はしません。そこで適用して、それを残りを完成させるとい

う方法の契約が正しいんじゃないかと。ですから、契約のやり方として、私たちはそれを申し上げている

んです。今回の決算審査意見書にはそれをそういう形で意見を述べてあります。

以上でございますけど、もし答弁の漏れがありましたらお答えしたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。

（ 休憩お願いします」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後２時18分）

再開します。

（再開＝午後２時23分）

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

まず、市長の裁量権についてお話しいたします。市長の裁量権がこの工事の中にどの部分に入っている

か、つまり起案から決裁、そして契約、そういうものについてどの部分が入っているのかと、私たちは、

何度も言いますが、契約規則というのがございます。約款がございます。事務処理要領があります。それ

に基づいて監査をし、審査をして、今度の報告書はつくり上げました。それから、違法とかじゃなくて、

我々は抵触していると判断しております。

◎眞榮城德彦君

再質問を行います。

監査委員が行う審査意見書というのはですね、１会計年度の自治体の決算審査、非常に大事なことなん

です。これは、すべて地方自治法にのっとって粛々と進めなければならない。そして、この議会に提出さ

れた審査意見書は、この議会を通りますと市町村の場合は県知事のほうにこれは報告されます。私はね、

この決算、宮古島市の審査意見書が２種類あって、２つあってね、本体のほうと、１公共事業に関する決

算審査意見書、その１公共事業の決算審査意見書に関する中身がですね、今代表監査委員がいろいろおっ

しゃいましたように、本人の主観とか、解釈とか、それから市長の裁量権を知らないとか、そこまで踏み

込んでいないとか、契約そのものが違法かどうかをわからないで、抵触と書いたと、しかもその抵触は違

法だと私は言っていないというニュアンスで物言った、そんなばかな決算審査意見書がありますか。監査

委員の審査意見書というのはですね、地方自治法第233条にきちっと決算という項目で、その中身が規定

されてうたわれているんですよ。それと、監査委員の職務権限というのは地方自治法第199条の第１項か
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ら第12項まできちんと規定されている。これを遵守して、この枠内ですべての仕事をしないと、これは監

査委員としての見識に欠けると、私はそう思っているから質問しているんです。

もう一度代表監査委員は丁寧に説明してもらいたい。この当局が行った一連の事務契約、これは違法だ

と認識するのか、そしてこの決算書は瑕疵ある決算書だと断定するのか。そして、さかのぼって３月定例

会で、この定例会で例えば3,500万円の補正を組みました。あれは瑕疵ある議決だったのか。それも含め

てお答え願いたいと思います。

それと、全く何をか言わんや、あいた口がふさがらないのはですね、６月定例会の議会答弁も平成21年

度の決算書の中に堂々と、附帯意見ではなく、参考意見でもなく、堂々と判断する材料として入れるこの

神経、これが監査委員のやることですか。これ自治法違反ですよ、こんなことやったら。決算審査の法律

違反です、これは明らかに。それ認めてください。関連があったら、どの年度の会計資料でも使っていい

んですか、監査委員は。そんなばかな監査はないですよ。ましてや、監査委員には182条でちゃんと守秘

義務も、それに伴う責任も付与されているんですよ。そんなね、答弁この議会でやるなんてね、私は許し

がたいですね。

また再質問しますけども、一つ一つ言いますから、ちゃんと答えてください。審査結果、審査意見書第

６項ですね、履行期限の到来日に出来高分より契約額の変更契約を行うことは、市契約規則、契約約款、

事務処理要領、抵触すると言われておりますけれども、これに関してですね、順次お伺いします。

１、監査委員としては、速やかに契約を解除し、債務不履行により違約金を徴収すべきであるという考

えかどうか。ゆっくり言いますから、簡明にお答えくださいね。

その場合に工期も変更しない、工事請負契約額も変更しないことになり、この事業は当然未竣工工事に

なると思うが、どうか。

２番目、工事が完成していないことから、国に対して完了報告ができず、国庫支出金の請求ができなく

なると思うが、どうか。

３番目、工事が完成しないにもかかわらず、出来高分だけの請求が可能かどうか。また、そういう事例

を代表監査委員の長い公務員生活において、そういった経験はあるのか。

４番目、契約を解除し、違約金を徴収した場合、それ以上に市に結果的な損害を与えることになると思

うが、この辺はどうか。

５番目、それでも工事発注者の裁量権を否定して、行使せず、この裁量権を行使しないで契約を解除す

ることが適正な措置と思うか。

６番目、わざわざ別紙で１公共工事を取り上げ、殊さら執行部に問題があるかのごとく審査意見を議会

に提出し、決算認定の判断に大きな影響を与えかねない事態に対し、監査委員としてどう責任をとるつも

りか。

これらの質問にお答えください。答弁聞いてから再質問します。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

済みません、もし私の答弁に漏れがございましたら、指摘をお願いいたします。

まず、監査意見のものなんですが、私たちとしましては慎重にこれまでやってきました。ですから、そ

の監査の結果につきましては、意見書に述べてあるとおりであります。
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それから、工期の問題なんですが、私たちは工期は全く動いておりませんので、工期内にすべて完了し

たと、先ほど言いましたように100％じゃないんですが、工事は減額変更契約したので、工期はそのまま

認められております。

それから、補助金の問題なんですが、補助金は出来高でもらいます。契約金額ではもらいません。未執

行があろうがなかろうが、３月26日時点の出来高でしかもらえませんから、あくまでも国庫補助金の請求

は出来高でやると私たちは把握しております。

それから、市民への負担等々と言いますけど、私たちはあくまでも契約書ですから、この契約書に基づ

いて請負者には支払いもしますし、どういう条文でどういうことがあったかということは適用されるわけ

ですから、市民の負担どうのこうのというのはあくまでも契約締結後の話だと思っております。

それから、裁量権につきましては、やはり私たちはあくまでも我々ができるのは契約規則、契約規則と

いいますか、すべての規則、条例等々をその例規に合っているかどうか、そのやった事業がですね、合っ

ているかどうかということを審査、監査する立場でございますので、裁量権につきましては私たちは把握

はしてございません。

、 、 。 、それから １工事の決算審査意見書を出すことにつきましては 確かに私たちも悩みました ですけど

決算審査をしていく上で、この契約のあり方等々は、どうしても契約ということでございまして、これま

で私の行政の話も出ましたが、34年間のうちで初めてこのような契約をすることについて初めて立ち会い

といいますか、目にすることになりました。ですから、我々としてはこの特異な契約につきましては別紙

で意見書をつけるということで、合意の上でつけてございます。

このことが違法に当たるかどうかということにつきましては、我々は抵触するという判断をいたしてお

ります。

それから、瑕疵ある行為、３月定例会云々というのは、これは３月定例会におきましては予算が通って

おりますので、このことにつきましては監査としてはどうのこうの言える立場じゃございません。ただこ

の予算を使っての契約事務でございますので、その契約事務のあり方について審査をしてきたところでご

ざいます。

（ 休憩お願いします」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後２時35分）

再開します。

（再開＝午後２時35分）

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

確かに６月は出納整理期間以後の議会でございますが、我々としては監査、決算の審査をしているとこ

ろで、つまり市長答弁、当局答弁につきましては、関連しているということで審査の対象としてございま

す。

◎眞榮城德彦君

私ね、代表監査委員、この程度の理由でもって決算審査意見書を書くというのがどうしても納得できな
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いんです。法令に違反しているんだったら、違反と堂々と書く根拠が必要だし、法令に違反していること

であれば、決算そのものの認定はできないでしょう。さっきも言いましたように、住民監査請求の対象あ

るいは100条委員会の対象、懲戒分限委員会の対象、そういったものに発展していく可能性があるから、

これはゆゆしき問題だと言っているんです。

そして、あなた方がやったね、監査委員が今度やった監査の方法はですね、地方自治法第199条の職務

権限の逸脱ですよ。濫用ですよ。決算審査における監査するときにですね、なぜ地方自治法の第199条を

適用するんですか。これ必ず答えてください。一般監査と決算審査は違うんですよ。法令で定められてい

る監査の方法はですね、これは一般監査なのか、あるいは特別監査なのか、そして第233条の決算審査な

、 、 。 、のか ちゃんと分けて区別して書かれているんです 地方自治法には これをぐちゃぐちゃにしてですね

都合のいいところで、しかもあなた間違い起こしていますよ。前の答弁でですね、先日の、第199条第６

項の規定において自分は監査を行ったと言いましたよ。第199条第６項はですね、市長の諮問あるいは命

令がなければできない監査なんですよ。これを特別監査というんですよ、だから。何を根拠にやったんで

すか。何を根拠に担当部局に出かけていって、資料の請求させたり、説明を受けたり、契約書を全部見せ

ろと言ってやったんですか。決算審査の範疇にあなた入っているというんですけど、こういうやり方は監

査委員のいうところの一般監査及び定例監査、随時監査なんですよ。決算審査の決算意見書の書く方法と

いうのは第233条の中でしかできない。

それと、先ほどの６月定例会の答弁、参考資料としてやりました、関連があるからやりましたと、そん

なばかな話はないですよ。年度にまたぐような決算審査はかたく禁じているじゃないですか、地方自治法

で。飛び飛びで決算審査行っていいんですか、年度またいで自由に。そして、自分の勝手な解釈で一般監

査の適応やってみたり、特別監査の適応やってみたり、それ全部決算審査枠にぶち込んで決算審査の中に

意見書を書く。そして結果、中身がどうだとか言ったら、法令に違反していると言わないで、抵触してい

るという。こんないいかげんな監査報告書ありますか。監査委員、これ県に報告するんですよ。宮古島市

。 、 。 、の監査委員と議会の見識を疑われることになるじゃないですか 何やっているんですか あなたは 私は

再度監査委員の責任を追及したい。おっしゃることがあれば、どうぞおっしゃってください。これで私の

一般質問終わります。

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

まずは、謝りたいと思います。地方自治法第199条第６項で監査をしたということにつきましては、確

かに私の誤りでございます。第２項です。申しわけありません。

それから、一般監査、それが決算審査に入り込めるかということがございましたが、私たちが持ってお

ります監査実務のハンドブック、これによりますと各種の監査、それから検査、これは決算審査に至る過

程であり、それらの際に発見された問題は、決算審査でもう一度確認され、監査されることになるという

ことがございますので、そのことを踏まえて今回の監査、検査が決算審査として報告されております。

それから、私のことにつきましては、私は監査委員は独立機関、独人機関というのがございます。です

から、監査委員２人で合議をしまして、今回の意見書の作成ということになりましたので、ご理解願いた

いと思っております。

（ 休憩お願いします」の声あり）「
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◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後２時42分）

再開します。

（再開＝午後２時43分）

◎監査委員代表監査委員（糸数 健君）

私たちは抵触すると判断しておりますので、ご理解願いたいと思っております。

それから、他の自治体にこのような意見書があるかどうかということにつきましては、決算書を審査し

て意見書出すのは監査委員の責務でございますので、今回このような監査意見を市長あて提出しておりま

す。

（ 休憩お願いします」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後２時44分）

再開します。

（再開＝午後２時45分）

これで眞榮城德彦君の質問は終了しました。

◎新里 聰君

白熱した議論の後で、ちょっと気劣りしますけども、頑張ってまいりたいなと、その監査委員のうちの

一人でもございまして、どうもこの順番でやるのがちょっとつらいなと思うんですが、本定例会一般質問

を行いたいと思いますが、冒頭にですね、地域住民より２点ほど苦情が寄せられておりますので、このこ

とから申し上げておきます。

１つは、防災行政無線の件ですけども、台風11号が18日の夕方から朝方にかけて宮古島近海を通過いた

しましたが、19日明け方、暴風警報が解除されたにもかかわらず、21日になっても暴風警報の放送が流れ

ていたということでございます。私は、自宅の防災行政無線機は家庭電話のトラブル等が多くて外してい

て聞いておりませんが、何名かの方に聞いたら間違いないようで、何でいつまで寝ぼけた放送しているか

と、たるんでいるんではないかというおしかりを受けました。

もう一つはですね、合併前から長年夏植え前に鶏ふんの配付を行われていましたが、今年はキビ植え準

備作業を整え、待っていても鶏ふんの配達が農家に届いていないようで、それで８月末ごろには届きませ

んでしたかと、こっちからもお伺いしたんですけども、それでは遅いということがございました。ですか

ら、どうか担当課においては住民の声を真摯に受けとめて改善をしていただきたいなというふうにお願い

をしておきます。

それでは、通告に従い所信を述べながら一般質問を行います。私は、今回３点に絞って質問をいたしま

す。１点目が財政の健全化について、２点目がサトウキビの年内操業について、３点目が地域振興につい

てであります。

まず、その財政健全化についてでありますが、毎年多額の不納欠損処理をしているが、市長の見解はと
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いうことについてお伺いいたします。財政の健全化をいう場合、まず歳出について、どれだけ行政の無駄

を削減することができるかということと、歳入においてどれだけ一般財源を確保するかということが、国

及び地方公共団体を問わず言えることだと思います。

私は、昨年12月定例会において本市の物件費が石垣市に比較して11億円以上も多いということを指摘い

たしました。理由は、臨時職員の賃金も多いけれども、特に合併前の各市町村で建設した施設が多く、そ

の維持管理費が大きな負担となっているということで、施設の統廃合を早急に行うべきだということを申

し上げました。平成20年度決算で第一次集中改革プラン109項目の経費節減に努力されておりますが、そ

れでもさきに申し上げたように石垣市と比較して11億円以上も物件費が多いということは、まだまだ甘い

と指摘をせざるを得ません。合併直後の一般会計を初め国保特別会計、港湾特別会計等五十数億円の赤字

は解消し、財政破綻をするのではないかという非常事態は解消されましたが、その大きな要因はトゥリバ

ー地区の40億円の用地の売買であり、また市町村合併による交付税の合併加算金の増加によるもの大であ

ることを認識し、今後も緊張感を持って行政運営を進めていただきたいというふうに思います。

そこで、今回は歳入の面から見てどういうことになっているかということについて議論してみたいと思

います。平成17年に市町村合併をいたしまして、平成21年度決算までの間にどれだけの税金が不納欠損金

として処理されたかということであります。各年度の決算書で見ますと、平成17年度１億1,400万円余、

平成18年度１億2,900万円余 平成19年度１億1,800万円余 平成20年度１億3,400万円余 そして平成21年、 、 、

度１億6,100万円余で合計で６億5,900万円であります。私たちは、この宮古島市は本来市民の行政サービ

スのために使われるであろう税金を合併後５年間で約６億6,000万円失ってまいりました。もちろん正当

な手続を経ての不納欠損金の処理でありますから、その手続がどうのこうのと言える立場ではありません

が、そうだとしても毎年１億円余の不納欠損処理が行われていますと、まじめに税金を納税している市民

の納税意欲がなくなってくるのではないかと思いますし、市長としても黙って見過ごしていくわけにはい

かないでしょうという思いがあります。そこで、市長のこの件に対する見解をお聞かせいただきたいと思

います。

次に、市税等一般財源確保のための強化策はということで、お伺いいたします。先ほどは不納欠損額の

多さについて指摘をいたしましたが、ここでは市税等滞納、収入未済額の多さについて指摘をしたいと思

います。合併後の決算書で一般会計及び特別会計の滞納額、収入未済額の各年度末の金額を見ますと、平

成17年度末で16億8,000万円余 平成18年度末で16億7,000万円余 平成19年度15億9,000万円余 平成20年、 、 、

度16億3,000万円余、平成21年度17億円余と、その金額の多さに驚きます。しかしながら、第一次集中改

革プランの取り組み状況を見ますと、徴収率向上の努力の跡はうかがえますし、また第二次集中改革プラ

ンでも実施計画の目標値が設定されておりますが、トータルで見たとき、これだけ多額の不納欠損処理を

していても滞納、収入未済額がなかなか減らないという状況にあります。市税等一般財源の確保は、市町

村行政を運営していくための根幹にかかわることだと思います。そして、市民に納税意欲の向上を指導す

るのも行政の大変重要な責務だと思います。

、 、 、 、 、 、そこで お伺いいたしますが 市税 それから保育所保護者負担金 土地改良負担金 市営住宅使用料

幼稚園入園料及び保育料、奨学金貸付金回収等、一般財源確保のための徴収についておのおの各課におい

てどのような徴収対策を立て実施しているか。一部重複するところも、これまでちょっと答弁されている
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部分もありますので、重複されるところもあると思いますけども、各課の徴収体制についていま一度説明

を求めたいと思います。

次に、サトウキビの年内操業についてお伺いいたします。私は、この市議会議員２期目の立候補するに

当たって市民に訴えてきたのは、１点目に、先ほど申し上げた行政の無駄を省き、財政の健全化を図る。

それから、２点目にサトウキビの年内操業により農家所得の向上を図る。３点目に、宮古空港を下地島空

港に移転することによる宮古圏域の経済の活性化を図る。この３点を訴えてまいりました。ですから、財

政の健全化についてとサトウキビの年内操業については、折に触れ質問をしているところでございます。

宮古空港の下地島空港への移転については、嘉手納学議員が何度か取り上げておりますが、私も次回はで

すね、重点的に取り上げたいなと、この場で予約をしておきたいなと思っておりますのでよろしくお願い

します。

それでは、本題に戻りましてですね、サトウキビの年内操業についてお伺いいたしますが、本定例会に

おける平良隆議員、上地博通議員に対して、市長は両製糖工場に今期から早期操業するよう要請するとい

うことを明言されておりますので、通告してあります①、②は取り下げて、③の要請の時期についてのみ

お伺いいたしますので、市長が両製糖工場に要請する時期を考えておられるのであればお答えいただきた

いというふうに思います。

次に、地域振興についてお伺いします。今定例会にて提案されております宮古島市過疎地域自立促進計

画の中から、１点目、アガリカタ地区区画整理事業、２点目、上野東青原市営住宅建設事業、３点目、野

原自治会公民館建設事業、４点目、側嶺線改良・舗装事業、５点目、新里地区排水路設置事業、６点目、

ごみ焼却施設（上野工場）解体撤去事業、これらについて現況及び事業着手の見通しなどの年度について

説明を求めたいと思います。

以上、答弁を聞いて再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦君）

サトウキビの年内操業について、いつ要請するのかということです。今宮古地区農業振興会を開催すべ

く準備をいたしております。ある程度メンバーの日程がそろえば早目に開きたいということで、日程を調

整しておりますから、なるべく早い時期にやりたいと思っております。

◎副市長（長濱政治君）

野原自治会公民館建設事業の現況及び見通しについてでございます。野原公民館建設に向けては、６月

定例会においてもお答えいたしましたが、沖縄防衛局の方針と野原部落が求める事業内容に隔たりがある

ことから、進展していない旨の答弁を行いました。その後も防衛局と調整を続けておりますが、具体的な

進展はございません。今後は、他の補助事業等の活用も視野に入れながら事業化を検討する必要があると

考えております。

本定例会で提案しております宮古島市過疎地域自立促進計画におきましても、野原地区コミュニティセ

ンターについては一応書き込んであります。ですから、この書き込んである中身をですね、具現化するた

、 。めにどのような形がとれるのか 地域の方々とも相談しながら進めていきたいというふうに思っています

◎総務部長（砂川正吉君）

財政健全化の中で毎年多額の不納欠損を処理しているんだけれども、市長の見解はというご質問がござ
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いました。市税は、滞納があれば税法に基づいて、まず差し押さえを行うことが当然であり、また地方税

法にしなければならないと明文化されております。平成21年度におきましては、1,642件、金額にしまし

て１億1,452万2,000円を執行いたしております。しかし、一方で実施調査の結果、死亡や所在不明、生活

困窮、これは生活保護の世帯ですね、あるいは差し押さえる財産がないということが確認されましたら不

納欠損を行わなければなりません。

新里聰議員ご指摘の市民の公平性からすると、非常にゆゆしき問題じゃないかというご指摘がございま

した。それらの方々は、どうしても納税能力がない状態であるということをご理解をいただきたいと思っ

ております。この不納欠損処理につきましては、地方税法に基づいて適正に処理をしているということで

ございます。

次に、市税等の一般財源のための強化策ということで、市税についてお答えをいたします。住民福祉サ

ービスを行うためには、その財源として市税の確保が重要であります。また、税の理念である公平、公正

の観点からも市税の徴収率の向上を常に念頭に置き、行政運営を行う必要があります。本市の市税の徴収

率は年々改善されておりますが、強化策としましては今年度からは現年度課税分であっても納期内納付さ

れなかったものについては、年度内の差し押さえなど早期の滞納整理に着手をしております。

ちなみに、前年度まではいわゆる現年度の滞納整理については、年度終わってあとという整理の仕方を

とっておりましたけれども、今年度からは納期内に納付のない世帯につきましては、年度内に滞納整理を

するという方策をとっております。

◎市長（下地敏彦君）

ごみ焼却施設（上野工場）解体撤去事業についてどうなっているのかということでありますが、上野工

場については早期に解体し、撤去したいと考えておりますけれども、その費用を試算をしましたところ、

２億円程度かかるという試算になっております。仮に市単独で実施した場合、多額の財政負担になること

から、できる限り国の補助金等を活用したいと考えているところです。現在国においては、本市と同様の

焼却炉を抱える市町村が全国に数多くあることから、国のほうでは廃止されたごみ焼却施設に係る調査、

これを今行っているところです。また、この国の動きに呼応するように自治体が加盟する全国都市清掃会

議が国へ補助制度の要請を行っているところでありまして、新たな補助制度がこれから検討されるものと

期待をいたしております。そのため、解体撤去の時期については国の動向を見ながら対処してまいりたい

というふうに考えております。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

保育所措置費保護者負担金についてでありますが、保育所措置費保護者負担金については平成16年度か

ら平成21年度まで約1,500万円の滞納額が発生しております。その内訳といたしましては、公立保育所が

、 。 、約700万円 それから法人認可保育所が約800万円となっております 現在その滞納整理といたしましては

電話督促、それから夜間の家庭訪問で納付のお願いをしておりますけれども、そのほかに督促状の送付も

行っております。納付相談、分割納付、あるいはそのほかの方法をどうにかお願いしているところであり

ます。今後納付相談の呼びかけなどに応じない世帯に対しましては、保証人を対象にいたしました納付の

お願いも視野に入れて法的措置の検討も考えているところであります。

◎農林水産部長（平良哲則君）
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まず、１点目に土地改良負担金の徴収業務でありますが、土地改良負担金の徴収は現在農地整備課業務

係の２名の職員と、それから２名の臨時職員が県営事業24地区、市の団体営事業54地区、合計78地区の徴

収業務を他の業務と並行して行っているところであります。

次に、アガリカタ地区土地改良事業でありますが、アガリカタ地区土地改良事業は今年の７月に県知事

から事業の適当決定を受けております。今年度の事業の内容としまして、交付額の割り当て内示を受けま

して、測量設計業務を実施する予定であります。事業の概要としましては、整備面積が13.7ヘクタール、

施工期間が平成22年度から平成26年度までとなっておりまして、総事業費が４億5,000万円となっており

ます。

◎建設部長（友利悦裕君）

市営住宅使用料の徴収体制についてでありますが、市営住宅使用料の収入未済額は現年度分2,205万

2,840円、滞納繰り越し分が8,756万4,526円でございます。収納率全体を押し下げている主な要因といた

、 。 、しましては 滞納繰り越し分の収納率が低いことが挙げられます これまでの取り組みといたしましては

市営住宅家賃滞納整理事務処理要綱に基づき、戸別訪問や電話による納付相談、督促状の送付を行ってお

ります。また、退去者については一部民間の債権回収会社へ集金代行業務を委託するなど、滞納繰り越し

分の徴収に努めております。また、悪質な長期滞納者については法的措置を行うなど、収納率の向上に取

り組んでまいりました。今後徴収率向上の取り組みといたしましては、平成23年度をめどに指定管理者制

度導入に向けての準備を進めております。

次に、上野東青原市営住宅建設事業についてお答えいたします。当該建設事業の進捗状況につきまして

は、建設用地の相続関係の手続も済んで、沖縄県へ土地買取希望申出書を提出しております。また、農地

法による許可申請書、不動産鑑定業務を終了し、鑑定評価書に基づき土地の売買契約を締結したところで

あります。これからの業務といたしましては、所有権移転手続、境界測量、磁気探査の調査を行う予定で

あります。平成23年度には、実施設計、ボーリング調査を行い、建築工事に着手し、平成24年度に工事の

完成となっております。

次に、側嶺線改良・舗装事業の現況及び見通しについて、それから新里地区排水路設置事業現況及び見

通しについてお答えいたします。側嶺線は、上野地区側嶺集落内の県道宮国線から下地地区嘉手苅集落内

の国道390号を結ぶ幹線道路で、製糖期におけるサトウキビ運搬車など大型車両の通行も多く、産業道路

。 、 、としての利用度も高い道路であります 延長は1,105メートルで 現況幅員は４メートル程度と狭いため

拡幅改良を予定しております。実施時期については、現在継続中の路線の進捗状況を勘案し、平成25年度

ごろを予定しております。

次に、新里地区排水路設置事業は、上野地区新里集落内で降雨時の道路排水処理施設がないため、道路

が冠水し、地域住民の生活に支障を来していることから、側溝などを整備し、地域住民の生活環境の改善

を図るもので、路線数５路線で、総延長は1,055メートルの整備を予定しております。実施時期について

は、平成24年度を予定しております。

◎教育部長（上地廣敏君）

まず、幼稚園入園及び保育料についてであります。近年の景気低迷により、保育料の納付状況も大変厳

しい状況にあります。しかしながら、保育料の納付義務はサービスの対価として当然であることから、市
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といたしましては滞納を防ぐための体制を講じて保育料の徴収に努めているところであります。まず、そ

、 、 。の対応といたしまして 滞納者に対する電話催促の実施 臨戸訪問による滞納整理業務を行っております

また、今年度から幼稚園の職員による新規滞納者への督促状の手渡し、さらに連帯保証人への請求などを

実施してまいります。今後とも負担の公平性の観点から収納率向上に努めてまいりたいと思います。

次に、奨学資金貸付金収入の件でありますが、まず平成22年度の取り組みといたしまして、９月７日付

で督促通知及びお知らせを本人あて送付してあります。なお、９月、今月末までに納付または連絡、相談

がない場合においては、再度電話督促や戸別訪問等を実施する予定であります。加えて、保護者、連帯保

証人に対しても納付督促の文書を発送するなどの措置を講じる予定であります。

◎新里 聰君

答弁どうもありがとうございました。

まず、１番目の不納欠損金の処理、税法に基づく処理ですから、それはそれでと思いながらも、やっぱ

り滞納額が多過ぎるというようなことでですね、一生懸命事務当局はされているという感も、第一次集中

改革プランの数字などを見ると、徴収率がわずかながらも上がっておりますから、大分努力はされている

というような思いをしたりもしております。

それと、２番目と連動してですね、多額の滞納、収入未済額、各課おのおのの課において自分たちが日

ごろの業務をしながら、それでも滞納している方々に督促したり、電話したり、あるいは訪問したり、い

ろんな手だてをやって努力していることもうかがえます。だけども、これだけの金額があるということに

ついてですね、私は下地敏彦市長、宮古島市としてですね、毎年１億円余り不納欠損処理をする、そして

その年度末、年度末においたら16億円、17億円の滞納、収入未済があるというになるとですね、これは将

来的に非常に財政的にも響いてくるわけで、何か別の対策、全庁的にですね、例えば税務において税の徴

収指導員だとか……ごめんね、この中に国保抜かしておって、福祉保健部長、一番大きい国保も抜けてい

るんですが、国保も大分あるんですけども、税の徴収指導員の方たちが頑張ったりしておりますけどもで

すね、こういったものを一元化して１つの課を設置するぐらい、そこに人員10名ぐらいでも投入して専門

的に市に対する納付金についての徴収業務を行うと、もちろんその各課とも連動しながらですね、絶えず

その対策をとりながら、いかにしてそういったものを少なくしていくかということをするぐらいのことを

やっても、例えば10名ぐらい職員を置いたとしてもこれだけの金額ですから、費用対効果から見てもいい

んではないかなと思ったりして、非常に難しいことだとは思うんですが、どの方が担当しても、やっぱり

もっと全庁で市長を先頭にして対応を考えてみる必要があるのではないかなと思うんですけども、これは

市長で答弁をしていただけないでしょうか。

次のサトウキビについてですけどもですね、今まさに市長の答弁では宮古地区農業振興会を早目に開催

してなるべく早い時期に要請したいということで、大変ありがたいんですが、今まさに年内操業、早期操

業の時期は熟していると、これが叫ばれてから三十数年になるんですけども、今が本当に、ということは

農業振興会の会長、あるいは市長としてもそういう要請をしたいと、あるいは去った６月４日における生

産者大会、農家及び行政各関係機関と、こういった方々が集まった大会でも35万トンを38万トンに増産し

ていくという計画の中で年内操業、早期操業というのが大会決議されておりますし、あるいは製糖工場に

おいて新しい社長の新聞でのコメントを見ますと、農家が年内操業を希望するのであれば検討してみたい
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ということなどおっしゃっておりますから、今は絶好のチャンスではないのかなと思っておりますので、

これは答弁よろしいですけども、ぜひ努力をしていただきたいと思います。

それから、３点目の地域振興について、アガリカタ地区、今年度測量設計に入ると、あるいは東青原の

用地の売買契約済んで平成23年度で工事の着手をしたいと、野原自治会公民館については、これまでの防

衛省の予算だけではちょっと厳しいところがあるんで、他の補助事業も検討しながら頑張りたいというこ

と。それから、側嶺線についても25年度ごろ予定としてやりたいと、新里地区についても24年度ごろめど

として着工していきたいと、それからごみ焼却施設、これがなかなか難しいことなんですが、費用がかか

り過ぎる、今のところ補助金を活用したいとしても、補助の対象になかなかなり得ないということであり

ますけども、やっぱり地元の人、あるいは観光地としてのあの周辺の状況、それからするとやはり早目に

撤去という希望、そういうことでございますので、ぜひとも努力をしていただきたいなと思います。

それで、まとめますと、１つだけですね、滞納、収入未済、多額の、そういったものの取り組みを第二

次集中改革プランの実施計画はあるんですけども、やっぱりもっと実のある、効果のある対策が練れない

ものかどうかということを、これ市長に答弁を求めて私の一般質問を終わりたいと思います。

◎市長（下地敏彦君）

滞納額、未収金等一括して処理する課なのか何なのかわかりませんが、そういう体制があってもいいの

ではないかというお話であります。市税とほかの税を一緒に考えてやるというのは、手法としてちょっと

きついかなというふうに思っています。過去にですね、県内で国保税と市税を統合徴収するという試みを

した市がございました。結果どうなったかというと、どちらも徴収率が低下したということで、そこでそ

、 。の市は現在はもとに戻して分離した形でやってきましたら 実績も改善されているということであります

ですから、全く違う種類のやつを１つの課でというふうなのはかなり難しい部分があるのかなと思います

し、ご提言として承っておきたいと思います。

◎議長（下地 明君）

これで新里聰君の質問は終了しました。

しばらく休憩してから、３時35分から再開します。

休憩します。

（休憩＝午後３時22分）

再開します。

（再開＝午後３時35分）

本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長いたします。

休憩前に続き、一般質問を続行いたします。

質問の発言を許します。

◎垣花健志君

通告に従いまして、一般質問を行いたいと思います。一般質問を行う前にですね、台風11号で被害に見

舞われました、今度の台風、農水産関係で9,568万円の被害が出ているということでありました。私の住

まいの周辺でもですね、露地でニガウリとヘチマをつくっておりましたけれども、全滅というふうな話で

ありまして、被害に遭われた皆様には心より本当にお見舞いを申し上げたいと思います。
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ただ、また今日は肉用牛の競りでですね、１頭当たり３万円の値上げがあったということで、大変なこ

ともありますけれども、こうやってまたうれしいニュースも入ってきておりまして、ぜひ農家の皆さん今

後とも頑張っていただきたいなというふうに思います。

１日目だったか、新城啓世議員がですね、今宮古の子供たちがスポーツ関係で非常に活躍をされている

ということを逐一報告をしまして、私も実はその問題を取り上げたいなというふうに思っていたんですけ

れども、これはスポーツ関係の方がですね、これは質問ではありませんが、特に今回は１件だけ取り上げ

たいと思いますけども、伊良部中の喜久川君という子供がですね、県代表で今一生懸命頑張っているとい

うふうなことで、週１で那覇のほうに行くそうであります。また、九州にも行かなければならないし、代

表になればいろんな形で旅費や経費がかさんでいくと、そういったものに対する行政のですね、協力が欲

しいなということを話しておりました。先ほど言いました新城啓世議員の子供たちの活躍に関しましても

ですね、非常に家族の負担が大きいというのは間違いないことでありまして、できましたらスポーツ基金

をつくりたいというふうな話もありますけども、ぜひ行政のほうでもそういう子供たちに対する支援をで

すね、今後とも考えていっていただきたいなというふうに思っております。

１つ、２つお礼を申し上げたいと思います。先日の富永元順議員のですね、私道の整備についての質問

で、２カ所ほどの私道の整備をされるということでありました。この私道の整備につきましては、昨年の

６月に富永元順議員が提案をして、早速今年は条例化をして２カ所の私道の整備ができるということで、

。 、 、補助金が組まれているということでありました そのうちの一つに 腰原地域が入っておりますけれども

その住民の皆さん本当に二十何年ですね、雨が降れば水がはねられるし、天気がいいときにはほこりだら

けで洗濯物も干せないというふうな状況の中で何とかしたいと悩んでいたんですけれども、このたび私道

の整備についてのですね、補助ができたということで非常に喜んでおりました。市長の特段のご配慮に感

謝申し上げたいなというふうに思います。

また、我々の住む腰原地域はですね、まだまだ未舗装の道路がたくさんありまして、冠水する場所が本

。 、 、 、当に数十カ所あります その被害についても 道路建設課でですね スピーディーに対応していただいて

そうですね、もう今５カ所以上の場所が冠水の解消がされておりまして、周辺の住民にとっては本当に通

学をする児童生徒のですね、皆さんも非常に喜んでいるというふうなことで、今後とも住民サービスはこ

のような対応であってほしいなというふうなことで、お礼とお願いを込めて一般質問に入っていきたいと

いうふうに思います。

まず最初に、行政改革についてでありますが、これは課の統廃合、職員削減についてということであり

まして、本当に旧市町村に行きますとですね、非常にがらがらの状態であいているのを見ると、非常に寂

しく思います。ある用事がありまして役所に行きましたら、旧町のですね、議員ＯＢと、そして職員の方

が座っておられまして、今後なくなっていく地域づくり課が廃止されるということについて非常に不満と

いうか、苦しい胸のうちをですね、話しておられました。この質問に入る前にですね、新城元吉議員も話

しておられましたけれども、旧市町村の将来が今後本当にどうなるのかなと、本当に地域の声がどうやっ

て行政取り上げてくれるのかというですね、切実な思いが本当に伝わってきました。

そこで、お伺いをいたしますけれども、各支所で取り組んできた各イベント、トライアスロンとかサニ

ツ浜カーニバルとかですね、そのようなイベントを今後はどの課が担っていくのか。
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２つ目に、地域審議会の事務局など地域の重要な役割を地域づくり課が担ってきたと思うんですけれど

も、この辺の役割はどのようになっていくのか。

３つ目に、現在住宅の家賃等ですね、支払いを受け付けているんですけれども、その地域づくり課がな

くなることによって、そのような受け付けのほうはどうなっていくのか。その辺の対策は考慮されている

のかどうか、お伺いしたいと思います。

次に、４点目にですね、各支所で農業や補助金の問題など、お年寄りに対応してきたと、これは別にそ

の担当ではないんですけれども、やはり昔の旧町村の感覚でですね、わからないことはどんどん、どんど

、 、 、 、ん役所に行って聞くんですね するとやはり自分の担当じゃなくても担当課に電話して おじい おばあ

こうなんだよというふうな形で説明をして対応をしてきたというふうなことなんですけれども、そういっ

たこともどんどん地域で不便になっていくのではないかということを憂慮しておりました。その辺につい

ての協議がなされているのか、お伺いしたいと思います。

次に、旧市町村の地元の職員の配置についてでありますけども、これも同じようなことでありまして、

地域の旧市町村のですね、お年寄りが見えたときに、やはりもともと顔見知りの職員がいるとですね、非

、 、 、常に安心をするんですけれども どんどん どんどんわからない職員になっていくというふうな意味では

声がかけられない。黙ってそのまま帰っていってしまう年寄りもいるんだというふうな話でありました。

そういう意味でもやはり地元へのですね、配慮という意味ではやはり旧町村の職員をできるだけ多く配置

していくことが場合によってはそこに住むお年寄りへの配慮にもなるんではないかというふうに思います

けども、この辺のところもお伺いをしたいと思います。

次に、福祉行政についてお伺いします。これは、デマンド交通ということでありますけれども、これは

福祉のほうになるのかどうか、ちょっと疑問ながら書いたんですけれども、これは基本的にお年寄りへの

対応というふうな意味で福祉行政というふうなことで通告をいたしました。基本的に予算のかかることで

ありますから、簡単にはできないかもしれませんけれども、以前各支所を回る無料のバスが運行していた

というふうに思います。その実績と今後のですね、運行の予定があるのかどうかもあわせてお伺いします

けれども、デマンド交通というのはお年寄りがですね、電話でタクシーのように連絡をして、そしてその

連絡を１カ所で受け付けて、そしてそれを配置をしていく、ぐるっと回って病院だとか、スーパーだとか

目的のところにおろしていくというものでありまして、これは相乗りですから、タクシーよりも非常に安

い値段で利用ができるというふうなことであります。当然行政のことでありますから、調査されていると

いうふうに思いますので、この辺のところもお伺いしたいと思います。

次に、生活保護受給者についてでありますけれども、これは先日の西里芳明議員も質問をして答弁をし

ているんですけれども、少し違う形になるかというふうに思います。これは、ある本から抜粋をしたんで

すけれども、大阪市でいうと税収60億円の半分が生活保護費という状況になっているということで、これ

は全国でも取り上げて生活保護費に係るいろんな問題点を挙げておりますけれども、我々の宮古島市でこ

のような問題がないのかどうか。例えば実は五、六年前だったと思うんですけれども、旧下地町で大量の

お年寄りがですね、川満の漁港を20名ほどでしたか、うろついているようなことがありまして、これは後

からテレビで見ましたら、これは一種の貧困ビジネスというふうな形で、そういうふうに浮浪者の方々を

集めてその生活保護費を申請をして、これをまとめて宿泊費としてなりわいとしていたということで、こ
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の資料では大阪では詐欺容疑でＮＰＯ法人を逮捕したというふうな例もあります。

私がお聞きしたいのは、この辺のところも含めてですね、どんどん受給者が増加している状況の中で、

その理由は市としては把握しているのかどうか、そして調査も含めてですね、今後の対策はどうなってい

るのか、お伺いをしたいと思います。

次に、教育行政についてお伺いいたします。これは、市民からのですね、声がありまして、最近ＰＴＡ

や教育関係者の中において、以前は児童生徒の登下校の際でも守衛の存在というそのものが犯罪防止の観

点からも精神的に大きかったというふうに聞いているということであります。今関係者の間では、以前の

ような守衛、警備員という存在が必要ではないか、つまり有人警備を望むというふうな声があるというこ

。 、 、 、 、 、とであります 宮古島市の全学校の中でも市街地に存在する４小学校 北 平一 南 東と２つの中学校

平良、北の人口密集した市街地という立地環境を考えた場合、学校敷地内への人の出入りがごく簡単で、

未成年の飲酒絡みの事件も発生しているという状況があり、これを機械警備ではなく、守衛にかえられな

いかということであります。有人警備にした場合に１校当たり約1.5人の雇用効果があって、そして校内

のパトロールが定期的に可能になって、不審者の侵入や事件が発生した場合に、すぐ警察への通報が可能

で、未然に事故を防ぐことができるんではないかというふうな声が寄せられました。

そこで、お伺いいたしますけれども、現在の教育機関関連施設は無人の機械警備と聞いているんですけ

れども、なぜ無人警備になったのか、以前は有人警備であったというふうに聞いております。その理由を

お教え願いたいと思います。

無人警備で学校や施設内の警備が不可能であるというふうに考えますけれども、飲酒や事件、事故につ

いての対策はどのようになっているのか。

次に、雇用の面からも有人警備を考える必要があるというふうに考えますけども、いかがかということ

であります。

次に、学校給食の備品についてお伺いいたします。私たちも文教社会委員会でですね、城辺小学校に行

って給食を一緒に食べてきました。そのときに余り感じなかったんですが、実はこれ聞きますと御飯の保

温器というものがないそうであります。つまり炊いてから学校に行くまではそのままの状態で持っていく

ので、ちょっと時間がたつと冷めてしまうということで、移動の際にですね、この保温器があると温かい

御飯が子供たちに提供ができるということでありまして、この保温器の今後の購入の予定はないのかどう

か、お聞きしたいと思います。

次に、道路行政についてお伺いいたします。県営西里団地の周辺の道路についてでありますけれども、

これは富名腰15号線、富名腰16号線、この２本の道路についてお伺いいたします。団地前の周辺の道路が

非常に狭くて、交通量の増加に伴って住民が危険を感じているということでありますけれども、現状を把

握しているのか、また今後改良の余地はないかということでありますけれども、これは腰原15号線につい

、 。 、ては幅が3.6メートルというふうなことになっておりまして 非常に狭い 私も何度か通りますけれども

もうちょっとスピード出すとですね、ぶつかってしまうんではないかと思うぐらい対向車が非常に危険な

状況で通行しているというふうな状況なので、この辺のところをお伺いしたいと思います。

次に、なぜこの団地をですね、建設する際にやはりあのような危険な道路をそのままでですね、あれだ

。 、けの住宅を建設したのかなと不思議でたまりません 通常はやはりあれだけの世帯が入る道路というのは
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安全が確保できるという意味ではやはりもうちょっと大きな道路を当然場合によっては改良しておくべき

てはなかったかというふうに思いますけども、この辺のところをぜひお教え願いたいと思います。

、 。 、 、次に 公園整備についてお伺いいたします これに書いてあるとおりですね 建設をされる際に市街地

地域等のバランスは考慮されないかということでありますけれども、これは実は旧平良市の時代にも質問

。 、 。 、をいたしました これは 今現在都市計画の中にある都市公園の図面であります これがパイナガマ公園

今建設中ですね、これはカママ嶺公園、もともとある公園です。そして、これが盛加越公園、これが荷川

取公園と、ごらんのように、こっちが北ですから、ほぼ西側と北側のほうにしかこの公園が建設整備され

ていないということでありまして、私がお伺いしたいのは全然バランスがとれていないということであり

まして、その辺のところは考慮されないのかどうか。

実はちょっと本当に昔の話になるかもしれませんが、パイナガマ公園を建設するに当たっては、当時の

議員としては大反対をしました。多数与党で計画は進行しているわけでありますけれども、本当にこの公

園が必要だったのかと、今でも本当に不思議でたまりませんが、バランスというものは考えれないのかど

うか。そして、公園の整備をする際にですね、重点的に考慮されるべき事項はどのようなことなのか、教

えていただきたいと思います。

先ほど言いましたように、非常にバランスが悪い。これは、なぜ東側、南側のほうにはこういう都市公

園がないのか。今後つくる予定がないのかですね、確かに公園の……市長、わかると思いますけど、ぜひ

この辺のところをご答弁を願いたいというふうに思います。

次に、地下ダム資料館についてお伺いいたします。運営状況についてであります。年間の利用状況と、

これは入場数と入場料ですね、年間の管理費について、そして今後の管理運営についてお伺いをして、答

弁をいただいてから再質問を行いたいと思いますので、どうぞよろしくお願いをいたします。

◎市長（下地敏彦君）

まず、旧町村の地元職員の配置についてであります。それぞれの地域の人々が気軽に役所に来ていただ

けるよう、支所の職員についてはこれまで旧町村の職員をできるだけ配置するようにしてまいりました。

しかしながら、合併をいたしまして、分庁方式により部局が庁舎ごとに振り分けられたこと、それから行

革に伴い、職員を今削減していること等から、なかなか地元の職員をと言われても、それぞれみんな専門

職を持っているわけですから、これがなかなか思うようにいかないということでありますので、ご理解を

いただきたいと思います。人事異動につきましては、宮古島市人事異動基本方針に基づきまして、適材適

所を基本に実施をしてまいります。

次に、都市公園につきまして３点ほどご質問がありましたので、一括してお答えをいたします。本市の

都市公園は、合併前の旧伊良部町を除く旧市町村それぞれで設置をしていることから、現時点で見ると地

域バランスを考慮した公園の設置になっていないということは否めないと思います。ご指摘の市街地の公

園整備については、旧平良市の整備計画に基づいて整備されたものであり、時間の経過による市街地の広

がり等でそのバランスが崩れている感があります。

公園設置の採択に当たっての考慮すべき点でありますが、それは地域市民の利活用の度合い、また公園

の用地として必要な用地規模を確保できるかということが課題であると思います。

宮古島市においての１人当たりの公園面積は21.18平方メートルです。沖縄県の１人当たりの公園面積
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は10.8平方メートルでありますので、宮古島市は２倍の面積があります。全国平均でも１人当たりの公園

面積が9.6平方メートルとなっていることから、新たな市営公園の設置は考えておりません。

◎副市長（長濱政治君）

各支所で取り組んできた各イベントは、今後どの課が担うのかということでございます。ご存じのとお

り、長引く不況で国も県も市町村も財政は非常に厳しいという状況にありまして、それぞれの組織で行財

政改革というのが進められているところでございます。当然宮古島市としても、その行財政改革を進めて

きているところでございまして、さらに合併の際に市町村の職員をそれぞれみんな吸収したということも

ありまして、他の同類の市と比べてとても多いというふうな指摘もたくさんございます。そういう中で、

先ほど定員適正化計画等も一応出しました。そういう中で、この行財政改革をどのように進めていくかと

いうふうなところで、今支所のあり方についても検討しているところでございまして、こういったこれま

で取り組んできたものにつきましては、伊良部を除く３支所は来年度から２つの課を１つに統合いたしま

す。このため、支所業務は業務担当課へ移管を進めており、サニツ浜カーニバルは来年度から観光商工局

へ、それからトライアスロン大会の運営につきましては、現在各支所が担っている役割に支障が生じない

よう今後検討してまいります。

それから、地域審議会の事務局等、地域の重要な役割はどうなるかということでございます。地域と密

接した支所機能は、住民サービスの低下を招くことがないように設置されており、支所の役割は重要であ

ると考えております。このため、支所が１つの課となりましても、その課の中に地域づくり担当係を設置

いたしまして、現在の地域づくり課が担っております地域の重要な役割としての機能を十分に果たせるよ

うな組織を構築していきたいというふうに考えております。

それから、住宅の家賃等、支払いを受け付けているが、今後不便になることが予想されるということに

ついてでございます。現在支所においては、出納員を配置し、税及び市営住宅の家賃など、公共料金の収

納を実施しておりますが、行政改革の一つとして来年度から伊良部を除く３支所につきましては、住民票

等の窓口手数料以外の公共料金は金融機関で納付することになると考えております。どうしても行財政改

革を進めていかなければならないというふうなことになっておりまして、そこら辺で、じゃどのような組

織体制、業務のあり方がいいのかということを一生懸命検討している最中でございます。そういう中から

このような考え方が出てきたというふうに理解していただけるかと思います。

それから、各支所で農業や補助金の問題等、お年寄りに対応してきたが、今後サービスの低下が懸念さ

れるということにつきましてお答えいたします。現在支所に配置している地域づくり課と市民福祉課を統

合しても、地域づくり担当係を設置いたしますので、地域づくり課が担っております農業補助金の相談業

務等については従来どおり実施し、市民サービスの低下を招かないように努めてまいります。また、福祉

に関する相談等、窓口を訪れるお年寄りを初め市民からの要望につきましては、担当課へ迅速、的確な取

り次ぎなど、総合案内機能を持ち合わせて住民サービスに支障がないよう努めてまいりたいというふうに

考えております。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

最初に、過去５年間における生活保護世帯の受給世帯、それから被保護人員の推移ということでありま

すが、過去５年間の被保護世帯数、それから被保護人員の内訳は平成17年度499世帯、728人、それから平
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成18年度633世帯、910人、それから平成19年度616世帯、895人、平成20年度592世帯、835人、平成21年度

633世帯、909人、今年度は８月末現在で691世帯、1,013人となっておりまして、平成17年度と今年度８月

末を比較いたした場合の192世帯、それから被保護人員が285人の増となっております。

新規申請における調査は、銀行、それから生命保険会社へ預貯金等を照会、または税務課などの関係機

関へも資産の有無について照会を行い、十分な資産を保有して保護を受給するようことのないように努め

ております。

垣花健志議員がさきにご指摘いたしました過去に下地地区における発生のありました生活保護制度の悪

用といいますか、をビジネスにするようなケースが今はどうかということでありましたけども、このこと

については今のところそういうケースはありません。

次に、その増加の理由なんですが、生活保護世帯の増加の理由なんですが、長引く経済不況など、もろ

もろの要因がありますが、加えてもともと低所得者であった世帯がこれまで支出のやりくりで生計を維持

してきたものの、疾病などにより入院、または高齢者の介護施設入所等により費用負担が困難となり、申

請するケースが増えております。その対策といたしましては、生活保護は経済的に困窮している方々の最

後のセーフティーネットであるということの自覚を保ちつつ、公平、公正な調査及び適正な保護費支給に

努めてまいりたいと考えております。

◎農林水産部長（平良哲則君）

地下ダム資料館の運営状況についてでありますが、最初に地下ダム資料館の年間の利用状況の入場料と

人数でありますが 入場料金は一般で300円 学生が200円 児童生徒が100円で 団体の場合はそれぞれ50円、 、 、 、

の割引があります。年間の入場者数と、それから入場料金でありますが、平成20年度が6,526名で142万

1,000円の入場であります。それから、平成21年度が5,356名で115万3,000円となっております。

次に、年間の管理費であります。これは、人件費、光熱水費でありますが、平成20年度で人件費、これ

は賃金職員２名でありまして これが274万4,000円 光熱水費が162万4,000円 平成21年度で人件費が294万、 、 、

7,000円、光熱水費が150万7,000円となっております。

次に、今後の管理運営についてでありますが、資料館のさらなる有効活用を図るためにも施設の指定管

理の導入も見据えながら検討したいというふうに考えております。

◎建設部長（友利悦裕君）

コミュニティバスの運行について、各支所を回る無料バスを運行していたが、実績はどうであったか。

それから、市民にとって非常に利便性が高いと考えるが、今後の運行予定はないかというお尋ねでありま

した。無料バスの運行については、平成21年度地域経営推進事業で導入し、基礎的な調査と試験運用を平

成22年２月11日から平成22年３月31日まで行いました。調査の結果、市民は日常の交通手段として自家用

車を利用している方が69％、既存の公共交通機関の利用者も少なく、コミュニティバスの利用者は42名で

ありました 利用者の比率は30代が最も多く 全体の32％で 続いて40代 50代が22％ 60代が14％ 20代。 、 、 、 、 、

が10％、70代以上が１％でありました。今後の運行予定については、事業内容を分析した結果、利用率も

低い状況であるため、運行継続は考えておりません。

次に、県営西里団地周辺道路について、団地前及び周辺の道路が非常に狭く、交通量の増加に伴い住民

が危険を感じている、現状を把握しているか。また、今後の改良の余地はないかというお尋ねでありまし
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た。ご指摘の西里団地前の道路は、市道富名腰16号線で、現状については現場を確認し、把握しておりま

す。当路線は、現在舗装整備はされておりますが、改良工事による歩道及び排水路の設置は実施されてお

りません。一部幅員の狭い箇所も見られますが、車両の交互通行は十分可能であると思っております。現

、 。在のところ改良工事の整備計画の予定はありませんが 将来に向けての整備の必要性は認識しております

次に、団地周辺道路は建設時に利便性や危険地区は改良を考慮すべきではないのかというお尋ねであり

ました。ご指摘の県営西里団地周辺道路には、改良工事がされていない道路が数路線あります。道路の整

備計画は優先順位により整備計画を立て、事業執行に取り組んでおります。当周辺地域には大型店舗等の

出店、民間住宅、アパート建設などが見られ、それに伴い交通量の増加等が懸念され、団地周辺の環境が

変化しつつあることは認識しております。しかし、道路整備や利用度、緊急性、危険度、経済性などを総

体的に判断し、団地周辺だけに限らず、宮古島市全区域を対象に整備計画を立てなければなりません。今

後も整備計画に沿った事業の執行を行ってまいります。

◎観光商工局長（奥原一秀君）

デマンド交通の運行についてでございますけれども、生活路線バスを担当している部局としてお答えを

させていただきます。

デマンド交通とは、利用者からの事前予約によりバスやタクシーなどの交通機関が低料金で自宅から用

事のある場所付近まで送迎をする輸送サービスでございます。県外では主に交通の便の悪い中山間地域を

中心に導入をされている事業と聞いております。また、コミュニティバスについては、既存のバス事業者

だけではカバーし切れない地域の利用者のニーズにより運行する輸送サービスで、主に都市周辺部を中心

に地元バス会社が運行を導入されると聞いております。

本市においては、お年寄りが低料金や無料で利用できる交通機関として、民間の介護タクシーのほか、

病院や福祉施設、また社会福祉協議会の福祉サービスなどの送迎車などがあります。このほか、民間の路

線バスやタクシーなど経営状況が大変厳しい交通機関等もありますので、現時点においては導入計画はご

ざいません。ちなみに、デマンド交通の運行について、沖縄県の交通対策課に情報を収集したところ、県

内においては実施している市町村はないという情報を得ております。

◎教育部長（上地廣敏君）

まず、教育関連施設の防犯体制についてでありますが、学校警備につきましては合併以前は警備員によ

る巡回警備が主でありました。現在は機械警備と巡回警備の併用となっております。昨今の防犯機器及び

防犯システムの発達により、現在では機械警備と巡回警備の併用が主流になっているというふうに考えて

おります。

次に、無人警備では施設内の警備が不可能であるがとのことでありますが、まず警備の方法としまして

は、機械警備システムと警備員による校内及び施設内の巡回を実施して、不審者の出入りなどを監視して

おりますので、防犯対策は強化されていると考えます。ちなみに、巡回警備の場合、毎日夜間１回、それ

から春、夏、冬の学校の休暇期間中は夜間２回の巡回警備を実施しております。

次に、雇用の面からも有人警備を考慮する必要があるということでありますが、有人警備でも以前のよ

うな巡回だけの警備では防犯対策が弱くなるというふうに考えております。また、有人の常駐警備になり

ますと警備委託料が高額になるため、今後も機械警備と巡回警備の併用による方法で対応していきたいと
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いうふうに思っております。

参考までに申し上げますと、現在の委託料、これは学校の平均的な額でありますが、月７万1,000円で

すから 12カ月で85万2,000円程度 これを有人の常駐警備にいたしますと 見積もりを徴したところ月30万、 、 、

、 。4,000円で約365万円かかるということでありますから 警備料の相当の開きがあるということであります

答弁漏れがございましたので、申し上げます。学校給食備品についてであります。現在米飯に関しまし

ては、城辺、上野、下地、伊良部の調理場の４つの施設が自校炊飯をしております。平良調理場におきま

しては、炊飯設備がないため炊飯及び配送を沖縄県学校給食会を通しまして、２つの業者に委託をしてお

ります。自校炊飯の４施設につきましては、給食時間に合わせて炊飯、配送を行い、温かい給食の提供は

できていると思っておりますので、保温箱の購入は特に考えておりません。平良調理場については、沖縄

県学校給食会を通して契約業者へ購入できないか、現在調整中であります。

◎垣花健志君

漏れなくご答弁をいただきまして、ありがとうございました。少しばかり再質問をさせていただきたい

と思います。

まず、行政改革について、地域づくり課の廃止についてでありますけれども、今ご答弁いただきました

のは、地域づくり課じゃなくて地域づくり係を設置したいというふうなことでありまして、ぜひその地域

のですね、お年寄りも含めた地域への配慮をですね、お願いをしたいなというふうに思っております。

ただ、その話をさせていただいたときにですね、地域審議会が余り機能していないというふうな話を聞

きました。例えばこの地域づくり課は場合によっては各旧市町村ではですね、ぜひ必要な担当部局だとい

うふうに考えます。そういう意味では、地域審議会から廃止についてそれなりの要望があってよかったん

でないかというふうに思いますけれども、なぜそのような声が寄せられないのか。地域住民は本当にこの

課がなくなることによって、我々が役所に行きにくくなるというふうな切実な声を寄せているわけであり

ます。それがなぜこの地域審議会の中から出てこないのかなというふうなことが不思議でたまりません。

本当に地域格差がですね、出てくるというのを憂慮しているお年寄りの方が非常にたくさんいるというふ

うな意味では、ぜひ当局としても今後ともですね、合併して旧市町村が本当に職員もいなくなってどんど

ん、どんどん寂しくなっていくんだという状況をですね、ご配慮いただきたいなというふうに思います。

次に、道路行政についてですけれども、当然富名腰も腰原も住宅が増えてきて道路整備が間に合ってい

ないという現状は把握されているというふうなことでありますけども、特に腰原15号線、これは先ほど言

いましたように3.6メートルしか幅員がなくてですね、非常に危険な状況にあります。必要な状況に応じ

てその順番をつけているということでありますけれども、3.6メートルという道路はどう考えても非常に

。 、早急に改良しなければならない道路でないかなと思います 特に建設部長もお答えになりましたけれども

あの団地からしまむらのほうに出ていく、これは私が話している15号線というのはその道路なんですけれ

ども、買い物に行くためにもブックボックスとかですね、かねひでに行くためにあの道路通ろうとすると

非常に危険な状況にあるというふうに思います。そういう意味では、順位で言うと非常に上位のほうにな

るんではないかというふうに思いますけれども、この辺のところもう一度ご答弁をいただきたいなという

ふうに思います。

次に、地下ダム資料館についてでありますけれども、実はこれ８月１日に宮古水まつり2010がございま
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した。そのときに行っていろんな話を聞いたんですけども、これは私のほうでそのことを申し上げていい

のかどうかわかりませんが、向こうの同じ地域の中にですね、土地改良区があるわけでありまして、同じ

地下ダムの設備というか、その管理している建物があるんですけれども、これと併用して管理ができると

いうのではないかなと、私なりに考えました。今非常に入客数が少なくて、年間400万円余りの市の負担

があるというふうなことですが、その辺も含めて今後この地下ダム資料館のですね、運営についてもやは

り委託のことも含めてですね、今後見直していくべき必要があるのではないかと、あのときに非常に強く

感じました。ただ２名で200万円余という話ですから、恐らく臨時職員か何かを対応しているかと思いま

すけれども、本当にもっと力を入れていかなければならない非常に大切な施設だと思うんですけれども、

なかなか利用されていない、この辺のところもですね、今後ともの運営についてのご努力をしていただき

たいというふうに思います。

先ほどの公園整備についてでありますけれども、下地敏彦市長もこのバランスについては非常に悪いと

いうふうにおっしゃっております。当然多過ぎるぐらいの公園だと思うんです。ただそれが１カ所に固ま

ってしまっているという部分で、要するに南地区、東地区の皆さんは公園を使用することができないとい

うよりも、欲しがっていても利用ができない状況にあるというふうな意味では、やはりぜひその整備を考

えていっていただきたいなというふうに思っております。

実は私もですが、多くの方がですね、夕方になると自転車をこいだり、ウオーキングをしたり、ランニ

ングをしたりとします。あの辺の人はですね、ほとんど空港の周辺を利用しているんですね、この道路も

、 、 、狭いもんですから非常に危険な状況の中で そのウオーキングをしたり ジョギングをしたりしていると

。 、 、そして散歩するところもないんです そういう意味では 同じ市民としてやはり同じような恩恵を受ける

これは権利があるというふうに思っております。

先ほども言いましたようにパイナガマ公園に関しては非常に反対をして、当然補助は50％しかないわけ

でありますから、市の持ち出しが非常に大きいというふうに考えます。しかし、住民の立場からいいます

と、やはりどうしてもこの地域に公園が欲しいということは、住民のだれもが考えていることではないか

なというふうに思っております。地域の利活用という意味、用地の確保という意味でも、この辺国の用地

がたくさんありますので、交渉次第では何とかなるのではないかとちょっと甘い考えも持っておりますけ

れども、それも含めて地域の利用度に関しては非常にこの辺の人は大いに利用していただけるものという

ふうに思っております。

、 、 、 、正直申し上げて 荷川取公園 パイナガマ公園 本当になぜこんなところにこれだけの公園があるのか

そしてどれだけの利用率があるのかというふうな意味では疑問を感じています。そういった意味でもぜひ

本当に住民が利用できる公園をですね、考えていただきたいなというふうに思っております。

最後にですね、実は台風一過、９月の18日から台風が吹きましたけれども、多良間村のアフリカシロナ

ヨトウムシというのが猛威を振るっているというふうなことで、この台風の後でこの虫がいなくなっては

いないかなというふうなことで、希望的観測で電話をしたみましたらですね、この虫、今ものすごく多く

。 、 、なっているそうであります 私が心配して電話したのは 要するにこの虫が宮古島まで来ないのかどうか

そして石垣まで行かないのかどうか、この辺も含めて心配しているわけでありますけれども、聞きました

、 。 、ら これは農家の皆さんは７月ごろから何か虫がいるなということを感じていたそうであります そして
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これは今３世代目に入っているそうであります。非常に生育が早くてですね、３週間から４週間で幼虫か

ら成虫になってしまうというふうなことで、成長が物すごく早いということで、県から30名の人が来て農

薬散布をしてどうしても防除しようということで頑張っているようでありますけれども、この虫は午前の

零時あたりから４時ぐらいまでの間に飛び回ってですね、人間が眠っている間に繁殖していってしまうと

いうことで、非常にこの予防について今すごく大変な状況にあるというふうなことでありますので、ぜひ

担当課の方はですね、この辺に対しての情報の収集と対策についてですね、もし宮古島にこの虫が飛来し

てくるようなことがあるとですね、大変なことになるというふうに思いますので、ぜひその辺のところの

対応も考えておいていただきたいなというふうに思っております。

もう時間がありませんが、市長、公園整備についてはもう一度再考していただいて、もし私場合によっ

ては署名活動しようかなと思っております。ぜひ本当にあの地域、公園が一つもない、年寄りも子供連れ

て散歩するところもないという状況の中でですね、市長の特段の配慮で公園の建設ができればと願ってお

りますので、できましたらその辺のところも含めて答弁いただきたいと思います。

これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

◎市長（下地敏彦君）

公園の整備についてでありますが、今市が取り組んでいるのは県立公園を誘致するということで取り組

んでおります。県立公園という形になると、市民全員が利用できるような施設という形になります。そう

いうふうな形でつくって整備したほうが、市民全員が利用できるという形になると思いますし、場所とし

ては宮古島の中でみんなが利用できるような場所というふうな形を考えて、これから、これまでもやって

きましたけれども、もっと強力に県と調整をしてみたいと思っています。

◎建設部長（友利悦裕君）

道路の整備についてでありますが、たしか垣花健志議員、腰原15号線とおっしゃいましたよね。

（議員の声あり）

◎建設部長（友利悦裕君）

富名腰15号線だと思います。今後の整備計画に向けての優先順位等については、今後検討させていただ

きたいと思っております。

◎議長（下地 明君）

これで垣花健志君の質問は終了しました。

◎山里雅彦君

私も始まる前にですね、運動会シーズンでありますが、昨日は台風11号の影響で延期になりました小中

学校の運動会が行われました。子供たちが跳びはねる姿をですね、父兄はもとより、おじいちゃん、おば

あちゃんたちがですね、サトウキビの夏植えのシーズンでありますから、元気をいただいたと思っており

ます。ぜひしっかりですね、夏植えも頑張っていただきたいと思っております。

通告に従いまして、一般質問を行いたいと思います。まず初めに、客船航路の再開についてお伺いしま

す。宮古、八重山、先島圏域から成る美ぎ島美しゃ市町村会は、沖縄本島と宮古石垣間の客船航路の再開

について、現在貨物船運航しております琉球海運に対し、先島圏域の依頼として貨客線就航を要請されて

おります。この内容につきましては、富永元順議員も取り上げてお答えいただきましたので、答弁はいい
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です。次からお願いします。これまで各関係機関への取り組み状況、そしてまたその他の海運会社への就

航依頼の要請はあったのかどうか、お伺いしたいと思います。

次に、海中公園事業の取り組みについてお伺いします。本市の観光振興、地域活性化の面からも、海中

公園事業は大変期待される事業であります。狩俣地区の健康ふれあいランド内に約９億円余りの予算を投

入して現在進められております。取りつけ道や観察施設本体の工事も請負契約を結ばれ、始まっておりま

す。その中で、市が外部委託した環境調査を踏まえて、工法や一部構造の見直し、サンゴ礁などへの被害

を最小限に食いとめたいとありますが、今の時期にですね、構造の見直しとなると、工期内に完了できる

、 、のか気になるところでありますが これまでの管理会社建設に関しても新会社設立準備委員会を立ち上げ

８月には管理会社設立とのことでした。

そこで、お伺いします。管理運営会社設立についての現在の取り組み状況、そして海中公園事業オープ

ンまでの構造の一部見直しを含めた事業日程についてご説明していただきたいと思います。

次に、公園墓地計画、墓地制限区域策定計画についてお伺いします。本市のあり方について市民からの

声がありました。本市の観光振興、島全体を観光資源としてとらえ、今後のまちづくりの上でも墓地の制

限区域対策をですね、早急に取り組んでほしいとの要望がありました。今年から墓地埋葬法に基づく許認

可が県から市に権限が移譲されております。県内16市町村でも墓地のですね、乱立を規制するため、制限

区域の策定や条例の設定などが今現在進められているようであります。本市においても墓地の散在化を防

ぐ上でも、ぜひですね、公園の墓地計画や墓地の制限区域策定計画は早急に取り組んでいく課題だと思い

ますので、いかがでしょうか、お伺いしたいと思います。

次に、宮古空港駐車場有料化に伴う現在の利用状況についてお伺いします。夜間などの長時間駐車や利

用者の増加などで、駐車スペース不足の解消を図るため沖縄県の管理空港で初めて宮古空港駐車場の有料

化が始まって１カ月余りを経過しております。現在有料化により夜間駐車場などの利用状況、有料化の効

果等についてお伺いしたいと思います。

次に、根間地区整備計画についてお伺いします。根間地区は区画整理事業として、これまでも進められ

てきました。当初予定では集客施設を建設し、地域の交流拠点として整備が行われる予定でしたが、いろ

んな管理運営面が非常に厳しいとの指摘を受けまして、今現在に至っております。

そこで、お伺いします。来年度から根間地区において、新聞紙上でありますが、エコ公園を整備する計

、 、 。画のようですが どのような基本計画で整備するつもりなのか 事業費や事業内容はどうなっているのか

そして、事業の執行については地域住民の皆さんの合意形成が必要不可欠だと思いますが、いかがでしょ

うか、お伺いしたいと思います。

次に、道路行政について、東環状線整備計画についてお伺いします。平良土建前の交差点から下崎入り

口までの道路整備計画については、これまでも地域住民の皆さんの生活道として、そして下崎地区の子供

たちの通学路、宮古の代表的な観光地である砂山ビーチと市街地を結ぶ路線、そしてトライアスロンのバ

イクのコースとしても利用され、交差点改良を含めて早急な整備が必要だということで、これまでも取り

上げてきました。これまでの答弁では、街路事業では用途地域外とのことから、別メニューでの整備を進

めていきたいとのことでしたが、取り組みについてお伺いしたいと思います。

次に、伊良部７号線道路改良工事（１工区）についてでありますが、この件に関してはですね、３月定
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例会の3,500万円の補正予算から始まりまして、去った６月定例会、そして今回監査委員から決算審査意

見書が提出されまして、受けてですね、多くの同僚議員の皆さんが質問しております。当局と監査委員の

、 、 、 、 、ですね 意見といいますか 私がこれまでの皆さんの質問の答弁から思うんですが 契約規則 契約約款

、 、 、 。事務処理要領ですね そういうただし書き等の解釈 見解の相違から成る案件 事案だと思っております

私もですね、幾つかこの７号線に関しては通告してありますが、これらですね、思うに司法の場でしか

決着できないかなという気持ちはありますので、私はこれは割愛してですね、一言当局に要望だけして終

わりたいと思います。

この問題はですね、例えば、中身は大きく違うんですが、ある国会議員のですね、政治資金規正法違反

に大きく僕は似ているんじゃないかと思っております。検察審査会というところからですね、いろんな指

、 、 、 、 、摘を受けて 今調べられておりますが 全く中身は違うんですが 今監査委員からですね 指摘を受けて

またいろいろな答弁されておりますが、やればやるほどですね、何か言いわけとしか思えないような、国

民の方々もそういう、ある党の元幹事長のあれに関してはですね、多くの方が思っております。ぜひです

ね、その両方とも私が思うに、両方ともいろんな規則、法令に沿ってですね、ちゃんと整理してしっかり

やっておけば、私はですね、２つともこういうふうにですね、本当に今、今定例会でもありますが、答弁

する市長、当局も膨大な時間を費やして、我々議会も費やしてですね、本当に監査の皆さんも取り上げる

ことがなかったんじゃないか、ほかのことももっとできたんじゃないかと思っております。ぜひですね、

3,200ある全国の自治体の中でも、平成の大合併によりまして今1,800になりましたが、こういう案件はで

、 、 、 、 。 、すね 監査委員 特異と言われましたが 本当に一件もないそうであります 聞いた話ではですね 私は

そういうですね、特異なことをやることが今の問題につながったと思いますので、ぜひですね、行政は継

続ですから、我々が退かれた後、当局も退かれた後ですね、胸を張って堂々と100％曇りもないという形

では、このままでは、今のままで言えないと思うんですよ、私はですね。ぜひですね、皆さんもそうです

が、我々もですね、退かれた後でも堂々と胸を張ってこうだったと言えるような、私はですね、ことで皆

さんと一緒にこの宮古島のために頑張っていきたいと思いますので、どうか当局の皆さんもですね、堂々

と胸張って後輩に言えるような、指導できるようなですね、こういう案件に対しても、こういうのがある

よ、こういうことは常道だよと言えるような件では今回はないと思いますので、ぜひですね、そういうこ

とを踏まえてこれからは頑張っていただきたいと思っております。

次にいきます。大原線整備計画についてお伺いします。サンエーカママヒルズ店裏の道路整備計画につ

いてお伺いします。パイナガマ方面からの大原線開通後、かなり交通量も増え、周辺地域の方々が大変不

便を来しているということで、これまでも質問してきました。今回旧農林高校運動場跡で平成25年開院予

定の県立宮古病院や伊良部大橋開通が予定され、かなりの交通量が予想されることから、幹線道路の整備

を先行して事業を実施していきたい。しかし、土地改良、区画整理事業が決定されており、現状では幹線

。 、 、道路の整備はできない そのために 大原第２地区区画整理事業計画を廃止することが前提のようですが

この幹線道のですね、整備計画の中で大原線整備建設についてはいつごろから、どのような計画で整備計

画していくのか、お伺いしたいと思います。

次に、教育行政についてお伺いします。学校の統廃合についてお伺いします。本市では、新年度から始

まります新しい学習指導要領等への対応などで学校規模適正化検討委員会を立ち上げ、規模適正化に関す
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る教育懇談会を各地域で開いているようですが、統廃合についてはほとんどの地域が難色を示していると

聞いております。

そこで、お伺いします。各地域懇談会における地域の意見、そして各地域から教育委員会への要請書、

要望書、嘆願書ですか、提出されておりますが、その各地域のですね、内容等について説明していただき

たいと思います。

そして、各地域からそれらの意見要請を受けて学校規模適正化委員会ではどのような方向性、考え持っ

て議論されているのか、検討内容等についてもお伺いしたいと思います。

次に、環境行政について、学校現場への新しいエネルギー導入についてお伺いします。宮古島市にはこ

れからエコアイランド、低炭素社会実現のため、環境モデル都市として次世代エネルギーパーク事業など

多くの事業を展開していかなければなりません。その中で学校教育現場への太陽光発電システム事業は初

の試みだと思いますが、次代を担う子供たちの環境やエネルギー等の教育にもつながることと思いますの

で、事業の説明と太陽光発電システムの消費電力削減量やＣＯ 排出抑制効果など、そして今後の事業導２

入計画等についてもお伺いしたいと思います。

次に、農業振興について３点ほどお伺いします。初めに、宮古島市の基幹作物であるサトウキビの操業

計画等についてお伺いします。この件に関しては多くの同僚議員が取り上げておりますので、１点だけお

伺いします。

年内操業後の農地の有効活用についてお伺いしたいと思います。今年年内操業したとしても、株出し、

春植えの目標面積は現在確保されておりませんので、当然生産拡大、増産という結果は来年度以降という

ことになります。昨日も上地博通議員が年内操業の農地の有効活用について、カボチャ、枝豆等の話をさ

れておりました。農地には肥沃な土地もあれば、そうでない土地、基盤整備され、畑かん施設が整ってい

る農地もあります。農家の所得の向上のためには、数多くの選択肢を広げることが必要なことだと思いま

すが、将来に向けた取り組みについてお伺いしたいと思います。

次に、ハーベスター導入事業計画についてお伺いします。現在ハーベスター利用状況は、沖縄製糖で約

30％、そして宮古製糖で約25％であります。そして、毎年３％以上の利用者が増え続ける中、今年度宮古

島市にはハーベスター導入事業が見送られております。去った製糖期間においても、地域によっては50％

申し込んだにもかかわらず、４割、40％しか利用できなかった地域が数多くあると聞いております。

そこで、お伺いします。毎年３％以上のハーベスター利用者が増加する中で、そして近い将来50％以上

の利用者が見込まれる中、今年度なぜ事業が見送られたのか、その理由と今後の導入計画、そして宮古全

体のハーベスターの稼働状況についてお伺いしたいと思います。

次に、基盤整備事業についてお伺いします。農産物の生産拡大、農家の所得向上を目指して、これまで

土地改良基盤整備事業、地下ダムを利用した国営かんがい排水事業が進められておりますが、まだまだ整

備率は厳しい状況にあります。

そこで、お伺いします。宮古全体の基盤整備事業の整備率と地区別状況、そして今定例会に魅力ある地

域づくりを目指して提案されています宮古島市過疎地域自立促進計画（平成22年度～平成27年度）で予定

されている整備面積、整備率、そして過疎地域自立促進計画の中で西原地区の基盤整備事業の取り組み状

況と事業の概要についてお伺いしたいと思います。
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以上、答弁を聞いて再質問を行いたいと思います。

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後４時49分）

再開します。

（再開＝午後４時49分）

◎市長（下地敏彦君）

今大変なご指摘をいただきまして、明快に答弁をしてまいりたいと思います。

公園墓地の計画、墓地の制限区域等の策定についてということであります。来年度墓地の実態調査を行

います。その予定をしております。本市の現状と将来の墓地需要を把握した上で、公営墓地の必要性、墓

地制限区域の設定等を盛り込んだ宮古島市墓地基本計画を平成24年度に策定し、その後実施してまいりた

いと思っております。

次に ハーベスターの導入事業計画についてであります ハーベスターの導入につきましては 平成22年、 。 、

度から新たな事業がスタートしております。サトウキビ安定生産確立対策事業という事業名で実施をされ

ております。この事業、これまでの事業とは性格が少し変わってまいりました。この事業の特徴なんです

が、まず公募制によるということが１つであります。もう一つ、国が直轄で行うということで、その採択

等も全部国が行うという形になっております。補助の割合ですが、国が６割、県が２割、残り２割は法人

の負担となります。今年度宮古島市から４つの法人が申請書を提出しましたけれども、事業採択されませ

んでした。その理由について、国はその理由は示さないというふうな形にしておりますので、なぜできな

かったかということはわかりません 現在稼働台数ですが 大型が４台 中型が27台 小型24台の合計55台。 、 、 、

ありますけれども、今後県や関係機関と連携して事業に採択されるよう取り組んでまいりたいと思ってお

ります。

◎副市長（長濱政治君）

質問はございませんでしたけども、一応見解の相違であるとか、曇りのない、堂々と胸を張ってという

ふうな言葉がございましたので、その辺のことにつきまして少し述べてみたいと思います。

私どもは法令に違反していないと、ずっと常々申しております。それを見解の相違というふうにとられ

るということで、少し遺憾だなと思っております。代表監査委員が指摘するということは、これは一点の

曇りもない、だめだというふうな指摘をなされるべきであって、それが見解の相違というふうに議員の皆

さん方にとられるようでしたら、少し違うんではないのかなというふうに思っております。

私どもはちゃんと法令に違反していないと、ましてや住民に負担を一番かけないように、どの方法がい

いかということを一生懸命考えてその方法をとってきたわけでございまして、堂々と答えているつもりで

ございますので、よろしくお願いします。

◎教育長（川上哲也君）

山里雅彦議員から教育行政について２本の質問がございました。学校教育現場への新エネルギー施設導

入については、教育部長でお答えいたします。私は、学校の統廃合についてお答えいたします。

懇談会での主な意見につきましては、先日前里光恵議員にもお答えしました。繰り返しますが、学校は
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残してほしい、それから行政は地域の活性化策にもっと積極的に取り組んでもらいたいというのが主な意

見でした。地域からの要請内容ですが、８月19日に島尻地域、９月７日に来間地域からありました。島尻

地域からは、宮島小学校を宮古島市における小規模校のモデル校的存在として存続させてほしいと、それ

から来間地域からは来間小中学校は島の活性化にとって最も大事な拠点であり、島づくりのモデルとなれ

るよう存続させてほしいというのが要請の主な内容でありました。

学校規模適正化検討委員会における今後の取り組みについての質問ですが、これからはたたき台をもと

に議論を重ねて12月に方針を決定していきたいと思います。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

貨客線運航についての琉球海運への要請及び成果につきましては、先ほど山里雅彦議員からあったとお

りで、これについての答弁は割愛してよいとのことでありましたんで、別に質問のありました、これまで

の要請経過についてお答えをいたします。

航路の再開につきましては、これまで美ぎ島美しゃ市町村会や宮古島市単独としましても、国、県に対

し要請を行ってきたところでございます。具体的には、本年１月14日、沖縄県知事、県議会議長、それか

ら内閣府沖縄総合事務局長に要請をいたしました。さらに、７月14日、これは管内県出先機関との意見交

換会の中で宮古事務所長に対し、宮古島市として要請をいたしました。それから、８月14日、これも県知

事、県議会議長に対して美ぎ島美しゃ市町村会で要請をいたしました。それから、９月１日ですが、先ほ

どお話しのありました琉球海運に対して要請をしたところであります。

それらを受けまして、県におきましては航路事業者であります琉球海運、マルエーフェリーに対しまし

て代替運航の可能性や先島航路への参入につきまして、現在要請をしているところであります。今後県と

情報交換をしながら、早いうちに美ぎ島美しゃ市町村会としましても要請を行いたいと思います。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず、１点目に海中公園事業についてでありますが、管理会社の設立についての現在の状況ということ

で、管理会社につきましては９月の28日に設立総会を開催する予定になっておりまして、その中で役員の

選出等も行われるというふうに今考えております。

それから、海中公園オープンまでの事業日程については、現在道路工事、海中観察施設の工事発注は済

、 、 、 。んでおり ９月末から10月上旬にかけていそ遊び施設 管理棟建設 艇庫建設の発注を予定しております

来年の３月中旬までにはすべての工事を完成させて、４月オープンに向けて準備を進めている予定であり

ます。

次に、サトウキビの年内操業後にどんな作物が普及可能かということでありました。年内操業の大きな

目的は、春植え、株出しの面積の確保というのが大きいのでありますが、それ以外の農地の有効利用とい

うことになりまして、これは昨日の上地博通議員にもお答えしましたが、現在のところカボチャの栽培、

あるいは伊良部地区においては枝豆栽培が行われているということで、これは年内操業入れてももっとも

っと力を入れるべきだというふうには考えております。

そのほか、大豆栽培を含めて他の作物が経済作物として普及できないか、可能性を探るため年内操業を

年内においてこれまで以上に取り組みしていきたというふうに考えております。

次に、基盤整備事業についてお答えをいたします。宮古管内の基盤整備事業は、平成21年度までに全体
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、 。 、整備面積8,824ヘクタールのうち4,913ヘクタールの面積整備が完了し 整備率は55.7％であります また

宮古島市過疎地域自立促進計画 平成22年度～平成27年度 の中で予定されている基盤整備面積は1,038ヘ（ ）

クタール、これは全体面積の整備率の11.8％に当たりまして、それが計画どおり完成しますと平成27年度

までには、管内の整備率は67.4％になります。地区別ということになりますと、平良地区が平成21年度ま

では49.9％が、平成27年度までに予定どおり整備できますと61.8％ということになります。それから、城

、 、 、辺地区が44.6％から58.5％ それから上野地区が95.6％が97.0％ それから下地地区が63.0％から80.3％

伊良部地区が53.1％から64.9％になる予定であります。

それから、西原地区の事業についてお答えします。同地区におきましては、平成19年度から県営畑地帯

、 （ ） 。総合整備事業で西原第１地区 これが平成21年度から西原第１ Ⅱ期 地区が事業が実施されております

その中で西原第１地区の事業概要を申し上げますと、整備面積が37.3ヘクタール、事業費が10億5,700万

円、事業の工期が平成19年度から平成24年度までで、平成21年度末の進捗率は48.8％となっております。

それから、西原第１（Ⅱ期）地区の事業概要でありますが、この事業は整備面積が42.3ヘクタール、それ

から事業費が12億2,000万円、工期が平成21年度から平成26年度までとなっており、平成21年度末の進捗

率は2.5％となっております。

それから 宮古島市過疎地域自立促進計画の西原第３地区 これがありまして その地区は面積が38.0ヘ、 、 、

クタール、それから第４地区が面積が42.5ヘクタールの事業で、事業名が、これは県営水利区域内農地集

積促進整備事業で事業を実施しまして、第３地区が平成24年度から平成29年度まで、それから第４地区が

平成27年度から平成32年度までとなっております。

◎建設部長（友利悦裕君）

宮古空港駐車場有料化に伴う現在の利用状況についてでありますが、有料化の８月１日から31日までの

１カ月間の利用状況は２万2,092台であり、１日平均約712台の利用となっております。駐車場利用時間は

１時間以内が81.5％、１時間を超え２時間以内が13.1％となっております。また、有料化前に100台以上

、 。あった夜間駐車は有料化後は１日平均15台ほどであり おおむね適正に利用されていると考えております

次に、根間地区整備計画についてお答えいたします。下里・西里地区整備計画に基づき、当初予定して

おりました集客交流拠点施設が平成21年５月に行われた実行可能性調査で、管理運営の面から採算がとれ

ないとの結果が出ました。それに基づき、平成21年７月に下里・西里地区都市再生整備計画検討委員会が

開催され、整備計画の修正が行われました。修正案といたしましては、根間公園を含む集客交流拠点施設

、 、 、 。用地にエコハウスを取り入れたエコ公園 これは仮称であります の整備を行うことが 確認されました

電気自動車用充電スタンド、ミスト噴水、防火水槽などが設置された環境や防災に配慮された公園を目指

しております。整備期間といたしましては、平成23年度から平成25年度の３カ年間を予定し、県と協議を

進めております。事業費といたしましては、土地購入価格１億2,500万円を含む約４億円から５億円を見

込んでおります。

また、公園に隣接する中央通りは平成17年に整備済みですが、ガイセン通りは未整備となっております

ので、歩車道フラット型のコミュニティー道路としての整備を目指しております。

次に、東環状線整備計画についてお答えいたします。平良土建前の交差点から下崎入り口までの整備計

画については、東環状線幅員16メートルで都市計画が決定されておりますが、用途区域外とのことで、県
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からは街路事業での整備は認められておりません。そこで、道路事業の社会資本整備総合交付金事業を利

用して整備する方向で調整をしているところでございます。

次に、大原線整備計画について、サンエーカママヒルズ店裏道路整備についてでありますが、市道大原

線は昭和53年に都市計画道路として変更承認され、整備されております。しかしながら、ご指摘の県道高

野西里線から市道大道線までの約110メートルについて、大原第２地区区画整理事業区域内にあることか

ら未整備となっております。大原第２地区区画整理事業計画を見直し、大道線などとあわせて整備計画を

進めてまいります。

◎教育部長（上地廣敏君）

まず、太陽光発電システムの事業効果でありますけれども、太陽光発電システム設置による光熱費の削

減効果につきましては、設置後日が浅いことから、まだ把握できておりません。文部科学省がパンフレッ

トで提示している一般的な数字といたしまして、定格出力20キロワットのパネルを延べ床面積5,000平方

メートルの学校に設置した場合として、年間12％から27％の電力需要量が削減できるとしております。ま

た、二酸化炭素の削減効果につきましては、14％から17％が削減できるというふうになっております。

次に、今後の導入計画でありますが、今回中学校４校、小学校９校の計13校に太陽光発電システムを設

置いたしました。この太陽光パネル設置事業等に対する補助金は文部科学省の交付金が50％、今回は特別

に地域活性化・公共投資臨時交付金45％が充当されて整備されております。今後の設置でありますけれど

、 、 、も もし臨時交付金等がなければ50％の補助ということになりますので 財政負担などが大きいことから

国、県の動向を見ながら検討してまいりたいと思います。

◎山里雅彦君

再質問を行いたいと思います。

まず、客船航路の再開についてでありますが、鹿児島県に本社のある旧有村産業所有のクルーズフェリ

ー「飛龍21」を購入した会社の方と客船航路について話をされたことのある方の話をですね、間接的では

ありますが、聞く機会がありました。この問題に関しては、現在県議会のほうでも議員連盟をつくって要

請活動する動きがあると伺っております。我々市議会としてもですね、何らかの形で客船航路の再開に向

けて積極的に取り組む必要があると思いますが、いかがでしょうか、議員の皆さん。鹿児島県に本社のあ

る海運会社への就航依頼について、もう一度お伺いしたいと思います。

次に、海中公園事業についてでありますが、観光産業の振興はこれからも宮古島市のために欠かすこと

のできない重要な課題であると思います。海中公園事業は、観光振興、観光資源受け入れ態勢という点に

おいては大変必要な事業だと思っておりますので、完成に向けてしっかり取り組んでいただきたいと思い

ます。

それと、去った台風11号接近前のことですが、ちょっと見に行く機会がありました。風雨がそんなに強

くはないにもかかわらず、狩俣線、本道からですね、公園入り口までの農道ですか、完全に車が通れない

状況でありました。そして、海業センターの海沿いの道路からの東側入り口、公園入り口ですか、その場

所からもですね、全く入れる状況にはありませんでした。事業執行にもちょっとよろしくないと思います

ので、これからもそういう風とか、そういう小さな台風ですか、あることと思いますので、沿道沿いの農

家の皆さんとですね、ちょっと調整していただいて取り組んでいただきたいと思います。
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次に、公園墓地計画や制限区域設定につきましては、墓地の乱立を防ぐ上でも行政は墓地整備に積極的

にかかわるべきだと私は思っております。墓地経営の許認可が県から市へ移譲された今、各地域の既存墓

地を早急に把握していただいて、墓地行政にしっかり取り組んでいただきたいと思いますので、意気込み

についてもう一度お伺いしたいと思います。

次に、宮古空港駐車場有料化については、混雑は解消され、スムーズな利用状況のようですが、私も何

度か利用しておりますが、本当にスムーズでありました。でもしかし、１点だけ空港通路ですね、送り迎

えする通路ですか、ちょっと混雑しているのが気になりましたので、ちょっとその点についても対応よろ

しくお願いしたいと思います。

次に 根間地区整備計画については 土地の買収が進んでいない部分があると思いますが １億2,000万、 、 、

円余ということでありましたので、これについては結構です。いろんな、イベント広場、防災拠点、エコ

公園、集客交流、にぎわいの創出ということでありますが、どういうふうな形でイベント広場を利用する

のかは、また使用計画とかですね、集客交流などの将来的な利用計画などもビジョンを含めてですね、し

っかりそういうことも示しながら取り組んでいただきたいと思います。

次に、東環状線整備計画については、これまでもおっしゃったように街路事業では用途地域外とのこと

、 、 、 。 、から 別メニューで検討すると答弁されておりますが 全くですね 前進しておりません 当初予定では

北中前の事業と並行して整備するもんだと思っていたんですが、いつの間にか引き離されてですね、路線

名も１号線、そしてその場所はですね、いつの間にか東環状線に分けられてですね、なおざりにされてお

ります。この件に関連してですね、今定例会に市民の方から陳情書が提出されておりますので、紹介した

いと思います。

宮古島市議会議長殿、道路信号機設置並びに道路行政についてでありますが、南西建設から下崎港に向

かう際、この交差点で砂山ビーチから来る車両を確認するには停止線よりかなり前に出ないと確認できま

せん。また、砂山ビーチから走行する際、全車両が徐行するわけではないので、一時停止を怠る車両との

衝突が懸念されます。死亡事故が起きる前に早急に善処を望みます。いろんな、たくさんありましたが、

この路線はですね、本当に事故が多いんですよ。年に数回レンタカーとの事故が起きておりますので、ぜ

ひですね、早急に整備していただきたいと思います。

伊良部７号線については要望でしたが、答弁されておりますので、私も一言。長濱政治副市長ね、私は

この問題はですね、人災だと思っております。監理監督、指導を徹底していれば防げたと私は思う中の要

望でありましたので、あしからず。

次に、大原線整備計画について、同地区は1966年度の都市整備計画以来、明確な整備方針が示されない

まま現在に至っております。大原地区内を通るマクラム線や大道線などがアクセス道路として交通量の増

加が見込まれることから、先行して事業導入なんですが、サンエーカママヒルズ店裏の大原線はですね、

随分前に一部用地が買収も済んでいるようですが、事業費もそんなにかからないと思います。早急に取り

組んでいただきたいと思います。

学校の統廃合については、地域の均衡ある発展に向けた下地敏彦市長がいう定住自立圏構想を一日も早

く実現することが、ある意味若者の定住にもつながり、学校の統廃合問題を一気に解決する近道だと思い

ますので、しっかり取り組んでいただきたいと思います。
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ハーベスター導入計画については、今年ですね、沖縄県内に導入されたのが７台だと聞いております。

県全体で40％のサトウキビ生産量があるにもかかわらず、なぜという思いがありますから、ぜひですね、

今後もハーベスター導入計画に向けてはですね、しっかり取り組んでいただきたいと思います。

基盤整備事業についてはですね、西原地区においては過疎地域自立促進計画、終了後でもですね、整備

率がかなり低い状況になります。宮古全域で一番低い状況であります。ぜひですね、県と調整して早期整

備に向けてしっかり取り組んでいただきたいと思います。

以上、答弁聞いてもう一度したいと思います。

◎市長（下地敏彦君）

それでは、海中公園の事業につきましては、工事の施工に関しましては万全の注意を払ってですね、や

ってまいりたいと思いますし、周辺農地への配慮は当然やりながらやってまいりたいと思っております。

計画どおり進めてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いをいたします。

それから、東環状線、現在県と調整中ということでありますので、早期の調整が終わって事業が着工で

きるように努力をいたします。西原地区の整備についても同様であります。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

先ほどもお話をいたしましたけど、現在県がですね、マルエーフェリー、琉球海運、両社に対して要請

を行い、さらにいろいろ代替船運航についても協議をしているということでありましたので、私どもは宮

古、それから八重山、両圏域、美ぎ島美しゃ市町村会としてもですね、先ほどご答弁申し上げましたよう

に早急に県と意見交換をしながら、早急に早いうちに要請をしたいなと思っております。また、議会の先

生方も協力いただけるということですので、よろしくお願いいたします。

◎山里雅彦君

ありがとうございました。宮古島市の玄関は２つあります。１つは宮古空港であります。スムーズにイ

メージ的にもですね、駐車場も整備できて、管理できてよかったと思っておりますが、海の玄関は平良港

であります。現在本市としても耐震バースなどの港湾整備が進められようとしておりますので、ぜひです

ね、それに向けてでもまたいろんな観光客や子供たちの修学旅行ですね、対応できるように市長には客船

航路の再開、就航についてはですね、力を入れて取り組んでいただきたいと思います。

これで私の一般質問終わりたいと思います。どうもありがとうございました。

◎議長（下地 明君）

これで山里雅彦君の質問は終了しました。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議はこれにて延会いたします。

（延会＝午後５時23分）



平 成 22 年 

第５回宮古島市議会(定例会)会議録 

 

 

９月27日（月）  ６日目 

（一 般 質 問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 231 -

平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第６号

平成２２年９月２７日（月）午前１０時開議

日程第 １ 一般質問

◎会議に付した事件

議事日程に同じ



- 232 -

平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２２年９月２７日
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◎議長（下地 明君）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時01分）

本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第６号のとおりであります。

この際、日程第１、一般質問について先日に引き続き質問を続行いたします。

本日は、亀濱玲子君からであります。

これより順次質問の発言を許します。

◎亀濱玲子君

通告に従いまして、私見を交えながらですね、一般質問をさせていただきたいと思います。

来る10月１日を迎えると宮古島市として合併してから５周年を迎えることになります。そして、来月か

らもう６年目に入ることになりますけれども、この間下地敏彦市長は合併にもかかわった、事務局でかか

わったという経緯があって、合併からの宮古島づくりには殊のほか心を入れているということであると思

いますけれども、合併の基本理念を一貫して、こころつなぐ結いの島宮古、それを実現していきたいのだ

ということをさきの平成21年度の施政方針にも、そして今年度の施政方針にも述べられております。それ

を実現するべく、市長はその決意を今度の施政方針では活力の実感できる島づくり、そのために私の市政

運営の原点は島全体の均衡ある発展であるということを、これが市長の行政哲学というか、その基本理念

として強く挙げられております。それを進めるべく、市長が就任に当たって職員の前で、その決意のほど

を示したということでありますけども、そのことは市民のために働く役所づくり、そして公僕という意識

を持って法令遵守の徹底、それを職員に指導して市民のために働く、丁寧でスピーディーな市政運営とう

たって今日に至っております。

さて、私はこの市長の掲げましたその政治手法というものが、行政手法というものがこの間のことに生

かされているかということを物差しとして、今回質問をさせていただきたいというふうに思っています。

合併して５年目、宮古島市の到達点はどこまで来ているのか、地域の満足度あるいは市民サービス、そし

て社会的に弱い立場の人たちへの行き届きようというものはどこまで来ているのか。そして、これから先

取り組まなければいけない課題というものはどう市長はとらえていらっしゃるのかということを質問した

いと思います。

まず初めに、市長の政治姿勢と市政運営についてですが、平和行政の推進ですけれども、これまでも何

名かの議員さんが登壇されて質問されておりますけれども、この間矢継ぎ早に動きがありました。米海軍

第７艦隊音楽隊、それの宮古空港利用、軍用機での利用ということが取りざたされました。これは12月に

延期されておりますけども、うれしいことに今議会において全員が一致して、この間の一連の動きは反対

である、自粛すべきであるという議会の総意というものが示されました。それは、まさに市長が、あるい

は県が自粛要請をする中で、何がその議会の大事な点かというと、行政の決心をしっかりと後ろから支援

して後押しをする。一緒になって宮古島の市民の命と暮らしを守るということを一緒にやるということが

今度の議会の議決にあらわれたというふうに思って、私は大変これは時宜を得てできたことかなというふ

うに思っています。市長がこの間のいきさつを踏まえて米海軍第７艦隊音楽隊の宮古空港の使用、軍用機
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で使用したいという、そういった一連の動きについての市長の見解というのをお伺いしたいと思います。

そして、２点目ですが、防衛省が進めている先島への陸上自衛隊の配備の計画、これは合同訓練も予想

して大々的に南西諸島、先島諸島のほうで展開していく動きということが想定されております。これは、

これから進めていくということになるわけですけども、このことについて改めて市長の見解をお伺いした

いというふうに思います。

もう一点です。この間市長は下地島空港の平和利用ということに関しまして、利活用計画あるいは残地

の活用計画は平成24年度までの公約実現、その目標は10％であるということをご自分の公約の実現状況と

いうものを10月の広報に掲載いたしました。さて市長、平成24年度までにというふうにうたわれておりま

す下地島空港の残地活用の計画の策定あるいは取り組み、これが10％であると、このことを平成24年度ま

でどう具体的に進めていくのか、これはこれまでは出されております計画に沿って進めますよ、この書か

れているこれに沿って進めますよということで、しかしながらも、どういうことを具体的に進めていくの

だということがなければ、この10％にとどまっているという状況は打開できていきません。そこの市長の

お考えをお聞きしたいというふうに思います。

２点目です。伊良部７号線の改良工事における問題と対応について、市長の見解をお聞きしたいと思い

ます。この間さまざま取りざたされておりますけれども、私は監査委員による監査は、さきに眞榮城德彦

議員が地方自治法第199条からるる挙げて説明をされておりました。それは、こういうふうに監査委員の

位置づけというのは考えるべきだというふうに思っています。単に数字が正しいかどうかということのみ

を監査するだけではなく、適法性や効率性の判断にまで及ぶものである。これは、地方自治法の要説とい

うふうなものに書かれておりましたけれども、私もそうだというふうに判断しています。地方自治体の地

方公共団体の監査に責任を有する長から独立した機関として置かれているということでありまして、これ

について例えば債務不履行、履行、遅延、遅滞というものに関して法を照らし合わせて、地方自治法の中

にある規則、そして要綱を照らし合わせて、それをしっかりと判断をして意見書を提出したということに

関しては、私はとても一生懸命監査があるべき姿を追求しようとしているということに関しては、私はこ

れは評価に値するというふうに思っています。

私は、何よりもこの工事が今違法性があるだとか、違法性がないだとかというところに議論を持ってい

くようなところにありますけれども、私は何よりも今この工事の対応は市長らしくないと思っているんで

すよ。これほど法令遵守ということを言ってきた市長が、明らかにこれは市民に不利益を与えたものであ

ります。それは、工期が大幅に遅れたということ、そして市が単費を予算に計上してやらなければいけな

かったということ、それに係る職員は本当に一生懸命恐らく、本当に肝をつぶしながら一生懸命それに取

り組んだであろう、それに係ったということを考えると、これは市民に不利益を与えたということになる

と思います。それについては、市長のお考えというものを私はここでしっかりと確認しておきたいという

ふうに思います。

続きまして、福祉行政についてであります。人に優しい街づくりに向けて、障害者専用スペースの拡充

に向けて事業所等への積極的な取り組みをしていただきたいということと、あるいは私は難病等というふ

うに書かせていただいたんですが、あるいはがんの治療中、あるいは病気療養中で、体力的にハンディあ

る方が車いす専用スペースをもっとその枠を広げてですね、利用できる、そういう取り組みというものを
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進めていただきたいというふうに思います。これについてお考えをお伺いしたいと思います。

さらに、障害者が安心して旅行できる宮古島というものを力を入れて取り組んでいったらどうだろうと

いうのを、これを積極的に行政に進めていただきたい、これについては観光協会あるいはそういうＮＰＯ

などがガイドとして、障害者を受けるガイドとして宮古島でも生まれているようであります。そういった

こと、受け入れサポーターあるいは体験メニュー、宿泊や観光というもののトータル的な宮古島がその受

け皿をつくると、宮古の観光客は宮古島には障害者の方が安心して行ける、旅行できる島なのだというふ

うに、これが一つの大きな宮古島の魅力として広がっていくものと思っています。これについてもお答え

いただきたいというふうに思います。

３点目です。障害者のグループホームの本市の設置状況と課題についてお伺いしたいと思います。

さらに 続きまして高齢者福祉についてお聞きいたします 本市における高齢者の行方不明問題と120歳、 。

以上と何か切って県のほうも進めているようですが、戸籍上生存者の生存確認作業と対応についてどのよ

うになっているかをお伺いしたいと思います。

２点目です。本市における高齢者の虐待被害について、先ほども新聞に近しい身内からの虐待が多いと

いうことが報告されております。それについて、本市は現在の状況をどのように把握して、そして対応し

ているのかということをお聞かせください。これは、比べることではありませんが、それを率先して地域

対策臨時交付金事業ですかね、それで高齢者のための訪問相談員をかなり配置して対応したという自治体

の例がありました。宮古島市は、現在高齢者の抱える問題の早期対応のために、包括支援センターあるい

は社会福祉協議会、あるいは老人クラブが連携をして見守りという作業を活動されているというふうに伺

っておりますけれども、これについて訪問相談員の配置、あるいはそれをふやしていくということがもっ

と宮古島市の高齢者の抱える問題を早期に対応できることにつながるのではないかという観点から質問出

させていただきましたので、これについてもお答えいただきたいと思います。

続いて、生活困窮の求職者支援であります。これは、政府が導入して沖縄県をモデル事業として11月か

ら開始されますパーソナル・サポート・サービスが本市においてもこれは積極的に導入できるのではない

かという視点で質問させていただきましたが、これまだ全く私自身は内容が十分わかって質問をしている

わけではないんですが、これが宮古島市に導入できると大いに期待できるのではないかという観点で、質

問させていただきます。現在の状況をお聞かせいただきたいと思います。

４点目です。国民健康保険税について、これはさきに新城啓世議員などお聞きになりましたけれども、

一部なぞることにもなるかもしれませんが、質問させてください。国民健康保険税について、国保税の一

部負担の減免制度がもう始まっているというふうに思っておりますが、さきは８月ごろをめどにというこ

とでありましたので、さきの議会の答弁にですね、その現在の状況をお聞かせいただきたいと思います。

本市において、現在保険証更新がされていない児童生徒、高校生までの生徒は45世帯、71人というふうに

答えていると思いますけれども、現在はこのことについて市はどういう対応になっているのか、そしてそ

れは今現在抱える課題をどういうふうに分析しているかをお答えいただきたいと思います。

現在の滞納世帯数612世帯というふうに割り出されているようでありますが、短期証の交付世帯あるい

は納付相談の状況、それについての市の対応についてお聞かせ願いたいと思います。

続きまして、ＤＶ被害者の支援についてであります。本市のＤＶ相談件数と対応についてお聞かせくだ
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さい。加えて、県は進めておりますけども、まだ本市は設置されておりません。これは、政府のほうから

も通達がありますけれども、まだ設置されていないということで質問します。本市のＤＶ被害者の公営住

宅優先入居の概要はぜひ設置されるべき、これは県の配偶者暴力防止支援センターで相談の件数があって

伺ったところ、市にそういうのが設置されていないと対応が非常に不十分であるという話が出ました。こ

れについては、ぜひ設置されるべきと思いますが、ぜひこれについても積極的に進めていただきたいとい

うふうに思います。当局のお考えをお聞かせください。

続きまして、水産業の振興についてであります。海中公園についてですが、この間もう何度も取り上げ

てきておりますけれども、現在環境調査の結果が出て、市に対応が求められるという状況にありますが、

当局は今後の対応についてどう進めていくお考えなのか、お答えいただきたいというふうに思います。

それと、宮古島海業管理センターというふうにこの運営をする団体を名前がついているようであります

が、それは本市とどのように協定書を交わすというふうに、市としては考えていらっしゃるのか、その基

本的な考えをお伺いしたいと思います。

続きまして、これはウミ業センターというんですかね、尋ねると職員はカイ業センターというふうに話

しておりました。ややこしいですよね、海業管理センター、つまり私が今聞こうとしているのは、今はも

との栽培漁業センターという意味です。栽培漁業センターである海業センターの現状、これを今後どうい

うふうに持っていこうとしているのか、市長の今度の施政方針では恐らく海中公園を除いては何行もなか

ったと思います。これからは、市長が宮古の水産業をどう発展させていこうかとしているかは読み説くこ

とはできません。これを見ていただきたいと思います。これは、栽培漁業センターの中間育成所の現在の

状況にあります。恐らくもう何度も、何度もあそこが打ち砕かれて壊れたところを、さらに修繕をして使

う。ですけれども、さらに壊れた、そのまま放置された状態にあります。育てる漁業をどう育てていくの

、 。 。かということに関して ここは一生懸命取り組んだ経緯があったはずです 壊れたまま放置されています

これをどういうふうにして進めていこうというふうにお考えなのか、施政方針からは見えません。これに

ついて、もし市長が踏み込んでお考えを示すことができるようでしたらお願いしたいと思います。

続いて、教育行政についてであります。学校規模適正化検討委員会の設置と、本市の島づくりの基本的

な考えをお伺いしたいと思います。これは、非常に相矛盾する内容が幾つも出てきます。これは、市長の

施政方針の中には教育環境の整備という言葉で統廃合が一言入っています。宮古島市の教育というものの

中には、僻地教育を進める、僻地教育というのは宮古においてとても魅力のあるものとしてとらえられて

おります。その中で僻地教育はこういうふうに書かれています 「僻地の特性である僻地性、小規模性、。

複式形態などを生かして地域に根差した創意ある教育課程を編成、実践し、主体的で創造性豊かな児童生

徒の育成に取り組み、自主的、社会的な育成に努める」というふうに書いてありまして、合同学習、集合

学習、交流学習を積極的に進める。地域の中で育てるということを宮古島市の教育は僻地教育を丁寧に進

めたいということが書かれております。

しかしながら、また一方で宮古島の学校教育ということを学校に配った小冊子の中では、明らかに学校

の統廃合のことが載っています。私は、まさに学校の統廃合問題は、あるいは適正規模の問題は、宮古島

市の島づくりをどう進めていこうかとする行政哲学の下地市長のこれから後どうそれを考えていくかと、

ぴたっと合わなければいけない問題だと思っているんです。地域の隅々まで活性化していく、均衡ある地
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域の発展は、この学校問題を教育委員会に答申を出してください。もちろん出してくるでしょう。そのこ

とを出してきたから、こういうふうな方針が出たから、115年となる来間小学校の、あるいはそれなりの

地域の歴史というもので育てられた子供たちの歴史を、これをまさに核として、ここをむしろ宮古島は誇

らしい教育が、この地域の隅々まで小さい学校を大事にして育てている特色ある教育が宮古島なのだと、

なぜ誇りを持って言おうとする、そのことにむしろ私は、ましてや今40人近い学校が、クラスがなかなか

先生がまとめていきにくいと、むしろ大きいクラスは、じゃどうなのかというところも適正規模の中に、

議論の中に入っていくべきであって、小さい学校がまるで端から切られていくのが当然かのごとく統廃合

という言葉が先に走ってしまうというような状況は、私はあってはならないというふうに思っています。

これについて、これは市長、市長が進めたい島づくりときちっと重なって整合性を持って進められなけれ

ばいけないと、そうしなければこれは将来において禍根を残すことになると、性急に進めるべきではない

というふうに思います。これについては、市長のお考えをお聞きしたいと思います。

続いて、適応指導教室のことについては、お二人の議員がさきに質問されたこともありますので、これ

については割愛をさせていただきます。

続きまして、宮古島の希少生物等の保存、保全の取り組みについて、現在の状況と課題、そして今後の

取り組みについてお伺いしたいと思います。

続いて、教育行政の２点目ですが、市長の公約にあります拝所等の整備促進の実施状況、そして25％と

いうふうに挙げられておりましたですかね、今年度ですね、今後の取り組み、また綾道マップ、これは何

回も取り上げていますけど、なかなかよくならないので、写真で示したいと思います。これが綾道マップ

のスタートの地点、住屋御嶽の現在の状況ですね、こういうふうに綾道マップは看板も設置されて、どう

ぞ皆さん、観光客も含めて歴史を歩いてくださいというふうに言っているスタートの時点でこれです。こ

れを案内した人がとてもお客さんを案内して恥ずかしかった。これは、もっと綾道マップはきちっと歩け

るようにするべきではないかというようなことが指摘されております。これについては、どのように対応

していくかということについてお答えをいただきたいと思います。

以上、答弁をお聞きいたしまして、再質問させていただきます。よろしくお願いいたします。

◎市長（下地敏彦君）

平和行政についてお答えをします。

米海軍第７艦隊音楽隊の宮古空港利用の問題についてであります。宮古空港は民間航空機の運用を目的

として設置された空港であり、民間航空機の円滑かつ安全な運航を確保する観点から、緊急時のやむを得

ない場合を除いて米軍機の宮古空港使用は切に自粛してもらいたいと考えております。なお、今定例会で

この件について議会で議決したことは、これからの私の行政の運営の大きな後押しになるというふうに思

っております。

次に、防衛省が進めている陸上自衛隊の配備についてでありますが、これについては特に積極的に誘致

する気はありません。しかし、国防上どうしても必要というなら、みんなで十分論議する余地はあると思

っております。

次に、学校規模適正化についてであります。各地域の均衡ある発展という市長の考え方にそぐわないの

ではないかということでありますが、私は市民との公約の中に小中学校の統合も含めた地域教育のあり方
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の検討というのを盛り込んでおり、本市の将来を担う子供たちの健全な育成について考えた場合、複式学

級など少人数での教育が適当なのか議論をする時期にあると考え、望ましい学校規模について学校規模適

。 、正化検討委員会の中で論議していただきたいと思っております 今後も教育は百年の計という視点のもと

徹底した論議を展開し、市民が納得する結論が得られることを期待をいたしております。

なお、宮古島市総合計画の豊かな心を育てる学校教育の充実の項目の中での記述は、近年の少子化に伴

い小規模校が増加しています。小規模校のあり方を含め、学校規模の適正化を検討する必要があるという

ふうに総合計画の中では記述をされておりますので、やはり今この学校の統廃合も含めた考え方について

きちんと市民と論議をしていく必要があるというふうに思っております。

◎副市長（長濱政治君）

伊良部７号線道路改良工事についてでございます。今回の伊良部７号線道路改良工事（１工区）の変更

契約については、県の担当課とも協議を行いましたが、事故繰り越しができなかったため最大可能な範囲

での工期を設定し、出来高による設計変更を行い、減額変更契約の手続を行いました。当該措置は、同工

事が橋梁の下部工であったこと、平成20年度の繰り越し工事であったことからとられたものであり、適切

な判断であったと考えております。工事の変更契約は、それぞれの工事、それから現場の状況等の内容を

勘案し、適切に判断されなければならないと思っております。

それから、監査の方法として、適法性や効率性も考えるべきだと述べられておりましたけれども、その

とおりだと思っております。そのとおり監査のほうも一生懸命監査をなさったというふうには思います。

それから、海中公園について、環境調査結果と、それから宮古島海業管理センターとの協定書、２点で

すね、海中観察施設周辺には大小さまざまな種類のサンゴが生息しており、その保全には十分注意を払っ

て工事を行うつもりでございます。そのうち、工事の影響する範囲のサンゴについては、観察窓の前面に

移植を予定しており、移植後は生育状況等のモニタリングを行い、保護に努めていきたいと思います。

来る12月定例会で宮古島海中公園施設設置条例を制定し、３月定例会で指定管理の手続を行う予定でご

ざいます。その際、宮古島海業管理センターと指定管理の協定を結ぶ予定でございます。その指定管理料

等の負担につきましては、市の負担は考えておりません。その協定の中身については、これから詰めてい

きたいというふうに考えております。

それから、現在の海業センター、前の栽培漁業センターですね、の状況と今後のあり方について。現在

海業センターでは、ハマフエフキダイ、スジアラ、タイワンガザミ、シャコ貝等の種苗を生産し、放流を

行っております。しかしながら、施設の老朽化等で生産が小規模な生産になっておりまして、放流がなか

なかうまくいっていないというふうな事情がございます。今後は平成23年度に策定予定の宮古島市水産振

興計画に位置づけまして、海業センターの体制、機能の強化を図り、あわせて施設整備を行い、つくり育

てる漁業を推進してまいりたいというふうに考えております。

◎教育長（川上哲也君）

我々宮古島市学校規模適正化検討委員会は、よりよい教育研究環境のあり方ということで、小規模校の

、 。統廃合だけでなく 大きな学校の校区の見直し等も含めて検討委員会で論議を深めていきたいと思います

◎企画政策部長（古堅宗和君）

下地島空港及び残地活用計画はというご質問でございました。本市は、下地島空港等利活用計画書を県
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に提示し、検証しているところでありますが、事業の具体化に至っていないため、進捗率10％としており

ます。同計画の実現に向けまして、災害時における緊急支援物資の備蓄基地の設置の可能性について、今

年の７月にＪＩＣＡ沖縄と意見交換会を行っております。また、周辺公有地の農業的利用の検討につきま

しても、現在県と協議をしております。

◎総務部長（砂川正吉君）

高齢者の行方不明問題と120歳以上の戸籍上生存者の生存確認とその対応についてのお尋ねでございま

した。戸籍上の100歳以上は1,746名となっておりまして、中にはご健在の方もおられますけれども、死亡

している方が多くいるのではないかと思われます。除籍されていない理由は、何らかの事情があったと思

いますけれども、その一つとして、現代はほとんどが火葬ですけれども、当時埋葬していた時代というこ

ともあって、届け出義務者の手続が放置されていた状態が考えられます。また、そのうちの1,509名は戸

籍の付票が記載されておらず、付票制度が施行された昭和35年の調査時に既に死亡していたか、外国移住

や何らかの事情により、調査確認がされず、記載処理がされていないものと考えられます。

次に、120歳以上の確認作業とその対応でありますが、まず付票記載がないもの720名については、戸籍

消除に向け法務局と協議してまいります。また、付票の記載がある者については調査確認をし、戸籍の整

理を実施してまいります。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

まず最初に、車いす駐車スペースの市独自の取り組みについての内容についてでありますが、障害者専

用駐車スペースの設置については、官公庁、それから病院、大型店舗、特に多くの方が利用する公共性の

高い施設については、駐車場の確保に努めることは重要なことだと考えております。今後障害者専用駐車

スペースの確保と車いす駐車スペースで駐車が可能になるよう事業所などに協力を得ながら、その設置に

ついて積極的に取り組んでまいりたいと思っております。

次に、グループホームの設置状況と課題についてでありますが、本市においては現在スマイル、とびう

おハウス、グループホームみやこの３カ所の事業所がございます。また、今年度中にＮＰＯ法人の事業所

が開設を予定していることも聞いてございます。今後の課題につきましては、障害者の皆さんが地域で安

心し、生活できるように市障害者福祉計画に基づき、地域生活移行の目的が達成されるよう市民に障害に

対する理解と協力を得ながら、生活援助に努めていくことが重要だと考えております。

次に、高齢者虐待の状況とその対応についての内容についてでありますが、平成21年度中に虐待を受け

た高齢者数は男性３人、女性14人の合計17人で、被虐待者の80％は女性となっており、息子からの虐待が

14件とどうも多くなっております。虐待の種別は、たたく、けるなどの身体的虐待が９件、暴言を吐くな

どの心理的虐待が６件、年金を取り上げるなどの経済的虐待が２件、介護の放棄虐待が２件となっており

。 、 、 、 、ます その対応につきましては 相談や対象者の情報収集 訪問による事実の確認を行い 緊急性が高く

分離の必要がある場合は緊急ショートステイなどの措置をとり、対応いたしております。また、解決に時

間を要する場合は介護事業所など関係機関と連携をとりながら、継続した支援を行っております。

次に、訪問相談員の配置についての内容でありますが、地域包括支援センターでは高齢者の実態把握と

支援を目的に５地区に相談員を配置しております。平良地区においては、社会福祉協議会平良支所と栄寿

園の２カ所、城辺地区においては社会福祉協議会城辺支所の１カ所、上野地区は社会福祉協議会上野支所



- 240 -

の１カ所、下地地区においてはしもじ長生園の１カ所の５カ所を委託いたしましております。また、伊良

部地区については包括支援センターの職員で訪問、相談を行っております。相談センターでは実態把握を

する中で、虚弱な高齢者など気になるケースがあれば、包括支援センターに連絡いたしまして、民生委員

や行政連絡員と連携をとりながら対応しております。

次に、パーソナル・サポート・サービスの活用についてでありますが、パーソナル・サポート・サービ

ス事業は本年度11月よりモデル事業といたしまして、沖縄県が南部の中心都市であります那覇市にパーソ

ナル・サポート・サービスセンターを設置いたしまして、生活保護世帯などの生活困窮世帯支援、ひとり

親世帯の支援、それから若者就労支援などを総合的に行うことになっております。今後の本市の取り組み

といたしましては、今社会的にといいますか、全国的に失業が多い沖縄県、それから失業率の高いという

こともそうなんですが、ひとり親世帯、それから生活保護世帯の件数も多いといいますか、課題が多い本

県にとっては非常にこの事業は適している事業かなと思っております。今後沖縄県のモデル事業として那

覇市で対応しておりますけれども、今後当宮古島市においてもその事業の、サポート事業の必要性がある

ということで要請があれば、その取り組みには積極的に取り組んでまいりたいというふうに考えておりま

す。

それから次に、国民健康保険事業について３点ございましたので、まず１点目の一部負担減免制度の実

態把握、実施状況といいますか、についてでありますけども、この制度につきましては８月25日付で宮古

島市国民健康保険一部負担金の減免等に関する取扱要綱を制定いたしまして、９月１日から施行となって

。 、 、「 」 。おります なお 制度の周知に関しましては 広報みやこじま の10月号へ掲載を予定をしております

次に 保険証の未更新世帯の状況とその対応についてという内容でありました 現在未更新世帯は612世、 。

帯で、うち高校生世代の子供のいる世帯が45世帯、人数が71人となっております。その対応といたしまし

ては、電話督励や戸別訪問など納税折衝の機会を通して対象世帯へ積極的に働きかけております。

次に、３つ目の現在の滞納世帯数と短期証の交付世帯数、それからその納付の相談の状況と対応につい

てでありますけども、現在納付世帯数は4,831世帯になっております。短期証の交付世帯は1,214世帯であ

ります。納付相談の状況なんですけども、納付相談件数が全体でおよそ400件、うち分割納付の相談件数

が250件となっております。主な内容といたしましては、低所得世帯の納付に関する相談が先ほど言いま

したように全体の半分以上を占めております。ほか所得減による負担軽減等の相談が主な内容になってお

りまして、その件数が145件、非自発的失業者、いわゆるリストラの軽減申請が３件となっております。

これらに対しましては、それぞれの事情に応じた対応をとっておりますけども、主なところは分割納付、

それから非自発的失業者に対しましては、その保険税の軽減措置、それから国保減免制度の活用などを指

導してございます。

次に、ＤＶ相談件数とその対応についてでありますが、本市の女性相談室における平成21年度の相談件

数は161件ありました。そのうちＤＶ被害の相談件数は15件ありました。その内訳は、電話による相談が

８件、直接の相談が７件となっております。また、宮古福祉保健所内に設置されている宮古配偶者暴力支

援センターに寄せられた相談件数は、平成19年度53件、平成20年度144件、平成21年度184件と年々増加の

傾向にございます その中で保護命令が発令されましたものが平成19年度７件 平成20年度６件 平成21年。 、 、

度８件、一時保護されたものが平成19年度、平成20年度それぞれ１件、平成21年度は４件になっておりま
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す。なお、女性相談員はプライバシーを守り、電話や相談による相談に応じ、一緒に問題の解決方法を考

え、必要に応じ他の関係機関を紹介いたします。また、ＤＶ相談に当たっては、県ＤＶ支援センターが業

務の主体となることから、お互いに情報共有し、連携を強化して取り組んでまいります。

◎農林水産部長（平良哲則君）

宮古島の希少生物等の保存、保全への取り組みについて、現状と課題、今後の取り組みでありますが、

、 、近年宮古に持ち込まれた外来種により自然環境への悪影響が懸念されていることから 希少生物等の保存

、 、 。保全を図るため 宮古島市自然環境保全条例に基づき 聞き取り調査やパトロールを実施してまいります

今後はその調査等の結果を踏まえて対策を検討してまいりたいというふうに考えております。

また、絶滅危惧種の一種であるヤシガニにつきましては、次年度にヤシガニ条例を制定すべく今準備中

であります。

◎建設部長（友利悦裕君）

本市のＤＶ被害者の公営住宅優先入居の要綱を設置していただきたいというお尋ねがありました。ＤＶ

被害者の方の公営住宅への入居取り扱いについては、平成16年４月より地域の住宅事情、住宅ストックの

状況等を総合的に勘案して事業主体の判断により優先入居の取り扱いを行うことが可能となっておりま

す。本市においてもＤＶ被害者には入居希望の市営住宅を指定された場合を除き、住宅ストックの状況を

見きわめながら優先的な入居に応じております。しかしながら、入居を希望しながらも、あきがないため

順番待ちをしている一般の入居対象者の方々の事情も考慮する必要があることから、特にＤＶ被害者を優

先入居させるための要綱の制定は考えておりません。

◎観光商工局長（奥原一秀君）

障害者が安心して旅行できる宮古島づくりを積極的に推進をということにつきまして、現在島内の宿泊

施設や観光施設等のバリアフリー化はおおむね進んでいると思っておりますが、一部商店街のバリアフリ

ー化が遅れているというのが現状であります。市が発刊をしている宮古島観光マップについても、障害者

専用トイレの表示を行いながら配布をしておりますけども、民間が発行しているガイドブックの一部に障

害者トイレの表示がされていないというところもありますので、今後は需要が増えてくると思われる障害

のある方々のツーリズムの対応も含めて受け皿、サポーターの育成など観光協会や観光関連企業、さらに

は福祉関係機関とも連携をしながら積極的に取り組んでまいりたいと考えております。よろしくお願いし

ます。

◎生涯学習部長（安谷屋政秀君）

まず、１点目は市の体育施設の障害者のスペースについてでありますが、現在各地区の体育施設につい

ては障害者用の駐車場のスペースは設置されておりませんが、今後施設の改修等の中で順次取り組んでい

きたいと思っております。それと、現在市の陸上競技場の改修工事の中で、メインスタンドを初めバリア

フリー化した施設を建設し、障害者専用駐車場を設置します。それと前福運動場、それのトイレについて

も今年度中にバリアフリー化した施設を設置したいと思います。これは今年度中実施します。

それと、２点目に教育行政の中で拝所等の整備促進及び史跡等の保全、清掃についてお答えをしたいと

思います。ご質問の拝所等の整備促進については、昨年度に国指定大和川の石積み修復等の工事は完了し

ています。また、県指定ウイピャームトゥの祭場の修復については石積み及び屋根の骨組みの取りかえ工
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事は終了し、今年度はカヤぶき屋根のふきかえを行います。御嶽の整備については、地域住民の意識が大

切なので、調整を密に対応していきます。通年倒木や除草などの作業はスピーディーに対応していきたい

と思っております。また、史跡等の保全には清掃などの継続的な取り組みについては、現在綾道マップの

文化財を中心にシルバー人材センター、みやこ学園に年間委託をお願いし、実施しています。

なお、史跡等の保全や清掃については、市指定文化財の管理者と歴史、文化ガイドの会に管理費の助成

を行い、清掃を実施しています。市の担当職員が文化財のパトロールを含め、平良、上野、城辺地区を中

心に環境整備を定期的に実施しています。なお、年間三、四回ほどの清掃では環境整備が行き届いた状態

を保つには厳しいものがあります。必ずしも十分とは言えない状況でありますが、先人から受け継いだ貴

重な遺産として、また地域の方々の財産として、今後も行政と地域が一体となった管理体制に努めていき

たいと思っております。

◎亀濱玲子君

答弁いただきましたので、急ぎ再質問をさせていただきます。

何点かに絞っていきたいと思います。ＤＶに関する被害者支援の公営住宅入居について、平成16年度か

らやっていますよということで、あえて要綱をつくる必要がないとおっしゃっているんですが、これはつ

くる必要があるんですよ。なぜというと、せっかく取り組んでいるのに、もしもその熟知している担当が

配置がえしたときに、これはきちっと何かの紙に落として文書で置いておかなければ、いろんな人が対応

したときにそれぞれ変わっていくわけですよ。今度県がそこありますか、いや、うちありませんよと答え

ているわけですね。公営住宅の優先入居ありますか、いや、ありませんよと答えているわけですよ。建設

部長、ありますよと答えている。こういうふぐあいが出るから、紙に落として宮古島市はこういうふうに

対応しますという姿勢が大事ということでありまして、これについては再度これは検討をしていただきた

いというふうに思います。そういう不都合があるということは、大いにわかっていただけることだと思い

ますので、これは再度ご答弁をお願いいたします。

続きます。伊良部７号線ですが、私は結果論ですね、結果そうなったからさまざま市の責任を回避する

ような答弁になっているというふうに判断します。これは、例えば私がさっき申しました。工期が大幅に

遅れたこと、これはやる責任が果たされていないということです、事業所が請け負った。それについての

こと、これ市民が不利益をこうむっているわけです、市民が明らかに。利用する時期がずれるわけですか

。 、 、 、ら 市が単費の予算を計上しなければならなかったこと このことを何も問題がないと ふたを開くと四

五回にわたる変更契約、これってそんなに簡単に、違法じゃありません、ありますよと開き直って言える

ようなことじゃないのではないかと。私は再質問しますけれども、この契約を変更、変更、変更、理由は

さまざまあります。ですけれども、こういうことを一度認めると、これから請負の事業所に対して公平性

を欠くことになるという観点からいくと、ここはきちっと襟を正しておくべきというふうに思いますが、

、 、この公平性に欠く可能性があるということ そしてこの市民に不利益をこうむらせたということについて

２点についてはぜひ下地敏彦市長のご見解をお伺いしたいというふうに思います。

もう一点、学校の適正規模です。これは３点ほど質問します。それでは、市長が地域の隅々まで元気の

あるようなまちづくりをしたい、島づくりをしたいと思っていらっしゃる。そしたら、現在それぞれの地

域に、例えば鏡原小の問題がありましたよ。あそこはもう閉じていくような学校ではないかと言われたと
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きに、盛り返して住宅地になって生徒が増えていったという、長期的に見るといろんな動きというのは出

てくると思うんです。それを、では現在地方のところに、過疎になっていかないような事業あるいは努力

はどのようになされているのか、現在なされている事業についてお答えいただきたいというふうに思いま

す。

川上哲也教育長には、地域で育つ文化というものが学校を拠点に子供たちも含めて、来間もそうです。

ちゃんとホームページを開くとこういう取り組みをしていますよということが載っていますよ、子供たち

が地域のお祭りでやっています、敬老会でやっています、ボランティアの清掃活動やっています、さまざ

まこういうふうにですね、載っています。こうやってはぐくまれていく地域をどう育てていくかという、

平成６年ぐらいには文部科学省のほうから子どもの権利条約が制定されたので、これは地方自治体もしっ

かりと取り組んで子供の権利を守るようにというようなことが通達も来ているはずです。そういうさまざ

まな子供が育つ環境を守っていくということに関して、１点、教育委員会には地域の文化がその学校を中

心に育っている、担われているということに関してどのように評価しているかということをお答えいただ

きたいというふうに思います。

これから先、適正規模ということに関しては、小さな学校を整理していく、これはそこに書かれている

から聞くんですよ。適正規模に関する要綱の中にははっきりと審議事項の中に１、２とあって、２は適正

規模に対するための学校の統廃合と書かれているから聞くんです。そのことが、いや、教育長はごあいさ

つに行かれたら、いいや、そうやって学校を統廃合する、なくすための話し合いではありませんよと、懇

談会でごあいさつされる。ここに明らかに矛盾が出てくるわけです。ですから、このことについては、地

域のありようというもの、あるいは地域の文化ということと学校の関係をどう評価しているかということ

についてお答えいただきたいと思います。

以上、お答えお伺いいたしましてから再々質問いたします。よろしくお願いいたします。

◎市長（下地敏彦君）

均衡ある地域の発展というのをどんなふうに考えているのかということであります。基本的にですね、

人がどこに集まるのかということを考えた場合に、やはり人の流れというのは何も宮古だけじゃなくて、

生活に利便性の高い都市部のほうへ移動するというふうなのは、これは否めないというふうに思います。

しかし、やはりそれぞれの地域もしっかりと地域としての存在をしっかりとやってもらいたいというふう

なことで、定住自立圏構想あるいは過疎地域の振興計画というふうな形で、それぞれの地域がきちんと存

続するように、あるいは発展するようにということで計画をつくり、それに基づいて振興策を進めている

わけです。農業の基盤整備にしてもしかりです。地域の人たちの集会の施設もそうです。道路の整備もそ

うです。それぞれの地域が利便性のいい形、あるいは地域のコミュニティーが十分とれるような形の施策

というふうなものは、やはり基本的には推進をしておるところでありまして、今後もやはりそういうふう

な視点でですね、地域が十分それぞれの地域として特性を持って活動できるような形で取り組んでまいり

たいというふうに思っています。

◎副市長（長濱政治君）

伊良部７号線でございます。確かに工期が遅れた、それから市の単費を使ったということにつきまして

は、市民に負担をかけております。これは大変申しわけなく思っております。ただ最終的に、業者も職員
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も皆一生懸命やったというふうに考えているんです。ただ現場の状況がそれを許さない。それから、取り

組みが少し足りなかった部分があると、そういったところで最終的なそういう結果になってしまったとい

うことで、その処理をどういうふうにしたほうがいいのかというふうなことで考えて、一番市民の負担の

少ない方法にしようということで対応したところでございます。

◎教育長（川上哲也君）

地域の学校にかかわる文化活動の件ですけども、とりわけ学校が地域とのかかわる行事、島、村挙げて

の活動については、特筆するべきものが多く、高く評価しております。地域懇談会においては、統廃合の

方針が決まらないということで、自由な発言を求めて大いに意見を承ったところでございます。

◎建設部長（友利悦裕君）

ＤＶ被害者の公営住宅優先入居設置要綱の制定でありますが、これまでも住宅のストック状況を見きわ

めながら対応しております。国からの通達がありますので、通達に基づいて今後も対応してまいりたいと

考えております。

◎亀濱玲子君

ご答弁いただきました。時間もないですので、再々質問します。

長濱政治副市長が今お答えになりましたけれども、大変申しわけなかったと、市民に不利益を与えたと

。 、 、いうことに関してはおわびをしていただきました １点ですね 答えていただけてない点が１つあるのと

再々質問です。ほかの事業所との公平性に欠けるということについて、これから後懸念が持たれるわけで

す。これについてお答えいただけてないので、お答えいただきたいと思います。

、 、 。 、もう一点 一生懸命やったけど こういう方法しかなかったというふうにお返事いただきました 私は

どう事業者に事業を続けてもらうにしても、違約金をきちっと約款に基づいて、要綱に基づいて取って進

めるべきという、法令を遵守するという姿勢が市長がとるべき姿勢ではなかったのですかというふうに、

一生懸命やったというのわかります。担当も頭を抱えて悩まれて一生懸命やられたと思います。だから、

繰り越し、繰り越し、理由をいっぱいつけてやったんでしょうと思います。ですけど、二度とあってはい

けないというふうにするためには、きちっとここで精査をしておかなきゃいけないわけですから、その２

、 、 、点について 違約金を取って進めるという順当な方法をとるべきでなかったかということを ２点ですね

お答えいただきたいと思います。

川上哲也教育長、過疎地域の対策の事業の中に平成24年度ぐらいからスクールバスが４台、年間予算と

して組まれる状況にあります。これは、明らかに１つの学校がなくなっていくというシミュレーションの

中で計画が立てられていくという怖さがあるわけですよ。ですから、本当に宮古の教育の魅力は何か、特

性は何か、市長今おっしゃいましたよ。地域の特性を生かして考えていきたい。だけども、ちょっと怖い

ことをおっしゃったのは、基本的に人はどこに流れるかというのはどこでもあることという、相矛盾した

答えお答えになりました。もう時間がありませんから、この後に続きますけれども、教育長にはぜひです

ね、地域で育つ子供たちが小さくても誇りを持って、その地域の中ではぐくまれる、これが宝であるとい

うふうな視点というものをきちっと入れて、この適正化に向けていかないとですね、間違った答えが出て

しまうということもあると思うので、間違ったという言い方はよくないかもしれません。禍根を残すとい

。 。 。うことがいいかもしれません そういうことがあると思います これについてお答え願いたいと思います
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建設部長、ぜひ政府が通達を出しているわけですから、それにのっとってやりますというのであれば、

文字に落とすという、要綱として残してだれがやっても同じような対応ができるというふうにしていただ

きたいと思います。

私の一般質問これで終わりたいと思います。ありがとうございました。

◎議長（下地 明君）

休憩します。

（休憩＝午前11時07分）

再開します。

（再開＝午前11時08分）

◎副市長（長濱政治君）

公平性を欠くということについてでございますが、工事はですね、現場によってそれぞれ違います。で

すから、その現場の状況によって契約を変更するのは当然でございまして、ケース・バイ・ケースの個々

の工事現場に基づいて変更契約はやるわけでございまして、必ずしも公平性を欠くというわけではござい

ません。極端に申しますと、３回、４回……４回まではなかなかないと思いますけども、３回ぐらいはや

るんですね。この工事、こういう変更契約もですね、結局繰り越し工事ですよね。ですから、まず第１回

必ずどうしてもやらないといかんですよね、最後にどうしても契約の金額を変更しなければいけないとい

うところがありますから、これで結局２つどうしてもやらなくちゃならないことになっておりまして、中

で３回やったというだけですね。ですから、変更契約の３回というのは普通にあり得ることでございまし

て、必ずしも公平性に欠くというふうには思っておりません。

それから、契約を解除して損害金を取るべきだというふうなことでございましたけども、これは先日も

お答えいたしましたけれども、もしも契約を解除した場合、一つには懸念されるのは、契約を解除いたし

ますと請負金額の金額を変更しないわけですね。そうなりますと、完了検査ができない、未竣工工事にな

ってしまいます。

（議員の声あり）

◎副市長（長濱政治君）

わかりますよ。これは、つながりがありますので一緒にしゃべりますけども、未竣工工事になってしま

うんですね、そうなりますと完了検査ができない。完了検査ができなければ完了報告を国に出すことがで

きない。そうなりますと、その完了報告に基づいて国庫補助金の請求ができなくなるということになって

しまうんですね。そうなりますと、逆に市民にたくさんの不利益をこうむってしまうということに、また

なります。

それから、先日もお答えいたしましたけども、解約した場合と、解約しないで継続した場合と、それか

ら解約せずに随契をするというふうな金額で私は申し上げました。契約を解除した場合には841万2,390円

の損害金を取ることになります。しかし、そのかわり工事を新たに発注しなければいけません。工事を新

たに発注いたしますと1,604万9,250円になります この差額は763万6,860円です 結局はこの損害金841万。 。

円余取るために、さらに763万6,000円余の市の持ち出しになります。

それから、解約して損害金を取り、随契するといった場合、これも1,220万円余が随契でございますか
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ら、それから解約した場合の損害金、これが841万2,000円余、この差額も380万5,600円、この差額が出て

まいります。

それから、契約を解除せずに随契する、これは我々がとった方法でございますけども、これをとります

と随契ですから1,220万円余、それから一応確約書で975万2,400円の納付が確約されております。これや

りますと246万7,200円、つまり解約して保証金を、損害金を取った場合が市の負担が一番大きな形になり

ます。その辺のところも考えて、一応今回の対応したということでございます。

◎教育長（川上哲也君）

亀濱玲子議員ご指摘の小規模校における特性含めてご意見、ご要望はしっかり受けとめて、学校規模適

正化検討委員会で論議を重ねて、深めていきたいと思います。

◎議長（下地 明君）

これで亀濱玲子君の質問は終了いたしました。

◎上里 樹君

通告に従いまして一般質問をさせていただきます。日本共産党の上里樹です。

まず最初に、所見を述べたいと思います。世界は核兵器を廃絶する、そういう方向に向かって大きく一

歩を踏み出しました。加えて、世界の流れは戦争によらない平和の構築の流れへと進み出しています。こ

れは、マハティール・マレーシアの元首相がインタビューに答えていますけども、イラク戦争の教訓、失

敗などを指摘してですね、戦争という選択肢はもう時代遅れだと指摘しています。さらに、日本に米軍が

駐留しなくても日本の安全保障は守れると、さらにＡＳＥＡＮは戦争回避のために結成されたと、そうい

う日本の憲法に合致するような外国からのそういう声が上がっています。

そんな中で、日本は軍拡を進めています。いわゆる先島地域への自衛隊の配備、本当に米海軍第７艦隊

音楽隊が演奏会を開くという宮古空港の使用ですね、それからせんだっては米軍掃海艦の「ディフェンダ

ー」が入港いたしました。こういう中で自衛隊が海外に展開できるように、自衛隊の海兵隊化を進める方

向が今の政府のもとで進んでいます。さらに、武器輸出３原則の見直し、非核３原則の見直し、こういっ

た流れで日米同盟を強化する流れが沖縄県民の基地負担の軽減と相まって、大きな矛盾、これを呼んでい

ます。私は、今こそ憲法の原点に立ち返って憲法を生かす流れに進むべきだと考えます。沖縄の基地問題

、 、 。が教えていることは 日米軍事同盟と沖縄の基地問題 相入れないものだということが教訓だと思います

そこで、通告しました平和行政についてですけども、まず第１に、非核平和都市宣言についてですけど

も、本市は合併して2007年の８月28日にそれぞれの自治体の５カ所の宣言を取りまとめを行いました。１

階ロビーに掲示されていますけども、こう言っています 「核兵器廃絶平和都市宣言 世界の恒久平和は。

人類共通の願いであります。これまで我が国は世界で唯一の核被爆国として、核保有国に対し核廃絶を強

く求めてきました。しかしながら、いくつかの国では核軍備の拡大は依然として続いています。また、局

地的に頻発しているテロによる平和破壊が、後に想像を絶する核戦争への危険性を一層高めていることも

確かです。核兵器により失われていく地球上の生物。形ある物。戦争ほど、残酷で悲惨なものはありませ

ん。先の大戦において、多くの命が失われた過酷な体験を忘れることなく、平和の尊さを後世に伝えてい

かなければなりません。宮古島市は、平和憲法の精神から非核三原則の完全実施を願い、すべての国の核

兵器の全面廃絶と軍備縮小を強く訴え、人類の永遠の平和を希求し、ここに『核兵器廃絶平和都市』とな
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」、 、 、 、ることを宣言します こういう宣言ですけども 私はこんなときだからこそ宣言の周知徹底 市民への

合併して５年にもなります。理念の一致しない合併がどんなことになるか、これは職員間の連携、相次い

だ事務ミスのこと、こういったことにも大きな影響を及ぼしますし、１つの理念に基づくまちづくりに、

理念に向かってまちづくりを進めていくという大事なものだと思います。そこで、お伺いしますけども、

宣言の大看板、これを設置すべきだと考えますけども、いかがでしょうか。

、 。 、 、 、２点目に 宣言にふさわしい本市の取り組みが必要だと考えます 広島 長崎の原爆資料 これの展示

さらには児童生徒の広島、長崎への派遣、沖縄平和記念資料館の移動展、戦争体験者の証言の記録、戦争

遺跡の保存などを実施すべきだと考えますけども、いかがでしょうか。また、戦争の教訓を風化させない

ために平和資料館、これ仮称ですけども、この建設が必要だと考えますが、いかがでしょうか。

次に、米海軍第７艦隊音楽隊の演奏会についてですが、第１に、米海軍第７艦隊音楽隊の本市での演奏

会、これがどのような経緯で実施されることになったのか、それを下地敏彦市長にお伺いします。

２点目に、演奏会は米軍による宣撫工作であって、市長は非核平和都市宣言に照らしてマティダ市民劇

場の使用、これを認めるべきではない、そう考えますけども、いかがでしょうか。同時に米軍用機の宮古

空港の使用は認められない、さきの亀濱玲子議員にもお答えしていましたとおり、議会での決議が今後自

分の行政運営の後押しとなると、このようにおっしゃいました。そういった立場から、県に対しても改め

て空港使用許可をしないように強く働きかけるべきだと考えますが、いかがでしょうか。

次に、庁舎ロビーの展示物についてお伺いします。３月末日５時半過ぎに、私は１階ロビーにたまたま

居合わせました。そのときに職員の手によって、憲法第９条の碑の写真の掲示されている壁、これからそ

の写真が取り外されました。どのような理由で撤去したのか、お伺いいたします。

次に、福祉行政についてですけども、国保についてお伺いいたします。私は、国民健康保険法の第44条

に基づく窓口負担の一部負担減免制度の実施について、昨年来継続して取り上げてまいりました。国保法

第44条は、低所得者の窓口負担の減免制度をつくるよう定めています。現役世代が３割負担、高齢者が１

割から３割、そういう窓口負担の問題です。何とか国民健康保険税を支払って手帳を手にしていても、３

割の医療負担ができない。さらには、そのために病院に行けないと、その窓口負担を苦にした受診抑制、

これは全国的にも問題になっていますけども、加入者の多くが低所得で非常に高い保険税、これを負担さ

せられる。国保では特に深刻です。医療費の負担は増える一方です。やっと国保税を払って保険証を手に

しても、医療費の負担ができないことを理由に受診を我慢して治療が遅れて重症化するのでは本末転倒で

す。早期発見と早期治療のためにこの制度が必要です。

そこで、お伺いします。一部負担金減免制度について、先ほどの亀濱玲子議員へのご答弁で、８月に要

綱がまとまったと、９月１日に施行されたということでした。そこで、私はその実施に当たっての広報で

すね、これを「広報みやこじま」に掲載するということでしたけども、ぜひ周知徹底が大事になりますか

ら、庁舎の窓口、その公共機関ですね、人が集まる、そういった場所へもポスターとかチラシ、それをし

っかりと作成して周知徹底を図っていただきたい、このことを要望します。

さらに、２点目に一部負担金減免制度要綱、この内容についてお伺いいたします。

次に、無保険の問題ですけども、全国で国保料や保険税、いわゆる滞納を理由にした保険証取り上げ、

。 、 、これが問題になっています 窓口で医療費の全額を支払う10割負担 いわゆる資格証明にかえられた世帯
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これが2009年度の調査では31万世帯に上っているということです。自治体によるとめ置き、または会社の

首切り それから事業者の保険料逃れで無保険になっている人を合計したら全国の無保険者 これは100万、 、

人以上に上ると予測されています。ＮＨＫの調査でも2006年から2007年の２年間に全国の緊急告示病院

1,000施設を対象にして調査しているんですけども、475人が無保険、資格証のために命を落としたという

ことです。国民皆保険制度の空洞化が進行して崩壊の危機的状況にあります。

そこで、お伺いいたしますが、もう既に未更新世帯や高校生のいる人数がご答弁されていますが、私は

短期証世帯、それから未更新世帯の中で18歳以下の子供は何人いるのか、これをお伺いいたします。

次に、国保の危機を打開して国民皆保険を立て直す取り組みが求められています。住民の命と暮らしを

守る自治体の果たすべき役割として、せっかく発行した保険証をとめ置くべきではない、そのように考え

ます。

そこで、お伺いします。 国保加入世帯すべてに国保証を届けるべきだと考えます。少なくても子供の

いる世帯すべてに郵送による保険証を交付すべきだと考えますが、いかがでしょうか。

次に、一般会計から国保会計への政策的繰り入れを増やして、高過ぎる国保税を引き下げるべきです。

少なくとも子供のいる世帯のいわゆる応益割ですね、これを、その中の均等割、私は通告で平等割も含め

ていますけども、子供への課税、これをなくすべきだと考えます。いかがでしょうか。

次に、医療費助成についてお伺いします。子宮頸がん及び小児髄膜炎予防ワクチン、肺炎球菌の予防接

種に全国で助成をする自治体が増えてきました。本市でもその助成が必要だと考えます。日本では毎年約

１万5,000人の助成が子宮頸がんを発症して約3,500人が亡くなっているといいます。特に20代、30代に増

えていて、20代の女性では発症率が一番高いがんになっているということです。

そこで、お伺いしますけども、女性の健康と命、未来の子供の命を守るために、予防と検診による早期

発見、この両方が大事だと考えます。予防接種は３回必要だと聞いています。それが１回につき１万

5,000円、３回で４万5,000円という重い負担になっています。ですから、助成を求める声が多く上がって

います。加えて、小児髄膜炎予防接種と肺炎球菌予防接種の助成も必要だと考えますけども、いかがでし

ょうか。

次に、高齢者福祉についてお伺いします。本年度から実施している高齢者タクシーチケット制度、その

要件に65歳以上で３親等までの親族に車を持っていないこと、これが条件になっていますが、かなり厳し

いものだと考えます。高齢者福祉という観点でいえば、同居家族に限定すべきと考えますけども、いかが

でしょうか。また、将来は他の自治体で実施している敬老パスのように、年齢によって一律に支給すべき

だと考えますが、いかがでしょうか。

次に、運転免許証の返上、さらには車の運転ができない高齢者も増加しています。早期に巡回バスを運

行して市の分庁舎だけでなく、市内の主要な公共施設など利用にも利便性を図ることが必要だと考えます

が、いかがでしょうか。

次に、教育行政についてお伺いします。憲法第26条第２項で義務教育は、これを無償とすると規定して

います。また、国際人権規約（Ａ規約）の第13条第２項（ａ）では、初等教育は、義務的なものとし、す

べての者に対して無償のものとすることと規定しています。日本はこの規定を批准しました。しかし、義

務教育無償といいながら、それと大きくかけ離れ、父母負担に依存しているのが実態です。今年１月、文
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部科学省による平成20年度の子どもの学習費調査が公表されました。それによりますと、公立の小学校で

学校教育費が平均で年間５万6,000円、公立中学校で平均で13万8,040円かかっていることが明らかになり

ました。給食費を加えると、小学校で年間９万7,516円、中学校で17万547円という相当な額の父母負担に

なっています。憲法第26条第１項は、すべての国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、

ひとしく教育を受ける権利を有すると定め、それを受けて教育基本法は第４条第１項で経済的地位又は門

、 、 、 、地によって 教育上差別されないとし その第３項で国及び地方公共団体は 能力があるにもかかわらず

経済的理由によって修学が困難な者に対して、奨学の措置を講じなければならないとし、就学保障のため

。 。の国と地方の責任を明確にしています その憲法の要請に基づく就学援助制度についてお伺いいたします

まず第１に、就学援助の拡大に伴ってクラブ活動費、学級会費、ＰＴＡ会費などが補助対象になりまし

たけども、本市の準要保護への適用はされているのでしょうか。

次に、近視用の眼鏡、これはコンタクトレンズも含めてですけども、準要保護の児童生徒への補助もす

べきだと考えます。実施へ向けての取り組み、これはどうなっているのか。経済的理由で眼鏡を購入でき

ない家庭の子供は、学習をする権利を奪われていることになると考えます。以上、お伺いします。

最後に、環境行政についてお伺いします。トゥリバー地区についてですけども、トゥリバー地区の海岸

線、ここに大量の石灰岩、これが投入されていて驚きました。ちょうどトゥリバーの埋め立て工事、これ

が進められる際に、市民の強い要求によって海岸線、それを残した出島方式にして保全された海岸線でも

あります。特攻艇秘匿壕もありますし、平和学習の場としても活用されています。どのような理由でそこ

に石灰岩の投入がされたのか。私は原状回復が必要だと考えますけども、いかがでしょうか。

以上、お伺いしまして再質問をさせていただきます。

◎市長（下地敏彦君）

平和行政についてお答えいたします。

非核平和都市宣言のための大看板を設置すべきではないかということですが、核兵器廃絶平和都市宣言

の大看板を設置すべきとのことですけれども、宮古島市は人類の永遠の平和を追求し、核兵器廃絶の宣言

をいたしておりますので、それで十分だと考えております。

、 、 、次に 同じく沖縄平和資料館の移動展だとか 平和資料館の建設についてどう思うかということですが

今年は市の総合博物館で慰霊の日特別企画展を10年ぶりに開催をいたしました。また、７月１日には核兵

器の廃絶を訴える平和市長会に新たに加盟しました。今後ともさきの大戦において多くの生命が失われた

過酷な体験を忘れることなく、平和の尊さを後世に伝えていけるように取り組んでまいります。平和資料

館の建設については、今のところ考えておりません。

次に、庁舎ロビーにあります憲法第９条の碑の写真を撤去した理由はということですが、憲法第９条の

、 、碑はカママ嶺公園の一番高台の見晴らしのよい場所にあることから 碑の設置の目的は十分果たしており

その写真を常時庁舎に展示することは必要ないと考えております。

次に、子宮頸がん、それから小児髄膜炎予防ワクチン等についてであります。子宮頸がん予防ワクチン

については、厚生労働省は次年度予算概算要求に150億円を計上し、任意接種として市町村が助成する場

合に限って３分の１を助成すると、今考えています。市といたしましては、県の負担割合についても協議

し、実施に向けて取り組んでまいりたいと考えております。
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髄膜炎ワクチン、肺炎球菌ワクチンは、いずれも任意接種となっており、現在国、県からの助成はあり

ませんが、同ワクチンの接種の助成についても負担割合ができるかどうかについて、県と協議してまいり

ます。今後市としましては、国、県の助成等、動向を注視して実施に向けて取り組んでまいります。

◎副市長（長濱政治君）

平和行政について、米海軍第７艦隊音楽隊の演奏会について、①、②一括してお答えいたします。

演奏会実施の経緯についてでございます。８月11日に在沖米国総領事館より９月５日に演奏会を予定し

ているとの連絡を受けました。その後市に対して主催、共催ができないか打診がありましたが、断りまし

た。県の空港でございますので、飛行場の使用につきましては県から通知が参りました。正式には県から

来たのが９月３日でございます。県管理空港の米軍機使用についてという通知が９月３日に参りました。

その日に県も市も自粛要請を行っております。

あとマティダ市民劇場の使用についてでございますが、音楽演奏会目的での使用でありますので、申請

があれば市の条例に基づいて対応いたします。

次に、米軍用機の宮古空港の使用についてでございます。宮古空港は県管理の空港であり、空港の使用

については沖縄県空港の設置及び管理に関する条例及び日米地位協定に基づき、使用届出書が提出されれ

ば使用が認められております。しかし、さきの戦争の記憶から市民感情として快く受け入れる状況にはな

いこと、また民間航空機の安全運航の確保に支障が生じることへの懸念等もあり、緊急やむを得ない場合

を除いては米軍機の宮古空港の使用については自粛するようコメントを出したところですが、同時に県に

対しても関係機関に対し自粛要請を行うよう申し入れたところでございます。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

まず最初に、国保事業についてでありますが、一部負担金減免制度の実施についてという内容でありま

した。このことについては、さきに亀濱玲子議員にも答弁したとおりでありますが、９月１日から施行し

ております。上里樹議員ご指摘のその周知についてでありますが、ご指摘のように広報誌はもとより行政

チャンネルの活用も視野に入れながら、チラシの配布などで対応してまいりたいと考えております。

次に、その要綱の内容ですが、基本的には国民健康保険税減免規則と同様に、収入などに著しい変化、

減少があった場合に限って、それは要件となっておりますけども、あったときに要綱の定めるところによ

りまして、一部負担金を免除、または減免し、その分を医療機関へ保険者が、保険者、市ですね、市が支

払うものであります。当然その分は市の負担が増えることになりますが、それに対しては国が特別調整交

付金で減免額の２分の１を補てんする仕組みになっておりますので、市もその取り組みには前向きに周知

してまいりたいと思っております。

、 、 、次に 短期証世帯や未更新世帯における18歳以下の子供の人数になりますけども 未更新世帯は45世帯

その人数ですが、71人、それから短期証交付世帯が1,214世帯、人数が939人、合わせますと1,010人とな

っております。それから、加入世帯及び子供のいる世帯、すべての世帯へ保険証の交付をするべきだとい

うことについてでありますが、国保加入世帯すべてに被保険者証を届けるということは、完納世帯、未納

世帯の区別なく無条件に交付することになります。そうなりますと、今後国保税に対しての納税意識の低

下が懸念されることも加えて、現制度上においても短期証や資格者証発行の規定があることから考えます

と、これに準ずることになります。高校生世代の子供すべてに郵送、交付することにつきましては、県内
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一部自治体が実施している実態がありますが、おのおのの自治体ごとで異なる見解もあることから、市と

いたしましては窓口交付を原則として対応してまいりたいと思っております。

次に、一般会計からの繰り入れにより保険料を下げるべきだという件でありますが、国保税につきまし

ては市民の高過ぎるという声を取り上げ、負担軽減のため平成21年度、平成22年度と連続いたしまして引

き下げを実施してまいりました。それに伴い一般会計からの繰り入れも年度ごとに確実に増えているのが

現状であります。子供のいる世帯への平等割課税をなくすことに関しましては、現行税法上の仕組み上、

一自治体での対応は今のところ不可能だというふうに考えております。

次に、高齢者福祉についてでありますが、質問の内容が高齢者タクシーチケット制度における車所有者

の規制緩和の件と敬老パス制度の導入の件についてでありますが、高齢者外出支援事業につきましては本

年度から始まった事業でありますが、ご指摘の受給要件の緩和についての要綱の見直しについては、今後

検討する課題だと設置時期から考えておりますので、それについては逐次検討してまいりたいと思ってお

。 、 、 。ります また 敬老パス一律支給の実施につきましては 今のところその制度の中では考えておりません

市全体で考えるという意味については、また別の問題だと思いますので、そのようにご理解を願いたいと

思います。よろしくお願いいたします。

◎建設部長（友利悦裕君）

トゥリバー地区の海岸線に大量の石灰岩が投入されているが、どのような理由でそうなったのか、原状

回復が必要だと考えるがというお尋ねでありました。平成21年度にトゥリバー地区水路浚渫工事で発生し

た浚渫岩であります。継続事業として平成22年度に施工される浚渫工事の仮設道路で使用するために、一

時仮置きをしてあります。今年度の工事において処分をいたします。

◎観光商工局長（奥原一秀君）

高齢者福祉の巡回バス運行についてご答弁申し上げます。

本市の路線バスの需要は自家用車の普及に伴い、利用者が大幅に減少し、一部高齢者と高校生が利用し

ている現状にあります。そのためバス運行会社は慢性的な赤字運営を続けており、毎年の公的補助金の助

成により路線を維持している状況であります。今後は現行路線の見直しや市街地巡回バスの導入、庁舎間

巡回バスの導入について、影響のあるバス会社を含めた宮古島市バス対策会議において検討する必要があ

ると考えておりますので、その中で十分な意見交換をしていきたいと思っております。

◎教育部長（上地廣敏君）

、 、 、 、まず 就学援助の拡大に伴って市の対応はということでありますが ご質問のクラブ活動費 生徒会費

ＰＴＡ会費については、現在本市の準要保護の援助対象費目とはなっておりません。財政負担を伴うこと

から、今後援助対象とすべきかどうか、次年度に向けて検討していきたいというふうに思っております。

次に、近視用眼鏡でありますが、平成22年度の準要保護児童生徒の認定については決定をいたしました

ので、今月中に近視用眼鏡を必要としている人数を把握するための調査を行う予定であります。

◎上里 樹君

再質問をさせていただきます。

平和行政について、大看板の設置、これは宣言だけで十分だというお答えでしたけども、その十分だと

いう答弁と相まって庁舎ロビー展示物の写真の撤去と同様の消極性を感じます。平和自治体として、市長
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会にも加入したのであれば、やっぱり誇らしい宣言として内外に広く示して市民のよりどころとすべきだ

と考えます。このことを指摘しておきます。

さらに、資料館の建設については、今は考えていないということでしたけれども、私はその間に広島、

長崎の原爆資料展とか、広島、長崎への派遣ですね、そういったことが取り組めないかということと、あ

と平和記念資料館、沖縄にありますけども、その移動展、これがまだ一度も宮古でやられたことがありま

せん。同じ県民として、やっぱり宮古に住む私たちにも、その資料、それを目にする機会ができればと考

えます。このことについて、再度お伺いいたします。

それから、平和記念資料館については、建設とまではいかなくてもこれからいろんなところで公共施設

があきが出てくると思います。そういったものを活用する方法もあると思いますので、ご検討お願いしま

す。

それから、米海軍第７艦隊音楽隊の演奏会、これについては市長が自粛要請する、それは当然のことだ

と考えます。第７艦隊といえば世界をまたいで、ハワイを拠点にしてですね、活動を展開している大きな

組織です。艦隊です。そういった艦隊が中国を望む離島にわざわざ来て、親善だけのために多額の経費を

かけて演奏会を行う、私はそういうはずはないと考えます。いわゆる島嶼防衛、これを口実にしてもう出

撃拠点としての、そういった地域への展開を拡大をねらっての行動だと私は見ています。

次に、無保険の問題なんですけども、全国で問題になっている無保険、これを子供が医者にかかれない

事態、または住民が死亡する事態、こういった事態を受けて政府も通達をかなり発行しています。私が調

査しただけでも2008年から９件、10件、今年に受けて９月の13日までに10件以上通達が来ていると思いま

。 、 、す その通達の中身にしてもですね 速やかに郵送によって対応すべきだということを通達していますし

子供がせめて義務教育、守られるべき児童福祉法のもとで親が滞納していることを理由に、医者にかかれ

ない事態、これがあってはならないと考えます。ですから、７月からは18歳以下、高校生含めて無条件に

短期証が交付されることになっていますけども、それを窓口にとりに来なければ対応できないとなると、

これは事実上、放置状態になりますから、こんなことがあってはならないと考えます。そういった意味で

この問題、ぜひ速やかに郵送によって対応すべきだと考えますけども、再度お伺いいたします。

さらにですね、一部負担金減免制度の内容について、極端に収入が落ち込んだときということをおっし

ゃっていました。先ほど通達でのことを話しましたけども、13日に運用の新基準の通知が来ているはずで

す。私はその厚生労働省の通知に基づく一部負担減免制度、この要綱の中身をさらに充実強化していく、

拡大していくべきだと考えます。低所得者だけではなくて、いわゆる恒常的な低所得に陥っている世帯、

こういったところにも配慮した取り組みが必要だと考えます。その要綱の内容について、国の運用基準、

これをどう考えるのか、お伺いします。

次に、医療費助成について下地敏彦市長の前向きなご答弁がございました。市長は乳幼児医療費の無料

化、これを就任直後に拡充をいたしました。ぜひ子供の将来、住民の命と暮らしを守る、その立場に立っ

てそれを県と協力して実施されるようお願いします。

子宮頸がん予防接種については、そういった機会を利用しての子供との病気についての対話、学習の場

にもなると歓迎されています。そういった効果もございますので、ぜひ実現させてくださいますよう、ご

尽力くださいますようお願いします。
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それから、一般会計からの国保への繰り入れ、これを増やすことを私は議会のたびごとに要求していま

すけども、税率を下げてなお収納率が84.5％という結果ですけども、この結果は負担能力を超えてしまっ

ている実態のあらわれだと思うんですね。ですから、払いたくても払えない、高過ぎる保険税になってい

るからだと考えます。長引く景気の低迷の中、仕事もなく、所得が落ち込んでいます。こんなときだから

こそ一般会計からの繰り入れを増やして、命と暮らしを守ることが自治体の仕事として何物にも優先され

るべき課題だと考えます。とりわけ、子供のいる世帯、ここには負担が重くのしかかるものがあります。

一自治体として応益割ですね、これを見直すことはできないという福祉保健部長のご答弁でしたけども、

一宮市は子供の均等割３割軽減を実施することを決めています。既に自治体の動きがあります。そもそも

子供の医療費、それからお年寄りの医療費は私は無料であるべき、そのように考えます。将来はすべての

医療費を無料にすべきだと考えますけども、その第一段階として子供とお年寄りの医療費が課題だと思い

ます。そういった意味で均等割を課している今の応益負担、その宮古島市の負担のあり方、これをぜひ見

直していっていただきたいと、既に実施する自治体もございますから、そのご見解も含めてご答弁お願い

します。

以上お伺いして、再々質問させていただきます。

◎市長（下地敏彦君）

平和行政についてであります。宮古島市は核兵器廃絶平和都市宣言、これやっているわけですね、何で

平和都市会議に加盟していなかったのかなというのがむしろ不思議に思っておりまして、それで７月１日

に改めて核兵器廃絶を訴える平和市長会議に加盟をしたところであります。提言のありました沖縄平和資

、 。 。料館の移動展 これはやはり考えてみてもいいと思っております 沖縄県と調整をしてみたいと思います

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

まず、一部負担金減免制度の内容については、当然国の運用基準を原則として要綱も定めてあります。

ですから、先ほどの答弁の中で収入等の著しい減少ということは、要件は一事例でありまして、当然に国

、 、 。の運用基準を適用いたしまして 要綱も定めてありますので そのように運用してまいりたいと思います

それから、18歳以下の子供のいる家庭のすべてに郵送すべきだということのご指摘がありました。この

件については持ち帰りまして検討してまいりたいというふうに考えております。

それから、一般会計からの繰り入れの件についてでありますけども、一般会計もかなり繰り入れで厳し

い状況になっております。したがいまして、国保会計１万世帯加入世帯のすべてが本当に苦しんでいる、

苦しんでいるといいますか、国保税が高いということを重々承知しております。それはご相談もいっぱい

受けておりますけども、平成21年度、平成22年度と国保税の見直しも行いました。さらに、今後もその負

担軽減の面については見直しというよりも、どういうふうな形で適正に運用できるか、国保事業が運営で

きるかということも含めて全体的に考えてまいりたいと思います。また、国の国民健康保険税法上の制度

上かなりクリア、先ほど一宮市の話が出ましたけども、当市においてはかなりクリアすべき課題が多うご

ざいます。ですから、そこら辺全体的に考えてですね、検討してまいりたいと思います。また、事業その

もの、一般会計と違いまして、一部には独立採算制というものも含まれておりますので、かなり受益者負

担といいますか、市民の負担も応分の負担はまたあるべきだという基本的な考え方も考慮いたしまして、

今後これも問題解決しながら検討してまいりたいと思います。
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◎上里 樹君

質問させていただきます。

下地敏彦市長のご答弁、積極的な平和会議参加、これは評価したいと思います。だからこそ今戦後65年

たった中で平和に対して市民が今県民大会等含めてですね、基地をなくす動きとそれに国が押しつける流

れ、また米艦船が強行寄港するというところで、非常にそういった平和に関して敏感になっています。そ

れだけに宣言、これは他の自治体同様に大看板を設置して市民のよりどころとすべきだと考えます。

次に、一部負担金減免制度、これと高過ぎる国保税についてですけども、一部負担金減免制度について

は市町村で上積みも可能だということを言っていますから、先ほどご答弁にあったとおり、ぜひその運用

をしていただきたいと。それから、高過ぎる国保税については、国庫負担を増やす、これをぜひ市長が先

頭に立って要求をして住民の命と暮らしを守る先頭に立っていただきたい。それから、社会保障としての

位置づけをその理念として据えていただきたいと思います。

◎議長（下地 明君）

これで上里樹君の質問は終了いたしました。

午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。

休憩します。

（休憩＝午後零時03分）

再開します。

（再開＝午後１時29分）

午前に続き一般質問を続行いたします。

順次質問の発言を許します。

◎下地 智君

20番目の登壇になりますと、通告要旨が重複してまいりますので、割愛したり、関連で通告の再質問の

ような形になったりすると思いますんで、当局におかれましてはご理解をいただき、明確なご答弁をよろ

しくお願いしたいと思います。

それでは、通告に従いまして質問をさせていただきます。まず最初に、市長の政治姿勢についてであり

ます。１点目に、先島、台湾旅客航路の再開についてでありますが、有村産業の運航ストップ以来、私は

再三この件については取り上げてまいりましたが、これまでなかなか糸口が見つからない感があったわけ

ですが、去った９月１日、美ぎ島美しゃ市町村会による琉球海運に対しての旅客船運航要請で、船内の一

部を旅客用に改造いたしまして、何とか20名の限定ではあるんですが、運航する可能性が出てきたことは

一つの突破口になるものだと期待をしているところであります。

ここで、お伺いします。運航実現までのですね、琉球海運さんのスケジュールはどういったことが必要

なのか、またこれからクリアしないといけない問題点はどのようになっているのか、お伺いします。

それから、先日の山里雅彦議員の質問に対する答弁で、県が有村産業さんが所有していた「飛龍21」を

購入したマルエーフェリー海運会社と琉球海運に対し、県が先島航路の運航を要請したという答弁がござ

いました。このことを踏まえ、マルエーフェリー海運会社への要請は、下地敏彦市長、考えていないでし

ょうか、お伺いいたします。
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また、姉妹都市である基隆市との今後の交流推進を図るためにも、台湾からの観光客誘致のためにも、

、 、物流の観点からも台湾との航路再開は重要であると考えますが 先島航路運航再開と抱き合わせてですね

台湾航路の再開に向けての要請も非常に大事だと思うわけですが、市長の見解を賜りたいと思います。

次に、支所機能の縮小についてでありますが、数名の議員の皆さんもこの件については取り上げており

ます。重複しているわけですが、私も所見を交えながら視点を変えて質問したいと思います。合併後旧町

村地域の過疎化が進んでおります。本市は今まさに旧町村部の過疎化対策を講じることが重要な政策課題

だと思います。そういった中で、本年度第二次集中改革プランを策定し、人員削減による支所機能の縮小

を示しております。これは、旧町村地域の皆さんの理解を得られるものではありません。現に地域からは

不満の声が多く聞かされております。意見として紹介しますとですね、職員の適正化計画で示されている

平成32年４月１日時点の668名になることを踏まえて、今現在908名ですか、の職員がおります。職員が多

いうちに、今逆にですね、支所機能を強化して過疎化対策のためのセーフティーネットを今しっかり構築

する必要があるのではないかという意見がよく聞かれます。また、地域の声をしっかり行政に反映するた

めに、旧城辺町で実施していた部落懇談会等ができないのか、これは住民参加型行政運営の観点からも非

常によいのではないかと思うわけですが、これらの意見に対し、市長の見解を賜りたいと思います。

３番目に、墓地の集団化について、これは山里雅彦議員の質問で、来年度実態調査をし、平成24年度に

は宮古島市墓地基本計画を作成するということなので割愛させていただきますが、当局においてはしっか

りそれに向けて取り組んでいただきたいと要望しておきたいと思います。

４点目に生活保護費についてでありますが、生活保護法に基づき、生活に困窮する方に最低限度の生活

を保障するのが生活保護費であります。この件については、せんだって西里芳明議員の質問で内容は掌握

できました。年間約11億円余の生活保護費が支給されている中、市民の血税も約２億9,000万円充てられ

ていることから、受給者の実態調査は当局におかれては綿密にされていると思うのですが、西里議員から

、 、の指摘もあったようにですね 必ずしも審査がしっかりできていないケースもあるように思われますので

、 、 。ここでお伺いしますが 申請から受給を受けるまでの審査の流れをですね 詳しく説明していただきたい

また、受給後の追跡調査といいますか、その調査によって受給をストップされた方たちがいるとすれば、

どういったケースでストップされているのか、そこら辺もあれば説明をいただきたいと思います。

それと、垣花健志議員からの指摘があったように、制度をですね、この制度を悪用して高齢者とか、障

害者とかを共同生活をさせてその営利を目的とするような業者もいると聞いたりしますが、本市において

はどのような、これは防止対策ですね、こういうのを防ぐ対策をどのようにとっているのか、お伺いいた

します。

次に、食肉センターの経営状況及び施設整備についてお伺いします。宮古食肉センターは地域の食肉流

通の拠点施設として、畜産農家の経営安定と消費者へ安全、安心な食肉を安定供給することを目的に設立

されております。近年はですね、安い外国の食肉の輸入増加、それの影響、生産コストの上昇で畜産業界

。 、 、を取り巻く環境は厳しい状況下にあります あわせて本市の畜産業は生産基盤は零細で 生産者の高齢化

環境対策と販路の問題等抱え、生産意欲の減退も懸念され、大変厳しい環境にあるのが現状であります。

そういうこともあってですね、食肉センター事業運営は屠畜頭数の減少や屠畜施設の老朽化に伴う施設補

修費、施設維持費の増加、衛生対策による運営コストの上昇など経営環境が厳しいと聞いております。現
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在の食肉センターの運営の実態、これはどうなっているでしょうか。そしてまた、施設の整備計画はない

のか、お伺いいたします。

次に、単独補助事業について、これは畜産関係についてお伺いいたします。優良繁殖雌牛自家保留奨励

補助事業、子牛生産育成補助事業、堆肥盤設置補助金、飼料用種子購入補助金、それぞれの事業の内容及

び申請の流れを畜産農家の皆さんにわかりやすく説明していただきたいと思います。

次に、比嘉・加治道排水路清掃についてお伺いします。この件については、さきの６月定例会でもお聞

きしましたが、答弁ではこの排水路は県から市へ管理が移行されており、清掃は平成19年度から平成23年

、 。度まで５年間 農地・水・環境対策支援事業の中で自治会が中心になって清掃しているということでした

そして、ここ数年清掃がなされていない加治道エリアの排水路については、年度で区間を決めてやってい

るので、精査をして指導していきますということでしたんですが、今日現在全く清掃されておらず、雑木

が繁茂して排水機能にも支障を来している状況であり、蚊の発生等で衛生面でもよくないのが現状であり

ます。

ここでお伺いしますが、市は団体に対し、精査、指導はちゃんとやってあるのか。また、いつごろ清掃

が実施されるのか、お聞かせください。

、 、 、 。次に 浦底ダムと北海岸との間に位置する畑なんですが 水害がですね とてもひどいわけなんですよ

ダムから水を受けとめる排水路が海岸まで建設されているんですが、大雨のときはこの排水路からオーバ

ーフローしてね、水があふれ出し、鉄砲水のようなすごい勢いで流れるため、あわせて傾斜地であること

もあってですね、畑の土をごっそりと下の海岸線まで流しているような状況であります。特にサトウキビ

の植えつけ時期などは、非常に地主さんもですね、天候を気にして農作業をやっているということで、大

変困っております。一度私は市の担当課の職員にもこの被害状況を視察してもらいました。そのときの担

当職員の話では、県と話し合って調整をして対策を講じるようにしたいということだったんですが、いま

だに動きが見えないですが、県との調整はどうなっているのか、お伺いしたいと思います。

次に、平成21年度区画整理畑かん整備事業の整備率の各地区別の数値についてと宮古島市過疎地域自立

促進計画（平成22年度～平成27年度）に示されている区画整理畑かん整備後の各地区ごとの整備率につい

ては、山里雅彦議員への答弁で掌握できましたので、私は１点だけお伺いします。各地区ごとの整備率か

らすると、一番整備率の低い城辺地区において、平成27年度以降のですね、事業計画があれば教えていた

だきたい。また、当地区からの要請状況がどうなっているでしょうか、お聞かせ願いたいと思います。

次に、過疎地域自立促進計画で示されている加治道地区の区画整理畑かん事業について概要と時期につ

いてお伺いいたします。

次に、環境行政についてであります。公共下水道の今後の取り組みについてということで、１点目の本

市の整備率については、富永元順議員への答弁では整備率が14.9％ということでした。これは、農業集落

排水、漁業集落排水も含まれての数値でしょうか、ちょっとお伺いしたいと思います。また、加入率につ

いてもお伺いします。

次に、今後の整備計画ですね、それがどうなっているのか、お伺いします。それと、事業運営における

今後の課題は何でしょうか。

お伺いして、再質問をさせていただきます。よろしくお願いします。
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◎市長（下地敏彦君）

食肉センターの経営状況と施設の整備計画についてお答えします。

食肉センターの採算ラインは、豚の屠畜換算でいきますと5,000頭以上とされており、設立当初は豚だ

けで採算ラインを超える屠畜があり、黒字を計上していました。しかし、平成５年ごろから豚の屠畜頭数

が激減し、平成21年度の屠畜数は豚で815頭、牛で545頭、ヤギで335頭、これを豚の屠畜換算頭数にしま

すと3,875頭となります。稼働率が77.5％で、採算ラインに大きく足りていないという状況にあります。

また、老朽化している現在の施設を国や県、それに畜産関係の補助事業で新築、または改築ができるメニ

ューがないか、今調査をしているところです。今後打開策については、当事者である食肉センター、大株

主である沖縄振興開発金融公庫、沖縄県農業協同組合と協議をしていきたいと考えております。

◎副市長（長濱政治君）

支所機能の縮小についてということでございます。常々申し上げておりますとおり、どうしても行財政

改革は進めなければならないというところが大きな前提になっているところがございまして、今どのよう

な形が一番いいのだろうかというふうにみんなで議論して、定員適正化計画というものも一応つくらせて

いただきました。そういう中で、支所機能をちょっと見直さなきゃいけないというところが出てまいって

いるわけでございまして、できるだけ地域の方々が困らないような形の業務割り振りをやっていきたいと

いうふうに思っております。

それと、部落懇談会というふうなことがございましたけども、部落懇談会、市長が地域に出向いて地域

の意見を伺うというふうな中身だと聞いておりますけども、まだその辺のところは具体的にはやっており

ませんけども、できるだけ出かけていって意見を聞きながら、どういうふうな均衡ある発展に貢献できる

か、探っていきたいというふうに思います。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

先島、台湾旅客船航路の再開についてですが、先島旅客航路の就航再開につきましては、本市として県

及び関係機関に要請を行うなど、また先島圏域の懸案事項として美ぎ島美しゃ市町村会において同様の要

請を行っているところであります。航路再開に向けましては、採算性の問題等多くの課題があり、航路事

業者の参入は現状では非常に厳しい状況にあることから、先ほど下地智議員からもありましたように、琉

球海運が運航しております貨物船に旅客機能の一部を併設するよう同社に対し要請を行ったところであり

ます。要請に対しまして、同社は現在運航している２隻の貨物船内のスペースを有効活用した上で、身体

的理由等により航空機で移動が困難な地域住民のみを救済することを目的に検討したいとのことでありま

した。したがいまして、客船に合わせた船の整備の問題等がございます。それから、現在国関係に対して

ですね、許可申請について同社が国と一緒になって調整を行っております。話し合っております。今後の

展望に期待をしたいと思っております。

なお、複数の移動手段の選択肢を共有することは宮古圏域の経済、産業、文化、教育等の交流を深める

とともに、地域の振興、発展につながることから、台湾航路を含めた旅客船就航の再開に向け、今後も引

き続き県及び関係市町村と連携を図りながら、先ほどお話にありましたマルエーフェリー等関係機関に対

し働きかけを行ってまいりたいと思っております。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）
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生活保護の支給についてでありますが、まず１点目に申請から受給までの流れについての説明と、２点

目に保護の受給の停止はどういった場合があるかということと、それから３つ目に生活保護制度の悪用、

要するにビジネス化という形でのその対策という３点でありました。保護費の受給要件については、生活

保護法第４条に規定しております保護の補足性で、保護は、生活に困窮する者が、その利用し得る資産、

能力その他あらゆるものを、その最低限度の生活の維持のために活用することを要件にして行われるとい

うことになっております。したがいまして、わかりやすく言いますと、基本的にはですね、生活困窮して

いる者が窓口にまず相談いたしまして、生活保護の申請をいたします。それを受けまして、申請書の受理

をした後にですね、ケースワーカー、担当員がその方の不動産あるいは動産、収入、それから扶養義務者

等の実態調査を行います。その中で、先ほど言いました保護の要件に適しているかどうかというものを確

認いたしまして、その決定の可否をいたします。

次に、受給者がその停止を行う際の要件といいますか、理由はどういったものがありますかということ

でありますが、それは先ほど言いました支給要件に該当しなくなった場合、要するに収入が多くなった、

不動産の売却があって、その臨時的な収入があったとか、臨時収入、給与が増えたと、収入の増ですね、

そういった最低生活の困窮に至らなくなった場合が生活保護の停止ということになります。

それから、生活保護制度の悪用についてのビジネス化の対応なんですが、確かに平成19年度後半から平

成20年度の初めごろにかけまして、下地地域でそういった事例がありました。その後その例は挙がってお

りませんが、集団化というような事例は挙がっておりませんが、常々ケースワーカーが地域におりて訪問

しますので、そういったような集団入居的なものがあるという情報は地域からも得られておりますし、ま

たそのビジネスをしている、やっぱり本人といいますか、それが情報として上がってきますので、その対

策としてはこの人と面会をしながら、本当にその制度に適しているかどうかというものを確認した上での

指導、また入居者の個別ということを行うということで対策を講じております。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず１点目に、畜産の市単独補助事業についてでありまして、その中の優良繁殖雌牛自家保留奨励補助

金でありますが、この奨励補助事業は優良繁殖雌牛を自家生産保留したものに対して補助金を交付する制

度であります。補助対象牛は、宮古畜産技術委員会の定めた計画交配によって生産された繁殖雌牛で、自

家生産保留した黒毛和牛が対象となっており、生後29カ月未満の登録得点が80.5点以上の繁殖雌牛となっ

ております。また、交付の条件としましては、宮古島市に居住する畜産農家であること、それから家畜改

良増殖のため自家生産保留した農家であること、それから家畜共済に加入しているもの等が条件となって

おりまして、交付確定後５年間は善良な飼育管理が義務づけられております。なお、審査につきましては

随時畜産課で受け付けを行っております。

次に、同じく単独事業で和牛子牛生産育成奨励補助金でありますが、補助対象子牛は黒毛和牛で、農家

みずから生産し、沖縄県家畜改良協会が登録したものとなっております。補助の申請でありますが、７月

までは登記簿については各支所で受け付けを行っていました。しかし、７月以降の審査につきましては、

今年度から新たに導入しました畜産支援システムを利用しまして、農家が一括して申請できるリストを市

が作成して対象農家に通知をするということになっております。補助対象は12月末までの登録となります

ので、来年１月ごろ対象農家に補助金交付申請書を送付するということになっております。
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次に、同じく単独事業で堆肥盤設置事業でありますが、これにつきましては平成21年度までは予算措置

しておりましたが、昨年度希望者がなくて、すべて不用となったために、今年度は予算の措置をしており

ません。

それから、同じく単独事業で飼料用種子購入補助でありますが、宮古島市飼料用作物種子購入補助金は

畜産農家が健全な畜産経営を行うため、飼料用作物の栽培するものに対して、その栽培に必要な種子の購

入について補助金を交付しております。補助金の額は、種子購入価格の50％以内となっておりまして、補

助金の交付については事前に希望調査を行って、種子量と全体金額を算出した上で補助率を確定している

ということであります。

続きまして、比嘉・加治道排水路清掃について、城辺地区の比嘉・加治道排水路清掃につきましては、

農地・水・環境対策支援事業での実施を予定しておりますが、当事業での清掃予定区域が13地区と多いた

め、該当地区での清掃は現在調整中ということであります。また、この該当地区全域での清掃作業は、当

事業での予算規模では困難であるということから、今後地域が事業主体となり、清掃作業ができる事業の

導入を検討したいというふうに考えております。

次に、同じく城辺地区の浦底ダムの周辺の水災害について、これにつきましては下地智議員ご指摘の畑

は、現在サトウキビが植えられており、被害状況を直接確認することはできません。今後収穫後に現地調

査を行い、耕作農家に被害状況をお聞きしながら、どのように整備すれば土砂流出が防げるかを県と協議

していきたいというふうに考えております。

次に、平成21年度までの区画整理整備率と畑かん整備率は既に答弁してありますが、平成27年度以降と

、 、 、 、 、いうことでありまして 現在城辺地区の要請箇所は５カ所ありまして 更竹地区 それから福嶺 保良西

新城西、長中地区が要請をしております。平成27年度以降は、この地域からの要請を受けて検討していき

たいというふうに考えております。

、 、 、次に 城辺地区の加治道地区土地改良事業でありますが 加治道地区は城辺庁舎の北西に位置しまして

県営土地改良事業で平成23年度新規採択を予定しております。整備概要は、地区面積が35ヘクタール、事

業費が11億5,500万円、工期は採択から５カ年の平成27年度を予定しております。同地区の事業同意は現

在80％の同意状況でありまして、今後推進委員と共同で全員同意に向けて取り組みをしてまいります。

◎上下水道部長（下地祥充君）

公共下水道の今後の取り組みについてということですが、現在本市の整備率及び加入率はどうなってい

るかということですが、全体計画839ヘクタールで、平成21年度末整備済み面積は125ヘクタール、整備率

14.9％です。これは、下水道のみで平良地区のみです。農漁業集落排水事業はこれには含まれておりませ

ん。加入率は56.9％です。

次に、今後の整備計画ということですが、公共下水道の整備については道路整備、区画整理と連携して

。 、 、整備していきます 今年度は認可区域を30ヘクタール拡大し 宮古病院新設予定地を認可区域に組み入れ

来年度整備する予定です。これにより認可面積416ヘクタールとなり、全体計画839ヘクタールの約半分と

なります。

次に、運営上の今後の課題ということですが、電気・機械設備等は供用開始後13年経過しており、耐用

年数が迫っております。これらの整備、取りかえ等については計画的に整備を進める必要があります。ま
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た、全体計画839ヘクタールに対し、整備面積125ヘクタールと整備率が低いため、接続可能な地域につい

ては公共下水道への接続を進めてまいります。

◎下地 智君

それでは、再質問をいたしたいと思います。

まず、１点目の先島、台湾旅客航路の再開については、今後マルエーフェリー会社への要請も継続して

、 、やっていただけると そして台湾航路の再開に向けての重要性も十分認識しているようでございますので

これについては多くの市民も本当に要望が高いわけであります。下地敏彦市長においてはですね、これま

での要請活動に対する労をねぎらいたいと思っております。と同時にですね、運航実現に向けて継続して

頑張っていただきたいと、そのように要請をしておきたいと思っております。

次に、支所機能の縮小についてでありますが、これは先ほど亀濱玲子議員の質問の答弁でですね、市長

は利便性のいいところへ人は流れるんだということをおっしゃっておりました。それではですね、過疎化

を食いとめるためには、その利便性の出るような地域づくりをやっぱり頑張ることが私は大事じゃないの

かなという気がしております。特に城辺地域においては、以前市長もご存じのようにシンボルタウン構想

というのがございました。この構想はですね、やはり城辺地区が利便性のいいような地域づくりをするん

だということで、計画を立てておりました。まさにそのようなことを仕掛けていく、これこそ過疎化の防

、 。 、止につながるし 地域の発展につながるものだというふうな思いがいたしております そういう意味では

市長、これは市長もですね、シンボルタウン構想については手がけた一人でもありますし、しっかりと計

画を立ててですね、やっていただきたいなという思いがございます。どうかそこら辺も踏まえて、今やは

り島の均衡ある発展を目指す、それに向けての定住自立圏構想とかやっているわけですから、しっかりと

取り組んでいただきたいなと、そういうふうな思いがありますんで、そこら辺のシンボルタウン構想も絡

めた市長の見解をぜひとも聞かせていただきたいなと思っております。よろしくお願いします。

次に、食肉センターの経営状況及び施設整備について再質問いたします。先ほど市長からやはり経営上

ですね、養豚業がかなり衰退をしたために豚の屠畜頭数が5,000頭以上から815頭まで激減していると、こ

れが今の食肉センターの経営を圧迫している大きな要因であるという説明がございました。私もちょっと

、 、 、 、 、調べてみたんですが ちょっと八重山とですね 比較をしてみますと 八重山は豚が1,757頭 牛が1,233頭

ヤギが104頭で、宮古よりはかなりいい、畜産業については進んでおります。やはり宮古もですね、せめ

て八重山のレベルぐらいには頑張って持っていかないといけないのかなという思いもいたしております。

八重山では、市は600万円、ＪＡが200万円助成をして運営をなされているようでございますんで、そこら

辺についてですね、やはり今後しっかりと畜産業の振興イコール食肉センターの経営改善、これは表裏一

体であるわけですから、ぜひ振興をしながら食肉センターの経営改善のために畜産業の振興策をですね、

積極的に進めていくことが大事ではないのかなという思いがありますんで、そこら辺の見解、そして施設

についてはですね、これは今現在、先ほど市長がおっしゃったように豚を専門に屠殺する食肉センターに

なっておりますね。これをやはり牛用に、今は需要が牛がかなり増えてきておりますから、その牛用のカ

ットする場所とかですね、そこら辺の改善も必要ではないのかなと、だから当然でき得るならば建替えが

よろしいんですが、予算面とかいろんなことを考慮しますと、まず先に施設の改造をしながらですね、経

営改善を図ることが大事でないのかなという気がするんですが、そこら辺もちょっと市長の見解をお願い
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したいと思います。

それから、単独補助事業についてはですね、私が、農林水産部長、事業のおのおのについての説明と申

請の流れをお聞きしたのはですね、結構な数の農家が申請すれば受給できる補助金があるのに、その申請

をしないで、わからないでですね、その流れとか、もらえなかったというケースがあるんですね、忘れた

部分もあると思うんですが、そこら辺を今後改善してみんな公平に補助金が受給できるようなシステムづ

くり、それをぜひやらないといけないんではないのかなという思いがするんですが、そこら辺の対策は考

えておられるでしょうか。そこら辺をちょっとお聞きしたいと思います。

それとですね、畜産農家の経営を圧迫している要因の中に飼料の高騰、これによる生産コストがかなり

上がっているということで、これに対するもし市の助成ができればという農家の希望が多うございます。

そこら辺は今後来年度に向けてですね、対応できないのかどうか、それをお伺いします。また、その飼料

をですね、市の資源リサイクルセンター、そこを活用して飼料の生産に取り組むことはできないでしょう

か。地元の資源を生かして安価で良質な飼料を生産できれば、これは畜産業の振興策としてすばらしいこ

。 、 、 。とだと思うんですよね そういったことを検討はできないでしょうか 市長 見解を賜りたいと思います

次に、比嘉・加治道排水路清掃については、今後農地・水・環境対策支援事業では予算が少ないんで対

応が難しいというような答弁でした。それにかわって、地域が参入できるような事業導入を考えていきた

いということでしたので、早急にその事業を導入してですね、きれいな排水路にしていただきたい。蚊も

一匹もいない排水路にしていただきたい。それを強く要望したいと思います。

次に、浦底ダムと北海岸の間に位置する畑の水害ですが、今確かにサトウキビがたくさん植えられてい

て、その状況というのは把握できないと思います。しかし、前回私は職員にも視察させました。あのとき

の被害状況はさんさんたるものでした。ぜひこれはサトウキビの収穫をですね、しっかりと調査をしてト

ータル的な水害の起こらないよう改善をするように県と調整をぜひ早急にやっていただきたいと、そうい

うふうに思います。そして、そこでですね、比嘉・加治道排水路と浦底ダムによる水害とも関連すること

なので、少しばかり私の所見を述べさせていただきたいと思うんですが、もともと市長、加治道の排水路

と浦底ダムを結ぶ１キロメートルぐらいのトンネルがあります。何年前からでしたかね、落石等で危険だ

ということで閉鎖されているんですが、ここ部分的に補修すればですね、私はこのトンネルは活用次第で

は観光資源になり得る大きな市の財産だと考えます。常に常温でひんやりとしておりますんでね、そこら

辺の特性を生かした何かができないのかなという思いでおります。ぜひそのトンネルの調査もしてみては

いかがでしょうか。これと抱き合わせる形で排水路の整備、浦底ダムによる水害解決につながるトータル

的な整備ができないのかなというふうに考えますが、いかがでしょうか。

、 、 。 、 、 、次に 環境行政 公共下水道についてお伺いします 公共下水道事業については 環境 衛生面ですね

地下水保全という立場、観光産業等の観点からもぜひこれは進めなければいけない事業であります。しか

しながら、事業の運営に当たっては平成21年度の決算を見ますと形式収支額320万円余、一般会計からの

繰り入れがですね、１億9,000万円余、非常に厳しい事業運営がなされているのは明らかであります。当

然加入率、使用料徴収率もかかわってくるわけですが、ここでお伺いしたいのはですね、現在の使用料設

定で加入率がもし100％、徴収率が100％と想定したとき、果たして独立採算がとれるのか、これをお伺い

します。また、独立採算の基準設定はなされているのかですね、全体計画839ヘクタールも勘案してどれ
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、 、ぐらいの整備率とどれぐらいの加入率 どれぐらいの徴収率があればこの事業は独立で採算とれるという

そういった基準設定はなされていないのか、あればお聞かせ願いたいと思います。

答弁を聞いて、私の一般質問を終わります。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦君）

支所機能の強化の一環で、旧城辺町がつくったシンボルタウン構想との関連で何かできないのかという

ことであります。旧城辺町でつくったシンボルタウン構想、これは基本的には宮古島市に都市機能は１つ

でいいのかという疑問からスタートした計画であります。このシンボルタウン構想は、旧平良市に対して

旧城辺町を副都心とすると、そして都市機能を一部補完しようという形で構想された計画であります。し

たがいまして、この計画は生かすべきであるというふうに考えておりまして、現在定住自立圏構想、この

中でシンボルタウン構想をどうやって組み込むかという作業をやっているところであります。

それから、食肉センターに関してでありますが、これは食肉センターを整備するその前提として、当然

畜産の振興が必要になるわけです。したがいまして、宮古、これまで子牛の生産という形で行ってまいり

ました。石垣はやはり成牛に仕上げてから出すという方式をとっているわけですから、どうしても食肉セ

ンターは宮古よりも活用されるという形になります。そこで、宮古のほうも宮古牛のブランド化をつくり

たいということで、今まさに子牛の生産プラス宮古牛を育成すべきであるということで、肥育牛をつくっ

ていこうというのを今始めているところであります。その一環として今回宮古牛まつりという形で始めま

した。これにより、肥育牛を増やしていく、それと並行した形で食肉センターを豚の施設から牛の施設へ

かえるというのを並行してやっていこうということを県とも調整をしているところでありますんで、今後

そういうふうな形でやってまいりたいと思っております。

それから、補助金についてですね、例えば農業の補助金、建築の補助金あるいは福祉の補助金、いろい

ろたくさん補助金ございます。それで、今私どもは宮古島市が持っているすべての補助金についてのハン

ドブックをつくろうと、つまり何々事業、この概要はどういうふうなものです。補助対象はどれぐらいで

すと、補助率はどれぐらいですと、申請はこういうふうにやりますよというガイドブックをつくろうとい

う形で、今内部の検討を始めておりまして、これがあれば一々市役所に聞かなくても概要がわかる。細か

く知るためには、市の担当課に電話していただくという形をとれば、市民もわかりやすくなるのかなと思

っておりますんで、これをなるべく早くつくってですね、必要な市民には配布をしたいというふうに思っ

ております。

以下は担当部長から答弁させます。

◎農林水産部長（平良哲則君）

、 、 、まず 畜産の単独補助事業の申請の方法でありますが これにつきましては先ほど答弁しましたように

、 、 、７月以降ですね 畜産支援システムの事業が入りまして このシステムですべてのデータが把握できると

宮古島市の畜産農家のデータがすぐわかるという方式で、先ほど言いましたように子牛につきましても市

から作成して申請書を送るという方法で、この方法が別の補助事業にも導入できるというふうに考えてお

ります。

それから、飼料の補助が来年度検討できないかということでありますが、宮古島市の畜産関係の単独事

業は子牛生産育成奨励を初め５つの事業メニューがありますが、この事業は合併前の事業がそのまま来て
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、 、 。いることもありまして 来年度宮古島市の畜産振興につなげる事業見直しをですね 今検討しております

その中に飼料が入るかどうかはわかりませんが、今５つの事業を見直しするというふうな方法で進んでお

ります。

それから、リサイクルセンターでありますが、これ非常に宮古島の重要な施設でありますので、畜産と

ですね、リンクできる方策がとれるかどうか、それについても検討していきたいというふうに考えており

ます。

◎上下水道部長（下地祥充君）

独立採算についてということですけど、まず加入率100％、徴収率100％としましても、工事がこれまで

、 。も続いていきますし 使用料金も再検討しながら具体的な検討をこれからやっていきたいと思っています

◎議長（下地 明君）

これで下地智の質問は終了いたしました。

◎池間 豊君

、 、 。質問をする前に お礼と所見を一言申し上げてから質問したいと思いますので よろしくお願いします

６月定例会に話をいたしました狩俣の集落センターの放送施設が早速撤去、移転をしてありますので、

今後本当に事故はなくなると思いますので、本当に感謝申し上げます。情報政策課の課長、スタッフ、職

員の方にですね、下地敏彦市長、ぜひねぎらいの言葉もかけてあげていただければ、これが信賞必罰の一

つのあれにもなると思いますので、ぜひお願いしたいと思います。

それから、海中公園についてもたくさんの方が通告いたしております。地元の一人としてですね、本当

に万全に４月の開園に向けてスムーズにですね、工事が完了することを願っております。高吉幸光議員か

らも大変ユニークなアイデアもいろいろ話がありました。ぜひいろんな話をお伺いしながら、情報も収集

しながらですね、海中公園が宮古島の宝の施設として本当に４月に向けてすばらしく開園できることを願

っております。ぜひ市長、一生懸命取り組むという答弁もありましたから、海中公園についてもぜひ一生

懸命頑張っていただきたいと思っております。よろしくお願いします。

それでは、通告に従いまして質問をさせていただきます。まず初めに、指揮命令系統の徹底と責任の所

在の明確化ということで入れてあります。これは、９月の広報誌にですね、市長の公約推進状況というの

が掲載されて、一般市民にも、一般家庭に全部配布されておりますから、皆さんも目を通していることと

思っておりますが、その中でですね、去ったというか、前政権の伊志嶺政権時代にですね、大変ミスやら

不祥事やらということが多く起きたのは、私の考えでありますけども、合併をして本当に５市町村の職員

が一緒の部署にいろんな研修やら何やらもしないままですね、ごちゃまぜになってスタートしたのが、言

葉が違う、文化が違う、仕事のやり方が違うといういろんなことから、そういったミスやら不祥事やらと

いうのが起きたのかなというふうに思っているんですね。市長もそのことは多分強くお感じになって、こ

の中でこういうふうに入れていますね。平成21年度は監督者研修会に２名、管理者研修会に１名を派遣と

いうふうに書かれております。

そういうふうにして職員同士の質の向上、そしてコミュニケーションをとりながらしっかりと仕事がス

ムーズにやっていけるというふうな状況をつくってきていると思っているんですが、ただ今定例会には伊

良部７号線に見られるようにですね、たくさんの方がこれも通告いたしております。この７号線について
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、 、 、は 法令には違反はしていないというふうなことは申し上げておりますから その辺はそれとしてですね

ただ基本的な、本当に素朴な一市民として疑問にして思うのは、５回も契約を変更しながら工事を完成さ

せるということが、市長も本市のトップリーダーでありますけども、一市民としての立場でこれを見た場

合にどういうふうに思うのか。私は、自分自身一市民として見たときにですね、これはやはりおかしいん

じゃないかというふうに思います。

そういうことで、さっき申し上げた研修会やらですね、やってはいると思うんですが、ぜひ一市民とし

ての市長の見解とですね、それから伊良部７号線のいわゆる公共工事ですね、こういうのは公共工事につ

いては２つほど大きな目的があるかなというふうに思います。１点は、インフラの整備ですね、もう一点

は地域経済の安定と、僕はこの２点に尽きるんじゃないかなと思います。５回も契約を変更しながら、工

事を完成した場合に、１回でスムーズにやったのと地域における経済効果がどのようになるのかという意

味では、やはりかなり雲泥の差があるんじゃないかなと、そういう意味においてぜひ工事からの利益幅が

、 、大きければやはり職員の待遇も厚くなるだろうし そして職員も１人でも２人でも多く確保するだろうし

そういう意味での地域の経済安定ということをですね、ぜひこういうことがないようにですね、市長はこ

の中で平成21年度から平成24年度までの間に達成度70％というふうに入れてあります。これがぜひ70％に

ですね、なるように、あるいはそれ以上になるようにですね、頑張っていただきたい、そういう思いから

これは通告いたしてありますので、その点もお伺いをいたしたいと思います。

それから、天然ガスの推進状況についてということで、コンビナートの建設についてということであり

ます。コンビナートの建設といいますと、かなりやはり建造物として大きなイメージを持ちます。地中深

く埋蔵されている石油あるいは天然ガスを地表に吸い上げるわけですから、そういった施設、そして貯水

タンクやら、そして事業に向けてのいろんな大きな建造物をコンビナートというふうに称するというふう

に思っているんですけども、このコンビナートの建設ということが公約の推進状況にもありますから、ぜ

ひ、大変これにはまた期待しているんですね。トゥリバーが売れたときに港湾特会が大きな赤字から一応

黒字になったと、赤字は解消したというのもありますけども、今の宮古島市の財政状況は天然ガスが事業

化されるような、そしてコンビナートを建設されればすばらしい経済の効果があるんじゃないかなという

ふうに思っていますので、ぜひこの事業が本当にできるようにですね、お祈りもしていますけども、市長

にもそういうふうにできるように頑張っていただきたいというふうに思っております。この状況はどの程

度まで進んでいるのかですね。

それと、今尖閣問題で大変揺れておりますけども、宮古島のガス田と尖閣までは200キロあるのかな、

はっきりわかりませんけども、そことの関連はどうなのでしょうか、その点もお伺いしたいと思います。

それから、エコアイランド宮古島推進についてであります。エコということについては、自然循環型社

会ということでですね、今宮古島はエコアイランド宮古島ということを宣言いたしました。そして、環境

モデル都市ということで認定も受けております。それで、たくさんのメガソーラー、そして風力、バイオ

ガスやらエタノールやらですね、たくさんの事業を実証という形でやっておりますけども、これらは一般

、 、 、共用といいますか それに向けてはどの程度進んでいるのか まだまだその実証だけの段階なのかですね

その辺もお願いをしたいと思います。

それから、市民への啓蒙活動の取り組みについてということであります。これは、私が常々申している
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子供サミットということに関してもかかわりありますけども、市民への啓蒙、市民一人一人がそういう認

識を持つということ、持った時点から本当に自然循環型社会というのはスタートするんじゃないかなと、

そういう思いがあります。各家庭で本当に家庭の節約、そういったのがあれば１割、２割どころじゃなく

てですね、それ以上のＣＯ 削減の効果はあるというふうな試算も出ておりますので、ぜひその啓蒙とい２

うのは大変重要じゃないかなというふうに思っております。子供サミットも含めてですね、どういうふう

に取り組んでいるのか、その辺もお伺いしたいと思います。

次に、水産業振興についてであります。水産業振興については、先ほど亀濱玲子議員からの海業センタ

ーについての質疑もありましたけども、いろんな水産業に対する助成、補助事業等もたくさん手がけてお

りますけども、ただ、今水産業は大変衰退しておりますね。ですからそういった何で一生懸命助成、補助

事業等々導入しながら余り活性化しないのかなといった部分をやはり追跡調査というのが僕は必要じゃな

いかなというふうに思います。モズクにしても何で売れないのかなと、レシピが少ないのか、あるいは開

拓する状況がまだまだ足りないのか、パヤオにしても、表層パヤオとか中間層とかというふうにあると聞

いていますけども、やはり海流の問題で以前はとれたけど、今とれないとかという話もお伺いします。ま

た、海業のセンターについても、栽培センターについても放流した後の追跡等も、こういったのがあれば

次への課題ですね、そういうのが見えてくるんじゃないかなというふうな思いがありますので、その辺も

お伺いしたいと思っております。

次に、農業振興についてであります。第４次沖縄振興計画というふうに書いてありますけども、農林水

産部長から、これは第４次じゃないですよということで教えていただきました。ありがとうございます。

第３次で、第１次、第２次、３次という数字的な分は終了いたしまして、今一応第４回目で、４次的な分

でありますけども、この平成23年度までの10年間の分は単なる沖縄振興計画ということになっているとい

うことであります。今平成23年度で４次にかわる沖縄振興計画が終了いたします。本市においては、畑地

整備事業、そしてかんがい排水事業、それなどがまだ４割というふうにお伺いしていますから、あと数十

年の長い計画の中でじゃないと完了しないんですね、ですから沖縄振興計画が平成24年度以降にどういう

ふうになるかということ大変重要、そういうふうな思いをしております。来年でそれが終わるわけですか

ら、再来年からのある程度の骨子といいますか、ガイドラインといいますか、そういうのがわかりました

らぜひご説明をお願いしたいというふうに思っております。

次に、託児所及び保育所支援の強化についてであります。平成21年度から導入されている認可外保育所

を認可保育所に格上げするという事業でありますけども、宮古の認可外保育所においてはですね、本当に

大変厳しい経営状況の中で本当に宮古島の宝である幼児、子供たちを保育いたしております。たくさんの

保育所を回ってみるんですけども、本当に血の出るような努力をしながら子供たちを預かっているんです

ね。そういった意味では、２施設だけを認可保育にするということじゃなくてですね、もっともっと多く

。 、の保育所を認可外保育所にしていただきたい 例えばこれ公募する中で話をお伺いした中では60名だとか

あるいは施設の規模とかという話をしていますけども、１保育園の施設でそれだけの規模に満たなければ

、 、 、該当しないということじゃなくてですね ２つの園 ３つの園合わせてそういった規模にするというのも

これは大変難しい作業かもしれませんけども、方法としてはあるのではないかというふうに思っておりま

す。ぜひその辺もご検討いただきたい。
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それから、認証保育所というふうに書いてありますけども、これは県の調査が認可外保育所に年１度調

査入りますけども、そこのちゃんと検査に合致した、見合った保育所が認証保育所だというふうには言わ

れているようであります。ただそれに見合わない保育所もたくさんあるようですけど、私は最初に申し上

げましたように、園としては本当に血の出るような努力をしながら子供たちを預かっているという現状の

中ではですね、市としても今幸いにある程度といいますか、幾ばしかの助成をしておりますけど、おやつ

代だとかね、弁当代とか、研修費とか、そういったのに対する補助の増といいますかね、そういった部分

は検討できないものか、その辺もお伺いしたいと思います。

次に、伊良部大橋開通後の佐良浜港のあり方についてであります。嘉手納議員からの話もありましたん

だけど、伊良部大橋が開通すれば今二、三万ぐらいの観光客が伊良部には渡っていますけども、開通後に

は10倍の観光客が見込まれるというふうな話もありました。伊良部佐良浜港がですね、今たくさんの旅客

のフェリーあるいは貨物のフェリーで人の往来はにぎわっておりますけども、橋が開通した後はこの人の

流れというのは大変極端に激減するというふうに思っております。ですから、そこの佐良浜港のですね、

そういう寂れていくさまをそのままにしておくんじゃなくて、嘉手納学議員が言ったように観光客の流れ

をそこに持っていくような何かいい方法はないのか、ぜひ当局、そして担当の方にはすばらしい英知を出

していただいて、そこでにぎわいができるような施設ができればなと、それから魚の販売所もですね、仲

卸の方だけでなくて観光に来る人、あるいは私どものようにここに住んでいながらも伊良部までわざわざ

魚を買いに行くというような、そういったのもできるようにですね、ぜひみんなで英知を出していただき

たい、その辺についてもお願いはしたいと思います。

次に、マクラム通りの事業説明とあります。これは、マクラム通りということで、北給油所からサンエ

ーカママヒルズですか、そこまでの要請を下地敏彦市長にも当時宮古支庁長時代に通り会の皆さんは再三

要請はされたと思っております。ただ今回の事業はですね、下里通りまでの区間ですかね、友利悦裕建設

部長、下里通りまでの区間ですね、下里通りまでの区間ということになっておりますから、それからまた

大原地区のカママヒルズまでの区間をですね、本当に早急にしていただかなければ、やはり段違い平行棒

のようにですね、大きな道路、小さな道路とますますおかしないびつな状況が続く可能性ありますから、

ぜひ大原地区との皆さんとの話し合いも早目にスムーズに済ませてですね、第２弾のマクラム通りの拡幅

も整備をしていただきたい、その件についてもよろしくお願いをいたします。

次に、島尻地区の墓地団地前の農道整備についてであります。島尻の墓地の団地、島尻地区にも墓地団

地というふうに墓地がたくさん並んでいるところありますけども、やはりコーラルでの舗装道路でありま

すから、やはり雑木の生い茂り、あるいは雨の降った後のえぐられ方ということで、地域の方たちはその

たびに集落の方たちで相当難儀して修復しながら使っている状況であります。ぜひ島尻地区の墓地団地の

ですね、前の農道整備についても早急な整備をしていただきたい。

、 。 、 、それから 公園の整備についてであります これは 狩俣の一番東の外れにある公園でありますけども

公園ができて何十年、はっきりした年度は覚えておりませんけども、大変相当以前につくられた公園らし

くてですね、公園の中にあるトイレも私が座ったら立てないぐらいの小さなトイレです。企画政策部長が

座ったら、まずもう立てないでしょうね。どういった人を基準にしてつくったかわかりませんけども、本

当に大変小さなトイレをつくってあるんですよ。これからの公園のトイレというのは、ぜひ年寄りが多く
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使う公園なんです。上野地区でも一度こういうお話がありました。どこの地域と言わないけど、ゲートボ

ールやっていて、おばあがトイレに行ったんだけど戻ってこないと、どうしたのと、和式のトイレですか

ら座ったまま立てないんですよ。ずっと座りっ放しのままで、見に行って手を差し伸べる人が来るまで立

、 、 。 、てないでそこに座っていたと これは笑い話じゃないですからね 皆さん そういうこともありますから

ぜひ立派なトイレをつくっていただきたい。それから、ブランコ、滑り台の遊具に関しても、根っこのほ

うが腐っておりますので、ぜひその辺の改善もよろしくお願いしたいと思います。

答弁をいただいて、また再質問させていただきます。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦君）

沖縄振興計画終了に伴う農地保全、その他の事業に高率補助事業の影響はどういうふうに対応するのか

ということであります。これまで本市においては、公共事業等の実施に当たり、沖縄振興特別措置法に基

づき高率補助の恩恵を受け、道路、港湾、空港などの社会資本の整備を進めてまいりました。しかしなが

ら、本市においては農業基盤の整備など各分野の基礎整備がいまだ不十分であると考えられるので、高率

補助の制度は今後も必要だと認識しています。そのため、現行の沖縄振興計画終了後、全国的な制度に基

づく予算で配分された場合、財政基盤が脆弱な本市においては必要とする各種施策を実施するための予算

確保が困難となることが懸念されます。現在の沖縄振興計画が平成23年度末で期限を迎えることを踏まえ

まして、沖縄県は新たな計画の策定に向け、20年後の将来像を示した沖縄21世紀ビジョンの策定や沖縄振

興計画の総点検を行うとともに、現在の沖縄振興特別措置法による予算の一括計上方式の継続及び高率補

助制度により措置されている予算の総額確保を目的に新たな制度の創設等を国に対し求めているところで

あります。本市としましても、高率補助の継続に向け県と連携し、国に対し働きかけを行っていきたいと

考えております。

なお、沖縄県21世紀ビジョンの概要版を出してございます。議会事務局を通じて入手できると思います

ので、そういうふうにしてごらんになっていただければ、なおいいと思います。

◎副市長（長濱政治君）

まず初めに、指揮命令系統の徹底と責任所在の明確化についてお答えいたします。

組織として業務を進めるに当たっては、職員一人一人が与えられた仕事に責任を持つこと、また職員間

の意思の疎通を図ることが極めて大切であります。現在おのおのの部、課においては職員会議の定例化や

報告、連絡、相談などを徹底するなど、職員の合意形成を図りながら、業務の円滑な遂行に取り組んでい

るところでございます。これらのことをさらに徹底することによって風通しのいい職場環境をつくるとと

もに、業務への責任に対する職員の意識を高めてまいりたいと思っております。

。 、伊良部７号線の話がございました その伊良部７号線の契約の５回とかというふうな話につきましては

先ほど亀濱玲子議員にご説明したとおりでございます。ご理解いただきたいと思います。

それから、天然ガスの推進状況についてでございます。天然ガスは県内でもリゾートホテルにおいて発

電エネルギー、熱エネルギーとして利用されております。また、ガスを採取する際に産出される温泉水に

ついてクアハウス、観光施設、農業用水として利活用が検討されております。ほかにもさまざまな分野で

利活用ができ、地域振興の観点から大きな期待が持てます。しかしながら、事業を展開するに当たり、多

額の費用がかかることから、国、県と調整をしており、今年度４月に開催されました県市町村行政連絡会
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議において宮古圏域における地域資源の賦存量、利用方法等の調査を要望したところでございます。今後

とも関係機関と連携しつつ、天然ガス利活用の実現に向けた検討を進めてまいりたいと考えております。

それから、託児所及び保育所の支援強化についてです。認可保育所になるための条件、それから証明書

交付済み園に対する支援とかについてご説明申し上げます。本市では待機児童の解消と公立保育所の保育

士の大量退職が予定されていることから、公立保育所の受け皿として認可外保育施設の認可保育所への移

行に向け取り組んでおります。認可保育所へ移行する園の選定条件は、定員が60人以上とすること、運営

実績が５年以上であること、社会福祉法人格を取得すること、年間事業費の12分の１以上の資金を有して

いることなどでございます。本年度はこうした条件のもと、書類審査、面接、現地審査を経て１つの園を

認可保育所設置者として選定いたしました。来年度は２つの園を選定する予定です。

また、認可化促進とあわせまして、保育施設としての最低基準を満たす旨の証明書の取得していない認

可外保育施設に対し、１園当たり最高300万円を限度とした支援を実施し、保育の環境の底上げを図る予

定でございます。

それから、２カ所で60名とかという話もございましたけども、現在の設置要綱等においては非常に困難

なことになりまして、これを全国的な基準でございますので、簡単に市だけでというわけにはいかないと

いうふうには思っております。

それから、補助の増額についてということだったと思いますが、平成21年度から認可外保育施設の運営

助成をしておりまして、平成21年度が670万円、それから平成22年度で700万余と一応増額はしているとこ

。 、 。ろでございます また 今後いろんな要望等をお聞きしながら考えていくということになるかと思います

◎企画政策部長（古堅宗和君）

市民への啓蒙活動の取り組みについてであります。エコアイランド宮古島を推進する上での課題の一つ

に、市民への積極的な情報発信を掲げております。そのため小中学校での総合学習や校長会などでの出前

講座、それからエネルギー買い取り説明会、ホームページでのエコ関連情報発信など、市民との情報の共

有化を図っております。また、市民との意見交換会、それからライトダウンの実施や植樹など、他団体と

の協働型のイベントを開催し、現在エコ活動の連帯感を図っております。また、今後の企画としまして、

民間が計画しております、先ほどお話にもありましたエコ子供サミットへの協力、連携、また北九州市、

水俣市との３都市連合によるエコ関連企画等を現在計画を進めております。今後も市民参加型のエコ活動

の推進を目指して、さらなる情報発信に努めてまいりたいと思います。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず、１点目が水産業の振興についてお答えします。

水産業のモズクについては、安定的な販売に向けて漁協としても努力をしておりますが、県全体の生産

量が多く、生産量の過多による価格の低迷もあり、宮古地域では生産調整を行っているのが現状でありま

す。しかしながら、今年度有限責任事業組合を島内の加工業者、モズク生産者、宮古島漁協、それから島

。 、 、外の民間企業等で出資をしまして設立する予定になっております 当組合の設立によって モズクの生産

加工、販売を一体化した事業が可能となり、モズクの価格の安定と需要の安定が図られるというふうに期

待をしております。それから、海ぶどうとパヤオ漁につきましては、自然の影響もありますが、過去５年

間の生産量、漁獲高は安定して推移をしております。
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また、海業センターにつきましては、平成23年度に策定予定の宮古島市水産振興計画に位置づけ、海業

センターの体制、機能の強化を図り、あわせて施設整備を行い、つくり育てる漁業を推進してまいりたい

というふうに考えております。

次に、伊良部大橋開通後の佐良浜漁港のあり方でありますが、伊良部大橋開通後の佐良浜港のあり方に

ついては、現在佐良浜漁港利用計画策定委員会に向けて取り組みをしております。現在県と策定委員会の

メンバー、それから設置要綱の協議を行っているということであります。

それから、島尻地区墓地団地前の農道整備についてでありますが、島尻地区内の農道整備、舗装につい

ては補助事業での取り組みができないため、市単独事業となることから現在厳しい状況であります。農道

の整備につきましては、農業活動に支障を来している箇所を重点的に補修してまいりたいというふうに考

えております。

次に、公園の整備について、狩俣地区の公園でありますが、狩俣農村公園は平成６年度に整備されまし

て、公園面積が3,000平米にゲートボール場、トイレ、ベンチ、水飲み場、遊具等が設置されています。

公園の管理については、狩俣自治会にお願いをしてありますが、公園の供用開始から16年がたち、施設の

老朽化が進み、一部には破損も見られますので、管理を委託している狩俣自治会とも話し合いもしまして

対応していきたいというふうに考えております。

◎建設部長（友利悦裕君）

マクラム通りの事業説明についてでありますが、マクラム通りは県の宮古土木事務所が実施する事業で

あります。事業箇所が北給油所前から下里通り入り口までの延長340メートル、総事業費が約30億円で、

事業工期が平成21年度から平成28年度までを予定しているとのことであります。今年度については、事業

費5,000万円で土地の鑑定評価及び測量、物件の調査、補償金額の算定を行い、平成23年度より用地交渉

を開始するとしております。

次に、大原地区都市計画変更についての説明及びマクラム通りの延長、サンエーカママヒルズの事業計

画について、大原地区は昭和41年度に土地区画整理事業が都市計画決定され、うち第１地区については事

業を完了しておりますが、第２地区はまだ着手されておりません。そうした中にあって、近隣地区の大型

店舗や総合病院の進出など交通量が増加しております。幹線道路のマクラム通り、大道線や大原線の一部

については、歩道が未設置なため大変危険な状態にあります。今後宮古病院の新築移転、伊良部大橋の完

成後を見据えた都市計画道路整備は喫緊の課題であると考えております。そこで、８月21日に地権者を対

象に住民説明会を開催し、関係権利者の意向を踏まえた計画見直しのため、アンケート調査を実施し、現

在取りまとめ作業を行っているところであります。また、マクラム通りの延伸整備についても区画整理事

業を見直した後、早期の事業計画を図れるよう県と協議しながら進めてまいりたいと考えております。

◎池間 豊君

ご答弁ありがとうございます。エコアイランド宮古島ということで、市民への啓蒙ということなんです

けども、企画政策部長からは前向きな答弁がありました。ただ１年ほど前から私はそれを申し続けており

ますけども、環境子供サミットに関しての前向きな状況というんですかね、そういうのがはっきりとなか

なか見えにくい部分がありますから、ぜひ連携とってやるような、都市とも本当に緊密な連絡をとりなが

。 、ら早急なそういう開催が望ましいかなというふうに思っております 本当に市民一人一人が意識を持つと
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その時点からが私は本当の意味での資源循環型社会というのは確立されると思っておりますので、大変重

要と思っておりますので、ぜひ力を入れて推進してください。よろしくお願いします。

それから、第４次というふうに書いてありますけども、その中での宮古島のやはり離島のさらに離島と

いう脆弱な自治体の中では、本当に高率補助の事業がまだまだたくさんなければなかなか成り立たないと

いうような状況が、あと数年、数十年と続くんじゃないかなというふうな思いはしております。いっとき

も早いそういう改善もぜひ本市としても努力は必要でありますけども、ただそういった先ほど市長が申し

上げました21世紀ビジョンの中にですね、宮古島の現状を強く訴えながら、高率補助もずっと継続される

ような状況をつくっていただきたい、そのように強く思っております。

それから、託児所に関してでありますけども、保育所、託児所に関して、幾ばしか助成、補助金が上積

、 、 、みされておりますけども 本当にできればですね 認可保育所並みぐらいにやっぱり扱っていただければ

、 、 、 。本当に宮古の子供たちは 今二 三名の子供を産み育てている親は三 四名になる可能性もありますよね

１人、２人の親御は逆にもっと増える可能性もあるというふうな状況も考えられますので、ぜひその辺の

手当ても厚くしていただければというふうに思っております。

佐良浜の港については、策定委員会をつくって検討しているという答弁であります。嘉手納学議員にも

、 、同じような答えしておりますけども 間違いなく人の流れが激減するというのは想定されておりますので

万に一つも寂れることがないような、すばらしい英知を出していただきたい。ぜひよろしくお願いをいた

します。

それから、カママヒルズまでの延長に関してはですね、現在計画されている下里通りまでの工事期間が

平成28年度までというふうに部長からの答えありましたから、その期間中にでもですね、ぜひ実施に向け

ての計画が実行できるような取り組みをお願いしたいなというふうに思っております。山里雅彦議員の質

疑にもありましたように、本当に宮古病院があの一帯に移ります。そして、伊良部大橋が開通します。そ

ういう中では、あの通りというのは最大限の幹線道路と位置づけなければならないかなというふうな思い

がありますから、ぜひよろしくお願いをいたします。

島尻地区の墓地団地前の農道整備なんですけども、農道ということを重点的にお話をしております。墓

地団地前というふうな表現をしていますから、農道というふうな位置づけで受けていないかもしれません

けど、実際は農道なんですね。ですから、ぜひそういう位置づけでもって、市の単費であってもその部分

だけでもいいですから、ぜひ検討をお願いしたい。今島尻、狩俣の農道というのは本当にほかの地域に比

較して整備率が非常に悪いんですよ。何回もこれはこの場で申し上げておりますけども、この悪い中でこ

の部分だけでもお願いしたいというふうなお話ですから、ぜひ再検討して整備をしていただきたい。

それから、狩俣地区の公園については平成６年の供用開始ということで説明がありましたけども、前向

きな整備をしていただくということですので、ぜひ早目のですね、整備をしていただきたいと思います。

この公園については、狩俣自治会が役員並びに地域住民にボランティアを募って清掃活動はいたしており

ますから、行って職員の方もわかると思いますけども、割と小ぎれいにはされております。だから、遊具

、 、 、 。にしても トイレにしても すばらしく有効利用ができると思いますので よろしくお願いをいたします

私の一般質問を２点ほど答弁をお伺いして終わりたいと思います。ありがとうございました。

◎農林水産部長（平良哲則君）
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島尻地区墓地団地前の農道整備でありますが、一応現場は把握しておりますので、再度検討したいと思

っております。

◎議長（下地 明君）

これで池間豊君の質問は終了いたしました。

しばらく休憩、３時半から再開します。

休憩します。

（休憩＝午後３時15分）

再開します。

（再開＝午後３時33分）

休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。

質問の発言を許します。

◎長崎富夫君

まず、一般質問に入る前に議長のお許しをいただきまして、私見を述べさせていただきたいと思ってお

ります。議長よろしくお願いいたします。

まず、当局に対するお礼であります。仲間則人議員からもありましたとおり、去る９月８日、11日に行

われました松原、久貝両自治会の敬老会でご祝辞を賜り、敬老者及び自治会に対し激励いただいたことに

。 、 、 。 、感謝申し上げます 敬老会の前の日 実は自治会長から電話がありまして 市長が参加できないと また

、 。 、代表出席も無理であるということで 大変心配しているということでご相談がありました 心配しまして

秘書広報課長に確認したところ、しっかりと対応するというご返事をいただきまして、市長のごあいさつ

を福祉保健部長のほうで代読していただきまして、やはり当局が出席するのとしないのとでは敬老会の重

みも違うわけでありますし、また役員の方々も大変勇気づけられております。今後ともよろしくお願いい

たします。

次に、少しばかり苦言を申し述べたいと思っています。今久松地区で圃場整備が行われております。松

ケ原ゴルフ場西側の１工区におきましては、整備も完了し、まさにモデル地区となるようなすばらしい圃

場整備がされております。農家の皆さんも大変今後の農業の意欲を持ちまして、今サトウキビ植えつけが

盛んに行われております。この地区は４工区に分かれて整備される予定となっております。問題はその南

側、松ケ原ゴルフ場から松原集落に向かう道路を区切った南側に当たります。並行して整備をされるとい

うことでありますが、しかしこの対応の遅さに農家から相当怒りと不満が上がっております。この事業で

市担当課による地権者の最初の事業説明会が９月の２日と聞いております。大体８月の中ごろからは、サ

トウキビ植えつけは始まると思います。説明会までに既に夏植えの植えつけが私の見る限りでは約３町歩

ぐらいは終わっているかなという感じがいたします。ある農家につきましては、もう７反も植えてあると

いうことで、どうしたらいいのかということで切実な訴えがあります。その間において地権者への事業区

域の説明通知もない、通常事業が採択されればその時点で地権者への事業説明はなされるのが本当だと思

いますが、この件につきましては、後日調査をさせていただきますが、担当課は誠意を持って地権者にき

ちっと説明をしてくださるようお願いいたします。

ところで、市長ですね、私には市長の公約である法令遵守、スピードの行政が何か言葉のひとり歩きを
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しているような感じにしか思われません。廃棄物の不法投棄、撤去量の県への報告ミス、国保繰入金の過

大見積もり、そしてこの見積もりにつきましては、根拠の原因さえわからないと。もう一点国民健康保険

税の呼び出し状であります。こういう呼び出し状が来まして、実はある方がこういう大変な呼び出し状が

あるのかということで、私のところにも来ました。私も一般質問で取り上げたいと思っていたんですが、

これは新城元吉議員の質問にもありました。福祉保健部長に実態を申し入れたところ、不手際については

しっかりと原因を精査して、不快な思いを与えた市民に対しては、誠意を持って対処したいという返事を

いただきましたので、この一般質問の冒頭で私見等を述べさせていただいているわけであります。

ちょっと前置きが長くなりましたが、一般質問に入らせていただきます。市長の政治姿勢についてお伺

いします。まず初めに、米軍機の宮古空港使用についてお伺いします。１点目に、米海軍第７艦隊音楽隊

の演奏会が去る９月５日に予定されておりました。音楽隊は、米軍厚木基地から軍用機で４日に来島し、

その軍用機は６日まで宮古空港に駐機する予定であったと報道されております。３日間も民間空港に軍用

機が駐機することは、異様な光景であり、観光客にもマイナスのイメージを与えかねません。確かに市長

は、緊急時のやむを得ない場合を除いては、米軍機の使用を切に自粛してほしいとコメントする一方で、

世界最高水準の音楽を聞かせてくれるのでありがたいと歓迎もしております。私から見て軍用機での音楽

隊の輸送は緊急時ではありません。民間空港である宮古空港の軍事機の使用につきましては、さきに決議

した米軍艦船及び軍用機等の来島反対と自粛を求める決議の趣旨を重く受けとめ、来島反対と自粛要請を

強く訴えてくださるよう要望いたしますが、市長のご見解をお伺いいたします。

２点目に、私は沖縄県内で米軍の音楽隊が演奏会を開催した経緯があるかどうか調査いたしました。復

帰後は開催された記録はないようであります。本土の米軍基地が所在する自治体では、演奏会が開催され

たことはあるようです。でも、ほとんどが基地内施設内か、自衛隊の施設で行っていると。自治体の公共

。 、施設の使用はほとんど例がないということであります 再度12月に開催を予定しているようでありますが

市の公共施設の使用申請はぜひお断りしていただきたいというふうに思っております。演奏会を強行する

のであれば、先ほど申しましたように市の公共施設以外で行うよう強く要望していただきたい。この件に

つきましては、上里樹議員にもお答えありましたので、ご答弁は要りません。

３点目に、演奏会は文化的な交流を目的としたものであるんですが、悪天候で空路は断念したと。今度

は海から米軍掃海艦「ディフェンダー」が市民の反対を無視した平良港に強行入港しました。いずれも友

、 。 、好交流を目的としているが 立て続けに米軍が宮古島市に入ることに疑問を持つものであります 市長は

４月に在沖米国総領事館レイモンド・Ｆ・グリーン総領事と米国資料提供・支援パートナーシップに関す

る覚書を調印しております。これらは市長が要請されたと報道されております。私は、この図書の贈呈に

異論を挟むものではありませんが、総領事と市長がどれだけの相互理解が深まったかは知りませんが、わ

ずか３カ月の間に総領事館から軍用機の宮古空港使用申請、演奏会でマティダ市民劇場の使用申請、米軍

艦船の平良港への入港申請が出され、市民の反発を買っております。一連の行動が私には偶然と思えませ

ん。すべてはこの覚書の調印から始まっているのかなとさえ思っております。まさに宮古島市民の心を試

すかのような一連の米軍の行動をどう思っているのか、お答えいただきたいと思っております。

また、演奏会は莫大な費用を要すと思われ、自治体や有力な団体が要請しないと実現できない規模かな

と私は思っておりますが、演奏会は宮古島で要請したのか、それについてもお聞かせいただきたいと思っ
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ております。

、 。 、 、４点目に 実はこういうビラが本屋さんのカウンターにありました これは カラー刷りでありまして

音楽隊の後ろに軍用ヘリですね、これがカラーできれいに印刷されたビラでありました。この本屋さんで

ミニ演奏会も予定されていたということです。それを本屋さんに持ち込んだのは、艦船での夕食会にも参

加されたある企業だとお聞きしております。これだけの大がかりな演奏会でありますので、地元に受け入

れ団体があってしかるべきと思いますが、おわかりであればお答えいただきたいと思っております。

次に、宮古、石垣に自衛隊配備報道についてお伺いいたします。７月の21日のマスコミ報道によります

と、先島諸島周辺海域で中国海軍の活動活発化を受け、防衛省が宮古島や石垣島に陸上自衛隊の配備を検

討していると言われております。北澤俊美防衛大臣は、先島諸島の防衛は極めて重要、部隊配備の検討を

前向きに進めたいと述べております。配備が具体化すれば、国境に近い中国や台湾の反発を招き、友好都

市である台湾基隆市との関係悪化が懸念されますが、この辺について市長のご見解を賜りたいと思ってお

ります。

２点目と３点目につきましては、さきに同僚議員にもご答弁がありましたので、後で関連してお聞きし

たいと思っております。

、 、 。 、次に 平成21年度決算審査意見書 伊良部７号線道路改良工事１工区についてお伺いいたします まず

建設部長に第５回契約変更時の県との協議書、資料及び弁護士との協議書、資料があれば提出いただきた

いと思っております。私は、伊良部７号線道路改良工事１工区の契約のあり方については、大いに疑問を

持つものであり、６月定例会でもご質問させていただきました。今回宮古島市監査委員から提出された平

成21年度決算審査意見書別紙は、まさに私が疑問とするところが多く指摘されております。行政は、地方

自治法を第一優先に進めなければなりません。市長は、一般質問初日のご答弁で、決算審査意見書別紙に

、 、 、ついて条文の解釈の相違とし 契約約款等には何々することができる 何々差し支えないようにとあるが

何々しなさい、何々していけないとは書いていないと答弁されております。法令遵守でスピード行政を公

約とする市長が地方自治法の本質を無視するような発言に私は実際耳を疑いました。この決算審査意見書

別紙は、法令に抵触する契約のあり方を指摘したものであり、是は是、非は非で監査業務を進める監査委

員のこの資料を私は高く評価するものであります。

そこでお伺いいたします。平成22年６月定例会における答弁内容について、これ４ページになります。

市長、副市長、建設部長の各自ご答弁をお願いいたします。

２点目に、５ページの事実の確認 （５ （６）の内容は事実だと認めるのか、当局のご見解をお聞か、 ）、

せいただきたいと思っております。

３点目と４点目につきましては、これまでのご答弁で恐らく条文の解釈の相違で監査委員の見解と平行

線と思われますので、後で何点かご質問させていただきたいと思っております。

次に、エコハウスについてお伺いします。市長の重要施策であるエコハウスが下里・西里地区都市再生

整備計画地に３月に完成しております。完成後もう半年を迎えようとしておりますが、利用状況について

ご説明いただきたいと思っております。

、 。 。次に 農業政策についてであります 昨年の12月定例会でこの件についても質問させていただきました

当時の経済部長から離島振興協議会で、離島からの物流対策として、助成施策を政府に要請しているとの
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ご答弁をいただきました。その後の成果についてお聞かせいただきたいと思います。

次に、干ばつ対策についてお伺いします。今年も６月19日の梅雨明け以降、少雨傾向が続きまして、ス

プリンクラーのない圃場では７月の初めごろから夏植え、株出しのサトウキビにロール現象が起き、農家

はその対策に追われました。特にスプリンクラーのない伊良部地区では、被害がひどく、10トントラック

でかん水作業のサトウキビ管理に追われたということで報道されております。しかし、市が干ばつ対策を

設置したのが20日であります。７月ごろから被害は確認されていることであります。幸いにしまして、７

月23日から26日にかけてまとまった雨が降ったことで干ばつ解消はしたかなと私も解釈しておりますが、

そのことにつきまして、７月の30日生産組合長５人が市長にその要請をしております。しかし、市長は干

ばつ対策要綱で助成は決められた日以降となっているので、自分のサトウキビは助成がなくても自助努力

で管理するのが農家本来の仕事ということで突っぱねております。市長、農家の皆さんからこういう声が

あります。確かに要綱の定めとなれば要綱を守らなきゃいけない。市長がおっしゃらなくても自分のサト

ウキビ管理は、農薬散布や除草作業など、一生懸命に自助努力で管理している。しかし、干ばつ対策では

機械に頼らなくてはどうしようもない。特に高齢者はであります。市長の自助努力との発言に一生懸命頑

張っている農家の皆さんから反発の声や干ばつ対策の遅さに不満の声が多数あります。今や気象状況も衛

星から送られまして、数年前と違って正確性があり、週間予想、長期予想等も精度を増しているものと思

っております。的確な天気状況を把握して、干ばつ対策の時期を誤らないようにしていただきたい。

例えばマニュアルを作成しまして、何日間、何ミリ以上雨の降らない日が続けば、干ばつ対策会議を開

催するとか、そうすれば農家の皆さんも対策が立てやすいと思います。時期の検討も含めてご答弁をお願

いいたします。

次に、福祉行政についてであります。住宅手当緊急特別措置事業についてお伺いします。この事業は、

離職者であって、就労能力及び就労意欲のある者のうち、住宅を喪失している者、または喪失するおそれ

のある者に対して住宅手当を支給することにより、これらの者の住宅及び就労機会の確保に向けた支援を

行うことを目的にした国庫補助率10割の事業で、大変私いい事業だと思っております。そこでお伺いしま

すが、１点目に事業の内容、支給対象者要件、支給額、支給期間をご説明ください。

２点目に、平成21年度の実績をお示しいただきたい。

３点目に、県内10市の状況はどうなっているか、お聞かせいただきたいと思っております。

次に、建設行政についてであります。先ほど申しましたように、住宅手当緊急特別措置事業の実施要領

からしますと、市営住宅入居者にも該当すると思われます。住宅課の取り組み状況をお聞かせいただきた

い。申し込み担当課によりますと、市営住宅入居者は一件の申し込みや問い合わせもないと。調査し、該

当者がいればこの制度の活用はできないか。そのことによって、少しでも住宅使用料滞納額１億4,000万

円余りの解消にもつながると思いますが、どう思うのか、お聞かせ願いたいと思っております。

次に、教育行政についてお伺いします。市立学校の統廃合についてであります。本市教育委員会は、宮

古島市立小中学校の適正規模を図る検討委員会を４月28日設置、中長期的な視点に立って統廃合も視野に

入れながら審議し、方針を策定するとしております。この間島尻学区、福嶺学区、宮原学区等で懇談会を

開催しておりますが、学校統廃合に関する各地区の反発が強いように思われます。事務局ではたたき台を

作成して、地域ごとの具体案を示しているとしていますが、私もある地域の方と話をする機会がありまし
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た。学校がなくなるということは、１つの村がなくなるぐらいに等しいという危機感を持っております。

このような声に対しても、誠意を持ってぜひ取り組んでいただけるよう要望いたします。

この統廃合につきましては、何人かの議員にもお答えいただいているんですが、若干通告した質問要旨

にはそれましたが、要望だけにしたいなと思っていたんですが、教育長のご見解をいただければ大変あり

がたく思っております。

ご答弁を聞きまして、再質問いたします。よろしくお願いいたします。

◎議長（下地 明君）

本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長いたします。

◎市長（下地敏彦君）

平和行政の中の米軍機の宮古空港使用についてであります。これまでも再三ご答弁をしてきたとおりで

あります。宮古空港は、民間航空機の運航を目的として設置された空港であり、民間航空機の円滑かつ安

全な運航を確保する観点から、緊急時のやむを得ない場合を除いては、米軍機の宮古空港使用は切に自粛

してもらいたいと考えております。

次に、宮古、石垣に自衛隊配備の報道があるけれども、市長の見解はということですが、自衛隊の配備

の報道については、新聞、テレビ等で見たり、聞いたりはしておりますけれども、それ以上の話は政府か

らは何もございません。

◎副市長（長濱政治君）

市長の政治姿勢について、伊良部７号線道路改良工事ですね、６月定例会における市長、副市長、建設

部長答弁内容の事実確認、４ページです。４ページにつきましては、議事録と照らし合わせるしかないん

で、一応は照らし合わせました。その中で、例えば（１）の今回伊良部７号線については、３月議会とあ

りますけども、議事録では定例会というふうになっていました。そういったところのいろんなのはござい

ますけども、おおむねそのとおりだというふうに確認をいたしました。

それから、ちょっと聞き漏らしたんですが、その県との協議書と弁護士の協議書があれば出してほしい

ということでしたけども、県との協議書と申しますのは、事務手続の面で相談しておりますので、そうい

ったペーパーで残っているというものではありません。弁護士につきましても、債務不履行による求償権

があるというふうな話も、これも電話で確認したところでございます。

、 、 、それから 同じく７号線の事実確認項目５ページについて 当局の見解ということでございますけども

この別紙の５ページは事業の確認というふうな大きなタイトルがついておりまして、その中でところどこ

ろに括弧書きとかが入っておりますし、監査委員の言葉もいろいろ入っておりますけども、おおむねその

とおりだというふうに思っております。

◎教育長（川上哲也君）

長崎富夫議員の教育行政における学校の統廃合についての質問にお答えいたします。

去る９月３日に第３回学校規模適正化検討委員会を開催いたしました。その会において、学校規模適正

化のたたき台が提示され、その案をもとに12月までの間に議論を重ねて方針を策定する、そういう日程に

なっております。議員のご指摘のありました学校がなくなると１つの村を失うに匹敵すると、そういうの

もあわせて検討し、委員会では宮古島市立小中学校の児童生徒、保護者及び教職員にアンケート調査を実
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施いたします。また、地域懇談会の計画も予定しております。

◎企画政策部長（古堅宗和君）

米海軍第７艦隊音楽隊演奏会についてのご質問で、演奏会の目的、それから宮古島市が要請したのか。

それから、受け入れ先はどこかというご質問でありました。1943年に結成されました音楽隊で、海軍の中

でも優秀な演奏家たちによって編成されており、その音楽を宮古島市民にも聞いてもらいたいという目的

で開催予定をしていると聞いております。市では、要請はしておりません。

それから、沖縄県及び宮古島市も米軍機の宮古空港使用について自粛要請を行っておりまして、受け入

れ先はわかりません。

あと一点、エコハウスについての利用状況でございます。エコハウスの利用状況につきましては、今日

。 、 、 。現在で利用者は296名です 見学者の構成は 一般の方が約５割 建築関係者が約３割となっております

、 、 。その目的は 住宅の新改築の参考 環境や建築関連の視察や総合学習の教材などとしての利用があります

利用者の感想としましては、自然の風の活用やＲＣと木材の混合型住宅、それから遮熱ブロック、昔なが

らの花ブロックに高い関心が寄せられております。今後は、エコハウスとエコツアーを絡めた体験メニュ

ーの創出と利用環境の向上に努めてまいります。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

住宅手当緊急特別措置事業についてでありますが、住宅手当緊急特別措置事業の内容は、２年以内の離

職者であって、就労能力及び就労意欲のある者のうち、住宅を喪失している者または喪失するおそれのあ

る者に対して、住宅手当を支給することにより、これらの者の住宅及び就労機会の確保に向けた支援を行

うことを目的としております。支給対象者要件でありますが、２年以内に離職をした者で、離職前にみず

からの労働により賃金を得て、主として世帯の生計を維持していた者、それから就労能力及び常用就労の

意欲があり、公共職業安定所への求職申し込みを行う者、それから住宅を喪失している者、または喪失す

るおそれのある者などとなっております。

次に、支給の限度額でありますけども、支給の限度額は生活保護の住宅扶助の基準額となっております

が、本市は単身世帯で３万800円、それから複数世帯で４万円となっており、支給期間は６カ月間の限度

となっております。

それから、２番目の平成21年度の支給実績になりますが、支給対象件数12件、それから支給額は107万

。 、 、6,800円となっております それから県内10市 宮古島市を除く10市の支給の状況についてでありますが

これについては支給開始時期がそれぞれの市で異なりますけれども、以下のとおりとなっております。ま

ず 名護市につきましては８件 82万8,800円 それからうるま市21件 207万5,000円 それから沖縄市22件、 、 、 、 、

で56万7,100円 それから宜野湾市35件で301万6,900円 それから浦添市21件で93万4,000円 那覇市が98件、 、 、

、 、 、 、で417万1,000円 豊見城市が２件で14万400円 南城市が２件で３万800円 糸満市が６件で21万1,700円

石垣市が５件で33万9,400円、さきに住宅手当のですね、単身世帯３万800円の基準額、限度額と言いまし

たけども、その市の基準額、生活保護の住宅扶助の基準額についてはそれぞれ単価が違いますので、その

旨ご理解をお願いしたいと思います。

◎農林水産部長（平良哲則君）

１点目、農林水産物輸送コスト及び航空運賃の低減化についてでありますが、離島からの輸送コスト低
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減につきましては、離島振興対策協議会長、全国離島振興協議会会長の連名で、平成21年11月５日付で政

府に要請をしているところであります。現在政府の平成22年度の予算編成の骨格は、今のところ確定して

おりませんが、引き続き要請してまいるというふうに考えております。

次に、干ばつ対策についてお答えいたします。干ばつ対策につきましては、梅雨明け以降に少雨傾向が

続いた場合などに降雨状況や干ばつ状況、被害状況の圃場調査等を行い、必要に応じて干ばつ対策会議を

開催しております。干ばつ対策会議設置要綱では、少雨傾向が続く場合、速やかに会議を開催するという

ふうになっておりまして、何日間という数字は入れておりませんが、担当課としては、約20日をめどに対

応しているということでありますが、今後この干ばつ対策会議設置要綱の中で明確な日数を入れるかどう

かにつきましては、次の干ばつ対策会議で話をしていきたいというふうに考えております。

◎建設部長（友利悦裕君）

住宅手当緊急特別措置事業の活用についてでありますが、実施要領からすると、市営住宅入居者につい

ても該当すると思われるが、どうか。住宅課の取り組みはあったのか。調査し、該当者がいれば住宅手当

。 。緊急特別措置事業の活用はできないか 家賃未納の解消にもつながると思うがというお尋ねでありました

住宅手当緊急特別措置事業については、さきに福祉保健部長のほうから説明があったんですが、市営住宅

入居者であっても、離職による住宅の喪失、またはそのおそれのある方について支給要件のすべてを満た

せば住宅手当支給の対象となります。事業の内容等についてのパンフレットを市営住宅の入居者へ配布し

てあります。一部の入居者から問い合わせがありますが、支給要件に合致していなかったということであ

ります。

◎長崎富夫君

再質問させていただきます。

まず、副市長の答弁資料からですが （１）につきまして、他の事業に及ぶものではないというお答え、

を６月定例会でされております。私、６月定例会でお聞きしたのは、いわゆる今後の公共工事において、

契約の履行期限内に工事が完成しない伊良部７号線と同様の事例が起きた場合、条文の解釈の相違を盾に

同じ手法で契約事務を進めるのか、それをお聞きしているわけであります。これについてお答えいただき

たいと思っております。

次に、建設部長の答弁で資料の（１ （２ （３ 、この回答はさっきから言いますように、宮古島市）、 ）、 ）

建設工事請負契約約款及び宮古島市建設工事請負契約約款における契約の保証に関する事務処理要領にそ

ぐわない理由だと私は理解しております。工事遅れの最大の原因は、６月定例会でも副市長の答弁にあり

ますように、人事配置のあり方は反省していると。業務の分配で戸惑ったというように、組織改革による

職員の異動等で、事務の引き継ぎに２カ月も要したということが私は最大の原因じゃないかということで

質問させていただきました。この事業については、４月５日に工事はすべて終わっているということにな

っております。いわゆる工事期間は10日間ぐらいしか延びておりません。事務の引き継ぎが順調にされて

いれば、２月にも完成された可能であった工事かなと私は思っております。これは、業者だけの責任では

ありません。再度お答えいただきたいと思っております。

それと、確約書の国庫補助金分975万2,400円を受け取れる法的根拠、これは市が要求したのか、再度ご

見解をお伺いします。
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もう一点、契約約款第46条及び同第48条を適用した場合の損害金の算出方法と損害金をお示しいただき

たいと思っております。

次に、これ一番大変重要な理由であろうかなと僕は理解いたしますが、宮古島市建設工事請負契約約款

における契約の保証に関する事務処理要領 （４ 、事務処理要領第９条第１項では、契約事務担当職員は、 ）

約款第48条第１項各号のいずれかに該当するときは、速やかに工事請負契約の解除の手続を行い、それに

伴う違約金の請求等の手続を行うものとすると規定されております。これはただし書きがあります。同条

第２項では、ただし、工期経過後相当の期間内に完成する見込みがあるときは、約款第46条第１項の規定

により損害金を徴収して工事を完成させても差し支えないものとすると規定しております。それからしま

すと、市長もご答弁あったとおり、これは３月中では工期内にできないかもしれないと見通しがあったと

お答えしております。であれば、契約担当部署は工期内の完成が困難なことが確実になった場合、工事請

負業者の事情聴取を行い、先ほど申しましたような事務処理要領で同業者と契約するか、また新たな業者

と契約し、工事を完成させておれば、業者からの返還金という確約書をとる必要もないし、契約上何ら問

題はなかったと思われるが、どうお考えなのか、ご見解を伺いたいと思います。

次に、これも建設部長にお伺いいたしますが、顧問弁護士に確認したところ、工期内に完成できない業

者の債務不履行により、市では損害金が発生していると。そして、確約書を提出したことで、相手方もそ

れを認めたことになるとお答えしております。相手方も損害賠償金との認識はあったのかどうか。また、

損害金はどのように決めるのか、お答えいただきたいと思っております。

そして、返納金、後で確約納付書と訂正されておりますが、の根拠、民法を根拠とする損害賠償の受領

であるということでお答えしております。要するにこれは債務不履行による損害金と理解してよろしいか

どうか。債務不履行であれば、契約どおり履行しないことを私は指すと思いますが、それからすると、３

月26日時点で契約違反に当たると思うがどうなのか。

、 、（ ）、 、 、 、 。 、そして 事実の確認 ５ 確約書を受け入れる根拠として ① ② ③述べられております そこで

私が疑問に思うは、この損害賠償といっていることについてであります。議会の権限、議決を要する事項

では、市町村が国家賠償法の規定により、損害賠償義務を負うような場合は、議会の議決が必要であると

規定されております。この事項、いわゆる市の支出する損害金であり、歳入に関しては述べておられませ

ん。ということは、伊良部７号線の契約のような事例を想定していないからと私は理解しております。で

すから、歳入に関しての損害金のあり方としては、契約約款第46条、同第48条及び契約の保証に関する事

務処理要領に従って事務処理されるべきだと思っておりますが、これについてもお答えいただきたいと思

っております。

契約約款に基づいて損害金で歳入すれば、監査委員の指摘により確約書のよる納付金の受け入れは間違

っていたので、確約納付金で受け入れたという苦しいご答弁をされなくても済むんじゃないかなと思って

おります。そこで、確約納付金とは何なのか。確約納付金を受ける法的根拠についてもお答えいただきた

いと思っております。そこで一番私は疑問するところです。当局は、法令を遵守し、契約規則、契約約款

に基づき適正に処理されたとはっきり述べております。では、なぜ契約違反もしていないところに損害金

が発生するのか。もう一点、法令に違反しないと言いながら、業者はなぜ４週間も指名停止にしたのです

か。その辺について明確にお答えいただきたいと思っております。
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ご答弁聞いて、再度質問させていただきます。よろしくお願いいたします。

◎副市長（長濱政治君）

これは、ほとんど６月定例会で答えたのが大半でございまして、同じような答えしか多分できないと思

います。特に他の事業に及ぶものではないと、これについては６月定例会でお答えいたしました。そうで

すよね。他の事業に及ぶものではないという質問に対してお答えいたします。今回のこの伊良部７号線と

いうのは、特殊な事情、現場、それから繰り越し工事であったということ、それから人事で職員の配置が

別のところに配置されて、引き継ぎがうまくいかなかったこと、そういったのがたくさん影響いたしまし

て、工期内に工事が終わらなかったということでございます。ですから、この特殊なケースを代表して他

の工事に及ぶというふうなものにはならないというふうに思っております。

それから、人事の配置が最大の原因であったというふうなおっしゃり方をなさっておりますけれども、

、 、 。多分６月定例会にも話したと思いますが その２カ月分につきましては さらに工期を延ばしてあります

ですから、その分の工期分はちゃんと確保してあるつもりでございます。

それから、900万円余の法的根拠というふうなことでございますけども、これはいわゆる工期内に終わ

らなくて、これはやむを得ず減額変更して納めたわけですね。これは、どうしても完了検査をし、国に完

了報告をし、それから国庫支出金をとるための一つの形をとらなくてはならないというところがございま

して、そして900万円余というふうなものをお互いの確約のもとに業者のほうが納付したいというふうな

ことになったということが根拠でございます。それは、お互いが納得したということですね。

それから、契約約款第46条と第48条の損害金ということでございますが、契約を解除して損害金を取る

というのも一つの選択肢です。それから取らないのも選択肢でございます。それから、事務処理要領の第

９条のただし書きによって契約をそのまま継続した形で工事をやるというのも一つの選択肢、結局３つの

選択肢があったわけでございまして、そのうちの一つをとったということでございます。結局この契約を

解除して損害賠償を請求するということになりますと、実際に8,400万円余の契約額がそのまま残った形

になって、未執行工事になってしまいますね。そうなりますと、完了検査もできませんし、完了報告もで

きない。ひいては、国庫支出金の請求もできないという形になるのを避けたいというふうに思ったわけで

ございます。そうしなければその残金分の請求が国庫支出金ができないという形になります。

それから、あとはちょっと早口でしたので、メモするのが遅れてしまいまして、済みません。もし漏れ

ているところがありましたら、建設部長がもう少し答えるか、もしくはもう一度質問していただけません

でしょうか。

◎建設部長（友利悦裕君）

相手方も損害金という認識をしていたかというお尋ねでありましたが、当該業者は工期内に工事を完成

することができなかったということで、発注者としては民法第415条及び第416条に基づく債務不履行によ

る損害請求権が発生するということで、顧問弁護士の見解もあります。当該業者が確約書を提出したとい

うことは、それを認めたものと理解していると思います。

（ 答弁漏れがあります」の声あり）「

◎議長（下地 明君）

休憩します。



- 280 -

（休憩＝午後４時20分）

再開します。

（再開＝午後４時22分）

◎副市長（長濱政治君）

事務処理要領第９条ただし書きで処理すれば、確約書のいわゆる返還金はなかった。確かにそうでござ

います。債務不履行による損害金であるかということですけれども、そのように答えたつもりでございま

す。

それから、確約納付金の根拠、これはいわゆる弁護士とも相談したところ、民法上の損害賠償に請求権

が発生していると、そしてそれを確約書で出したことはそれは業者も認めているんだということ、先ほど

から言っているとおりだと思います。

それから、法令を遵守してということでございますけども、先ほども申しましたけども、この契約約款

の第46条、第48条ですね、この辺の解釈の問題といいますのは、実際に発注者側の、予算執行者側のいわ

ゆる契約を解除することができるというふうに書かれているところがございます。それは、その工事のケ

ース・バイ・ケースによって必ずしも解除して損害賠償金を取るということでなくてもいいよというふう

に理解しております。ですから、契約を解除することができるとあるわけですから、それは解除しなかっ

たわけでございます。それが一つの選択肢として、我々はそれを選んだということでございます。

それから、４週間の法令の違反というふうな話ですけども、いわゆる指名停止の話です。本来であれば

３月26日に終わっているべきだったんです、工事はですね。ところが、終わらし切れなかった。これは、

国庫支出金との請求との絡みがありますので、これを金額を一応減額して完了検査をして、完了報告をし

て国庫支出金を請求するという一連の手続の中でやむを得ずやったということですね。しかし、本来であ

れば追加工事を出さないといけませんので、余分な負担を我々はやったということになるんで、そういう

ふうな実際に迷惑をかけていると、実質的な迷惑ですね、そういうところから一応は指名停止審査会で審

査して、４週間の指名停止をしたというところでございます。

◎議長（下地 明君）

休憩します。

（休憩＝午後４時26分）

再開します。

（再開＝午後４時28分）

◎長崎富夫君

再々質問いたします。

先ほどご答弁された４週間の指名停止、これにつきましては業者はきちっと確約納付書で970万円余も

それは申しわけないということで納めていますよね。この件に関して再度お答えいただきたいと思ってお

ります。

これまでの議論を通して感じたことなんですが、監査委員は地方自治法、地方公務員法に定める法令を

遵守し、契約約款等に基づいて適正な審査を主張、片や当局は法令には何々することができる、何々差し

つかえないないようにとあるが、何々しなさい、してはいけないとは書いていないと、条文の解釈の違い
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で契約は適正にされたと主張されております。市民からそういう厳しい声があります。市民の目から見れ

ば、まさに行政の体たらくであると。行政を執行する者、それを監査する者が法令の解釈の違いで身内で

けんかしているのはいかがなものかと。監査の越権行為だとか、市長の裁量権だとか、そんなことは市民

にはわかりにくい。要するに契約のあり方は正しいのか正しくなかったのか、市民はそれが知りたいとい

うことであります。監査して疑いのある事案に関して、意見するのは当たり前のことであって、逆に疑わ

しいことにふたするような監査の仕方は、市民への裏切り行為に等しいとの厳しい意見がございました。

私も行政を経験した者として、まずは地方自治法、地方公務員法に基づき業務を進め、そこで解決できな

い事案、例えば損害賠償金だとか、和解とか、紛争の解決などは、別で定める法令等で処理するものと理

解しております。ですから、今回の契約に関しましては、監査委員のご指摘する事項について、当局が何

することができる、しなさいとは書いていないという条文の解釈で開き直るようなご答弁に全く私は理解

できません。

確かに契約約款等には、損害金の支払いを請求できるとか、契約を解除することができるという文言は

ありますよ。ですから、この契約に関しては、契約約款第46条、同第48条を適用して、事務処理要領の第

９条に基づき契約すれば何も問題なかったと思いますよ。ですから、この事務処理要領でできたんです。

（ できますよ、それは」の声あり）「

ちょっと静かにしてください。だから、これしなさいと契約約款に明記されなくてもできるんですよ。

ただ、民法で処理しないでもこれはできるんです。

（議員の声あり）

◎議長（下地 明君）

静かに。

◎長崎富夫君

部長の皆さんですね、市長のおっしゃるような法令の解釈の相違でこんな事務を進めていいんですかと

いう思いがいたします。今後もこのような事務処理をするんですか。そして、市長の裁量権の範囲はどこ

までなのか。あわせて筆頭部長か、法令を預かる総務部長が代表して見解を示していただければありがた

いと思います。

最後に、市長は別紙平成21年度決算審査意見書（伊良部７号線道路改良工事・１工区）については、す

べて間違いであると思うのかですね、それを最後にお答えいただきたいと思っております。

実は、自衛隊問題、戦う自衛隊、南西諸島離島奪還計画訓練というのがこれブログにあります。先ほど

下地敏彦市長が情報を知らないと申しましたので、少し読み上げます。防衛省は、今年12月新たに策定し

た沖縄南西諸島の防衛警備計画に基づき、陸、海、空自衛隊による初の本格的な離島奪還訓練を大分日出

生台で実施することが18日に明らかになったと。これには第７艦隊も参加するそうです。南西諸島の訓練

海域でも行うということであります。まず、離島に何を置くかといえば、例えば宮古島、与那国島にそれ

ぞれ１個中隊程度の戦力を置くと。将来的には装甲戦車など対戦車、戦闘のできる装甲車両も必要だろう

と。いっそのこと10式戦車１個中隊程度配備してもよいかもしれないという恐ろしい計画が上がっており

ます。参考までにということで申し述べたいと思います。

これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。
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◎副市長（長濱政治君）

確約書で900万円余りを納付しているのに、指名停止をするのはおかしいという質問がございました。

これは、例えば契約約款第48条で契約を解除して損害賠償をとったとしても、指名停止は当然やります。

それから、法令の解釈の違いによって、何か監査委員と執行部との行き違いがあるというふうな話でし

たけれども、これは私の私見だというふうに言ってもいいかと思いますけども、多分当たっていると思い

ますけども、やっぱり監査委員はですね、明らかにこれこれに抵触している、違反だと、だからこうすべ

きだというふうな指摘の仕方がなされるべきでありまして、これはふだんの通常の監査をやりながら、指

導しながら、指摘しながら執行部を導いていくというふうなところでありまして、今回出されている内容

につきましては、不適切であるとか、抵触しているとかというふうなちょっと非常にあいまいな感じのと

ころで出されておりまして、じゃ幾ら損害を与えたのか、こうなった場合には幾らになる、こうなった場

合には幾らになる、そういったものをきれいに数字を出してですね、きちんと説明して、一番この方法が

ベターであったと、それで幾ら市民に負担をかけているんだというふうな指摘の仕方が一番わかりやすか

ったと思います。

それから、裁量権はどこまでかというふうなことでしたけども、この裁量権というのは、結局はケース

・バイ・ケースでいくしかないんで、今ここで抽象的にここまでだというふうなことは多分説明私はでき

ないと思っております。

それから、監査委員の別紙の意見書、すべて間違いですかというふうな話ですけども、これは事実関係

と、それから監査委員の所見、考え方、意見がミックスしておりまして、全部間違いかと言われたら、そ

れはそうではありませんと。ただ、決算書の本体部分とそれから別紙の部分、これは調査期間も違ってお

りますし、それから審査方法も違っているというふうなところで、これを本体の審査意見書と同じレベル

で扱っていいのかなというふうな疑問には思っております。

◎議長（下地 明君）

これで長崎富夫君の質問は終了いたしました。

◎棚原芳樹君

９月定例会一般質問最後になりました。あとしばらくのおつき合いのほどよろしくお願いいたします。

最後になりますと、もう似たような質問も多々あろうかと思いますが、再質問あたりで私なりに私見を交

えながら意見を述べていきたいと思っておりますので、当局の誠意あるご答弁よろしくお願いします。

それでは、通告に従いまして一般質問を行いますので、当局の誠意あるご答弁をよろしくお願いいたし

ます。まず、市長の政治姿勢についてでございますが、最近島田紳助さん番組の後押しというか、影響な

どによって、市内の大手レンタカー会社もフル稼働しているそうです。紳助さんの番組が宮古に関心を持

つきっかけになったと多くの観光客は話しております。そこでお伺いいたしますが、当局は観光振興と観

光客誘致について、どのような計画と対策をしているのか、お聞かせください。

引き続き宮古島市と姉妹都市基隆市との交流についてでございますが、５月27日から５月31日に下地敏

彦市長を先頭に私もＪＴＡチャーター便で135人ほどの多くの市民の皆様方とともに、基隆市との交流会

に参加しました。今後観光や経済面だけでなく、文化やスポーツの交流を通して発展していくものだと大

きく期待をしております。そこでお伺いしますが、今回の交流を通してどのような効果があったのか。ま
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た、台湾側の復興航空やスタークルーズ社からどのような指摘や要望があったのか。また、今後の台湾と

の交流計画についてもお聞かせください。

引き続き市立保育所、認可保育所の入所、入園の低所得者優先についてでございますが、ある女性の方

が私に少しおっしゃっていたんですけど、夫が安定した仕事がなく、また仕事もあったりなかったりで、

そして自分も働きたくても２人の小さな子供がいて、保育所に預けられないため、働こうにも働けないの

で、低所得者優先で入所、入園はできないのかということをおっしゃっておりました。そこでお伺いいた

しますが、市立保育所や認可保育所への低所得者優先の入園、入所はできないのか、お伺いいたします。

また、待機児童対策についても現在どのような対策をなされているのか、お聞かせください。

引き続き県立公園計画の状況について、現在どうなっているのか、お伺いいたします。

また、下地島空港周辺残地の利活用計画についても、現在の状況をお聞かせください。

引き続き国営かんがい排水事業、宮古伊良部地区の進捗状況についてもお聞かせください。

先ほども少し話しましたが、地域活性化支援を目的とする「紳助社長のプロデュース大作戦」では、民

宿の改築から経営までを通して、宮古島の自然や素朴な人柄、郷土料理などを紹介し、宮古島のＰＲに大

きく役に立っております。我が宮古島市でこのような番組を制作したり、コマーシャルを流したりした場

合、何千万円、何億円の制作費やコマーシャル料金がかかるのかを考えると、島田紳助社長には感謝の気

持ちでいっぱいであります。そこでお伺いしますが、島田紳助さんのこの番組に対する市長の感想と今後

の宮古島市として支援計画はあるのか、お伺いをいたします。

下里公設市場とトゥリバー開発についても進捗状況をお聞かせください。

引き続き砂山開発計画は、現在どうなっているのかもお聞かせください。

続きまして、道の駅、通称橋詰広場計画でございますが、伊良部大橋の根元のほうで実施するというこ

とで話し合いが持たれておりますが、現在の状況をお聞かせください。

また、通り池のトイレ計画についても３月定例会でも質問しましたが、現在どうなっているのか、お伺

いいたします。

引き続き佐和田漁港トイレ設置についてでございますが、部落からかなり離れているため、トイレがな

くて漁民の皆様が大変困っております。もちろん県管理漁港であることは承知しておりますが、宮古島市

として県のほうに佐和田漁港へのトイレ設置の要請はできないものか、お伺いいたします。

引き続き公園及び観光地のトイレ管理についてもお聞かせください。

。 、 。引き続き道路行政についてお伺いいたします 私は 旧平良市時代より何回か質問をしてまいりました

伊良部大橋の開通までにトゥリバー地区臨港道路―伊良部線の整備ができないものかお伺いしてきました

が、現在の状況をお聞かせください。また、道路建設とともに、上水道、下水道の整備はできないのか、

お伺いをいたします。

また、伊良部大橋伊良部側から長山港への道路計画についても現在の状況をお聞かせください。

引き続き伊良部地区市道35号線の道路整備についてもお伺いいたします。

引き続き大道線整備計画でございますが、バイパスのほうから市内のほうへ抜ける道路は、余りにも狭

いので大変危険な状況でもありますし、子供たちの通学路としても重要な道路でもあります。２年半後の

伊良部大橋の開通や県立宮古病院が今新築移転も計画されております。早目の道路整備が必要と思われま
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すが、現在の計画についてお伺いいたします。

引き続き農業行政についてお伺いいたします。まず、伊良部地区貯水池修繕計画についてでございます

が、何カ所の計画であるのか。また、優先順位はどうなっているのか。各箇所の修繕金額はどうなってい

るのか。また、どのような対策を進めているのか。何年かけて修繕をするのか。なぜこういうふうになっ

たのか、お伺いいたします。

引き続きマンゴー等販売促進事業の進捗状況と今年度のマンゴー販売に対する成果についてお聞かせく

ださい。

また、マンゴーにかわる作物はないのか、お伺いいたします。

引き続き有機質肥料補助事業についてでございますが、伊良部のほうでも伊良部の堆肥センターで豊作

１号を補助対象としておりますが、伊良部地区のほうには鶏ふんのマルイ有機は補助対象になっておりま

せん。なぜ鶏ふんのマルイ有機はなっていないのか。また、伊良部地区でも補助対象にしようとして見直

す考えはないのか、お伺いいたします。

牧山公園の整備状況についても少しばかりお聞かせください。

引き続きまして、伊良部地区土地改良事業の現状と今後の計画についてもお聞かせください。

引き続き経営構造対策事業、現在は特定地域経営支援整備事業ということであります。平成22年度から

平成25年度までの計画をお聞かせください。

答弁をお聞きしまして、再質問しますので、よろしくお願いいたします。

◎市長（下地敏彦君）

下地島空港周辺残地の利活用計画の進捗状況についてであります。下地島空港周辺残地の利活用につい

ては、下地島空港周辺用地農業的利活用検討委員会において、利活用に関する課題の検証を行っていると

ころです。今年６月には、残地で農業を営んでいる農家を対象に、土地改良事業の導入や農地の払い下げ

等についての意向調査を行いました。この意向調査の結果を踏まえ、下地島全体を農業振興地域に編入す

ることや農地の払い下げ方法等について検討しているところであります。今後の方針として、農業的利用

ゾーンの利活用推進を重点的に進め、下地島全体を農業振興地域に編入し、同ゾーンの農用地区域指定や

農業基盤整備事業の導入、同ゾーンの払い下げ方法等について、県や関係機関と実現に向け今協議を進め

。 、 、ているところであります 県においては 下地島土地利用基本計画書を本市計画と整合性がとれるように

農業的利用ゾーンを広げる形での改定を検討しており、今後は下地島の現況に即した利用計画を進めてま

いります。

次に、島田紳助の番組に対する感想と市の支援についてということであります。ＴＢＳテレビ「紳助社

」 、 。 、長のプロデュース大作戦 の番組は 宮古島市にとって大変すばらしいＰＲだと感謝しております また

レンタカー使用観光客の７割が民宿「夢来人」も観光したいという新聞記事もありました。宮古島の知名

度アップに大きく貢献し、経済効果及び観光客の増加にもつながっているものだと思います。今後とも撮

、 、 、 。影協力等の依頼がありましたら 宮古島ＰＲのため 積極的に支援 協力していきたいと考えております

◎副市長（長濱政治君）

観光関連で、宮古島市と姉妹都市基隆市との交流について、３点ほどございまして、一括してお答えし

たいと思います。
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、 、基隆市との交流につきましては スタークルーズ社や復興航空へ市長みずからのトップセールスを初め

民間団体によるワークショップを行ってまいりましたが、今回の訪問において、経済や教育、観光など、

５つの分野で宮古と台湾の関係者による活発な意見交換を行い、スポーツ交流や学校間交流等について継

続的に情報交換を行っていこうという共通の認識を持つことができたのが大きな成果だというふうに思っ

ております。宮古島へのチャーター便検討の際に課題となりますのは、宮古島の観光資源、出入国の手続

に係る設備設置、ホテル料金、台湾の人々の楽しめるモデルプランの提案等が今後重要なものと思われま

す。今後の予定といたしましては、民間団体による交流や両市民間の交流が継続できるよう、市としても

積極的に協力、支援していきたいというふうに考えております。

それから、道の駅橋詰広場についてでございます。伊良部大橋の開通を見据えた伊良部側の橋詰広場の

道の駅など、地域振興施設の整備につきましては、地元の意見を踏まえ、県が主催する検討委員会で討議

しておりますが、具体的な結論はまだ出ておりません。市としましては、これらの商業施設はまずは意欲

のある地域住民や団体が主体的に整備すべきものと考えており、市が実施主体となって整備することは困

難と考えております。

◎福祉保健部長（譜久村基嗣君）

、 、 。まず最初に 公立及び法人保育所の入所に際し 低所得者の優先入所ができないかという件であります

市立保育所及び認可保育所の入所は、児童福祉法第24条の規定に基づき、保護者が労働や疾病などで保育

に欠ける場合に入所できることになっています。あくまでも保護者が保育に欠ける状況の程度により入所

の優先度が決まりますので、所得による優先的入所は困難と考えております。なお、母子家庭や生活保護

受給世帯に関しましては、優先的な入所を行っています。これは、母子家庭の場合は母子及び寡婦福祉法

に特別な配慮がうたわれていることや生活保護受給世帯に関しましては、早期自立を図る観点から優先的

な入所を行っております。

次に、待機児童解消に向けての取り組みでございますが、本市では待機児童の解消を図るため、県の保

育所入所待機児童対策特別事業を活用いたしまして、認可外保育施設の認可保育所への移行を支援してお

ります。本年度は、既に１園の認可外保育施設を選定し、認可化に向けて支援することが決定してござい

ます。平成23年度につきましては、２園の認可外保育施設を選定し、認可化に向けて支援する予定でござ

います。

◎農林水産部長（平良哲則君）

まず１点目 国営かんがい排水事業の進捗状況でありますが 国営宮古伊良部土地改良事業は 平成21年、 、 、

度に事業着手し、平成22年９月までに約28億1,000万円の事業を実施し、進捗率は5.4％でございます。平

成22年度は仲原地区仲原地下ダム工事126メートル、伊良部導水路工事1.5キロを実施します。

次に、佐和田漁港トイレ設置についてでありますが、佐和田漁港は県管理漁港で、今年度は環境整備事

業で用地舗装、植栽、モズク管理施設等の整備を行う計画であります。トイレ設置については、漁民の皆

さんの要望も聞きながら、県に要請していきたいというふうに考えております。

次に、伊良部地区貯水池修繕計画についてお答えいたします。伊良部地区の貯水池は、24カ所設置され

ています。その内訳は、構造改善かんがい排水事業で10カ所、県営かんがい排水事業で８カ所、団体営か

んがい排水事業で６カ所であります。そのうち構造改善かんがい排水事業で整備した貯水池については、
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老朽化が進んでおり、６カ所は修繕し、残り４カ所については今年度じゅうに整備する予定であります。

県営かんがい排水事業及び団体営かんがい排水事業で整備した貯水池14カ所のうち12カ所は、利活用して

おりますが、一部の貯水池は漏水があること、また場所によっては導水管が十分連結していないなどの不

備があることから、残り２カ所も含め、早急に補修する必要があり、現在県に対し要請しているところで

あります。

次に、マンゴー等販売促進事業の進捗状況と今年度のマンゴー販売に対する成果でありますが、宮古島

産マンゴーのＰＲ及び販路拡大については、今年２月に九州及び岐阜県の業者を訪問し、宮古島産マンゴ

ーの現状等について説明を行うとともに、取り扱いをお願いをいたしました。その結果、岐阜県に本部の

ある株式会社と今年度産マンゴーから取引が始まりました。今年度は、量的には少量であったが、次年度

以降も引き続き取り扱うということになっております。

次に、マンゴーにかわる作物はないかということでありますが、マンゴーについては、輸送及び販路確

、 。 、保等の問題が解決するまでは 新規事業を控えたいと思っております マンゴー以外の野菜等については

要望があれば平成24年度以降の事業実施に向け取り組んでいきたいと考えております。

次に、有機質肥料補助事業でありますが、有機質肥料補助事業は長年の化学肥料で地力が低下している

ため、有機質肥料を投入し、地力の増強を図る目的で実施をしております。伊良部地域は、合併後も地元

堆肥センターで生産された豊作１号を補助対象として活用してきましたが、地域の農家より鶏ふん（マル

イ有機）の要望が多いため、今後は見直しをしまして、関係機関と調整をし、対応してまいりたいという

ふうに考えております。

次に 伊良部地区土地改良事業の現状と今後の計画でありますが 伊良部地区の土地改良事業は平成21年、 、

度までに739.1ヘクタール、整備率が40.7％の圃場整備が完了しております。今後の計画は、平成22年度

から平成27年度までに県営４地区、面積が180.1ヘクタール、団体営が５地区で68.4ヘクタールを整備す

る予定となっております。

次に、経営構造対策事業平成22年度から平成25年度までの計画でありますが、経営構造対策事業は事業

名が変わりまして、現在は特定地域経営支援整備事業で、計画としましては平成22年度伊良部長浜地区及

び城辺福里地区に果樹温室１カ所の整備、それから平成23年度は伊良部長浜地区に果樹温室１カ所と畜舎

の整備、それから城辺福里地区に果樹温室１カ所の整備を計画しております。それ以降については数件の

要望があることから、平成24年度新規地区で整備できるように計画をしていきたいというふうに考えてお

ります。

◎建設部長（友利悦裕君）

県立公園計画の状況についてでありますが、宮古圏域における県立公園整備については、沖縄県市町村

連絡協議会や宮古管内県出先機関との意見交換会において要請を行ってまいりました。県においては、沖

縄振興計画及び宮古島都市計画マスタープラン等でも位置づけされており、その必要性を十分認識してい

ただいております。しかしながら、県の財政状況が厳しいこと、合併に伴う都市計画区域の再編や土地利

用計画の見直しなどの課題があり、今後これらの課題の解決を図りながら事業化に向け、慎重に検討して

いきたいとのことであります。今後とも要請活動を続けていきたいと考えております。

次に、トゥリバー開発計画の状況について、トゥリバー地区用地売買契約は平成19年９月４日に議決さ
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れ、平成21年９月までにホテル建設工事を着工する予定でありました。ところが、米国サブプライムロー

ン等の金融危機による経済状況の悪化で、平成20年11月に着工期限を２年間延伸する申請があり、宮古島

市は同年12月に合意しております。現在基本計画を完了し、実施設計の段階であり、建設費など初期投資

の圧縮を検討中とのことであります。

次に、砂山開発計画について、砂山開発計画については、沖縄県から平成４年株式会社ホークスタウン

へ開発許可があり、その後平成８年株式会社福岡ダイエー・リアル・エステートへ権限の承継、平成17年

。 、９月に会社更生法手続開始の申し立てを行っております その後株式会社砂山開発リゾートに引き継がれ

平成17年11月には環境調査を行っておりますが、その後動きが見られない状況であります。

次に、公園のトイレ管理について、本市の都市公園は19カ所の公園が供用開始しており、そのうち16カ

所の公園でトイレを設置しております。トイレの維持管理、清掃については、公園作業員及び委託業者に

て週２回の清掃を行い、市民が不便を来さないように努めております。

次に、伊良部大橋、伊良部側から長山港への道路計画について、当路線は市道伊良部103号線と県道平

良―下地島空港線が重複する区間であります。市道伊良部103号線としては、既に拡幅整備は実施されて

おり、現時点での整備計画はありません。また、同時に同区間は県道平良―下地島空港線で路線認定され

ておりますが、県の宮古土木事務所によると、現在のところ整備計画はないとのことであります。

次に、伊良部地区市道35号線の道路整備計画について、市道伊良部35号線につきましては、本路線は通

勤、通学路として重要な路線であると認識しており、平成23年度から平成24年度ころの事業採択に向けて

要望を行ってまいります。

次に、大道線整備計画について、市道大道線は昭和45年に都市計画道路として変更承認され、一部整備

されております。しかし、県道平良―新里線から県道高野―西里線を通り、バイパスまでの約750メート

ルが大原第二地区区画整理事業区域内であるため、未整備となっております。今後宮古病院の新築移転、

伊良部大橋の完成を見据えた都市計画道路整備は喫緊の課題であると考えております。去った８月21日に

区画整理事業区域内の地権者を対象に、住民説明会を開催し、関係権利者の意向を踏まえた計画を見直す

ため、アンケート調査を実施し、現在取りまとめ作業を行っているところであります。

◎観光商工局長（奥原一秀君）

棚原芳樹議員の観光振興と観光客誘致についてご答弁申し上げます。

観光振興につきましては 「みんなの『ちょっと』を持ち寄った美ぎ島づくり～いつでも人と海・自然、

を誇れる美ぎ島を目指して～」を基本理念に、平成22年３月に宮古島市観光振興基本計画を策定し、年間

入域観光客数50万人を目標に、観光地の整備や誘客、受け入れ態勢の整備等の諸施策を展開していく計画

であります。また、誘客活動につきましては、宮古島市観光協会と連携を図りながら、クルーズ船の就航

や修学旅行の誘致に取り組んでいきたいと考えております。

次に、下里公設市場建設の進捗状況についてでありますけども、当初８月中に実施設計を終え、９月か

ら建設工事に入る予定をしておりましたが、指定構造計算適合判定機関の審査を受けることで、工事費の

圧縮が見込めることから、審査のため２カ月程度延長し、11月から建設工事に入ることとして、年度内完

成に向けて取り組んでいるところでございます。

、 、 、 、それから 公園 観光地のトイレ管理についてでありますけども 観光地のトイレ管理につきましては
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現在シルバー人材センター等と清掃委託業務を締結し、週３回程度の清掃を行っております。観光シーズ

ンにおいては、状況によって回数を増やすなど、対応してまいりたいと考えております。

◎上下水道部長（下地祥充君）

トゥリバー地区臨港道路伊良部線整備計画について、上水道・下水道計画はあるかということですが、

現在のところ上水道・下水道計画は特にございません。しかしながら、今後の住宅建設状況を見きわめな

がら対処してまいります。

◎伊良部支所長（長濱光雄君）

通り池のトイレ整備計画についてでございますが、現在通り池には男子用大、小１基、女子用２基が設

置されております。近年大型バスを利用したツアー観光客が多く、トイレ不足に対し苦情、要望等が寄せ

られております。伊良部大橋開通後には観光客の飛躍的な増加が予想されますので、入域観光客に不便の

ないよう、計画的な整備をしてまいります。

次に、牧山公園整備状況についてご説明いたします。牧山公園は、宮古本島や伊良部大橋を展望できる

風光明媚な場所にあり、多くの原生植物が植生し、リュウキュウギンバト等の野鳥の生息地にもなってお

ります。公園内には旧住居跡やウズの主の墓など、文化的遺産も点在し、観光資源としても貴重な公園で

あります。これまで公園の維持管理が不十分で、有効活用に供することができませんでした。今年度、平

成22年度より緊急雇用創出事業を導入し、公園が散策できるよう樹木等の伐採、清掃を進めております。

今後とも伊良部大橋完成後の貴重な観光資源として、計画的に整備を進めてまいります。

◎棚原芳樹君

再質問をいたします。

まず、観光振興、観光客誘致についてでございますが、いろいろ宮古島市としても対策、計画をなされ

。 、 。ているようでございます ここに少し新聞の切り抜きがありますけど 少し読み上げてみたいと思います

石垣島に通訳、ガイド校、通訳業のティスコジャパン福岡市は、2011年度にも沖縄県石垣市に外国人向け

観光ガイドや通訳者の養成学校を開設する。英語、中国語、韓国語のいずれかを取得。石垣島の観光名所

を案内できるガイドなどを育成する。アジアからのクルーズ船の寄港や2013年に予定されている新石垣空

港の開港をにらみ、今後の外国人客の増加による観光需要の拡大を見込むというふうに新聞に載っており

。 、 。ます また 石垣島には台湾のほうからスタークルーズ船や航空機で年間６万人の外国人観光客が訪れる

そして、就職先が少ないことを理由に石垣島を離れる若者は多いという、国際化に対応した人材が育てば

雇用の機会も格段に広がるのではないかと。そして、このティスコジャパンは石垣空港内に外資両替商を

10月に開設すると発表しております。両替はアメリカドルやユーロ、ロシアのルーブルなど、18通貨を取

り扱う予定であり、海外客向けに携帯電話のレンタルサービスも始めるというふうに言っております。

こんなふうに石垣のほうは我々宮古島よりもやはり観光においてはもう先進地でありますし、先駆者で

あります。これを考えるときに、我々宮古島市も行政としても何らかのアクションを起こして、こういう

ふうな将来の外国人観光客に対応できる人材の育成も今からやっていかないことにはいけないのではない

かと私は思うわけでございます。ぜひ下地敏彦市長を先頭にですね、石垣島に負けずに、こういうふうな

通訳、ガイド、そういう専門学校の誘致も取り組んでほしいなと思っております。

基隆市との交流でありますが、やはり出入国の手続をどうしてもやるところを設けないと来れないです
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よというようなふうに復興航空もおっしゃっておりました。ぜひ石垣にはもう週２便から３便台湾から来

ているわけでございますので、我々も何らかの方法でこういうふうな出入国のほうも準備してですね、復

興航空をお迎えできるようにやってもらいたいなと思っております。

また、引き続き市立保育所、認可保育所の低所得者だけを考えた優先入所はできないと、入園はできな

いということで、最近安定した仕事がなく、なかなか入園ができなくて困っているということを訴えてお

ります。認可外保育所が今年、また来年認可保育所になっていくということでありますので、できるだけ

待機幼児が出ないようにお願いをしたいと思います。

下地島空港、県立公園、下地島空港周辺の利活用については、伊良部のほうでも今農業が見直されると

いうか、公共工事が激減する中、いろんな働く皆様方が農業に目を向けて一生懸命今頑張っているところ

でございます。この下地島残地の農業振興地域、そしてまた80町歩から100町歩を基盤整備してかんがい

をしっかりやるということで、大変期待をしておりますので、県のほうともしっかりこれはお話しして、

早目にできるようにお願いをしたいと思います。

国営かんがいはいいとして、島田紳助さん番組に対する感想と今後のということですけど、やはり市長

が答えておりますように、もう紳助さんのこの宮古を思う気持ちをしっかり受けとめて、行政側としても

何らかのこれからまた協力ができる範囲内で一生懸命やっていきたいということであります。石垣のほう

も紳助さんは一生懸命ＰＲしてきました。今宮古のほうを重点的にＰＲしていこうということで頑張って

おります。やはり紳助社長が宮古に対する熱い思い、宮古を思う気持ち、これはやはり我々議会も、また

行政側もしっかりと受けとめて、５年後、10年後のこの宮古の観光を考えたときに、紳助さんのこの番組

が大きな起爆剤になると思っておりますので、ぜひ紳助社長の心を受けとめて、行政も何が協力ができる

のかを考えて、もっと協力体制を強化してもらえればと思っております。

トゥリバー開発でございますが、嘉手納学議員の質問にもこうやって答えておりますように、実施設計

段階にもう入っているんですということをおっしゃっておりました。やはり実施設計ということは、着工

期限まで残り１年と、この新聞にも書いてあります。私は、このトゥリバーは上水道の整備はもう終わっ

ているんですけど、聞いたところ下水道整備はまだなされていないと。やはりトゥリバー地区は我々エコ

、 、 、アイランド宮古島 環境をうたう宮古島でありますから あれだけの何百名の収容をするホテルができる

その周辺にもまたログハウスのような、そんなところもできていくという計画の中で、やはりやる前にま

ずは上水道と下水道だけは整備しておくのが私は普通ではないのかなと思うわけでございます。多分実施

、 、設計ができているということは もう浄化槽の設計もやらないと建築確認はおりないわけでありますから

つくって下水道を持ってきても、もう浄化槽何千万円かかると思うんですよ、このホテルは。浄化槽をつ

くって、ホテルつくって、後から下水道を持ってきても、果たしてこれが意味があるのかなと私は思うわ

けでございます。この辺をホテルをつくってからトゥリバーのほうは下水道は持っていくのか、お伺いを

いたします。

道の駅でございますが、長濱政治副市長が今の答弁で市としては先頭に立っては余りやっていかず、そ

こをやる方々が積極的にやっていくのが望ましいというようなほうに言っておりますが、やはり道の駅の

整備ももちろん伊良部大橋とともにみんなが願っていることでございます。これは、県とのいろんな詰め

やまた今後そこにどういうふうな業態で、どういうふうな業者の方々、どういうふうな方々を選別して入
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れていくかというのもやはり市が、当局が中心になって、そこに入る方々の選定方法やいろんなものも指

導していかなくては、積極的にやってくる人たちがやらなくてはいけないような今の私は答弁を聞いて、

、 、 、これはやはり行政がもっと積極的にこの道の駅をつくっても しっかりと成功するように また県の事例

各市町村の事例も勉強して教えていくべきだと私は思っておりますので、その辺をもう一度答弁をお願い

したいと思います。

通り池のトイレ設置についても計画して進めていきたいということでございますが、あと２年半したら

伊良部大橋がもう開通するんですよ。今から計画してやっと間に合うぐらいだと私は思っております。と

にかく計画してやっていくという答弁だけで、また12月、また３月定例会でも同じようなことを言ってい

くと、もう本当に今先ほど来の議員の皆様方がおっしゃっておりますように、３万人、４万人の観光客が

20万人にも、30万人にもなるんですよ。そして、今通り池の苦情は特に冬場あたり観光客が３台も４台も

一気に来るそうです。そして、トイレを利用する女性の方々はもう通り池を見るどころではなくて、並ん

でトイレに入るのが大変だと。ですから、トイレの増設を早くやっておかないと、今より観光客が増えて

通り池に何台ものレンタカーやバスが来たら、もうパニック状態になると。ちょうど通り池は中間あたり

で、トイレに行かなくてはいけないような、そういうふうな感じでおっしゃっておりますので、これは早

急に私は整備して、今から計画してやっと２年半後に間に合うわけでございますから、お願いをしたいと

思います。

佐和田漁港トイレについても、県管理ではございますが、ぜひ県のほうにお願いしてですね、相談して

設置できるようにお願いしたいと思います。

公園及び観光地のトイレでありますが、通り池のトイレのほうに私が行ったところ、公園にはやはり観

光地のトイレは男性の小便用、ガラン式が多くてですね、あけたまま閉めないで、今度老人なんか来ると

きなんかうっかりして最後の人が閉めないで忘れていく。通り池の隣に売店している姉さんたちが来たら

朝まで流れっ放しになっているそうですね。それがやはり観光地や公園ではあちこち見受けられるという

ふうに聞いております。ですから、それをプッシュ式にさえすればとまるわけでございますから、宮古全

体の公園や観光地のトイレを考えたときに、やはりプッシュ式に切りかえていかなくてはいけないのかな

と私は思いますので、この辺をできるのかできないのか、よろしくお願いします。

トゥリバー、臨港道路でございますが、やはりこれも旧平良市時代から伊良部大橋開通までには間に合

うように道路整備をしないと大変なことになるよと、僕は何回も言ってきました。今年、来年あたりから

できそうではございますが、これをつくるに当たって、この道路は18メートルとか、20メートルとか、道

路をつくるというふうにおっしゃっております。そういうふうにした場合、伊良部から来て市役所やマテ

ィダ市民劇場やホテルアトールエメラルド宮古島とか、市内に抜けるときはこの大きな道路を利用するの

が多いと思うんですよ。そうなると、この臨港道路―伊良部線にはいろんな商売用の店舗が建ったり、ま

たマンションが建ったり、ホテルが建ったりすると思われます。ですから、道路整備とともに上水道、下

、 。水道も整備しておけば またアスファルト舗装を壊してやったりする二重の手間が省けると思うんですよ

行政は、５年後、10年後を見越して道路整備とともに、上水道も下水道も設置するというのが私は先を読

んだ行政のあり方かなと思うんですけど、今の答弁ではその状況を見ながら建物が建っていく状況を見な

がら今後を考えたいと言っておりますが、２年半後には道路ができるわけでございますから、つくってか
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らまた掘り起こしてやるというのは私は税金の無駄遣いじゃないかなと思いますので、その辺も５年後、

10年後を見越した計画をお願いしたいと思います。

伊良部大橋から長山港はいいとして、この伊良部市道35号線は、もう私は何回も質問してお願いしてお

りますが、早目にぜひ歩道を設置した道路を整備してほしい。

大道線整備計画も、宮古病院の新築移転ももう決まっておりますし、伊良部から架橋がかかると、また

何かと通行量の多い道路になろうかと思いますので、早目の整備をお願いしたいと思います。

伊良部地区の貯水池修繕計画についても、県とも相談してですね、早目にやはり水はもう農家の命であ

りますから、早目に整備して、伊良部の農業者の皆様方が安心して水利用ができるようにお願いをいたし

ます。

マンゴー等販売促進状況でありますが、もう何カ所か多分回ったかと思いますが、１カ所しか今取引を

やっていないということでございます。400トン、そして500トン、600トンということで、マンゴーは間

違いなく増えていくのは目に見えております。ぜひ販路の拡大のほうをですね、今年も来年もあと５カ所

でも、10カ所でも探していないと、もう売るところがないと。つくったんですけど、売るところがないと

いうことになると困りますので、もっと販売促進事業はやっていってほしいなと思っております。

この有機質肥料補助についてはですね、伊良部のほうにはなぜ鶏ふんのマルイ有機はやらないのかと。

同じように伊良部の方々も税金払っていて、宮古本島には約220円ですね、約半額近い値段でマルイ有機

も補助対象にしてもらえる。しかし、伊良部にはこれをやっていない。同じ税金払っていて、何で伊良部

にはやらないのかと、伊良部の農家から大変苦情があります。早目に伊良部の農家にも不満が出ないよう

にですね、平等に私はやってほしいというお願いをしたいと思います。

牧山の公園整備についてはもうすばらしく公園が整備されて、私もこの前行って見てきたんですけど、

本当に遊歩道も歩いて観光もできるし、見晴らしもいいし、観光客がまたちょうど来ていて、すばらしい

ですねと言っておりました。また、伊良部のいろんな方々もあそこにはウズの主の墓も周辺にあって、整

備してきれいになって本当にありがたいねということでございました。ありがとうございます。

伊良部地区の土地改良事業もこの第２期の地下ダムの水が伊良部大橋を渡っていくわけでございますか

ら、私が言いたいのは面の整備、もっと増やして県営でも、宮古島市でもやっていかなければならないの

ではないかと思っておりますので、新規地区をあと二、三カ所でも早目に増やして、面の整備を頑張って

ほしいなと思っております。

経営構造対策事業ももう平成23年度まで決まっている。新しく平成24年度からは補助率がもちろんどう

なるかまだわかっていない。ただ、今後やはり急に補助率が50％とかに落ちるというのは、今の政府と沖

縄の状況ではあり得ないと思っておりますので、やはり農業はもうこれから本当に夢の持てる農業でござ

いますから、ぜひこういったハウスをつくって周年栽培がしたい、また台風対策でもできる作物がつくり

たい、冬場でもまたできる作物をしたいというふうに大きな夢を抱いておりますから、ぜひ平成24年度か

らの事業計画も指導して進めて、準備してね、新規のまた地区指定をやっていってくれますようにお願い

をいたします。

今日テレビで見ていたら、あした７時からこの島田紳助社長のプロデュースする番組があるそうでござ

います。ぜひ市長も、副市長も、議員の皆様方もあしたは酒は飲まないで、７時から紳助社長の番組も見
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てですね、いかに宮古島市対して紳助社長が一生懸命やっているかも見ながら、今後議会としても、行政

としても一緒になって宮古の観光のあり方、また宮古の発展に寄与するわけでございますから、取り組む

知恵を出し合って頑張っていければなと思います。

最後になりました。この辺で私の一般質問は終わります。ありがとうございました。

◎市長（下地敏彦君）

通訳、ガイドの学校の話なんですが、石垣島でつくるということは聞いております。ただ、具体的にで

すね、どの程度の規模で、どれぐらいの内容でというのがまだよくわかりません。もし本当にすばらしい

通訳学校ができるんであれば、何も宮古につくる必要はないわけで、その学校に宮古から派遣すればよい

というふうに思っております。いずれにしましても、その内容がわかり次第対応してまいりたいと思いま

す。

◎副市長（長濱政治君）

伊良部大橋絡みの橋詰広場の件でございます。伊良部大橋絡みで橋詰広場ということで、県が検討委員

会を主催しておりまして、そこの中でじゃどのような形にするかという話し合いがなされております。た

だ、その橋詰広場の中で今商業施設、経済施設というふうなものを一応絵をかいてありますけども、この

補助メニューが今のところ見当たらないということで、ちょっと二の足を踏んでおります。これを全部単

費でやって、しかも単費で全部維持管理までやるかということになると、これはちょっとつらいものがあ

、 。りまして 今のところできれば意欲のある方に何とかやっていただけないかというふうに思っております

また、高率の補助メニューがありましたら、そのときはまた検討したいというふうに思っております。

◎上下水道部長（下地祥充君）

トゥリバー地区に現在でも上水道は入っています、その地区にですね。下水道はまだ入っておりません

けど、先ほどの建設部長の説明の中で、もう実施計画がはっきりしているということでありますので、財

政とも相談してですね、これから実施計画をつくってまいりたいと思っております。

それと先ほどの伊良部の湾岸道路ですか、その部分についてですけど、現在住宅も何もありません。そ

、 、 、こに配水管を布設するとですね 水がそこでとまってしまいますので それは非常に問題がありますから

どうしても集落ができてから水道は引くという順番になりますので、どうぞご了解いただきたいと思いま

す。

◎議長（下地 明君）

これで棚原芳樹君の質問は終了いたしました。

これをもちまして一般質問を終わります。

本日の日程はこれで終了いたしました。

よって、本日の会議はこれにて散会いたします。

（散会＝午後５時34分）
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第７号

平成２２年９月２８日（火）午前１０時開議

日程第 １ 議案第７４号 宮古島市食育推進会議条例 （委員長報告）

〃 第 ２ 〃 第７５号 宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第 ３ 〃 第７６号 宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第 ４ 〃 第６５号 平成２２年度宮古島市一般会計補正予算（第２号） （ 〃 ）

〃 第 ５ 〃 第６６号 平成２２年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ６ 〃 第６７号 平成２２年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ７ 〃 第６８号 平成２２年度宮古島市老人保健特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ８ 〃 第６９号 平成２２年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ９ 〃 第７０号 平成２２年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１０ 〃 第７１号 平成２２年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１１ 〃 第７２号 平成２２年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１２ 〃 第７３号 平成２２年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号） （ 〃 ）

〃 第１３ 〃 第７７号 宮古島市定住自立圏形成方針の策定について （ 〃 ）

〃 第１４ 〃 第７８号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画（総合整備計

画）の変更について （ 〃 ）

〃 第１５ 〃 第７９号 宮古島市過疎地域自立促進計画（平成２２年度～平成２７年度）の策定に

ついて （ 〃 ）

〃 第１６ 〃 第８０号 議決内容の一部変更について （ 〃 ）

〃 第１７ 〃 第８１号 字の区域の変更について （ 〃 ）

〃 第１８ 〃 第８３号 財産の取得について （ 〃 ）

〃 第１９ 認定第 １ 号 平成２１年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について（ 〃 ）

〃 第２０ 〃 第 ２ 号 平成２１年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て （ 〃 ）

〃 第２１ 〃 第 ３ 号 平成２１年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）
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日程第２２ 認定第 ４ 号 平成２１年度宮古島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

（委員長報告）

〃 第２３ 〃 第 ５ 号 平成２１年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて （ 〃 ）

〃 第２４ 〃 第 ６ 号 平成２１年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２５ 〃 第 ７ 号 平成２１年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２６ 〃 第 ８ 号 平成２１年度宮古島市診療事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２７ 〃 第 ９ 号 平成２１年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２８ 〃 第１０号 平成２１年度宮古島市水道事業会計決算認定について （ 〃 ）

〃 第２９ 陳情書第２０号 道路信号機設置並びに道路行政について （ 〃 ）

〃 第３０ 〃 第２１号 地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請） （ 〃 ）

〃 第３１ 〃 第２２号 県産品の優先使用について（要請） （ 〃 ）

〃 第３２ 同意案第 ２ 号 教育委員会委員の任命について （市長提出）

〃 第３３ 諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３４ 〃 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３５ 〃 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３６ 〃 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３７ 〃 第 ５ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３８ 決議案第 ４ 号 県産品及び地元産品愛用宣言決議 （経済工務委員会提出）

〃 第３９ 〃 第 ５ 号 尖閣諸島海域における中国漁船の領海侵犯、公務執行妨害事件の対処に対

する抗議および安全操業確保についての要請 （議会運営委員会提出）

◎会議に付した事件

議事日程に同じ
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平成２２年９月２８日

宮古島市議会

議長 下 地 明 殿

総務財政委員会

委員長 眞榮城 德 彦

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０２条の規定によ

り報告します。

記

議案番号 件 名 結 果

議案
平成２２年度宮古島市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

第６５号

議案
宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例 〃

第７６号

議案
宮古島市定住自立圏形成方針の策定について 〃

第７７号

議案 辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画（総合整備計画）の
〃

第７８号 変更について

議案
宮古島市過疎地域自立促進計画（平成２２年度～平成２７年度）の策定について 〃

第７９号

議案
議決内容の一部変更について 〃

第８０号

議案
財産の取得について 〃

第８３号

認定
平成２１年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について 認 定

第 １ 号

◎認定第１号

認定第１号については、伊良部７号線道路改良工事・１工区の決算審査意見書について監査委員及び市当

局より別々の説明を受けた。採決の結果、可否同数となり、委員長裁決により認定とした。
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平成２２年９月２８日

宮古島市議会

議長 下 地 明 殿

文教社会委員会

委員長 垣 花 健 志

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０２条の規定によ

り報告します。

記

議案番号 件 名 結 果

議案
平成２２年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

第６６号

議案
平成２２年度宮古島市老人保健特別会計補正予算（第１号） 〃

第６８号

議案
平成２２年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号） 〃

第７１号

議案
平成２２年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〃

第７２号

議案
宮古島市食育推進会議条例 〃

第７４号

議案
宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例 〃

第７５号

認定
平成２１年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

第 ２ 号

認定
平成２１年度宮古島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 〃

第 ４ 号

認定
平成２１年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃

第 ７ 号

認定
平成２１年度宮古島市診療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

第 ８ 号
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議案番号 件 名 結 果

認定
平成２１年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

第 ９ 号
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平成２２年９月２８日

宮古島市議会

議長 下 地 明 殿

経済工務委員会

委員長 嘉手納 学

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０２条の規定によ

り報告します。

記

議案番号 件 名 結 果

議案
平成２２年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

第６７号

議案
平成２２年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〃

第６９号

議案
平成２２年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

第７０号

議案
平成２２年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号） 〃

第７３号

議案
字の区域の変更について 〃

第８１号

認定
平成２１年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

第 ３ 号

認定
平成２１年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

第 ５ 号

認定
平成２１年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

第 ６ 号

認定
平成２１年度宮古島市水道事業会計決算認定について 〃

第１０号
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◎意 見

認定第３号については、財産収入等での長期にわたる滞納による多額の収入未済額がある。港湾施設の利

用者間における公平性の確保及び港湾事業特別会計の健全運営のためにも滞納の徴収強化を図るべきであ

る。
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平成２２年９月２８日

宮古島市議会

議長 下 地 明 殿

経済工務委員会

委員長 嘉手納 学

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１３５条の規定に

より報告します。

記

議案番号 件 名 結 果 措 置

陳情書 採択すべ
道路信号機設置並びに道路行政について

第２０号 きもの

陳情書
地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請） 〃

第２１号

陳情書
県産品の優先使用について（要請） 〃

第２２号

◎採択の理由

陳情書第２０号、陳情書第２１号、陳情書第２２号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採

択すべきものと決した。
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平成２２年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２２年９月２８日

（開議＝午前10時23分）

（ ） （ ）◎出席議員 ２６名 閉会＝午前11時16分

議 長（４ 番） 下 地 明 君 議 員（１４番） 亀 濱 玲 子 君

副 議 長（１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 〃 （１５〃） 前 里 光 恵 〃

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦 〃

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 〃 （１７〃） 上 地 博 通 〃

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 〃 （１８〃） 佐久本 洋 介 〃

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 〃 （１９〃） 平 良 隆 〃

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 〃 （２０〃） 新 城 啓 世 〃

〃 （７ 〃） 前 川 尚 誼 〃 〃 （２１〃） 嘉手納 学 〃

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 〃 （２２〃） 垣 花 健 志 〃

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 〃 （２３〃） 富 永 元 順 〃

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 〃 （２４〃） 池 間 豊 〃

〃 （１２〃） 眞榮城 德 彦 〃 〃 （２５〃） 下 地 智 〃

〃 （１３〃） 新 城 元 吉 〃 〃 （２６〃） 新 里 聰 〃

◎欠席議員（０名）

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 君 城 辺 支 所 長 狩 俣 照 雄 君

副 市 長 長 濱 政 治 〃 下 地 支 所 長 喜屋武 重 三 〃

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 〃 上 野 支 所 長 垣 花 徳 亮 〃

観 光 商 工 局 長 奥 原 一 秀 〃 消 防 長 砂 川 享 一 〃

総 務 部 長 砂 川 正 吉 〃 教 育 長 川 上 哲 也 〃

福 祉 保 健 部 長 譜久村 基 嗣 〃 教 育 部 長 上 地 廣 敏 〃

農 林 水 産 部 長 平 良 哲 則 〃 生 涯 学 習 部 長 安谷屋 政 秀 〃

建 設 部 長 友 利 悦 裕 〃 企 画 調 整 課 長 友 利 克 〃

上 下 水 道 部 長 下 地 祥 充 〃 総 務 課 長 下 地 信 男 〃

会 計 管 理 者 饒平名 建 次 〃 財 政 課 長 伊 川 秀 樹 〃

伊 良 部 支 所 長 長 濱 光 雄 〃

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷川取 辰 美 君 議 事 係 仲 間 清 人 君

次 長 宮 國 恵 良 〃 庶 務 係 長 友 利 毅 彦 〃

補 佐 兼 議 事 係 長 伊 波 則 知 〃
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◎議長（下地 明君）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時23分）

本日の出席議員は26名で、全員出席であります。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第７号のとおりであります。

この際、日程第１、議案第74号から日程第31、陳情書第22号までの計31件を一括議題とし、各所管委員

長から審査結果報告を求めます。

◎総務財政委員会委員長（眞榮城德彦君）

それでは、総務財政委員会審査結果を報告いたします。

宮古島市議会議長、下地明殿。総務財政委員会委員長、眞榮城德彦。

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第102条の規定によ

り報告します。

議案第65号、平成22年度宮古島市一般会計補正予算（第２号 、原案可決。）

議案第76号、宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例、原案可決。

議案第77号、宮古島市定住自立圏形成方針の策定について、原案可決。

議案第78号、辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画（総合整備計画）の変更につ

いて、原案可決。

議案第79号、宮古島市過疎地域自立促進計画（平成22年度～平成27年度）の策定について、原案可決。

議案第80号、議決内容の一部変更について、原案可決。

議案第83号、財産の取得について、原案可決。

認定第１号、平成21年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について、認定。

なお、認定第１号については、伊良部７号線道路改良工事・１工区の決算審査意見書について監査委員

及び市当局より別々の説明を受けた。採決の結果、可否同数となり、委員長裁決により認定とした。

◎文教社会委員会委員長（垣花健志君）

文教社会委員会の審査結果報告をいたします。

宮古島市議会議長、下地明殿。文教社会委員会委員長、垣花健志。

委員会審査結果報告書。

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第102条の規定によ

り報告します。

議案第66号、平成22年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号 、原案可決。）

議案第68号、平成22年度宮古島市老人保健特別会計補正予算（第１号 、原案可決。）

議案第71号、平成22年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号 、原案可決。）

議案第72号、平成22年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号 、原案可決。）

議案第74号、宮古島市食育推進会議条例、原案可決。

議案第75号、宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例、原案可決。

認定第２号、平成21年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。
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認定第４号、平成21年度宮古島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第７号、平成21年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第８号、平成21年度宮古島市診療事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第９号、平成21年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

◎経済工務委員会委員長（嘉手納 学君）

宮古島市議会議長、下地明殿。経済工務委員会委員長、嘉手納学。

委員会審査結果報告書。

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第102条の規定によ

り報告します。

議案第67号、平成22年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号 、原案可決。）

議案第69号、平成22年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号 、原案可決。）

議案第70号、平成22年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号 、原案可決。）

議案第73号、平成22年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号 、原案可決。）

議案第81号、字の区域の変更について、原案可決。

認定第３号、平成21年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第５号、平成21年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第６号、平成21年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第10号、平成21年度宮古島市水道事業会計決算認定について、認定。

意見。認定第３号については、財産収入等での長期にわたる滞納による多額の収入未済額がある。港湾

施設の利用者間における公平性の確保及び港湾事業特別会計の健全運営のためにも滞納の徴収強化を図る

べきである。

陳情書審査結果報告書。

本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第135条の規定に

より報告します。

陳情書第20号、道路信号機設置並びに道路行政について、採択すべきもの。

陳情書第21号、地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請 、採択すべきもの。）

陳情書第22号、県産品の優先使用について（要請 、採択すべきもの。）

採択の理由。陳情書第20号、陳情書第21号、陳情書第22号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異

議なく採択すべきものと決した。

◎議長（下地 明君）

これより委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑があれば発言を許します。

◎亀濱玲子君

まずですね、総務財政委員会からの委員長報告について質疑をさせていただきます。

認定第１号、平成21年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について、その中から伊良部７号線道路改

良工事・１工区の決算についてでありますが、委員長報告にありましたけれども、採決においては可否同
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数となり、委員長の裁決により認定としたというふうな報告をいただきました。これについては、どうい

う認定をすべきではないという認定に対する反対の意見が出たかということをお聞きしたいと思います。

よろしくお願いいたします。

◎総務財政委員会委員長（眞榮城德彦君）

委員会におきましてはですね、代表監査委員、それから市当局担当課ですね、それぞれ来ていただきま

して、いろいろ意見を聞きました。本体の決算意見書とは別に、別紙として伊良部７号線における決算審

査意見書が提出されておりましたので、それに対するやっぱり質疑を委員会でも重要視してやらなきゃい

けないと。当然この件に関しては評価が分かれるところでありまして、監査委員の提出した決算審査意見

書の中身をですね、尊重するんであれば、これはやっぱり決算認定には値しないんではないかという意見

とですね、監査委員そのものの決算審査意見書の提出の仕方、それからその中身についてですね、憶測の

域を出ないとか、それから断定しているものではないとか、要するに違法性があるかないかの判断でです

ね、違法性があると認められるという委員と、全然違法性に関して何の立証もされていない。ましてや決

算審査意見書の提出の仕方にも問題があるということで、意見が分かれました。私としては、決算そのも

のは意見書が出ていながらもですね、認定すべきものであるだろうということで、私は認定といたしまし

た。

◎議長（下地 明君）

ほかに質疑はございませんか。

（ 質疑なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、日程第１、議案第74号、宮古島市食育推進会議条例に対する討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第74号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第74号は可決されました。

次に、日程第２、議案第75号、宮古島市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例に対する討論の発

言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。
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これより議案第75号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第75号は可決されました。

次に、日程第３、議案第76号、宮古島市消防手数料条例の一部を改正する条例に対する討論の発言を許

します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第76号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第76号は可決されました。

次に、日程第４、議案第65号、平成22年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）に対する討論の発言を

許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第65号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第65号は可決されました。

次に、日程第５、議案第66号、平成22年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に対

する討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第66号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「
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◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第66号は可決されました。

次に、日程第６、議案第67号、平成22年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）に対する討論

の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第67号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第67号は可決されました。

次に、日程第７、議案第68号、平成22年度宮古島市老人保健特別会計補正予算（第１号）に対する討論

の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第68号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第68号は可決されました。

次に、日程第８、議案第69号、平成22年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）に

対する討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第69号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第69号は可決されました。
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次に、日程第９、議案第70号、平成22年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）に対す

る討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第70号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第70号は可決されました。

次に、日程第10、議案第71号、平成22年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）に対する討論

の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第71号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第71号は可決されました。

次に、日程第11、議案第72号、平成22年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に対す

る討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第72号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第72号は可決されました。

次に、日程第12、議案第73号、平成22年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号）に対する討論の発

言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「
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◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第73号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第73号は可決されました。

次に、日程第13、議案第77号、宮古島市定住自立圏形成方針の策定について討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第77号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第77号は可決されました。

次に、日程第14、議案第78号、辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画（総合整備

計画）の変更について討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第78号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第78号は可決されました。

次に、日程第15、議案第79号、宮古島市過疎地域自立促進計画（平成22年度～平成27年度）の策定につ

いて討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第79号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。
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（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第79号は可決されました。

次に、日程第16、議案第80号、議決内容の一部変更について討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第80号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第80号は可決されました。

次に、日程第17、議案第81号、字の区域の変更について討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第81号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第81号は可決されました。

次に、日程第18、議案第83号、財産の取得について討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第83号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第83号は可決されました。

次に、日程第19、認定第１号、平成21年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について討論の発言を許

します。
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◎長崎富夫君

認定第１号について、反対の立場から討論させていただきます。

当該工事は、５回も変更契約なされ、過去に例のない契約の悪い事例であると私は思っております。申

し上げたいのは、民法適用の前に、地方自治法が最優先されるべきだと私は思っております。地方自治法

に従い、宮古島市建設工事請負契約約款及び宮古島市建設工事請負契約約款における契約の保証に関する

事務処理要領等々に基づき契約を締結しておれば、何も問題なかったと私は思っております。当局は民法

を適用し、市民の負担云々を述べておられますが、業者からの納付金での相殺の違いであるのかなと私に

は感じられます。業者にはかなりの負担をかけております。確約納付金を受けることについて、私は疑問

がありますが、確約納付金を納めたことで、業者は一定のけじめをつけたものと私は理解しております。

それを４週間も指名停止にしたということは、妥当ではないと思っております。私には当局の不手際を市

民に対する言いわけにすりかえているようにしか見えません。したがいまして、監査委員から提出された

（ ） 、別紙平成21年度決算審査意見書 伊良部７号線道路改良工事・１工区 の理由は妥当であると私は判断し

その認定第１号に反対するものであります。

◎高吉幸光君

私は、賛成の立場から討論させていただきます。

委員長報告にもありましたけれども、委員会の中でもいろんな意見が出ましたが、市当局はしっかりと

法律の専門家も含めて話をして、その上できちんと手続をしており、認定をするのに何ら問題はないとい

うふうに思います。

以上、その立場から賛成ということでよろしくお願いいたします。

◎亀濱玲子君

委員長の報告にもありました、この決算認定については、可否同数、委員長裁決でこの事案が報告され

ておりますけれども、そもそもこれまで副市長もお答えになっていますけど、例を見ない工事ですよ。国

の事業が途中で立ち行かなくなる、それを４回も５回も契約を変更する。ほかに例を見ない、この工事の

中で明らかに債務不履行、契約不履行というのは当局も認めているところであります。それについての対

応を今のような形が妥当というふうに主張するならば、これから後行政はどういうふうにして指導してい

くんですか。明らかにこの一連の契約のあり方は、ほかの工事に影響を及ぼすものであります。これは、

どういうふうに理屈をつけようとも、ほかの事業を請け負った事業所からすると、前例をつくることにな

っています。こういうことがあるでしょう。予想できない事態が起きましたよ。想定できない事態が起き

ましたよというのは、幾つも出てくる可能性があります。ですから、地方自治法にのっとって、その契約

約款等々を遵守してやるという、やるべきであったという監査委員会の指摘というものは、私は真摯に受

けとめるべきというふうに考えています。

それで、この書かれております一連の契約のあり方がほかの工事に影響を及ぼす。そして、契約、規則

。 、 、あるいは約款等遵守しているほかの事業所との公平性に欠ける そういう指摘 これに照らし合わせても

今回の決算をみんなが疑問を持たないで通していくということは、行政のありようも問われていくと、議

会のありようも問われていくというふうに私は思います。ですので、今回のその別紙をつけてなぜ提出し

たのかという委員会でもそういうお話があったと伺っていますけれども、こういう工事の例ないやり方に
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関して、しっかりと監査委員が意見を付す、これは最後こういうふうに書かれているんですね。契約にお

ける公平性の確保や契約事務の適正化など、今後、適切な対応を求めるものであるというふうにしっかり

と提言されております。

よって、私はこの監査委員の意見というものを妥当だと考え、決算の認定に関しては反対であります。

◎新城啓世君

私は、賛成の立場から申し上げます。

この伊良部７号線の問題は、契約の解除権の行使に市長の裁量権をどの程度認めるかがこの根幹だと思

います。よって、これまでこの事務手続につきましては、市長の裁量権の範囲を超えるものではないとい

う立場から、認定することに賛成します。

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第１号を挙手により採決いたします。

なお、挙手のないものは否とみなします。

本件は認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

◎議長（下地 明君）

挙手多数であります。

よって、認定第１号は認定されました。

次に、日程第20、認定第２号、平成21年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第２号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第２号は認定されました。

次に、日程第21、認定第３号、平成21年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について討論の

発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第３号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。
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（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第３号は認定されました。

次に、日程第22、認定第４号、平成21年度宮古島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について討論の

発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第４号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第４号は認定されました。

次に、日程第23、認定第５号、平成21年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第５号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第５号は認定されました。

次に、日程第24、認定第６号、平成21年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第６号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。
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よって、認定第６号は認定されました。

次に、日程第25、認定第７号、平成21年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について討論の

発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第７号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第７号は認定されました。

次に、日程第26、認定第８号、平成21年度宮古島市診療事業特別会計歳入歳出決算認定について討論の

発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第８号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第８号は認定されました。

次に、日程第27、認定第９号、平成21年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第９号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第９号は認定されました。

次に、日程第28、認定第10号、平成21年度宮古島市水道事業会計決算認定について討論の発言を許しま

す。
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（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第10号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第10号は認定されました。

次に、日程第29、陳情書第20号、道路信号機設置並びに道路行政について討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第20号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、陳情書第20号は採択されました。

次に、日程第30、陳情書第21号、地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）に対する討論の

発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第21号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、陳情書第21号は採択されました。

次に、日程第31、陳情書第22号、県産品の優先使用について（要請）に対する討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第22号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。
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（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、陳情書第22号は採択されました。

次に、日程第32、同意案第２号、教育委員会委員の任命について討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより同意案第２号を採決いたします。

本案は同意することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、同意案第２号は同意されました。

次に、日程第33、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて討論の発言を許し

ます。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第１号を採決いたします。

本件はこれを適任と決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第１号は適任と決しました。

次に、日程第34、諮問第２号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて討論の発言を許し

ます。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第２号を採決いたします。

本件はこれを適任と決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第２号は適任と決しました。
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次に、日程第35、諮問第３号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて討論の発言を許し

ます。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第３号を採決いたします。

本件はこれを適任と決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第３号は適任と決しました。

次に、日程第36、諮問第４号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて討論の発言を許し

ます。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第４号を採決いたします。

本件はこれを適任と決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第４号は適任と決しました。

次に、日程第37、諮問第５号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて討論の発言を許し

ます。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第５号を採決いたします。

本件はこれを適任と決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第５号は適任と決しました。

次に、日程第38、決議案第４号及び日程第39、決議案第５号の２件を一括議題とし、提案者から提案理

由の説明を求めます。

◎経済工務委員会委員長（嘉手納 学君）
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決議案第４号、県産品及び地元産品愛用宣言決議、みだしのことについて、別紙のとおり議会の議決を

得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案を提出します。平成22年９月28日、宮古島市議会議

長、下地明殿。経済工務委員会委員長、嘉手納学。

県産品及び地元産品愛用宣言決議

長期化する世界的不況の中 県経済も例外なく厳しい状況にあり それを象徴するかのように 平成21年、 、 、

の完全失業率も7.5％となっており、全国の約1.5倍という高い数値を示している。

県産品及び地元産品関連産業は、流通において他県と比べ不利な状況下にあり、それが消費拡大の大き

な足かせとなっている。

しかし、県産品及び地元産品の消費拡大の足がかりとして、県民・市民が自ら消費をし、県産品及び地

元産品の良さを再認識することは、関連企業の育成と雇用の創出につながり、ひいては経済の活性化に寄

与できると考えられる。

よって、県及び本市経済の活性化・地場産業の振興のため、県産品及び地元産品の愛用を広く訴えると

ともに、下記事項の実現に向けて取り組むことを宣言する。

記

１．行政は、市の業務及び諸行事における県産品及び地元産品の優先使用及び地場産業の育成に努めるこ

と。

２．県産品及び地元産品の関連企業は、県民・市民のニーズに対応した良質・低価格の製品開発及び生産

性の向上、さらには製品の安定供給についてこれまで以上に努めること。

３．市民は、県産品及び地元産品の活用に努めること。

以上、決議する。

平成22年（2010年）９月28日

沖縄県宮古島市議会

（ ちょっと事務局に確認したいので休憩お願いしま「

す」の声あり）

◎議長（下地 明君）

しばらく休憩します。

（休憩＝午前11時06分）

再開いたします。

（再開＝午前11時07分）

◎議会運営委員会委員長（新城啓世君）

決議案第５号、尖閣諸島海域における中国漁船の領海侵犯、公務執行妨害事件の対処に対する抗議およ

び安全操業確保についての要請、みだしのことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので、会議規

則第14条第２項の規定により本案を提出します。平成22年９月28日、宮古島市議会議長、下地明殿。議会

運営委員会委員長、新城啓世。

文案を読んで提案理由の説明にかえさせていただきます。

尖閣諸島海域における中国漁船の領海侵犯、公務執行妨害事件の
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対処に対する抗議および安全操業確保についての要請

９月７日、尖閣諸島周辺の日本の領海内における海上保安庁の巡視艇に中国漁船が衝突した事件で、那

覇地方検察庁は公務執行妨害で逮捕、送検されていた漁船の船長を同月24日処分保留で釈放した。

歴史的にも国際法的にも尖閣諸島の領有権が日本にあることは明確であり、尖閣諸島を自国領土として

何ら疑いもなく同海域で漁を行ってきた宮古島市民は今回の事件の成り行きに対して極めて重大な関心を

寄せていたが、那覇地方検察庁の判断はまさに言語道断であり極めて不可解であります。

日本領海内において国民の生命財産、船舶の安全航行、漁船の安全操業を守る日本の巡視船に対する公

務執行妨害という中国漁船の行為が日本の漁船、とりわけ尖閣諸島海域を漁場とする宮古島市漁船に向け

られることを想定した場合、宮古島市漁民の出漁に大きく影響することは必至であります。

現在、宮古島市船籍の伊良部漁業協同組合所属漁船が常に尖閣諸島海域で操業しており、これまでも台

湾や中国船籍の漁船が領海を侵犯操業、漁に支障を来すなどの被害報告もある中、今回の中国漁船の傍若

無人な行為は到底許されるものではありません。加えて、那覇地方検察庁の今回の判断は国内外に尖閣諸

島に対する誤ったメッセージを送ったことになり国益を損なう重大な失態と言わざるを得ません。

政府は尖閣諸島が沖縄県に属する日本の領土であるという毅然とした姿勢で、自国の領土防衛、国益の

保護、漁業者の安全操業確保のため万全を期すよう、ここに強く抗議するとともに要請する。

平成22年（2010年）９月28日

沖縄県宮古島市議会

あて先、内閣総理大臣、法務大臣、国土交通大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大臣。

◎議長（下地 明君）

これで提案理由の説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑があれば発言を許します。

（ 質疑なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております２件については、委員会提出の案件でありますので、直ちに処理いたし

ます。

これより討論に入ります。

まず、日程第38、決議案第４号、県産品及び地元産品愛用宣言決議に対する討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

これより決議案第４号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）
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ご異議なしと認めます。

よって、決議案第４号は可決されました。

次に、日程第39、決議案第５号、尖閣諸島海域における中国漁船の領海侵犯、公務執行妨害事件の対処

に対する抗議および安全操業確保についての要請に対する討論の発言を許します。

（ 討論なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

これにて討論を終結いたします。

◎上里 樹君

この決議に当たりまして、私は２点一致できない面があります。要するに尖閣諸島の領有権が日本の領

土であることは異論はありません。それから、向こうでの操業に当たって安全を確保することに対しても

異論はありません。それから、今回の政府措置に対するこの意見にも賛成です。しかし、那覇地方検察庁

の判断はまさに言語道断であり極めて不可解という指摘、それから加えて那覇地方検察庁の今回の判断は

国内外に尖閣諸島に対する誤ったメッセージを送ったことになり国益を損なう重大な失態と言わざるを得

ませんという指摘、私はこの文言に賛成ができませんので、採決に加わることができません。

以上の理由で退場させていただきます。

◎亀濱玲子君

実は、けさの議運の中で、同僚の議運の委員に中身についてですね、全員が一致できるようにというふ

うに提案をさせていただいたんですが、少しそのままもう準備が進んだようでありまして、私も今上里樹

議員が話したようなことなんですけれども、尖閣諸島が石垣市に帰属して日本の領土であるということは

当然のことでありますし、また本当に近海の安全操業ということは、市長のきのうのコメントにもありま

した。これは、当然求めていくべきことでありますが、要請抗議文というものが那覇地検に何か言及して

いるようなところなどがありまして、このあたりをきょうも県議会で出されるようでありますけれども、

日中の外交をしっかりと再発防止に向けて取り組むようにというようなことに置きかえられないだろうか

というようなことで、同僚議員にお願いしましたら、これがちょっとできませんでしたので、やっぱり文

言のことが少し責任を負いかねるということから、退場させていただきます。

（議員２人退席）

◎議長（下地 明君）

これより決議案第５号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、決議案第５号は可決されました。

しばらく休憩します。

（休憩＝午前11時15分）

（議員２人着席）
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◎議長（下地 明君）

再開します。

（再開＝午前11時15分）

これで今定例会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。

お諮りいたします。今定例会において議決された各議案について、会議規則第43条の規定による条項、

字句、数字、その他の整理を要するものについては、これを議長に委任されたいと思います。これにご異

議ありませんか。

（ 異議なし」の声多数あり）「

◎議長（下地 明君）

ご異議なしと認めます。

よって、そのとおり決しました。

これをもって平成22年第５回宮古島市議会定例会を閉会いたします。

（閉会＝午前11時16分）

上記のとおり会議の顚末を記載し、相違なきことを証する為ここに署名する。

平成22年９月28日

宮古島市議会

議 長 下 地 明

議 員 眞榮城 德 彦

〃 新 城 元 吉




